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「……と、いう訳なんだ」

　俺おれは綺き麗れいさっぱり打ち明けた。かくかくしかじかと。

　それを黙だまって聞いてくれていた話し相手の男は、重苦しい溜ため息いきと共に手にしたグラスを傾かたむける。溶とけかけた氷がカランと透とう明めいな歌を奏かなで、黄金こがね色いろのウイスキーの中でワルツを踊おどった。

「それは何たる……何たる……っ！」

　そこで一いつ旦たん言葉を区切り、強く拳こぶしを握にぎりしめる男。瞬しゆん間かん、男はドクロの眼がん窩かに真しん紅くの光を灯ともらせたかと思うと、烈れつ火かの如ごとき勢いで叫さけんだ。

「何たる所業かっ!!　悪あく魔まのような女だな、貴様の妹は!!」

　洒落しやれた雰ふん囲い気きのバーカウンター。大型の魔ま導どうスピーカーから流れる格調高いクラシックを台無しにする勢いで、激情を撒まき散ちらすドクロの男。

　いやぁ、分かってくれるか。分かってくれるヤツに出会えて、俺おれも心の底から嬉うれしいよ。

　……けどさ……。




「あんたがソレを言うか？　〝魔ま王おう〟さん」




　そう。今はそれが問題だ。もう死活問題と言ってもいい。

「貴様は何も分かってはおらぬな、ステファノスの王子よ！　魔ま王おうだからこそ分かる『悪』というものが、この世にはあるのだ！」

「わ、分かったから少し落ち着けって。もう酔よってるのか？」

「酔よわずには聞けぬし、酔よわずには語れまいっ！　今こ宵よいは貴様も飲め！　余が許す!!」

「ちょ、駄だ目めだって！　俺おれまだ未成年ですからっ！」

　酔よった勢いでボトルを真っ逆さまにしてグラスに注ぐ魔ま王おう。その威い厳げんの無さを一目見たら、泣く子も一いつ瞬しゆんで黙だまるだろう。渾こん身しんの呆あきれ顔を浮うかべてな。

「はぁぁぁぁ～……どうしてこうなった……」

　邪悪を極きわめたこの魔ま王おう城じようのバーで、魔ま王おう相手に身の上を語る俺おれ。

　何故なぜこんな事になったのか。その発ほつ端たんは、今から数時間前まで遡さかのぼる……。
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『魔ま界かい』──。そこは俺おれ達たち〝人間〟に仇あだなす異い形ぎようの怪かい物ぶつ達たち、〝魔ま物もの〟が蔓延はびこる暗黒の地。

　その地の果てには、何がある？　……そう、『魔ま王おう城じよう』だ。簡単に想像はついたんじゃないか？　きっとどこの世でも、そいつは変わらない。不変の真理ってヤツだろうからな。

　邪悪を孕はらむ深い闇やみの中、ひっそりと鎮ちん座ざする〝魔ま物ものの王〟の根城。

　今日はそこに一人の……人間の男が、攫さらわれてきた。

「うぅ……ん……。ここ、は……？」

　目覚めた男の名は、〝ルシエル・Ｆ・ステファノス〟。

　白いヴェールの奥おくで揺ゆれる美しい黒くろ髪かみ。奥おくゆかしげな息いき遣づかい。恥はじらう所作。自分で言うのも何だが、これぞ王室育ちの気品だ。絢けん爛らん豪ごう華かな純白のドレスが、その気品に更さらなる拍はく車しやを掛かけている。

　……ってちょい待ち。何で俺おれ……こんなドレスなんかを着てるんだ？

「ふむ。ようやく目を覚ましたようだな──〝姫ひめ〟よ」

「は？　姫ひめ？　あー……それってひょっとして、俺おれの事……？」

「無論。そなた以外に誰だれがいる？　この魔ま王おう城じようの玉ぎよく座ざの間に。いるのは城主たる余と、そなただけだ」

　言って、魔ま王おう城の城主を名乗る男はおもむろに玉ぎよく座ざから立ち上がると、両りよう腕うでを広げてこちらに近付いてきた。

「!?　て事は……お前が魔ま王おうなのか!?　待てっ、いや待って下さい！　違ちがいます！　俺おれは多分、あなたが期待してるのとは違ちがうんですっ！」

　さて、ここでもう一度確かく認にんだ。魔ま王おうサマは可か憐れんで美しい姫ひめを攫さらってきたつもりでいるらしいが……この俺おれ、ルシエルは正しよう真しん正しよう銘めいの男です。いいね？

「クックック！　女だてらに存外野太い声ではないか。余は聊いささか驚おどろいたぞ、姫ひめ」

「だから俺おれは姫ひめじゃないんですってば！　もっと言うと女ですらない！　あぁちょっと！　それ以上近付かないで！」

「異な事を言うものだ。ドレスを着て、香こう水すいの匂においを振ふり撒まき、そのように華きや奢しやな細ほそ腕うでを晒さらしておいて男だと？」

「腕うでが細くて悪う御ご座ざんしたねぇ！」

「褒ほめ言葉のつもりで言ったのだが、初心うぶで気き丈じような娘むすめよな……気に入ったぞ。姫ひめ、近ちこう寄れ。その無む垢くな柔やわ肌はだを余の前に晒さらすが良よい」

　ヴェール越ごしに俺おれを覗のぞき込こもうと、膝ひざを折る魔ま王おう。しかしその顔は、なんとドクロだった。表情など無いはずのその顔が、まるで嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮うかべるかのようにカタと顎あごを鳴らす。

　いやいやいや！　何で気付かねぇんだ、こいつの目と耳は飾かざりか!?　って、ドクロだからそもそもそんなの付いてねぇのか。でもこの手の魔ま物ものって、視覚も聴ちよう覚かくもちゃんと備わってるもんだよな……？

　そうこうしている内に、近付いてくる手の平。既すでに風化しかけた冷たい指先で、魔ま王おうは俺おれの顔に掛かかるヴェールをゆっくりと……取とり払はらう。

「って、こやつ本当に男ではないかっ!!」

　玉ぎよく座ざの間まに木霊こだまする絶ぜつ叫きよう。いやまぁ、驚おどろくのは分かる。王城の中に、姫ひめの格好をしたヤツがいたらそれは姫ひめで、姫ひめと言ったら女と相場が決まってるからな。

　けど残念かな。あんたが攫さらってきたのは姫ひめでも何でもない、ただの男なんだよ！　姫ひめの格好をしただけのなっ！

「なっ、貴様……何故なぜ男がドレスを着て化け粧しようを!?　ゥオェッ、気持ち悪っ！　間近で見てしまったぞどうしてくれる!!」

「ヒィッ!?　お、怒おこらないで下さい！　何度も警告しましたよね、俺おれ！」

　ったく、一体何がどうなってんだ？　妹から紅茶をご馳ち走そうされて、飲んだら途と端たんに眠ねむくなって、目覚めたらコレだよ。いや、別に女装癖へきに目覚めたって訳じゃあないぞ？

　……って、待った。紅茶を飲んだら眠ねむくなって、気付いたら魔ま王おう城だって？　……おいおいそういう事かよ。何がどうしてどうなったのか、俺おれには何となく読めた気がするぜ。

「くっ、中々やるではないか人間。見た目にまんまと騙だまされたぞ。さては貴様、姫ひめがこの魔ま王おうに狙ねらわれていると知って、自ら替かえ玉だまとなる事を進言した近この衛えか何かだな？」

「いえ、全然」

「フッ、やはりそうか！　危険を承知で我わが身みを抛なげうつその覚かく悟ご、人間にしては勇ゆう敢かん……な……え？　待て、今なんと？」

「だから、違ちがうんですって。俺おれは替かえ玉だまなんか進言しちゃいません」

　ポカンと口を開け、魔ま王おうは無言。しばらくそれが続いたところで、魔ま王おうはやっとの想おもいで声を絞しぼり出だした。

「ならば、貴様は一体何なのだ？」

「俺おれは……」

　なるほど、それは至し極ごく当然の疑問だ。

　俺おれは素す直なおに答えるべきか一いつ瞬しゆん悩なやみ、ゴクリと唾つばを飲のみ込こむ。しかしこの魔ま王おうを前にして言いい逃のがれるなんて、そんな事ができるとは思えない。ここは正直に答えるしかないだろう。

「俺おれの名前はルシエル。あなたが攫さらおうとした王女の兄。つまりはその国の……王子です」

「ふむ…………え？　ちょっと待て。その王子が何故なぜ、妹のドレスを着ているのだ？」

　困こん惑わくを隠かくし切れない様子の魔ま王おう。あぁ、気持ちは分かる。妹のドレスだとサイズが合わないからこのドレスは正確には母さんのドレスだけど、まぁそんな事はどうでもいい。

　今俺おれがこんな格好で、こんなところにいる理由なんて……たった一つだ。

「騙だまされたんですよ！　その妹に!!」

「……え～っと……詳くわしく聞かせてもらえる……？」
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　てな具合で意気投合し、今に至ると。

「あ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ、聞けば聞くほど腹が立つ！　何なのだその王女は！　クソ女ではないか!!」

「あ、やっぱそう思う？　魔ま王おうの目から見ても？」

「いや、だってそうであろう？　確かにな、近々『王女を攫さらう』と予告状を出したのは余だ。それは認める。しかし……しかしだ！」

　バンッと魔ま王おうがテーブルを叩たたき、手にしたグラスが粉々に砕くだけ散ちる。

「それが嫌いやだからという理由で実の兄に一服盛って、寝ねている隙すきに服を着きせ替かえ自分の身代わりにしようなどと……正しく悪あく魔まの所業！　我ら魔ま物ものでもそこまでゲスな真似まねはせぬ!!」

　へ、へぇ、魔ま物ものって案外優やさしいんだな。俺おれちょっと誤解してたかも。

「今のところは状じよう況きよう証しよう拠こしかねぇけどな。でも……あいつは昔からそういうヤツなんだ。しかもそれが全部〝善意〟として行われてるってんだから、余計にタチが悪い」

「善意だと？　どういう事だ？」

「あいつ──〝トルチェ〟ってんだけどな。トルチェは何て言うかその、俺おれの事を『デキる兄』だって思おもい込こんでるとこがあって……」

　答え、俺おれはまだ可愛かわいかった妹の、尊敬の眼まな差ざしをしみじみと思い出す。

「小さい頃ころの話さ。おてんば娘むすめだったトルチェはしょっちゅう部屋を抜ぬけ出だしては、裏庭で遊んでたんだ。でもその時、城じよう壁へきを越こえて突とつ然ぜん魔ま物ものが襲おそってきた。回かい廊ろうからその様子を見ていた俺おれは咄とつ嗟さに飛び出してトルチェを庇かばったんだけど、それが誤解を生んじゃってさ」

「誤解……なるほど読めたぞ。王女は、貴様が魔ま物ものを成敗したと思ったのだな？」

「おぉ、よく分かったな、その通りだよ。でも実際のところ俺おれは盾たてになるのが精せい一いつ杯ぱいで、無ぶ様ざまに倒たおれてただけ。魔ま物ものを倒たおしてあいつを救ったのは、後から駆かけつけた騎き士しだったんだ」

　なのにあいつは、自分を救ってくれたのは俺おれだと信じて疑わなかった。襲おそわれた恐きよう怖ふで気を失ったから、真実を知らないだけ。そう何度も説明してやったのに、まるで聞く耳持たないし。

「それからだよ、あいつが俺おれを狂くるったみたいに尊敬してくるようになったのは。何かにつけて『さすがはお兄様です！』って褒ほめちぎってきてさ。いつからかそれがどんどんエスカレートしていって、とにかく手て柄がらを立てさせようと企たくらむようになったんだ」

　ハチの巣を見つけてはわざと突つついて俺おれに助けを求めてみたり、騎き士し団だんの連中を煽あおって剣けん術じゆつ大会を開かせては俺おれに優勝してみせろと言ってきたり……数え出したら切りがない。

「待て。話を聞くに……ひょっとして余も、そのトルチェとやらに乗せられたという事か？」

　何やら考かんがえ込こんでいた魔ま王おうが、不意に顔を上げて呟つぶやく。どういう事だと聞き返す俺おれに、魔ま王おうは答えた。

「そもそも余が王女を攫さらおうと思い立ったのは、余のもとに一通の封ふう書しよが届いたからだ」

「封ふう書しよ？　どんな？」

　尋たずねられた魔ま王おうは、羽織ったローブの内側から一枚の紙切れを取り出す。そこには次のような事が、丸っこい文字で記されていた。




　──〝新月の夜、城の北にある宮きゆう殿でんのバルコニーにてお待ちしております。部屋には警護の兵が張り付いておりますが、二十一時の交代時間に隙すきができるよう手配します。

　空からご侵しん入にゆうされる場合は北の方角が手て薄うすです。陸路の際は町外れの教会へどうぞ。十じゆう字じ架かの下に、王宮まで直通する地下水路への隠かくし階段がございます。

　以上。親愛なる魔ま王おう様へ、ステファノスの姫ひめより愛を込こめて〟──。




「……何？　この一いつ切さい抜ぬかりの無い完かん璧ぺきな誘ゆう拐かいマニュアル」

「ふっ、見事なものであろう？　ここまでお膳ぜん立だてされては、攫さらってやらぬ訳にも行くまい」

「いやお前少しは怪あやしめよ！　どう見たって罠わなじゃねぇかコレ！」

　どこの世に魔ま王おうに攫さらわれたがる姫ひめがいるってんだ！　こりゃどう見たって裏があるに決まってるだろ！　ったくもぉ、まんまと騙だまされやがって……。

「ば、馬ば鹿かな……ようやく人間の中にも余の魅み力りよくに気付く女が現れたと、喜びに胸を躍おどらせていたというのに……。見ろ、この白く美しい顔を。毎日のケアで染しみ一つないのだぞ？」

「そりゃ白いだろうさ白骨だもん。少なくとも人間にはモテねぇだろうけどな。さておき……この一件が全部トルチェに仕組まれた事だったってのはこれで分かった」

　紙に書かれた字を見るに、この封ふう書しよの差出人はトルチェで間ま違ちがいない。つまりあいつは、攫さらわれるのが嫌いやで俺おれを身代わりにした訳じゃない。自分が魔ま王おうに攫さらわれるように敢あえて仕向けて、その上で俺おれを身代わりにしやがったんだ。

　俺おれが手っ取り早く……魔ま王おうのもとに辿たどり着つけるようにな。

「何故なぜ王女はこんな真似まねを？」

「そりゃ、さっきも言った通り俺おれに手て柄がらを立てさせるためだろ。人間と魔ま物ものの対立は言わずもがな、そのボスである魔ま王おうを退治したとなれば、俺おれは人間として最高の栄えい誉よを手にする事になる。つまりトルチェはこう言ってるのさ。『とっとと魔ま王おうを倒たおしてこい。お兄様ならできる』ってな」

「着の身着のままでか？　余が言う事でもないが、エスカレートここに極きわまれりだな……」

　げんなりと肩かたを落とす魔ま王おう。マジやめて、俺おれも本気でげんなりしちゃうから。

　と、二人してブルーな気持ちを目一杯ぱいに味わったところで、魔ま王おうは突とつ然ぜん自分の膝ひざを叩たたいて立ち上がる。

「よし！　分かった。貴様は一度自分の城へ帰るが良よい」

「えっ！　い、いいのか？　魔ま王おうともあろう者が人間を簡単に見み逃のがしちゃって」

「うむ。幾いくばくかの同情と、貴様がステファノス家の王子……即すなわち時期〝聖王〟であるという伸のびシロを加味して、ここは見み逃のがしてやるとしよう」

「マジ？　マジでか！　おおぉぉ、ありがたき幸せっ！」

「うむ。いつか成長して舞まい戻もどり、余を存分に楽しませた上で殺されるが良よい」

　なにそれ、そう言われると全然喜べねぇ……。いや、文句を言うのは止よそう。今はとにかく生きて帰る事だけを考えるべきだ。

　俺おれは魔ま王おうの気が変わらないうちに魔ま王おう城じようを脱だつ出しゆつすべく、そそくさとその場を後にする。

　だが……俺おれがバーの扉とびらに手を掛かけたところで、不意に魔ま王おうは低い声を投げてきた。

「ゆめゆめ気を抜ぬかぬ事だ。余は見み逃のがすと言った……が、ここは悪徳渦うず巻まく魔物の城。魔ま王おうの言葉が必ずしも絶対であるとは、限らぬぞ？」

「？」

　その言葉の意味が分からず、俺おれは頭に疑ぎ問もん符ふを浮うかべながらもバーを出た。

　しかしその直後──俺おれの疑問はいとも簡単に氷解する事となる。

「ヒャッハァーーーーッ!!　ご馳ち走そうがノコノコ歩いてやがるぜェーーーーッ!!」

「ぶひょひょぉっ！　肉！　肉！　にくにクニクニク！　アレ絶対ウマいよぉ!!」

「……匂におい立つなぁ……堪たまらぬ血で誘さそうものだ、えづくじゃあないか……」

　おい、おいおいおいおい、こりゃ一体どういう事だ？　血に飢うえた野や獣じゆうみたいになった魔ま物ものの群れが、ヨダレＭＡＸで俺おれを追いかけてきやがる！

「待って！　俺おれ、おたくらの王様に見み逃のがされたんですけど！　逃にげていいはずだよね!?」

「いいよぉ逃にげていいんだよぉ！　逃にげられるモンならなぁ！」

　狂きよう気きにギラついたその目を見て、俺おれは理解した。そうだ……ここは魔ま物ものの城。人間であれば王の言葉は遵じゆん守しゆするのが常識だが、邪じや悪あくな魔ま物もの達たちがその常識通りに動く道理はない。

　血の気けの多いこいつら魔ま物ものにとっちゃ、命令無視がむしろ常識。こいつらは初めから、心ゆくまで〝狩かり〟を楽しむつもりなんだ！

　……チ。そっちがそのつもりだってんなら……やるっきゃねぇ、か。

「やれやれ……参ったぜ。どうやら久々に、本気を出さなきゃならねぇらしい」

「ムッ!?　纏まとう空気が変わった……？　何をするつもりだ、人間！」

「ふっ。まぁ待てよ魔ま物ものども。まず服を脱ぬぎます」

「なっ……!?　バカなっ！　ドレスとヒールを脱ぬいでパンイチになっただと!?　貴様この期ごに及およんで何を！　喰くいやすくなってくれたようにしか思えんぞ!!」

「そう思うか？　もっとよく考えてみろよ。パンイチになった今の俺おれの防ぼう御ぎよ力は……ゼロ。だがその反面、体が極限まで軽くなったのさ。あぁ……ここが人間の城じゃなくて、本当に良かったぜ……心置きなく本気になれる」

　魔ま物もの達たちのどよめく声に、緊きん張ちようが走る。悪いな。今の俺おれの走りは──それ以上だ。

「見せてやるよ。これが！　尊厳を捨てた人間の力だっ!!」

　瞬しゆん間かん、パンイチ男は一いち陣じんの風になった。

　トホホ……女装の次は半はん裸らかよ。何だって俺おれが、こんな目に……。
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「ぜは～、ぜは～……！　ざ、ざまぁみろ……逃にげ切きってやった、ぜ……！」

　服は命より軽い。これ常識。

　人としての尊厳を華か麗れいにパージした俺おれはどうにかこうにか魔ま王おう城じようを脱だつ出しゆつ、その後も迫せまる追っ手を振ふり切きって、ようやく一息つけるようになった。

「くそ……もう心臓が破は裂れつしそうだ……けど……」

　そうだ、安心はできない。城から無事に出られたとはいえ、ここは魔ま界かいの真まっ只ただ中なか。依い然ぜんとして魔ま物もの達たちの領域だ。どこまで逃にげれば安らげるのか……疲つかれと絶望感がない交ぜになり、俺おれの体に重く圧のし掛かかってくる。

　ここは魔ま界かいのどの辺りだろうか。逃にげる方角は合っているのだろうか、と。

　──この世界【リヤンオリゾン】は、平面の世界だ。例えるなら、コインのような。表が人間界で、裏が魔ま界かい。地平線に着くと重力が逆転し、それぞれの世界に行き来できる。

　という事は、魔ま界かいを真まっ直すぐに歩き続けていればやがて嫌いやでも人間界に辿たどり着つく。でも、東西南北どの方角に向かえば最短なのか……今問題なのはその部分だ。もし魔ま王おう城じようが魔ま界かいの中央にあるなら最短も何もないが……くそ、自分の不勉強が悔くやまれるな。

「とにかく、今は歩き続けるしかない。できるだけ街かい道どうに沿って、森や洞どう窟くつには迂う闊かつに近付かないようにして……、……って、あれ？　何だこれ……俺おれ、いつの間に森の中に……!?」

　朦もう朧ろうとする意識の中、突とつ然ぜん空気の匂においが変わったような気がして俺おれは顔を上げる。するとどういう訳か、俺おれは深い森の中に迷まよい込こんでいた。

「ど、どうなってんだ？　俺おれは確かに街かい道どうを歩いてたはずだ。なのに森の中って、冗じよう談だんだろ？」

　森の入り口に立っていたというならまだ分かる。疲つかれでボーッとしてたからな。

　でも現実はそうじゃなくて、この有り様だ。見み渡わたす限り木しか見えず、右も左も分からない。なるほど……これが童話とかでよく見る『迷いの森』ってヤツかねぇ。

「上等だぜ。これ以上迷わせられるもんなら、迷わせてみやがれ！」

　ある意味自じ暴ぼう自じ棄きに陥おちいった俺おれは、威い勢せいよく叫さけぶと同時に森を全力ダッシュ。

　こちとら人生という名の迷い道を絶賛放ほう浪ろう中だ。方向音おん痴ちが更さらに迷えば、一周回ってきっと正解に辿たどり着つけるに違ちがいない。

「！　あれ、森の出口じゃないか？　よっしゃラッキー！　このままガンガンいこうぜ！」

　諦あきらめない気持ちが、奇き跡せきとなって希望を呼よび込こむ。俺おれは最後の力を振ふり絞しぼるため、平手で自分の頰ほおを強く叩たたいた。しかしその瞬しゆん間かん、思った以上に足元がフラついてしまう。

「うっ、何で……ってしまった！　そういや今の俺おれ、防ぼう御ぎよ力りよくゼロじゃねぇか！」

　俺おれってば控ひかえめに言って雑魚ざこなんだから、そんな状態で叩たたいちゃったら……ほら見ろ、体力ゴッソリ削けずっちまったぞ！　くそ、ここは〝いのちだいじに〟の場面だったか……！

「ヤバ……目が、霞かすんできやがった……」

　折角魔ま物ものどもから逃にげおおせたのに、最後は自じ滅めつとかシャレにもならん。

　俺おれは何とか気張ろうとするも、意識が急激に遠とお退のいていく。このままこんなところで倒たおれちまったら、次に目覚めるのは天国か、魔ま物ものの皿の上だろう。

　あぁ……さよならみんな。もし生まれ変われるのなら、次はこことは違ちがう異世界がいいな。

　そこはきっと剣けんも魔ま法ほうもなけりゃ魔ま物ものもいない別の文明が発達した世界で、人々は文句を言いながらも必死に働いてる。そんな中、俺おれは金持ちの一人息子むすことして生まれるんだ。いいか、一人息子むすこだぞ？　あの鬼妹トルチエがいない事が何より重要だ。

　両親は俺おれに激げき甘あまで、金も時間も権力も、何もかもが自由自在。そして従順で優やさしく、嫌いやな顔一つせずに俺おれに尽つくす女の子達たちに囲まれながら常とこ夏なつの真実を楽しむんだ。

「って、我ながらクソ野や郎ろうだな……でも凄すごく……理想的……」

　都合のいい妄もう想そうに溺おぼれながら死ぬのも、悪くない。俺おれはいっそ清すが々すがしい気分で意識のヒモを手放そうとした……──その時。

「た、大変っ！　あんなところに今にも倒たおれそうな人が……あ、倒たおれた！」

　正面の、遠くの方……そこから、知らない女の子の声がした。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?　だいじょばないですか!?　あぁそんなっ、返事をして下さいっ!!」

　駆かけ寄よってくる足音。慌あわてたような声が耳に響ひびく。俺おれは振ふり絞しぼった力をもう一ひと絞しぼりして、女の子の顔を見上げた。

　……人間？　に、見えた。

　何でだ？　ここは魔ま界かいの真まっ只ただ中なか。魔ま王おう城じようから徒歩数分の、命がいくつあっても足りない危険地帯のはず。そんなところに、何で人間の女の子が……。

　甘かん美びな妄もう想そうを追いやって、尽つきない疑問が頭の中を駆かけ巡めぐる。

　俺おれは何一つ答えを出せないうちに、今度こそ意識のヒモを手放した。







　……それから、どれほどの時間が経たっただろうか。

《ふむ、どうやら少々熱がおありのようですね。コルル、桶おけにお水を持ってきて下さい。そうしたら、そこのタオルを濡ぬらしてこのお方の顔に》

「うん、分かったよレグナ！　顔のどの辺？　ここ？」

《額です、って、鼻と口に押おし当あてるのはおやめ下さい！　熱が下がるだけじゃなく息の根が止まってしまいますよ！》

　んん……？　ぼんやり意識が戻もどったと思ったら、何かいきなり物ぶつ騒そうな話し声が聞こえたような……おまけに死ぬほど息苦しい。

　俺おれ、大だい丈じよう夫ぶなのか？　今すぐ飛び起きるべきなのか……いや、息苦しさも収まったし、しばらくは気を失ってるフリを続けて様子を見てみよう。

「あっと、あはは……タオルは額に、だよね。当然分かってたよ。ちゃんとレグナの指示を聞いて介かい抱ほうしてるんだから、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ！」

《と言っても、わたくしは結局のところ貴女あなたそのものなのですから、あまり信用はなさいませんように》

「むぅ。それって、遠回しに私が信用ならない女だって言ってる？」

《わたくしは貴女あなたの〝真実〟を司つかさどる首である以上、真実しか口に致いたしません。それは、同一体である貴女あなた自じ身しんが一番良く分かっているかと》

「もう、レグナったら、私のくせに相変わらず意地悪なんだから……」

　何だ？　同一体？　私のくせに？　……良く分からん。俺おれはてっきり二人の女の子が言い争ってるのかと思ってたけど、一人の女の子が喋しやべってるのか？　口調こそ違ちがうけど声は同じに聞こえるし。いや……流石さすがにそんな意味不明な事をするヤツなんている訳ないか。

「う……こ、ここはどこだ……？」

　様子見はこのくらいにしておいて、俺おれは今まさに目覚めたテイで瞼まぶたを開く。すると俺おれの視界には、同年代かやや年下と思われる女の子の顔がドアップで映り込こんだ。

「起きたっ！　お、おはようございます、ここですか!?　ここは【リヤンオリゾン】です！」

「い、いや、ここが【リヤンオリゾン】の魔ま界かいって事までは分かってる」

「それは確かだと証明できますか!?　あなたがあなたであるように、世界が世界であるという保証はどこにあるというのでしょうか!?　事実と認にん識しきは違ちがうのかもしれませんよ!?」

「いきなりそんな哲てつ学がくみたいな事言われても知らんわ！」

「で、ですよね……。すみません、ちょっと落ち着きます……」

　謎なぞの女の子は俺おれから高速で離はなれ、全力で深呼吸。それをしばらく繰くり返かえした後、「よしっ」と胸の前で両りよう拳こぶしを握にぎりしめてから再び俺おれに向き直った。

「あの……頭大だい丈じよう夫ぶですか？」

　仕切り直し早々にそれかよ。

「いきなり失礼なヤツだな、オイ」

「あ、ちちち違ちがいますっ！　倒たおれた時にかなり強く頭を打っていたようなので、それで」

　あ、やべっ、そういう事か！　俺おれを心配しての発言だったのに、悪い事したな……。

「ごめん……心配してくれてありがとな。頭は大だい丈じよう夫ぶだ、問題ない」

「本当に？　パンツ一丁なのに？」

「そこは突つっ込こまないでくれ」

　ヤバイ。今の俺おれ、頭の心配されて当然の格好だったわ。

「と、とにかく大だい丈じよう夫ぶだから。説得力ないかもだけど、俺おれは決して怪あやしい者じゃない」

　俺おれは何とか身の潔白を証明しようと、寝ねかされていたベッドに正座してみせる。それを見た女の子は顔の前で勢いよく手を振ふり、大おお慌あわてで答えた。

「いえいえっ、別に怪あやしんでる訳じゃありません！　あなたが危険物を所持していない事も分かってます。その……私これでもこの村の門番を務めているので、村の安全のため勝手ながらボディチェックをさせて頂きましたから……」

「ボ、ボディチェック？」

　待って、パンイチの俺おれにボディチェックだと？　一体どこをチェックしたと言うの？

「見えない部分を重点的に調べましたところ、隠かくし持もっていたのは初期装備の定番〝ヒノキの棒〟が一本。とても粗そ末まつなモノでしたので、もし暴れ出しても危険はないかなと」

「粗そ末まつで悪う御ご座ざいましたねぇ」

　なめとんのかこのアマ。暴れ出したらそれなりに危険なんだぞ、コレ。いや、まぁ、暴れる機会もなけりゃ暴れた経験もないんですけどね。そもそも俺おれにそんな度胸はないしね。

「あれ……？　でもヒノキの棒にしては小こ振ぶり過ぎるし、感かん触しよくも違ちがったような……」

　ん？　もしかしてこの子、本気でピュアッピュアな感じ？　嫌いや味みで言った訳じゃないのか？　いかん、だったらこのままピュアな方が、この子にとっては幸せなのかもしれん。

「な、なぁ、もうやめないか？　それ以上思い返すのは……」

「でも、私気になります！　私の知らない暗あん器きか何かなんですか!?」

「いやその……位置的に察して頂けると、非常に助かるかなと」

「位置？　何を察すれば……うん？　どうしたの？　レグナ」

　その時、女の子は何やら右耳に意識を集中させる。それにどういう意味があるのか俺おれには分からなかったが、女の子は突とつ然ぜん何かを察したように赤面した。
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「あぁ、あすっ、すみませんっっ!!　私そのっ、まずはとにかくボディチェックをしなきゃって、気が動転しててっ……あぁもう！　普ふ段だんはパンツの中まで調べたりなんかしないのに、どうして今回に限って!?」

「そりゃお前、俺おれが初めからパンツしか穿はいてなかったから……」

「あぁっ、なるほど！　だからボディチェックの対象がパンツに！　はわわっ、も、もちろん見てはいませんよっ!?　手て触ざわりで判断しただけですので、そこはご安心を！」

　この場合、見られるのと触さわられるの、どっちがマシなのかな？　どっちにしても、もうお婿むこに行けない……。

「と、とにかく、棒の話題は終わり終わりっ！　で、君は行き倒たおれた俺おれを家まで運んで介かい抱ほうしてくれた、命の恩人って訳だな？」

「命の恩人だなんて、そんな……私はヒトとして当然の事をしたまでです」

　ポッと頰ほおを赤らめ、両手の指先を合わせてモジモジする女の子。尻しりから生えた犬の尻尾しつぽがブンブンと揺ゆれ動うごき、嬉うれしがる彼かの女じよの心情が目で見て分かった。

　……って……尻尾しつぽ？

　いや待て。そう、尻尾しつぽだ。実を言うと、彼かの女じよの尻尾しつぽは突とつ然ぜん生えてきた訳ではなく、初めからあった。大型犬によく見る、フッサフサの飾かざり尾おタイプだ。

　そしてもっと言うなら、頭には犬の耳まで付いている。耳の先に穴が開けてあるのかリングが通っており、そのリングには赤いヒモが吊つるされていた。

　そのヒモの先にぶら下がっているのは、デフォルメされた犬の顔をモチーフにしたアクセサリー。一見するとフェルトのぬいぐるみのようで、とても愛くるしい。

「なぁ……ちょっと確かく認にんさせてもらってもいいか？」

「？　あ、はい、何をでしょうか？」

「その頭の耳とお尻しりのソレ……アクセサリーか何かなんだよな？」

「えっと、耳と、尻尾しつぽですか？　……はい！　もちろんアクセサリーですよ！」

「でも、さっき動いてたように見えたんだけど」

《なるほど。ご覧になってしまったのですね》

「!?」

　なっ……何だ!?　今、どこからか女の子の声がしたような……。しかもこの声、さっき意識が戻もどってないフリをしてた時にこの子と言い争ってたヤツの声だ……！

「い、今の声、どこから……？　あのさ……俺おれの聞き違ちがいじゃなかったなら、今の声……君の耳にぶら下がってるアクセサリーから聞こえてきた気がするんだけど、まさか違ちがうよな？」

　恐おそる恐おそる、俺おれは尋たずねた。尋たずねずにはいられなかった。だってそうだろ？　ここは魔ま界かい、つまりは魔ま物もののテリトリーだ。そこにいるのが人間だなんて、どうしてそう言い切れる？

　確かに見た目は人間に近いかもしれない。でも獣けものの耳と尻尾しつぽが生えてる訳で……ひょっとしたらこの子は、人間に見えるだけの魔ま物もの、なんじゃないのか？

　質問を受けた女の子は、ひたすら無言。それまでの元気いっぱいな態度はどこへやら、顔を伏ふせてジッと押おし黙だまっている。

　そうして不気味な沈ちん黙もくが流れた──数秒後。少女はついに、顔を上げた。

　と同時に俺おれは決意する。次に少女が告げる言葉……それが俺おれにとって危険な意味を持つものであった場合……俺おれはこのパンツさえ脱ぬぎ去り、更さらなる加速を手に入れると。

　変態の烙らく印いん？　結構、押おすなら押おせよ。何事も命あっての物種だ。

「すみません。この耳と尻尾しつぽは……本当はアクセサリーなんかじゃないんです。本物なんです。だから当然動くし、血も通っています」

　そう訴うつたえる少女の声は、何故なぜだかとても悲しげだった。だが、それを気にしてはいられない。俺おれは与あたえられた情報の意味を、頭の中で理解しようと必死だ。

「ちなみにこの犬の顔のアクセサリーも生きてます」

「ごめん、それが一番分からないっす」

《言葉通りの意味ですよ。わたくしは彼かの女じよの一部であり、彼かの女じよもまたわたくしの一部》

　うおっ、また喋しやべった！　……なるほど。少なくとも腹話術って感じじゃなさそうだな。

「お喋しやべり上手なアクセサリーだな。挨あい拶さつしといた方がいいのか？」

《では、わたくしから。お初にお目めに掛かかります、わたくしの名前は、〝レグナ〟。この子の右の首を担当しており、主に〝善意〟と〝真実〟を司つかさどる存在です。以後お見知り置きを》

　丁てい寧ねいかつ事務的な口調で喋しやべる、犬の顔型アクセサリー。何となくお堅かたそうだけど別に冷たい感じはなくて、そうだな……例えるなら、〝優ゆう秀しゆうで生真面目きまじめなメイド長〟、みたいな印象。

「レグナ、ね。しっかり名前まで付いてるとは驚おどろきだな。喋しやべってるのは右耳のお前だけらしいが、左の方はどうなんだ？　寝ねてるとか？」

《仰おつしやる通り、寝ねています。今は》

「えっ!?　あ、そうなの……？」

　うーん、まさかの当たりだったよ。……けど、そうか。そういう事なら大体分かってきた。

　俺おれは自分で言うのも何だけど、読書家だ。御お家いえの都合で、本当なら剣けんの腕うでを磨みがかなけりゃならなかったんだが……俺おれには才能がなかったから、少しはマシだった頭脳方面に手を出した。

　だからその分、魔ま物ものの生態にはかなり詳くわしいと自負している。大体の住すみ処かや、特性、外見や弱点とかな。そんな俺おれの対魔ま物もの知識が今、結論を導き出したぜ。

「お前……〝ケルベロス〟だな？」

　ドンッ！　という幻げん聴ちようが聞こえてきそうなくらいにカッコよく、俺おれは少女の鼻先に人差し指を突つき付つける。すると少女は小さく息を吞のみ、大きな琥こ珀はく色の瞳ひとみを輝かがやかせた。

「凄すごいっ！　どうして分かったんですか!?　私の正体！」

「簡単だぜ。まずその耳！　尻尾しつぽ！　人ひと懐なつっこい感じの性格！　まさに犬！　そして顔の左右にぶら下がる犬の首……本体の首と合わせりゃ、首が三つだ。三つ首の犬と言ったら、魔ま王おう城じようの門を守護する事で有名な地じ獄ごくの番犬……ケルベロス以外に考えられない！」

　一点の曇くもりもない、完かん璧ぺきな名推理。目の前で拍はく手しゆをする彼かの女じよの反応からして、推理に間ま違ちがいはなさそうだ。

　あれ……？　という事は……俺おれ、ひょっとして魔ま王おう城じように戻もどってきちゃったのか!?　だってこの子、ここの門番って……！

「畜ちく生しよう！　また俺おれを追い回すつもりか!?　来るな！　それ以上近付いたらパンツ脱ぬぐぞ！」

「待って！　近付きませんからそれは絶対にやめて下さい！　それと私がケルベロスだというあなたの推理、当たっているのは半分だけですから！　私が本当にケルベロスなら、こんなに人間っぽい外見なのは変でしょう？」

　あ……言われてみれば、確かに……。じゃあ、この子は一体何者なんだ？

　俺おれが疑問と興味を抱いだいたのが伝わったのか、目の前の少女は自分の胸に手の平を添そえて優やさしく微笑ほほえむ。

　微かすかに覗のぞく八や重え歯ばが可愛かわいいな、なんて吞のん気きな事を考えている俺おれに、彼かの女じよは言った。

「私の名前はコルル。〝コルル・グアルディア〟と申します。この村『モンスティエラ』で門番を務める──元・ケルベロスです」







　衝しよう撃げきの自己紹しよう介かいを受け、俺おれと犬耳少女──コルルは、しばし休きゆう憩けい。病やみ上あがりに錯さく乱らんしかけた俺おれが息を整えるまで、何よりズリ下ろし掛かけたパンツを穿はき直すまで、コルルは謎なぞの光ひかり魔ま法ほうの詠えい唱しようを絶やさず続けてくれた。

「よし、もう大だい丈じよう夫ぶだ。話の続きを聞かせてくれるか？」

「はい、喜んで！　それでえっと……何からお話ししましょうかね？　私の事？　村の事？」

「そうだな……じゃあ君の事で。君が元・ケルベロスってのは、どういう意味なんだ？」

　俺おれが話のベクトルを決めてやると、コルルは大きく頷うなずいて答えた。

「そのためには、この村の事から先に説明する方が早いと思います」

「……じゃ、村の説明からお願い」

　何なんだよもう！　だったら何で選せん択たく肢しを用意した、最初から一いち択たくならすっきりするのに！

「ん、コホン！　この村は、『モンスティエラ』と呼ばれている村です。色々省いて一言で言ってしまうと、〝いい魔ま物もの〟が暮らす村ですね」

「いい魔ま物もの？」

「はい。魔ま物ものとは、魔ま王おうの邪じや悪あくなる意思によって獣けものや植物、精せい霊れい、時には無機物など、ありとあらゆるものが闇やみに染まった姿の総そう称しようです。大たい抵ていはただ獰どう猛もうなだけの怪かい物ぶつですが、知性が全くない訳ではなく……共通して言えるのは、人間に対して強い敵意を抱いだいている事でしょうか」

「ま、常識だな。つまりいい魔ま物ものってのは……その逆？」

「そうです。ここ『モンスティエラ』の地で暮らす事で、我々魔ま物ものはその獰どう猛もうな性質を薄うすれさせていきました。特に姿形は村に立ち入った瞬しゆん間かんから影えい響きようを受け、何故なぜだか人間に近い見た目に変化するんです。ただし……完全に人間化した、という訳じゃありません」

　言って、自分の尻尾しつぽを前に回してギュッと抱だきしめるコルル。そう言えば、ケルベロスの尻尾しつぽは竜りゆうの尾おだって図ず鑑かんには書いてあったはずだが、彼かの女じよのは普ふ通つうに犬の尻尾しつぽだな。

　いや……ケルベロスだって、元は犬だ。魔ま王おうの邪じや気きに中てられて怪かい物ぶつ化した犬の一種にすぎない。『人間化＝邪じや気きが薄うすまる』という図式なら、その過程で犬により近い特性に変わるのも頷うなずけるか。

　ただ、一つ解げせない。その図式であるなら、この子は人間化なんかせずに普ふ通つうに犬に戻もどるのが自然なはずだ。それがどうしてこんな事に？

「この村……『モンスティエラ』って言ったか？　ここは一体何なんだ？　どうして立ち入った魔ま物ものが人間化するんだ？」

「うーん……その理由や原理は、実を言うと私わたし達たち住人も分かってないんです。分かっているのは、今の状態の私わたし達たちが〝どれでもない〟という事だけです」

「どれでもない……？」

「魔ま物ものでも、動物でも、植物でもなく、精せい霊れいでも人間でもない、ナニカ。この村のみんなは自じ分ぶん達たちの事を──〝異種ゼノ〟。と、そう呼んでいるんです」

《ちなみに申しますと、異種ゼノには魔ま物ものだった頃ころの特とく徴ちようが見た目にも内面的にも残っています。コルルの場合、このわたくしがその特とく徴ちようの一つと言えるでしょう》

「ふ～む……一見ただのアクセサリーだけど、体を通じて精神は繫つながってるって事か？　今コルルさんが裏でどんな事を考えてるのかも、分かったりする？」

《当然です。コルルは今……失礼、どうやら何も考えていないようです。パッパラパーです》

「ひ、酷ひどいっ！　色々考えてるよっ！　考え無しみたいな言い方しないで！」

《どうでしょう？　先さき程ほどの説明も、わたくしとリンクして得た情報を話していただけのようですが？》

「うっ……。だ、だって私、難しい話は苦手だから……。その点レグナは暇ひま潰つぶしによく本読んでるから、色々知ってるもんね」

　ん？　そりゃどういう事だ？　元はケルベロスである以上、コルルとレグナが一つの体を共有してるのは分かる。けどそれなら、何をするにも常に一いつ緒しよになるものじゃないのか？

「レグナが読書をしたい時は、メインのコルルさんが本を読み聞かせてやるんだろ？　それならお互たがいの知識量に差は出ないと思うんだが」

《いえ、差は明確に出るのですよ。そもそもコルルは、わたくしの為ために書物を読み聞かせてはくれません。全てわたくし自身の手で、勝手にやるのです》

「つっても、手が無いじゃん」

《手が無いのなら、頭を使うまでですよ》

　そう答えた瞬しゆん間かん、コルルの右耳に吊つるされたヒモがまるでゴムのように伸のびていき、レグナは本ほん棚だなから一冊の本を口でキャッチ。そのままテーブルまで持ってくると、器用に鼻先でページを捲めくり始めたではないか。

「おぉ……頭を使うって、ホントに言葉通りとは恐おそれ入いったなぁ。で？　コルルさんは一いつ緒しよに読書しないの？」

「えぇっとぉ……私は活字を読むのが苦手なので、そういうのが得意なレグナに一任を……」

《何を言うのですかコルル。わたくしだって得意ではありません。主人格が頼たよりないのですから、嫌いやでもこうなるというものです》

「た、頼たよりないとか言わないでっ！　これでも私がセンターなんだからね!?」

　な、何だろうコレ……レグナってどう見てもサブなのに、明らかにメインのコルルを手玉に取ってるよな……。性格も趣しゆ味みも全然違ちがうみたいだし、どちらかというと友達同士みたいな感覚なんだろうか？

「ま、まぁ話は分かった。要約すると……ここは『モンスティエラ』。立ち入った魔ま物ものを中ちゆう途と半はん端ぱに人間化させる不思議な村で、そこに暮らす住人は異種ゼノと呼ばれる、いい魔ま物ものなんだな？」

「その通りなんですけど、最初に私が言った説明とあんまり変わりませんね」

　そりゃ、それ以上でもそれ以下でもなかったって事だろう……。

　ま、それならそれでいいさ。話は単純な方がいい。とりあえず、俺おれが目覚めた場所は天国でもなければ魔ま物ものの皿の上でもなかったって訳だ。

　なら、今俺おれがすべき事は、たった一つ。

「コルルさん。君がたとえ何者であろうとも、俺おれの命の恩人である事には変わりない。どうか改めてお礼を言わせて欲ほしい。俺おれを手厚く介かい抱ほうしてくれて、本当にありがとう」

　俺おれは居住まいを正し、恩人に対して深く頭を下げる。

　訳あって、城じゃ出で来き損そこない扱あつかいされてた俺おれにその資格はないのかもしれないけど……俺おれは王子だ。王族たるもの、騎き士したるもの、ここは最大級の誠意で恩に報むくいるべきだ。

　今こそ明かそう。きっとそれこそが、誠意だ。

「自己紹しよう介かいが遅おくれて申し訳ない。俺おれの名は……ルシエル。聖王家ステファノスって知ってるかな？　これでも俺おれはその家に名を連ねる、王子なんだ」

　言って、俺おれは指に嵌はめていた指輪を掲かかげてみせる。王家の紋もん章しよう入りの指輪。俺おれが間ま違ちがいなく王子である事の動かぬ証しよう拠こだ。

「おっ……王子様ッ!?　ほ、本物の……王子様……ッ！」

《あっ、コルル！　貴女あなたというヒトは、何とはしたない！　……気持ちは分かりますが》

　ん、何だ？　俺おれが王子だと、何でコルルがはしたないんだ？　意味が分からん。

「あ～、ゴホン。もちろん、言葉だけの礼で済ませるつもりはないぞ？　君の献けん身しんには、王族として叶かなえられる限りの恩賞を……ってあの、もしもし聞いてます？」

　俺おれは口上を中断し、文字通り開いた口が塞ふさがらなくなったコルルの目の前で左右に手を振ふってみせる。

「はっ……！　あっ、じゅるり、ごめんなさい！　よく聞いてませんでした！　美味おいしい焼き加減の話でしたっけ？」

「ううん、全っ然違ちがうよ？」

　いきなりどうしたのかな、この子。すっごいヨダレ出てたけども。

「あのさコルルさん」

「さん付けなんて滅めつ相そうもない！　コルルでいいですよ、ルシエル様」

「……じゃあお言葉に甘あまえて」

「やっぱり甘あまいんですかっ!?　高級野菜みたいに！　そっかぁ、王族ともなると毎日いい物ばっかり食べてるだろうから、きっと肉の旨うまみも凄すごい事に」

「ちょっと待てコルル、さっきから何ブツブツ言ってるんだ？」

「あ、いえ、その……う～ん、これって話ちゃってもいいやつかなぁ。レグナはどう思う？」

《そうですね……わたくしとしては、しっかりお伝えするべきかと。ただし、言葉選びは慎しん重ちように。いたずらに恐きよう怖ふ心しんを煽あおっては彼かれが気の毒ですから》

　いえ、俺おれもう充じゆう分ぶんに恐きよう怖ふを感じちゃってますからね？　なんかヤバイ空気がヒシヒシと伝わってますからね？

「あ、あのっ、ルシエル様！」

　俺おれがかつてないほどの嫌いやな予感に打ち震ふるえていると、突とつ然ぜんコルルは上うわ擦ずった声を上げる。驚おどろいた俺おれはろくに返事もできず、ただ目線だけを合わせた。

「これはその……ご忠告、みたいなものなんですが……。ルシエル様が〝王族〟であるという事は……この村では秘密にしておいた方がいいかなぁって」

「ど……どうしてそう思うのか、聞いてもいいか？」

　ゴクリと生なま唾つばを飲のみ込こみつつ、俺おれは問う。問われたコルルは一いつ拍ぱくだけ間まを置いた後、正直に答えてくれた。

「私わたし達たち異種ゼノは、便べん宜ぎ上じよう〝いい魔ま物もの〟という表現を使いますが、もう魔ま物ものではありません。魔ま物ものだった頃ころの凶きよう暴ぼう性せいは、薄うすれたんです。でもそれは、薄れただけ。完全に無くなった訳じゃないんです」

「……あぁ。続けてくれ」

「魔ま物ものは他種族、つまり人間を襲おそいますが、それは殺さつ戮りくのためだけではありません。喰くらうという目的を持って襲おそう者も、数多くいます」

　言われて、俺おれは魔ま王おう城から逃にげようとしていた時の事を思い出す。魔ま物もの達たちはバーから出てきた俺おれを見て、ご馳ち走そうだとか、ウマいとか、堪たまらぬとか言ってたっけ……。

「異種ゼノは魔ま物ものではないので、人間を襲おそって食べる習慣なんてありません。何しろ自じ分ぶん達たちがこの見た目ですから、本能で分かってるんですよ。人間を食べちゃいけないって。ですがその欲望が完全に無いかと言うとそうではなくて……ただ抑おさえているだけなんですね。だから、みんな心の中ではこう思ってるんです」

　あ、駄だ目めだ。これ絶対駄だ目めなヤツだ。あーあー聞きたくなーい聞きたくなーい。




「人間は食べちゃ駄だ目め。でも……人間の中でも最高のもの。言うなれば高級食材に当たる〝王族〟だけは…………ちょっと食べてみたい、って。だって元・魔ま物ものだもの」




　オーケー、予想通り。よし逃にげよう。可か及きゆう的てき速すみやかにな。

「コルル、短い間だけど世話になったな。君への恩賞の用意もしないといけないし、俺おれはそろそろお暇いとまするよ。悪いけど村の出口まで案内してくれるか？」

「えっ！　で、でも村の外は魔ま界かいですよ？　それも魔ま王おう城じようから徒歩五分の中心地、凶きよう暴ぼうで極ごく悪あくな魔ま物もの達たちの巣そう窟くつです。だったらこの村の中にいた方がまだ安全かと」

「うっ……」

　それを言われると痛い。確かに、このまま村を飛び出していったところで単なる自殺行こう為いにしかならないんだよな……。

　けど、だからっていつまでもこの村に留とどまり続けるのか？　今まさに目の前の女の子から美味そう発言されたのに？　いやでもどうせ喰くわれるなら、醜みにくい怪かい物ぶつより可愛かわいい女の子だよなぁ……って馬ば鹿か！　喰くわれる事を前提にするなよ俺おれ！　諦あきらめたらそこで人生終しゆう了りようですよ!?

　俺おれが頭を抱かかえて唸うなっていると、見み兼かねたコルルが何やらワタワタと手を振ふり出だす。何だよ、もう何でも聞いてやるから、言いたい事があるなら言ってくれ。

「えっとあの……今は詳くわしい事は省きますが、ルシエル様を人間界に……というか、聖王のお城にお送りする方法ならあります。次の満月の夜まで我が慢まんして頂ければ、ですけど」

「城に？　おお、そりゃ本当か!?　次の満月は……それっていつだっけ？」

「えーっとですねぇ……レグナ、いつだっけ？」

《しっかりして下さいコルル。昨日が新月だったので、丁度一か月後になります》

「えへへ……。だそうですよ、ルシエル様」

　完全にもう一人の自分頼たのみで答えを導き出すコルル。あれ、もしかして、これって案外便利じゃないか？　俺おれもちょっと欲ほしいかも……。

「一か月……ね。その間、隙すきあらば俺おれを喰くおうってヤツらの村で生活しろと？」

「や、やだなぁそれは誤解ですよぉ。私わたし達たちは普ふ通つうの人間を食べたりなんかしません。王族だという事がバレさえしなければ、何も問題ありませんよ」

「でも、君にはバレたよな？」

「……ピュ～ピュピュ～」

　こら、そっぽ向いて口笛吹ふいたって無む駄だだぞ？　しかも吹ふけてないしね、口でピューピュー言ってるのがまた可愛かわいいけどね。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですってば。私はほら、あれですよあの……ベジタリアンなんで！　全く、お肉なんて邪じや道どうです！　何ですかあんな皮下組織の塊かたまり、ただのタンパク質です！　アミノ酸です！　鉄分が多く摂とれる牛肉も、ビタミンＢたっぷりの豚ぶた肉にくも、ビタミンＡやコラーゲンが豊富な鶏とり肉にくも、これっぽっちも興味ありません！　ね？」

「あぁ。思わず専門知識が飛び出すくらいに君がお肉大好きなのはよぉく分かった」

　好きって気持ちが包つつみ隠かくさずダダ漏もれじゃねぇか……呆あきれて物も言えねぇよ。

　でもまぁ……それもこれも、この子が誠実で正直だからこそなんだよな。この子は村にとって不都合な事も、まっさら全部話してくれた。なら、俺おれだって──。

「──分かったよ。信じていいんだな？　……コルル」

　俺おれがそう告げた瞬しゆん間かん、コルルの表情がパッと輝かがやく。

「はいっ、もちろんです！　これからよろしくお願いしますね！　ルシエル様！」

　真まっ直すぐに差し出された、小さな手。同年代の異性の手を取るのは、多分これが初めてだと思う。俺おれは悪い意味で箱入りだったから、社交界デビューする事もなかったしな……。

「しばらく厄やつ介かいになる。こちらこそよろしくな、コルル」

　後ろ指を指す以外の意味で向けられたその手は、とても柔やわらかくて、温かくて。

　何て言うか……心の芯しんまで癒いやされたような気がした。

《ルシエル様、ご注意下さい。今コルルは、『柔やわらかくて美味おいしそうな手だなぁ』、と考えているようです》

「こ、こらっ、レグナ！　し～っ!!」

　……。信じて、いいんだよな？　マジで。

　倒たおれた俺おれが目覚めた場所は、確かに天国じゃなかった。

　けど……ここが魔ま物ものの皿の上じゃないかどうかは、やっぱり否定できそうにないな……。
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　俺おれはルシエル・Ｆ・ステファノス。これでも一国の王子だ。ミドルネームのＦは〝ファタリテート〟と読むが、長いから普ふ段だんはイニシャルで済ませている。

　ある日、小こ悪あく魔まの皮を被かぶった悪あく魔まのような妹の策略によって、俺おれは眠ねむらされている間に魔ま王おう城じようへと送おくり込こまれてしまう。

　が、好物は最後まで取っておきたい派だった魔ま王おうの恩情もあり、魔ま王おう城じようをどうにか脱だつ出しゆつする事に成功。しかし、逃とう走そうのために服を捨てた俺おれの尊厳と防ぼう御ぎよ力りよくはゼロだった。

　不幸な自じ滅めつにより倒たおれた俺おれが運はこび込こまれたのは、『モンスティエラ』と呼ばれる謎なぞの村。

　そこには〝いい魔ま物もの〟を自じ称しようする、不思議な女の子が暮らしていた──。




「あの～、ルシエル様？　さっきから何をシコシコ書いてるんですか？」

「えっ!?　あ、あぁいや、ちょっと手帳とペンを見つけたもんだから、日記をね？　突とつ然ぜん書き残しておきたくなったんだ……生きた証あかしとか、色々」

　何せいつ喰くい殺されるか分かったもんじゃないからな、特にお前に。

「日記ですかぁ。いいですね！　私は書いた事ないんですが、前に人のをちょっと読ませてもらった記き憶おくがあります。誰だれかの落とし物を勝手に、ですけどね」

「へぇ、どんな感じの内容だったんだ？」

「えーっと確か……『俺おれは多分、もうダメだ。セリーヌ、アリス、愛しているよ』みたいな」

　それ完全に遺書じゃねーか！　俺おれの日記もラストはそうなる気がしてるけども！

　いや……なに弱気になってんだ、俺おれ。目の前にいるこいつは、見て分かる通り魔ま物ものじゃない。異種ゼノと呼ばれる元・魔ま物ものだ。

　そりゃあ人間でもないかもしれないが、でも見た目はほぼ人間。しかも、かなり可愛かわいい。

「……」

　俺おれはふと、目の前の彼かの女じよ──コルルを改めて観察する。

　パッと見た感じ、童顔だ。もうすぐ十五になる俺おれの妹と、大差ないかもしれない。身長は俺おれと対比するに、一五〇～一五五センチ。バストは並み。毛先に向かうほどオレンジ色に染まる真しん紅くのミドルヘアは、まるで燃もえ盛さかる炎ほのおのようだ。

　最大の特とく徴ちようである犬耳と犬いぬ尻しつ尾ぽは言わずもがな、感情の機き微びに合わせてピクピクユラユラと動いている。犬耳にぶら下がってる犬の首は……今日は大人しくしてるな。両方寝ねてるのか？

「あ、あの……わ、私の顔に何か付いてますか？」

　俺おれの舐ねぶるような視線に気が付いたのか、コルルは僅わずかに頰ほおを上気させて身をよじる。彼かの女じよの恥はじらう仕草にグッときた俺おれは、つい芝しば居いがかった調子でからかう。

「あぁすまない。まるで妖よう精せいのような君の美しさに、思わず見とれていたのサ」

「うん？　私、フェアリー系じゃなくてビースト系の異種ゼノですけど」

「いやそこは比ひ喩ゆだから！　比ひ・喩ゆ！」

　何だよ、もっと照れさせてやろうと思ったのに、真顔で返されたらこっちが恥はずかしいわ。

「あ、でも……私は逆に、ルシエル様の事……恥はずかしくてとても直視できないです……」

　おや？　俺おれがからかうまでもなく、コルルが勝手に照れだしたぞ？　絶世の美男子たるこの俺おれを直視できないだなんて……ハッハッハ、おぼこな娘むすめじゃのう。気に入ったぞ。

「何を恥はずかしがる事があるのさ。さぁ、君の瞳ひとみにもっと俺おれを映してくれ」

「無理です。だってパンツ一丁ですもん」

「しまったぁぁぁぁっ!!」

　やべぇ、すっかり忘れてた！　てか俺おれ、この子の前でいつまでパンツ一丁なんだよ！　とんだセクハラ野や郎ろうじゃねぇか！

「あ、あのぉコルルさん、何か着る物ってありますでしょうか……？」

「は、はい、実は今、それをご用意してたんです」

　どうぞ、と言って手て渡わたされたのは、赤いシャツに黒いズボン。そして黒のロングコートだった。俺おれは髪かみも黒いから、ほとんど黒くろ尽づくしなコーディネートになったな。まぁこれはこれで、落ち着いてていいと思う。上手うまい具合にサイズもぴったりだし。

「これ、貰もらっちゃっていいのか？　何か悪いな」

「いえいえ！　どうせクローゼットの奥おくで埃ほこりを被かぶってた物ですし、ぜひ使ってやって下さい」

「そっか、サンキュー。けど意外だな。コルルがこんな男物の服を持ってるなんてさ」

　素す直なおに気になったので、俺おれは自然を装よそおって探さぐりを入れてみる事にした。女の子が男物の服を持ってる理由なんて、考えられるのは二つに一つ。家族のものか……彼かれ氏しのものだ。

「えっへへ……実はそれ、たまに村に迷まよい込こんでくる人間の行商人から買ったものなんです」

「へぇ。そりゃまた、何で？」

「商人さんが言ったんです。『彼かれ氏しに一着どう？』って。恥はずかしながら私……生まれてこの方彼かれ氏しなんていた事なくて。服でも彼かれ氏しにできるんだって、私その時初めて知りました」

「ん？　……え、どういう事？　服は彼かれ氏しになんてできないでしょ？」

「え、でも『晩のおかずに一いつ匹ぴきどう？』って渡わたされたお魚は、晩のおかずにできますよね？」

「……うん」

「それとおんなじですよ」

「同じじゃねぇよ！　なにその高度な勘かん違ちがい！」

　というか、つまりこいつは彼かれ氏しが欲ほしくてこの服を買ったと!?　その彼かれ氏しがクローゼットで埃ほこりまみれとか、一体どんな放置プレイだよ！　俺おれならソッコー別れるね！

　ま、まぁでも、当初の目的は果たせたな。どうやらコルルは生まれてこの方彼かれ氏しなんていないらしい。こんなに可愛かわいいのに、この村の連中はまるで見る目がない……いや、寧むしろあるのか？

　だってコルルってば、何と言うかこう……正直ちょっとお馬ば鹿か、じゃなくてっ、馬ば鹿か正直なとこがあるしな、うん。

「ところでコルル、今の話で一つ質問を思い付いたんだけど、いいか？」

「あ、替かえのパンツのご心配ですか？」

「その心配もあるが、そうじゃない。その人間の行商人、今もこの村に滞たい在ざいしてるのか？」

「いえ、今この村にいる人間は、私が把は握あくしている限りだとルシエル様だけです。何しろ行商人ですからね、行商のためすぐに村を去ってしまうんですよ」

　すぐに村を去る理由、他にもありそうだと思うのは俺おれだけか？

　にしても、そうか……もしまだいるのなら、行商の旅に出る時に一いつ緒しよに連れ出してもらえるかもと思ったんだけど、そうそう上手うまくはいかないか。

　そもそもこんな魔ま界かいくんだりまで行商しにくるクレイジーな商人なんてレア中のレアだろうし、ここはやっぱり大人しく満月を待つしかないのかねぇ……。

　降って湧わいた望みを絶たれて軽く目眩めまいを覚えたところで、俺おれは不意に別の意味で体がぐらつくのを感じた。これは……そう、空腹の症しよう状じようだ。

「そう言えば、今って何時なんだ？」

　部屋の窓から見える景色はやや明るく見えるが、ここ魔ま界かいは昼でも薄うす暗ぐらい。何故なぜなら、魔ま王おうが放つ瘴しよう気きで空が淀よどんでいるからだ。常に曇くもっている感じ……と言えば伝わるだろうか。

　ろくに太陽も見えないし、人間界出身の俺おれには外の明るさで時刻を判断するのは難しかった。

「え～っと、何時でしょう？　とにかく、今は朝ですよ」

　俺おれの呟つぶやきに曖あい昧まいな返事をするコルル。一口に朝と言っても、それはいつの朝だろう？

　俺おれが妹に眠ねむり薬ぐすりを飲まされたのは、午後のティータイム。即すなわち十五時くらいだ。その日の夜には魔ま王おう城じように連れてこられて……その後そこから逃にげ出だして、倒たおれたのが恐おそらく深夜近く。

　で、今が朝だという事は……そうか、俺おれは一晩中眠ねむってたのか。

　つまり最後に物を口にしたのは、昨日のランチ。道理で腹が減るはずだ。

「あー……コルル？　居い候そうろうのくせに服まで貰もらった上で悪いんだけど……俺おれ、お腹なか空いたなぁ」

　仕方がない事とはいえ、自分の厚かましさに嫌いや気けがさす。しかしそんな事は気にするなと言わんばかりの明るい笑え顔がおで、コルルは言った。

「そう仰おつしやるだろうと思って、ご飯もバッチリご用意しましたよ！　どうぞ召めし上あがれ！」

　ドンッ！　とテーブルに置かれたのは、皿に乗ったウサギちゃん。ちなみにまだ生きてる。なるほど、今朝のメニューは〝野ウサギのそのまま丸ごと乗せ〟か。ワイルドだろぉ？

　って、そんな馬ば鹿かなっ！

「えっと……これはブラックジョークかな？」

「違ちがいますよぉ、ホワイトラビットです」

「そりゃ見りゃ分かる」

　いかん、これマジで言ってるヤツだ。これを食しよくせと？　このまま？　生で？　いや、俺おれだってウサギの肉を食った事がない訳じゃない。料理としては食べた経験がある。

　しかし……だがしかし、これは流石さすがに……。

「あっ、ごめんなさいルシエル様！　朝からガッツリお肉は、胃がもたれる人ですか？」

　俺おれが食べるのを躊躇ためらってウサギと見つめ合っていると、何かを察したコルルが慌あわてて皿を引ひっ込こめる。いや……うん、そうじゃないけどそういう事にしておこう。

「でもそれだと、他の食べ物がウチにはもう……そうだ！　それじゃあ今から食堂に行きましょうか！」

「食堂？　おぉ、食堂があるのか？　この村にも」

「もちろん！　村で一番狩かりが得意なお姉さんが営んでいる食堂です。自分で狩かってきたり、採ってきた新しん鮮せんな食材を、狩かりが苦手な人ひと達たちのために提供してくれてるんですよ」

　ふーん……。そのお姉さんの職業は、ハンター兼けん料理人。コルルは門番だって話だし、この村の住人は自分に合った仕事をそれぞれ頑がん張ばってるんだな。

「よし、じゃあその食堂に行ってみよう。お前以外の異種ゼノとも、そろそろ会ってみたいしな」

「えっへへ、期待していいですよ！　ファニルお姉ちゃんはたまにキツイ事も言いますけど、すっごい美人さんですから！」

　へぇ、ファニルさんっていうのか。我わが事のようにふんぞり返るコルルの様子からして、そのファニルさんとやらは随ずい分ぶんとコルルに懐なつかれているようだ。もう自じ慢まんのお姉さんって感じ。

　でもな～、女の子同士でいう〝美人〟とか〝可愛かわいい〟って、男からするとちょっと違ちがう事も多いからな～。村一番の狩人かりゆうどだと言うからには、どうせ元・オークみたいな女なんじゃないの？

「まっ、過度な期待はせずに行くとするか」

　俺おれは肩かたを竦すくませ溜ため息いきをつくと、シニカルに口元を歪ゆがめてコルルの後を追う。

《その割には足取りが軽そうですね、ルシエル様。その年で恥はじずかしげもなくスキップしている男性、わたくし初めて目にしました》

「うんレグナさんや、キミちょっと黙だまろうか」

　俺おれの過度な期待がムクムク膨ふくらんでるのがモロにバレちまったじゃねぇか。ったく、たまに喋しやべったかと思えばこれだもんな……。

　えぇまぁそうですよ、気分はルンルンですとも。なんせ地じ獄ごくの番犬ケルベロスでさえこんなに可愛かわいくなってるんだ、何がどう転んでも不思議じゃない。

　俺おれはこの村の特異性に根こん拠きよのない夢を抱いだきつつ、新たな出会いに胸を高鳴らせるのだった。










　コルルの自宅を出ると、そこには普ふ通つうにのどかな村の風景が広がっていた。

　建物はみんな木造で、何故なぜか高たか床ゆか式。一面に広がる灰色の土が冷たく荒こう涼りようとしたイメージを植え付けてくるものの、家の前や人が歩くところだけは綺き麗れいに整地されている。

　朝だというのに相変わらず薄うす暗ぐらいが、かといってそこに禍まが々まがしさはなく、ちらほら見み掛かける村人達たちもぱっと見普ふ通つうの人間に見えた。よく見りゃ尻尾しつぽや角つのがあるけどな。

　それに何より……耳を澄すませば奇き声せいや雄お叫たけびが聞こえてきた魔ま王おう城じようとは違ちがって、ここは静かで平和そのものだ。聞こえてくる音といったら微かすかな談だん笑しようと、風の音だけ。でも少し……この風……泣いています。

「おいヤベーって！　そこの食堂ポテト半額だよ、行こーぜ！」

「！　ルシエル様、今の聞きましたか!?　半額だそうです、私わたし達たちも急ぎましょう！」

　何!?　ポテトだったら生のウサギより全然マシだ！　急ごう……売り切れる前に。

　と、いう訳で駆かけつけた食堂。見た目はちょっと大きい民家といったところだが、看板が出てるな。へぇ、人間が使う文字だ。なになに、『ハクリュー食材店』？　……ん？　食材店って……あれ、ここは食堂じゃないのか？

　不ふ審しんに思って店の佇たたずまいを見てみると、これは確かに食堂って感じじゃないような……。

　軒のき先さきに出ている陳ちん列れつ棚だなに、採れたて新しん鮮せんな山菜がどっさり。この光景を俺おれの知る範はん囲いで例えるなら……八百屋さん？

「おはよーっ！　ファニルお姉ちゃん！」

　俺おれが看板や店構えに気を取られている間に、コルルはさっさと店の中へ。外にまで響ひびく元気な挨あい拶さつを受け、店主と思おぼしき女の子が手を上げて応えた。

「あら、コルルちゃんじゃない。久ひさし振ぶりだけど、相変わらずみたいね」

　それは透すき通とおるような美声だった。声を耳にした瞬しゆん間かんに、俺おれの中にあったオークのイメージは粉ふん砕さい、玉ぎよく砕さい、大だい喝かつ采さい。どんな美び貌ぼうの持ち主かと、俺おれは全神経を両目に集中させた。

　腰こしまで届こうかという銀の髪かみ。やや気の強そうな金の瞳ひとみ。背はコルルより若じやつ干かん高いだろうか。店主と言っても見た目はかなり若く、俺おれと同い年くらい。そのバストは豊満であった。

「……？　ちょっと、そこの真っ黒オトコ」

　何より目を引いたのは、やはり異種ゼノとしての差異だろうか。彼かの女じよの側頭部、つまり耳の上辺りにはドラゴンめいた金こん色じきの角つのが生えている。バストも豊満だ。

　お尻しりの上辺りからも白い鱗うろこに覆おおわれた爬は虫ちゆう類るい的な尻尾しつぽが生えていて、それがまた太くて立派なのだ。外にあった看板、『ハクリュー食材店』……ハクリュー……白はく竜りゆう！　なるほど、彼かの女じよの正体は、元・白竜ホワイトドラゴンか！　そりゃあ狩かりも得意なはずだ。しかもバストが実際豊満である。流石さすがはドラゴン。
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「こらっ！　ちょっとあんたねぇ、いい加減にしなさいよ？　来店早々ヒトの全身を……って言うかその、む、胸をガン視みだなんて、一体どういう神経してるワケ!?」

　ってしまった！　真正面から堂々と見入るなんて、そりゃ神経疑われるのも止やむ無なしだ。

　だがしかし、腕うでで胸を隠かくすつもりが逆に押おし上あげ強調させる結果となっているファニルさんの姿を見せられては、そこから視線を外せないのも止やむ無なしと言える。

　くっ、駄だ目めだ、慎つつしめルシエル！　王族として、騎き士しとして、ここは恥はずかしくない行動を！

「申し訳ない、つい出来心で。今は反省してる」

「ついってね……全く、初対面の時くらい自重しなさいよ。育ち悪すぎなんじゃない？」

　む？　おいおい、聞き捨てならんな。この俺おれを捕つかまえといて育ちが悪いだと？

　こう見えても俺おれは王子だ、俺おれほど育ちのいい人間は中々いない。身分を隠かくさなきゃならないから迂う闊かつに晒さらせないが、育ちのいいところを見せてやりたいくらいだぜ。

「ファニルお姉ちゃん。ルシエル様は王子様だから、育ちだけはいいと思うよ？」

「!?　おまっ、何言って……!!」

　ウカツどころの騒さわぎじゃねぇ！　今はっきりきっかり〝王子〟だとバラしやがりましたよねコルルさんっ！　身分は隠かくせってお前が言ったんでしょーがっ！

「王子……？　ねぇちょっとコルルちゃん……今、王子とか言わなかった？　アレの事」

　スッと音も無く指をさし、次いでカラクリ仕じ掛かけの人形染じみた動きで俺おれを見るファニルさん。何その動き怖こわい。完全にホラーって言うか、もう目が据すわっちゃってるんですけど!?　こりゃヤバイぞ……あぁ本気でヤバイ！　今すぐ何か手を打たないと、俺おれの命がまな板の上で風ふう前ぜんの灯ともしびだ……！

　くそっ！　できる事ならやりたかねぇが……こうなったらもう、あの手しかねぇ！

「わ……ワシが王族とか舐なめとんのかこのアマァ！　ワシは客やぞ、客は神様ちゃうんかい！　クチャクチャ音出して何か食べるぞゴルァ！　ペッ！」

「ああっ!?　最っ低！　こいつあたしの店にツバ吐はいたっ！　ちょっとコルルちゃん、こんなのが王子なワケないでしょ！」

　ふ、ふぃ～、誤ご魔ま化かし成功。ったくコルルのヤツ、いきなりとんだドジを踏ふみやがって……お陰かげで『育ちの悪い人間の行動十選』から半分くらい、今のセリフ内で実じつ践せんする羽目になっちまったじゃねぇか。もう第一印象最悪だよ。

「ったく、コルルてめぇ……後で覚えてろよ？」

「ヒィッ!?　ゆ、許して下さいルシエル様！　何でもしますから！」

　コルルはコルルで、自分の失言に今いま頃ごろ気付いたのか必死に手を合わせて謝あやまってきている。ん？　今何でもするって言ったよね？

「ふーん、そうかそうか。ホントに何でもしてくれるんだな？」

「はい、何でもします！　命に関わる事とエッチな事以外なら！」

「それじゃ何の楽しみもねぇよ！」

　いや、そんな事より俺おれ許さないからな？　お前サラッと「育ち〝だけは〟いい」って言ったよね、さっき。

「ケッ。どうしても許してほしいってんならお前、少しは誠意を見せてみたらどうなんだ？」

「誠意……？　あっ、そういう事なら！」

　俺おれの言葉から何かを察して、コルルはゴロンと仰あお向むけに寝ね転ころがる。と同時に、服をたくし上げて惜おしげもなく自身のヘソを曝さらけ出だしたではないか。

「ちょ、何してんのお馬ば鹿かっ！　俺おれは誠意を見せろって言ったんだ！　腹じゃねぇ！」

「で、でも……これは服従のポーズといって、私がお見せできる最大級の誠意なんです……」

　流石さすがに少しは羞しゆう恥ち心しんが働いたのか、ほんのりと頰ほおを染めるコルル。

　そうか……誠意とお腹なかは表ひよう裏り一いつ体たいの関係だったなんて、犬系魔ま物ものの習性とは何とも奥おくが深い。ここは彼かの女じよの誠意を無む駄だにしないためにも、眼福に与あずかっておくとしよう。

　と、俺おれが悟さとりを開いた視線をコルルに送っていると、最大級の殺意を持った眼光が俺おれを射い貫ぬいてきた。誰だれかなんて言うまでもないよな、ファニルさんだ。

「あんた……店にツバ吐はいただけじゃ飽あき足たらず、コルルちゃんにまで辱はずかしめを……。覚かく悟ごはできてるんでしょうね？　この変態クズ野や郎ろう」

　あ……これ、どっちにしても俺おれの命危なくない？　いや、気付けよ俺おれ。身分を誤ご魔ま化かそうとするあまり、誤ご魔ま化かし切れない犯罪行こう為いを重ねに重ねちまった。これじゃ助かるどころか逆げき鱗りんに触ふれただけだ、相手が元・白はく竜りゆうだけに。

　見ればファニルさんの角つのはビリビリと帯電し、見て取れるほど怒いかりを露あらわにしている。上位の竜りゆうは天候すらも操あやつるというが、どうやら彼かの女じよは怒おこると雷かみなりを発生させる力があるようだっちゃ。

　再び訪おとずれたピンチ。が、ここは安心してほしい。こういう時の心得なら、たった今バッチリ学んだ。

「すいません許してください！　何でもしますから！」

　食らえ！　コルル直伝、服従のポーズ！　腹くらい見せてやるさ、いくらでもな！

「誰だれが許すかこんなんでっ！」

「オブッ!?」

　防ぼう御ぎよ力りよくゼロの腹に、ファニルからの強きよう烈れつなストンピングが突つき刺ささる。お、おかしいな、俺おれは余よ裕ゆうでコルルを許せたのに。ポーズ使用者の性別で効果に差が出るのか？

　くそ……こうなったら仕方がない。以前王宮図書館の文ぶん献けんから仕入れた、奥おくの手てだ。

「どうもすみませんでしたぁっ!!」

　遥はるか東方の国より伝わりし奥おう義ぎ──『[image: †]ＤＯＧＥＺＡ[image: †]』。怒いかりを鎮しずめるなら、これに尽つきる。これでも駄だ目めなら『[image: †]ＨＡＲＡＫＩＲＩ[image: †]』が残されているが、できればそれは避さけたい。

「な、何よ……だったらせめて、自分で吐はいたツバぐらいさっさと拭ふきなさい！」

「だよな……悪かった、本当に。こんな不ふ埒らちな行いは騎き士しの名折れだ、もちろんそうさせてもらうよ。良ければ雑ぞう巾きんを貸してもらえるか？」

「えっ？　あ、うん、はいコレ……」

　鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔をして、ファニルさんは帯電状態を解除。すぐさま俺おれに雑ぞう巾きんを渡わたしてくれた。俺おれは外に水みず汲くみ場ばがあったのを思い出し、雑ぞう巾きんを濡ぬらして固く絞しぼる。そぉれ、キュッキュッキューッと。

「よしっ、ざっとこんなもんか」

　ついでに色んなところを拭ふき拭ふきしてしまった。いやぁ、普ふ段だんは腰こしが重いくせに、いざやり始めると止まらなくなるよね、掃そう除じって。

「な、何か悪いわね、隅すみ々ずみまで綺き麗れいにしてもらって……」

　ピカピカに生まれ変わった店を啞あ然ぜんとして見回すファニルさん。ふっふっふ、どうやら俺おれのお掃そう除じテクにビビっているようだな？

　が、これはある意味必然だ。現聖王の息子むすこっていう、とびきり眩まぶしい七光のお陰かげで騎き士し団長になっちまった俺おれは、その肩かた身みの狭せまさから毎日のように更こう衣い室しつの掃そう除じをしてたんだ。実際強けりゃ堂々ともできたけど、俺おれってば才能なかったからなぁ。

　それくらいしか団のみんなの役に立てそうな事もなかったし……って、なんの自じ慢まんにもならねぇな、これ。

「で？　話があっちこっち逸それちゃったけど、あんた一体何者なワケ？　村じゃ見ない顔だけど……見た感じ、コルルちゃんの知り合いって事でいいのよね？」

　少し落ち着いたかと思ったら、やや警けい戒かいした表情で俺おれの詮せん索さくにかかるファニルさん。

　ど、どうしよう。知り合いだと答えるのは簡単だが、もし知り合った経けい緯いまで聞かれたら芋いもづる式に俺おれの身分がバレそうな予感。ここは慎しん重ちように考えて行動するべき──と思っていると、勝手に喋しやべり出す犬いぬ耳みみ娘むすめが約一名。

「昨日の夜、フラフラしながら村に近付いてきたと思ったら倒たおれたから、私が介かい抱ほうしたの」

　黙だまれそこの正直者！　お前は全部残らず暴ばく露ろしていくつもりか!?

「人間が、たった一人で魔ま界かいを歩いてたって事？　どうして？」

　ほら理由聞かれちゃったじゃないか。どうしてって、うーん……まさか魔ま王おう城じようから逃にげてきたとも言えないしな……じゃあそもそも何で魔ま王おう城じようなんかにいたんだって話になるし。

　……ん？　あれ、待てよ……そう言えばコルルのヤツ、俺おれが村に辿たどり着つくまでに何をしてたのかをまだ聞いてきてないぞ。俺おれに対してした事と言えば、パンツの中をチェックしただけ。

　そんなんでよく門番が務まるなぁ。ま、説明する手間が省けて助かるが。

「いや～、実を言うと魔ま界かいに来てから今までの記き憶おくが無くてさ。参った参った」

　取とり敢あえず、俺おれは軽い記き憶おく喪そう失しつという事でお茶を濁にごしておく事にした。証しよう拠こも無しに噓うそだとは言ってこないだろう。

　だがしかし……コルルと違ちがってファニルさんは、甘あまくなかった。

「じゃあ、魔ま界かいに来る前の記き憶おくはあるって事よね？　どこの誰だれなの？」

　何とも鋭するどいツッコミをする人だ。でも大だい丈じよう夫ぶ、この質問には「ただの旅人です」と答えるだけでいい。俺おれがステファノスの王子だと知る者は、この『モンスティエラ』ではコルルだけ。さっきの失言で流石さすがのコルルも少しは成長したようだし、迂う闊かつな発言はしないだろう。

「ルシエル様！　シーッですよ！　シィーッ！」

「ってお前がシーッだよこのお馬ば鹿かっ!!」

　こっ、こいつ、思いも寄らない方向に成長しやがって……！　そりゃお前、〝何かありますよ〟って何より雄ゆう弁べんに物語る行こう為いだろうが！

　そら見ろ。ファニルさん、アホを見るような目でこっち見てるじゃん。あーあ、どうすんだコレ、ここまでやって知らぬ存ぜぬで通し切れる自信はないぞ、俺おれは。

「はぁ……もういいわよ。隠かくしときたい事があるんなら隠かくしとけばいいわ」

「え……い、いいのか？　それで」

　これは予想外の展開だ。ここまであからさまに怪あやしい俺おれが、まさか見み逃のがされるなんて。

「ありがとうファニルさん。優やさしいんだな、君は」

「優やさしい？　勘かん違ちがいしないで」

　微笑ほほえみかけた俺おれをキッときつく睨にらみ付つけてきたかと思うと、ツカツカと店内の一角を目指すファニルさん。移動したそこは、恐おそらく青果コーナーといったところか？　ますます食堂っぽくないんだが……。

　魔ま界かい原産の見た事もないような野菜や果物が並ぶ棚たなの前に立ち、ファニルさんはヤシの実の化け物みたいな商品をおもむろに手に取った。

　たわわに実った果実はそのまま彼かの女じよの胸に抱だきすくめられ……おっと果実が三つになった！

　って、馬ば鹿かな解説をしてる場合じゃないぞ。彼かの女じよは一体どうするつもりなんだ？

「正直言って、あんたがどこの誰だれだろうとあたしにはカンケーないわ。もしこの村で悪さをしようものなら……こうよ!!」

　黒光りするスーパーヤシの実。彼かの女じよはそれを頭上高く掲かかげ、平然と──

　ピキッ！　バギャグッシャアァァッッ!!

「ヒッ!?」

　──片手で粉ふん砕さいしてみせた。

　それがどれほど硬かたい物なのかを、俺おれは知らない。ただ一つ言える事は、潰つぶれた拍ひよう子しにこちらの頰ほおを掠かすめて飛んでいった果実の殻からの破は片へんが、背後の柱に深く突つき立たっているという事だ。

　うん。即すなわち超ちよう絶ぜつ硬かたいって事で、オーケー？

「……忠誠を誓ちかいます、ファニル様」

　俺おれは地に片かた膝ひざを突ついて頭こうべを垂れる。圧あつ倒とう的てきな力の前には、誰だれしもが無力だ。

「全く……普ふ通つうにファニルでいいわよ。〝ファニル・アペティート〟。あんたがコルルのお墨すみ付つきって事だけは分かったし、よろしくしてあげるわ、お客様」

　苦い笑え顔がおで言って、俺おれに右手を差し出してくるファニル。

　……。え？　これ握にぎり返さなきゃ駄だ目めなパティーン？　さっきの握あく力りよく見せられた直後に？

　いや、勇気を持てルシエル！　ただの握あく手しゆじゃないか！　むしろこの局面で握にぎり返さないなんて、それこそ最大の悪手だぞ。保身のためにもやるんだ！

「ルシエルだ。しばらく村で厄やつ介かいになると思う。その間よろしく頼たのむよ」

　差し出された右手を、誠意をもって握にぎり返す。繫つながる手と手の温ぬくもりが、コルルとはまた違ちがった柔やわらかさを俺おれに伝えた。

　ボキッ！

「イタァァァァイッッ!?　骨がぁ！　今ちょっとボキッて言ったよボキッてぇっ!!」

「噓うそっ!?　あれっ、ごめん、あたし冗じよう談だんのつもりで！　ちょっとだけよ、ホントにちょっとしか力入れてないのに！」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですかルシエル様っ!?　回復魔ま法ほう！　回復魔ま法ほうを誰だれかっ！」

　……俺おれ……もうファニルとは絶対に握あく手しゆしねぇ……。







　文字通り骨が軋きしむほど固く絆きずなを結んだ、俺おれとファニル。

　一時はどうなる事かと思ったが、店主であるファニル自身が回復魔ま法ほうの使い手だったお陰かげで、俺おれは何とか事なきを得るのだった。

　というところで、いよいよ本題だ。何かもう色々あってすっかり忘れかけちゃってたけど、ここに来たのは朝飯を食うためなんだよな。

「ファニルお姉ちゃん、何かいい食べ物ある？　あ、ポテト半額なんだって？」

　コルルのヤツ、ポテトの事ちゃんと覚えてたのか。命の恩人を悪く言いたくはないが、ぶっちゃけ馬ば鹿かだと思ってただけに、そういう抜ぬけ目めの無さは素す直なおに感心できる。

「ごめんねコルルちゃん、ポテトはついさっき全部売れちゃったの。似たところで、〝マンドラゴラ〟の球根ならあるけど」

　どの辺が似てるねん。叫さけび声ごえだけで人を殺せる魔ま草そうとポテトを一いつ緒しよにするな。

「なぁファニル、人間界原産の食べ物ってもうないのか？」

「何？　あんたあたしを舐なめてるの？　ウチは村一番の食堂よ、あるに決まってるじゃない」

「じゃあさ、サラダでもハンバーグでもいいから、何か適当につまめる物を頼たのむよ」

「サ……サラダ？　ハン、バーグ……？」

　おや？　どうしてそこで目を丸くして硬こう直ちよくするのかな、ファニルさんや。またしても嫌いやな予感しかしないんだけど。

「あの……知ってるよね？　ハンバーグ。肉をさ、こう」

「と、ととっ、当然っ！　だってウチは村一番の食堂だもの！　えっと、肉だっけ？　待ってなさい、十秒で用意するから！」

「いやいやいや、どんな店でも十秒は流石さすがに、」

「はいお待ち！」

「はえぇっ!?」

　おかしい、どんなスピード調理だ？　作り置きがあったってこんなに早くは出せないだろ。

　そう思って出された皿に目をやると、そこには驚おどろきの光景があった。

「ブー」

　ウサギだ……ウサギがおる。皿の上に。知ってるか？　ウサギってブーって鳴くんだぜ？

　いやしかし、これなら確かに十秒だ。耳を摑つかんでお皿にポン、たったのツーアクション。

　だが……何故なぜだ？　ファニルは比ひ較かく的てきまともな異種ゼノなんじゃないかと思っていたのに、何故なぜコルルと同じ真似まねをする？　もしかして、これがこの村の流行はやりなのか？

　だとすると、俺おれも今一度問わねばならない。

「えっと……これはブラックジョークかな？」

「見て分からないの？　ホワイトラビットよ」

　うん。予想通り過ぎる回答で、逆に冷静になれたよ。一応、これも聞いておこうか……。

「あの……サラダは？」

「ちゃんと乗ってるでしょ？　皿に」

　あぁ、確かに皿だ。ってダジャレかよ！

　よし、確かく認にん完かん了りよう。つまりこの店は出している看板通り、ただの『食材店』だ。食材は揃そろっているが、食堂などでは断じてない。どんなに待っても料理された食べ物は……出てこない。

「気を悪くしないでほしいんだけど、こんなん出されても食べられないよ。はっきり言って、この店を食堂と呼ぶ事はできないね」

　俺おれがそう正直に告げた瞬しゆん間かん、ウサギがぴょんと皿から逃にげた。そりゃそうだ、生きてるもん。逃にげたウサギを素す早ばやく引ひっ摑つかみ、皿に戻もどして首を傾かしげるファニル。

「変な言いい掛がかりはよしてくれる？　ウチの看板は『食材店』だけど、食堂としての機能も充じゆう分ぶんに備わってるわ。ウサギも豚ぶたも、鶏にわとりも牛も、何ならイノシシだって揃そろってるんだから」

「それをそのまんま出されてどうやって食べるんだよ？　丸飲みにでもするのか？」

「そうだけど」

「へっ？」

　しれっと返すファニルの答えを聞き、次に首を傾かしげるのは俺おれの番。さっぱり分からん。一体この子は何を言ってるんだ？　今、丸飲みにするって言ったんだよな？

「丸飲み……って……え……？　いや、まさかそんな……」

　──そう言えば……ずっと気になっていた事がある。

　コルル曰いわく、この村の住人は人間を食べる事はしないが、食べたいという気持ちがない訳ではないとの事。しかし、それは具体的にどのような事なのだろうか？

　見た目から怪かい物ぶつ染じみた魔ま物ものならまだしも、曲がりなりにも人間とほぼ同じ見た目をしたこの子達たちが、動物を……あまつさえ人間を貪むさぼり喰くらう姿なんて、俺おれは想像もできなかった。というかそんな光景、想像したくもないっす。

「じゃ、今から実じつ践せんしてみせるから、そこで見てなさいよ」

　そう告げたファニルは、皿に乗ったウサギの耳を摑つかみ、宙に放る。

「ちょ、ちょっと待っ……！」

　待って！　やめて！　ウサギの首に嚙かぶり付つき、口元を血で染めた女の子なんて見たくない！　頼たのむから、俺おれが夢見る女の子のイメージを崩くずさないでくれっ！

　そう願ったのも束つかの間ま──ファニルは文字通り、ウサギを一飲みにした。

　ん？　あれ、一飲みにって……いや、そりゃ無理だろ物理的に。人間の口はウサギを一飲みにできるほど大きくは開かない。でも今、確かにバクッといったんだよな……。

　何て言うかこう、ドラゴンの頭みたいなのが突とつ然ぜんニュッと現れてさ。

「ってドラゴンいるじゃねぇかっ!!」

　ウサギが消えた宙から視線を落とすと、俺おれの目の前には一頭の白いドラゴンがいた。

　いや……正確に言うと、ドラゴンそのものがいた訳じゃない。右みぎ腕うでを巨きよ大だいなドラゴンの頭部に変化させたファニルが、そこにはいた。

「ファ、ファニルお前……な、何なんだよ、その腕うでは！」

　流石さすがに腰こしを抜ぬかした俺おれは、尻しり餅もちを突ついて後ずさりながら問う。するとファニルは竜りゆうの口をこちらに向けて得意げに答えた。

「これがあたしの〝オリジンフォーム〟よ。あたし達たち異種ゼノは必要に応じて、魔ま物ものだった頃ころの姿を部分的に強調させる事ができるの。大きな食べ物を丸ごと食べるのに便利でしょ？　邪じや魔まだから今は消してるけど、背中に翼つばさを生やす事だってできるわ。だって元・白はく竜りゆうだもの」

「オリジンフォーム……それって、コ、コルルにもあるのか？」

　気になって、俺おれはコルルにも聞いてみる。しかしコルルは少し悩なやむような仕草を見せると、首を横に振ふった。

「私の場合は、そういう特別な形態はありません。強しいて言うなら、常時オリジンフォームと言いますか……」

「常時？　どういう事だ？　お前は両りよう腕うでをケルベロスの首にできるとかじゃないって事か？」

「はい。その代わりに、首はいつでも両耳にぶら下がってるでしょう？　大きな物を食べる時は、この両耳の首が巨きよ大だい化して標的を食べるんです。ほらレグナ、見せてあげて？」

　そう言ったコルルが右耳のレグナをポンと叩たたくと、レグナは無言のままムクムクと巨きよ大だい化。鋭するどい犬けん歯しを剝むき出だしにして、可愛かわいくも恐おそろしいという矛む盾じゆんした感情を植え付けてきた。

　あぁ、これはいい事を聞いたぞ。俺おれが真しんに注意を払はらうべきはこっちの首だったって訳だ。

　とはいえ……そうか。

　俺おれはこの一連の流れで、この村が抱かかえる問題の一つを垣かい間ま見みた気がする。

　この村に暮らす〝いい魔ま物もの〟であるところの異種ゼノは、人間に極きわめて近い見た目をしている。人間の言葉も話すし、人間を襲おそわない。人間の文字を看板に使ったりして、人間らしさを生活に取り入れようと普ふ段だんから心こころ掛がけている。

　ただやっぱり、どこかに魔ま物もの的思考が残っちゃってるんだよな。オリジンフォームなんてのがあるからついやっちゃうんだろうけど、少なくとも人間は生きたウサギを一飲みにはしない。

「なぁ、コルル、ファニル。一つ確かく認にんしたい事があるんだが……お前まえ達たちは自じ分ぶん達たちをいい魔ま物ものだと言うよな？　それってつまり、村の外にいる魔ま物ものを悪いものとして考えてるって事だよな？」

　前置きもなしにそう質問する俺おれに対し、コルルとファニルは困こん惑わくした様子で顔を見合わせる。二人はしばらく黙だまって言葉の意味を考えてから、肯こう定ていの頷うなずきを返した。

「という事は逆に、人間をいいものとして捉とらえてる訳だ。自じ分ぶん達たちがいいと思う存在に近付きたい。だからこの村の人ひと達たちは、極力人間的な暮らしをしたいと願っている。違ちがうか？」

「違ちがいません、ルシエル様の言う通りです！　私わたし達たちはどちらかと言うと、魔ま物ものとしての側面を捨てたいんです！　より人間に近付くため、家を造り、仕事をし、みんなで秩ちつ序じよある生活を営んできました。ルシエル様……どうか教えて下さい！　人間であるあなたの目から見て、今の私わたし達たちに足りないものはなんでしょうか!?」

「……よくぞ聞いてくれたな、コルルよ……」

　俺おれは大おお仰ぎように答えて立ち上がると、胸の前で拳こぶしを握にぎる。そして騎き士し団だんの部下達たちに命令を下すが如ごとく、開いた拳こぶしを前方に掲かかげて叫さけんだ。

　今この村で、最優先に取り組まなければならない案件。それは──。

「まずは食事の改善だっ!!」

　じゃないと、俺おれがまともな飯にありつけない。このままでは飢うえ死じにしてしまう。

　と、そんな俺おれの発言に真っ先に異を唱えたのは、この村で真っ当に食堂を営んでいるつもりらしい竜りゆう人じん少女ファニルだ。

「別に改善の余地なんてないでしょ？　ウチは今でも立派に食堂よ。みんな問題なくここでの食事を楽しんでるもの」

「そりゃそうかもしれないけど、そりゃ異種ゼノだからだろ。取とり敢あえず君らはオリジンフォームで物を食べるのはやめなさい。話はそれからだ」

「ちょ、ちょっと待ちなさいよ、それだとあたし達たち、牛を丸飲みできなくなっちゃうじゃない」

「そもそも丸飲みするな！　君らが憧あこがれてる人間は、牛を丸飲みにしたりしないの！」

　ホント何なんだよこの子、牛本体を牛乳と同列に扱あつかわないで頂きたい。

　ファニルのとんでも発言に俺おれが地じ団だん駄だを踏ふんで答えると、それに合わせてコルルが元気よく挙手をする。

「はい先生！　それじゃあ、お肉を食べたくなった時は口元を血まみれにしながらハムハムするしかないんでしょうか？」

「すまん、それを一番に避さけてくれ」

　ハムハムだなんて、そんな可愛かわいい効果音付けたって駄だ目めなものは駄だ目め！

「いいか？　俺おれ達たち人間だって、動物の肉はもちろん食べる。だがそれは、より美味おいしく、より食べやすい形に調理してからだ」

「「調理……？」」

　揃そろって首を傾かしげる二人の様子を見れば、この村に調理という概がい念ねんが存在していない事はすぐに分かった。全く、俺おれからすれば当たり前の事を今いま更さら説明せにゃならんとは……。

「まずは必要な物を揃そろえるところからだな。調理をするには食材はもちろん、調理器具が必ひつ須すだ。どうせこの村には包丁やまな板なんてないだろうし、何か代わりになる物を……」

「あの、ルシエル。包丁やまな板なら、ウチの店にもあるわよ？」

「え、マジ？」

　ファニルが店の奥おくから持って来たのは、本当に包丁やまな板だった。

　何故なぜある……。って、おいおい！　気になって店の奥おくを覗のぞかせてもらったら、他の調理器具も軒のき並なみ揃そろってるじゃねぇか！

「この至れり尽つくせり具合、王宮の厨ちゆう房ぼう並みだぞ……これ、一体どうしたんだ？」

「どうもこうも、買ったのよ。たまに迷まよい込こんでくる人間の行商人からね」

　まるで普ふ通つうの事みたいに答えてくるファニルだったが、俄にわかには信じられない。だってこれ、相当お高いんじゃないの？　最新式の『魔ま導どうフードプロセッサー』まであるじゃん。

　そう思って尋たずねてみると、ファニルは何やら得意になって胸を反らす。

「それがなんと全品、驚おどろきの百パーセントオフだったのよ！」

「ひゃ、百!?　何だよそりゃ、もはや商売になってねぇ。何だってそんな事に……」

「もちろん最初からそうだったワケじゃなくて、最初は三割引くらいだったわ。けどそれでもまだ良心的過ぎるんじゃないかと思って、店主に聞いたのよ。『本当に？　本当にその値段で、後こう悔かいしない？』って。思わずオリジンフォームをチラつかせながらね」

「大特価の原因ってソレだよね!?」

　そんなドラゴンヘッドを突つき付つけられて商売なんてできるか！

　店主に言わせりゃ出血大サービスじゃなくて、出血しないための大サービスだったに違ちがいない。「どうか命ばかりは」って言ってなかったか？　その店主。

「はぁ[image: ～][image: ～]……で？　ここまで揃そろってて、何で料理しないの？　何のために包丁持ってるの？」

　まさか面めん倒どう臭くさいなんて言わないよな？　頼たのむ……まともな回答であってくれ！

「何でって……だって、使い方が分からないもの」

　おっと、そうきたか。それじゃあ仕方がない……のだが、一つ疑問が。

「売ってた人間に聞けば良かったんじゃないのか？」

「凄すごい勢いで逃にげてったから、そんな暇ひまなかったわよ」

　デスヨネー……。

「なら予想で構わないから答えてくれ。この包丁って、何に使う道具だと思う？」

「そうね……食くい逃にげ犯に後ろから投げつけるための物とか？」

「盛せい大だいにちげーよ！　食材を捌さばく時に使うんだ！」

「罪人を裁くのにも使えていいじゃない」

「誰だれが上手うまい事言えと」

　このファニルって子、基本的に考え方が物ぶつ騒そうだな……。

「折角だからコルル、お前もちょっとテストするぞ。この〝鉄てつ鍋なべ〟と呼ばれる道具一式だが、用よう途とは何だと思う？」

　突とつ然ぜん話を振ふられ、その場を飛び上がるコルル。彼かの女じよは精せい一いつ杯ぱいに頭を悩なやませた後、ポンと手を叩たたいて答えた。

「鍋なべは兜かぶととして、蓋ふたは盾たてとして装備する物です！」

「違ちがう！　……いや待てよ？　ある意味合ってるような……」

　そう言えば、これを武具として装備してる旅人を昔、見た事があった気が……いやいや！　この場合のこれはそういう用よう途とじゃないから！

「仕方ないな。ここは俺おれが、各調理器具の正しい使い方を書き出しておくか……」

　俺おれはテーブルにあった手て頃ごろな紙切れに、用よう途とと使用方法をかいつまんでまとめていく。そうして出来上がったメモを見て、ファニル達たちは感かん嘆たんの声を上げた。

「うっわナニコレ、図解入りじゃない。助かるけども」

「ルシエル様、意外と凝こり性しようなんですね！」

「まぁな。ほら、折角こうして書き出してやったんだ。店にある食材を使って早さつ速そく何か作ってみようぜ」

　この店は決して食堂とは呼べないが、食堂として村一番を名乗れるだけのものが既すでに揃そろっている。

　後は俺おれが腕うでによりをかけてこの店を、名実相あい伴ともなう最高の食堂にしてやるぜ！







　……とか何とか言って、実は料理なんてできないんでしょ？

　と思った諸君、そこに正座したまえ。俺おれってば、ちゃ～んと料理できちゃうんだなぁこれが。

　それもこれも騎き士し団だんに入りたてだった頃ころ、最弱なのに団長っていう肩かた身みの狭せまさから、俺おれは毎日のように部下達たちに手料理を振ふる舞まっていたんだ。もちろん、振ふる舞まって喜ばれるだけの腕うで前まえも身に着けた。俺おれにはそれくらいの事しかできないからな……って、これも自じ慢まんにならねぇし！

「はいこれがサラダ！　そしてこれがハンバーグだっ！」

　それぞれ綺き麗れいに皿に盛り付け、配はい膳ぜん完かん了りよう。

　サラダは適当に、レタス、ブロッコリー、ルッコラなどの葉野菜と、キュウリにトマトを組み合わせ、更さらにチーズをイン。そしてきっと二人の好物であろうハムを仕上げに添そえて、サッパリ酸味の利きいたお手製ドレッシングで味付けした。

　ハンバーグのポイントは大きく二つ。肉ダネをしっかり手早く捏こねる事と、焼き加減だ。上手うまくできれば肉にく汁じゆうたっぷり。特製デミグラスソースをかけて出来上がりだ。

「ふおぉぉ、いい匂におい！　こ、ここっ、これっ、すっごい美味おいしそうですね！」

「な、何で……どうしたらウチの店からこんなものが……」

　ふっふっふ、驚おどろいてるな？　今まで生肉オンリーだったであろうこいつらにとっちゃ、火が入った肉の香こうばしさは堪たまらないはずだ。

　これぞ料理、これぞ人間の英知。魔ま物ものも異種ゼノも、生の肉を問題なく頂ける強きよう靭じんな胃い袋ぶくろをお持ちなんだろうが、きちんと料理すれば食材は断然美味うまくなる。でもってどうせ食べるなら、美味うまい方が絶対いい。

「ちなみにナイフとフォークの使い方は、ちゃんと教えたよな？」

　俺おれがそう突つっ込こむと、オリジンフォームで容よう赦しやなく平らげようとした二人の動きがピタリと止まる。おいおい、折角作ったんだからよく味わって食べてくれよ……。

「「い、いただきまーす」」

　俺おれが見守る中、二人は恐おそる恐おそるハンバーグを口に運ぶ。当然のようにサラダは無視かよ。やっぱりこいつら、根っからの肉食系だな。

「「んん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」」

　おっと、笑え顔がおの花が満開だ。これほど幸せそうな笑え顔がおに出会えるなんて、騎き士し団長冥みよう利りに尽つきるというものだ。あ、お嬢じようさん、ほっぺた落ちましたよ。

「ルシエル様！　これウチでも作れますか!?」

「い、いや、無理だろ。ここみたいに相応の設備がないと」

「そ、そんなぁ……」

　俺おれの無情な一言を受け、思いっきりへこむコルル。しかしファニルはそんな彼かの女じよの肩かたに手を乗せると、頼たのもしい笑え顔がおを浮うかべてウインクしてみせた。

「大だい丈じよう夫ぶよコルルちゃん。食べたい時はいつでもウチに食べに来て。コイツにいくらでも作らせるから」

　ん？　こいつって……え、それ、俺おれの事か？

「お、おいファニル、お前なに勝手な事言ってんだ！　ここはお前の店だろ？　レシピは俺おれが書いてやるから、後はお前が自分で何とかしろ！」

「あら、そんな簡単にいくと思う？　ちょっと教えてもらった程度で、このあたしがこんなに美味おいしい料理を作れるとでも？」

「少なくとも、ドヤ顔で言うセリフじゃないのは確かだ」

「そ、それはそうなんだけど……そうじゃなくて、これは仕事よ。あたしがあんたを雇やとうって言ってるの」

　雇やとう？　俺おれを？　どうして？　流れるように湧わき立たつ疑問に俺おれがこめかみを叩たたくと、ファニルは何やら察した風な顔で告げる。

「だってあんた、この『モンスティエラ』に次の満月まで滞たい在ざいするつもりなんでしょ？」

「！　その通りだけど……どうしてそれを？」

「分かるわよ。あんたがどういう経けい緯いで魔ま界かいをうろついてたのかは謎なぞだけど、人間である以上は人間界に帰りたいはず。そのチャンスが来るのが次の満月とくれば、答えは簡単でしょ？」

　ズバリ言い当てたファニルは悠ゆう然ぜんと歩き、コルルの背後に立って彼かの女じよを抱だきしめる。ピクピクと動く犬耳に息を吹ふきかけながら、ファニルは続けた。

「あんたこの子と仲がいいみたいだし、その間の宿はこの子に頼たよればいい。でも、ただ甘あまえてばかりじゃダメでしょ？　働かざる者何とやら……あんたもこの村で暮らす以上は、この村できちんと働きなさい。そのための場をあたしが提供してあげるわ」

　なるほど、そういう事なら文句はない。余所よそ者ものである俺おれを快く受け入れてくれたこの村のために、何かしたいと思っていたのは事実なんだから。

「分かった。というか、むしろ助かるよ。短い間になるけど、『ハクリュー食材店』……もとい『ハクリュー食堂』の臨時コックとして、これからしっかり働かせてもらう」

　答えた俺おれに満足げな笑えみを向け、ファニルは大きく頷うなずく。

「もちろん、あんたの料理スキルはバッチリ盗ぬすませてもらうから、そのつもりでいなさいよ？」

「望むところだ。覚えられなきゃ厳しくいくから、今から覚かく悟ごしとけ！」

　バチバチと火花を散らして睨にらみ合あう、俺おれとファニル。

　が、そこにソソソと割わり込こんできたコルルが、俺おれの服の裾すそをクイクイと引っ張ってきた。

　そのまま店の隅すみっこまで導かれ、耳元で一言。

「くれぐれも気を付けて下さいね？　〝人間の王族はきっと美味おいしい〟って、最初にそう言い出したのって……ファニルお姉ちゃんなので」

「は？　……はぁぁっ!?」

　おい待て。何故なぜそれを先に言わんのだね、コルルさんや。

　振ふり向むけば、「どうしたの？」と言わんばかりに小首を傾かしげる雇やとい主ぬしサマ。

　どうやら……どうやら俺おれは、将来自分が美味おいしく頂かれるための術を、捕ほ食しよく者しやに伝授しようとしているのかもしれない……。

　いや、大だい丈じよう夫ぶ。大だい丈じよう夫ぶだ。身分さえバレなけりゃ何も問題はない。でもってそんなのは、そうそうバレるもんじゃあない。

　あぁバレやしないさ。コルルがしっかり注意してくれさえすれば、な。

「という訳なので、これから頑がん張ばって下さいね！　ルシエル様！」

「……ねぇ。さっきから気になってたんだけどさ。コルルちゃんは何でルシエルの事、様付けで呼んでるワケ？」

「えっ!?　あ、ん、えっと、それはぁ、そのぉ～……」

　……それが一番難しそうだね、うん。
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「ルシエル様～！　おっはよ～ごっざいっます～！」

　ある朝の事。いつものように、コルルが元気よく俺おれの意識を眠ねむりの世界から引ひき戻もどしに来ててくれる。村に来てから数日、もはや日常となりつつある光景だ。

　一つ屋根の下で暮らしているとはいえ、村の門番という大切な仕事を担になう彼かの女じよは多くの時間、家にいない。それでも一日の節目となる時間にはこうして家に戻もどってきて、俺おれの相手をしてくれるのだ。

「ふわぁ……おはようコルル。お前は朝から元気だなぁ」

「えっへへ、今日もいい天気ですよっ！　まるで私の心のようです！」

「はっはっは、それだったら〝いい天気〟じゃなくて、〝能天気〟だろ？」

「えっ……？　いい天気ですよ？　ノーな天気じゃなくて、どちらかと言うとイエスです！」

「誰だれかツッコミ役連れてきてっ！」

　魔ま王おうといいファニルといい、最近ツッコミのし過ぎで俺おれもう疲つかれちゃったよ！

　あー……駄だ目めだ駄だ目めだ、気を取り直していこう。とにもかくにも、起きたからには朝飯だな。

　ちなみに誤解がないよう一応言っておくと、コルルが朝からこんなにもハイテンションなのは、何も生まれついての事ではない。

　彼かの女じよがこんな風になってしまった原因は……俺おれにある。

　つい数日前の事だ。俺おれはコルルに〝料理〟という、それはそれは美味おいしい悦よろこびを教えてしまった。そのせいでコルルは、朝昼晩と日に三度やって来る飯の時間が、楽しくして仕方がなくなってしまったという訳だ。

「じゃじゃ～ん！　朝ご飯、もうファニルお姉ちゃんのお店から貰もらってきてありますよ！　と言っても、これはルシエル様が昨日の夜に作っておいたものだとか」

「あぁ。ファニルはまだまだ料理初心者だから、今回は特別にな。牛肉を中心に、ニンジン、タマネギ、セロリなんかの野菜を一いつ緒しよに煮に込こんだ具だくさんスープだぞ」

　ポテトもあれば入れたかったんだが、あれは半額セールのせいで絶賛品切れ中だしな……。代わりにマンドラゴラを入れるなんて以もつての外ほかだし。

「んふ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　今日も美味おいしーですっ！　一日の活力が漲みなぎってくるようですよ！」

「そっか、そりゃ良かった」

《噓うそは感心しませんね、コルル。貴女あなたは心の中で、この料理に不満を抱いだいています》

　……お？　久ひさし振ぶりに聞いたが、この声は……。

「ちょっと!?　レグナ！　勝手な事言わないで！」

　そうそう、レグナだ。初日以来めっきり喋しやべらなくなったんで忘れかけてたけど、コルルの右耳に吊つるされた犬の首型アクセサリーだったっけか。

「よぉ、久ひさし振ぶりだなレグナ。どうしてずっと黙だまってたんだ？」

《喋しやべっても宜よろしかったでしょうか？　わたくしがあまり口を挟はさむと、会話のテンポが悪くなる恐おそれがあるのではないかと思い自重してたのですが。これでも、空気は読める方ですので》

「誰だれ目線の意見かは知らんが、気を遣つかってくれてありがとな……」

　まぁ確かに、ファニルとかがいる時はこれまで通り黙だまっていてもらいたい気はする。

「ところで、左耳の方の犬は何でずっと喋しやべらないんだ？　死んでるんじゃないよな？」

　俺おれはまだ一度も話した事がない左の首を指差して尋たずねる。すると彼かの女じよ達たちの本体、コルルが代表して答えた。

「左の首は〝エルバイド〟と言うんですが、彼かの女じよは夜行性なんです。夜、私やレグナが寝ねている時に目を覚まして、交代で活動しています」

「え……つ、つまりお前って、実質二十四時間働いてる計算になるって事？」

「ふっふん、流石さすがに毎日という訳じゃないですけど、そうなりますね！　私なんかヒトの三倍働かないと、誰だれも褒ほめてくれませんから」

　うへぇ、ブラック過ぎ。でも流石さすがは元・ケルベロス。門番には打って付けじゃないか。

　まぁ、それはそれとして、だ。そろそろレグナの発言について言げん及きゆうしようと思う。

「で、コルル君。キミは俺おれの料理に何やら不満をお持ちのようだが、どうかね？」

「！　ちちちち、違ちがいますっ！　さっきのはあくまでもレグナの意見であって、私は別に不満なんて……！」

「あぁいや、冗じよう談だんめかした言い方して悪かったな。もし意見があるなら正直に言って欲ほしい。俺おれは騎き士し団長として、今よりもっと料理の腕うでを磨みがきたいと思ってるんだ」

　あれ？　自分で言っといてなんだけど、騎き士し団長の仕事ってそんなだったっけ……。

「う～ん……じゃあ……この際なので本音を言わせてもらうとですね……」

　俺おれが自分の在り方について思考の泥どろ沼ぬまにハマっていると、コルルは俺おれの望み通りに本音を言う気になったらしい。

　さぁ何だ？　俺おれの料理に足りないのは塩分か？　糖分か？　はたまた──。

「ルシエル様成分が足りません」

　俺おれかぁーーーーっ!!

「悪いけど、今の本音は聞かなかった事にさせてくれ」

「駄だ目め……ですか？」

「駄だ目め」

　上うわ目め遣づかいでお願いされても駄だ目めなものは駄だ目めなの！　これでも掛かけ替がえのない命なの！

　全く……料理を作った張本人を皿にトッピングしろだなんて、無茶にもほどがあるだろ。俺おれから意見を求めておいてなんだが油断も隙すきもあったもんじゃない。この肉食系野生動物には、なるべく背中を見せないようにしないとな。

「あ、ルシエル様、背中にゴミが」

「え、マジ？　取って取って……あ」

　って、言ったそばから背中を向ける俺おれの馬ば鹿かっぷりも相当ヤバイな！

「う～ん、はいっ、取れましたよ！」

「な、何がっ!?　何が取れたって言うの!?　命たまか？　命たま取ったのか!?」

「タマってなんです？　取ったのはゴミですよ、ゴミ」

　あ……あぁ、だよな。初めからそう言ってたもんな……。いかんいかん、何を必要以上にビビッてんだ、俺おれは。

　これでもコルルは俺おれの命の恩人だぞ？　そして自宅の一室を宿として無む償しようで使わせてもらってもいる。そんないい子を信じてやれずに、俺おれはこの世の何を信じられるってんだ？

「ごめんなコルル……。俺おれ、ちょっとどうかしてたみたいだ」

　俺おれは信じるぜ……お前の事。たとえ世界中の全てを信じられなくなったとしても──お前だけは信じ抜ぬいてみせる！

《何を悔くやしがっているのですか、コルル。今なら喉のど笛ぶえにガブッとできそうだったのに、だなんて、それは味見の範はん疇ちゆうを超こえています。我わが事ながら恐おそろしい考えです》

「わーっ！　わーっ！　か、考えてない！　考えてませんよ!?　そんな事！」

「いえ、ちょっと信用ならないデスネ」

　ったく、信じて振ふり向むいた瞬しゆん間かんにそれかよ！　あと一秒遅おそかったらどうなってた事か！

「ほ、本当なんですよぅルシエル様……レグナは何て言うかその、妄もう想そう癖へきが激しいんです。私が思ってもいない事を平然と言って、私を困らせるのが趣しゆ味みなんです」

　目に涙なみだを浮うかべて跪ひざまずき、そう必死に訴うつたえてくるコルル。

　そ、そうなのか……もし本当にそうなんだとしたら、コルルの主張を頭ごなしに突つっぱねるのは少し可か哀わい相そうだ。どちらかと言うと俺おれはレグナよりコルルの言葉を信じてやりたいし、ここはレグナに軽く注意しておくか。

「こらレグナ、コルルがからかい甲が斐いのあるヤツだってのは俺おれも認めるが、あまり悪あく趣しゆ味みなイタズラはするもんじゃないぞ？」

《そんな……コルルの言葉を信用なさるのですか？　ルシエル様。では、わたくしとコルルの精神がリンクしている証しよう拠ことして、コルルのスリーサイズをお教え致いたしましょう。わたくしの言葉が噓うそだと言うのであれば、聞いても無意味でしょうから話しませんが》

「全面的にレグナの言葉を信じるので、聞かせたまえ」

　すまんなコルル。やはりこういう心理戦は、レグナの方に分があるようだぞ。

「も～う！　レグナは少し黙だまっててよ！　あなたが噓うそを言わない性しよう分ぶんだって事はもう認めるからぁ！」

　お喋しやべりな右の首をギリギリと握にぎりしめるコルル。が、彼かの女じよはすぐに手を放すと、息を荒あららげて胸を押さえてしまう。

「ぜはー、ぜはー……苦しい、もう駄だ目め……」

《な、何を馬ば鹿かな事を……わたくしと貴女あなたは同一個体なのですから、わたくしを痛めつけても自じ滅めつにしかならないというのに……》

　なるほど、どうやら肉体的ダメージは本体と共有されているらしい。これじゃまともにお仕置きもできんな……ご愁しゆう傷しよう様さまです。

　まぁ何だかんだ言って、このまま無言で済ますってのはフェアじゃない気がする。ここは男として、いっちょ対価を払はらってやるとするか。

「本音がダダ漏もれなお前に免めんじて、俺おれからも一つ本音を打ち明けとくぜ。俺おれはコルルの言葉もレグナの言葉も、両方信じてる。だって、どっちもお前なんだからさ。……以上！」

　言って、俺おれは思わずコルルに背中を向けた。あぁくそ、やっぱ言うんじゃなかったな。思ったよりも恥はずかしいぞ。

　って……あぁしまった！　俺おれまた背中見せちゃってるじゃねぇか！　少しは学習しろよ！

「ちょ、待てっ、首だけはよせ！　せめて致ち命めい傷しようにならない部分をだな……ってあれ？」

　味見（捕ほ食しよく）に怯おびえて全速力で振ふり返かえるも、そこに危険は無し。あるのはただ、嬉うれしそうなコルルの微笑ほほえみだけだった。俺おれの言葉がよほど胸に響ひびいたのか、彼かの女じよは自分の感情を隠かくす事なく曝さらけ出だしている。

　ちぇ、何だよ。こんな事なら最後まで素す直なおにカッコつけておけば良かったな。

「……ほら、朝飯も食い終わった事だし、そろそろ行かないと。大事な門番の仕事、あまりほったらかしにしてられないだろ？」

　もちろん、コルルが門を離はなれている間は門番ナシという訳じゃなく、弟さんに代わってもらっているらしい。とはいえ、それに甘あまえて家で寛くつろぎ過ぎるのも良くないだろう。

「……ふふっ！　ありがとうございます、ルシエル様。それじゃあ今日も門番の仕事、頑がん張ばってきますねっ！」

　俺おれの本音を聞いてコルルがどう思ったのかは分からない。けど、少なくとも一つだけ言える事がある。

「頑がん張ばって来いよ。それと──ヨダレは拭ふいてから行くように」

「おっと、じゅるり……すみません、やっぱり背中を見せられると条件反射でつい……。それじゃ、行ってきますね！」

　やれやれ……俺おれが背中を見せる度たびに、獣けものの本能に吞のまれそうになるんじゃありません。







　コルルが家を出て行くのを見送ったすぐ後に、俺おれの方も家を出た。

　と言っても俺おれは別に仕事に行く訳じゃなくて、ただの暇ひま潰つぶし。先日からファニルの食堂で働く事になった俺おれだが、俺おれがコックとして腕うでを振ふるうのはディナータイムだけだ。ほら、昼間はファニル自身、食材調達のために狩かりに出てるしな。

「さぁて、今日はどこに行こうかねぇ」

　村に滞たい在ざいするようになってから、まだ数日。とはいえ、近場は大体見て回った。見ての通り、昼はとことん暇ひまなのだ。こっそりコルルの仕事振ぶりを見に行ってもいいんだが……。

「よっしゃ、今日は思い切って村の中心部の方に行ってみるか！」

　ここ『モンスティエラ』は、村と言ってもかなり広大だ。イメージで言うと、そうだな……一いつ般ぱん的な村が四つくらい集まっているような感じ。景色が田舎いなか風ってだけで、敷しき地ち面積だけなら王都にも匹ひつ敵てきするかもしれない。

　ちなみに言うと、ファニルが普ふ段だん狩かり場ばにしてるっていう森も、実は村の敷しき地ち内って話だ。ほら、俺おれが村に迷まよい込こんだ時も最初は森の中だったしな。てな感じで、村の中に森も山も、おまけに湖もあると言われれば、その広大さは嫌いやでもよく分かると思う。

　そんな村の発展度は、郊こう外がいと中心部とで大きく異なる。中心部に向かうという事は即すなわち、人口密度が多くなるという事だ。つまりその分、住人とすれ違ちがう機会も増える。

『実は王族』という、バレたら身の危険に直結するようなトップシークレットを抱かかえた余所よそ者ものがうろつくには、ちょっと難度が高い場所なんだよな。

　だからって、いつまでも村外れにあるコルル邸てい周辺に閉じこもっていてもつまらない。成り行きとはいえ城を出られたんだ、なら俺おれだって、少しくらいは冒ぼう険けんをしてみたいじゃないか。

　そんな俺おれが今回やって来たのは、高台にある何やら巨きよ大だいな古めかしい建物。

　実はコルルの家の前からも見えていたもので、ずっと気になっていたんだ。

「おっ、標示が出てるな。なになに……『モンスティエラ大図書館』？　へぇ～っ、図書館！　この村にこんな立派な図書館があったのか！」

　城にいた頃ころの俺おれは、大体いつも王宮図書館に入いり浸びたっていたっけ。

　まぁ……入いり浸びたってた理由は、大分後ろ向きだったけど。図書館ってのは私語厳禁だから、城の連中からの嫌いやな陰かげ口ぐちを聞かなくて済む……ってな。

「……っと、駄だ目めだ駄だ目めだ。ここはもう城じゃねぇし、ポジティブに行かなきゃな」

　頭を振ふって気を取り直した俺おれは、何故なぜかそこだけ異様に綺き麗れいな両開きの木もく製せい扉とびらを越こえて早さつ速そく入館。目の前に飛とび込こんできたのは、薄うす暗ぐらいながらも趣おもむきのある広いロビーだった。

　正面には受付があり、そこには一人の小こ柄がらな女の子がいた。あの子は受うけ付つけ嬢じよう？　それとも、この図書館の司書か何かだろうか？　いや……どちらにしても幼過ぎるような……だってどう見たって十二、三歳さいくらいだぞ。

「!?」

　瞬しゆん間かん、俺おれは何故なぜか背筋がゾクッとするような感覚に襲おそわれた。

　と言っても、それはほんの一いつ瞬しゆんの事だ。今は感じた悪お寒かんの理由もはっきりと分かっている。

「焦あせったぜ……一いつ瞬しゆんトルチェがいるんじゃないかと思っちまった。ちょっと背格好が似てるくらいで見み間ま違ちがえるなよな、俺おれ」

　ていうか見て下さいよ、この鳥とり肌はだ。あいつの顔より先に、あいつから受けた数々の仕打ちが脳のう裏りを過よぎったからね。全く、この俺おれに軽くトラウマを植え付けやがって……。

　気を取り直して、俺おれはロビーから見える範はん囲いで館内を見回してみる。が、他に職員がいる気配はない。というか、利用者がいる気配すらなかった。

　となると……図書館を利用したいなら、どの道あの子に話はなし掛かけるしかなさそうだ。

「あの……ちょっとすみません」

　受付カウンターに近付くと、俺おれは女の子に小声で話はなし掛かけた。そう、ここが図書館である以上、大声では話せない。訳あって図書館マイスターとなった俺おれにとっては、当然の嗜たしなみだ。

「なんですます？」

　しかし返ってきた声は、特に声量を抑おさえるでもなく普ふ通つうの声量だった。

　淡たん々たんとして落ち着きのある感じでいて、でもクールというには多分に子供っぽい、そんな可愛かわいらしい声。口調はちょっと独特みたいだけど……まぁ、今は敢あえて突つっ込こまないでおこう。

　俺おれは女の子に倣ならい、通常の声量で会話を続ける。

「この図書館って、今やってるかな？　蔵書を手に取らせてもらってもオーケー？」

　尋たずねる俺おれに対し、女の子は何故なぜか無言でこちらを見上げてくる。ほぼ無表情な上、右目に付けた眼帯が顔の大半を覆おおっているため分かりにくいが、少し驚おどろいている……のか？

　しばらくそうして見つめ合っていると、女の子は座すわっていた椅い子すから突とつ然ぜん立ち上がった。かと思うと、カウンターを回って俺おれの隣となりまでトコトコと歩いてくる。

「わたしはこの図書館の司書……〝リュフェ・ノイギーア〟という者ですます。久ひさし振ぶりのお客様……歓かん迎げい」

　自じ己こ紹しよう介かいしつつ、ペコリとお辞じ儀ぎ。その拍ひよう子しに、金色の長いツインテールがゆらりと揺ゆれた。

　うーむ……こうして隣となり合あって立ってみると、彼かの女じよ──リュフェの小こ柄がらさが際きわ立だつな。コルルよりも更さらに一回り小さい。背せ丈たけだけじゃなく、色々と……何とは言わんがね？　紳しん士しとして。

「あ、俺おれはルシエル・Ｆ・ステファノス。最近村で厄やつ介かいになり始めた、人間の……あ～、何て言うか、旅人？　みたいなもんだよ」

「え？　ステ……ファノス？」

　おや？　どうしていきなりそこをピックアップするのかな？　新しい異種ゼノに会うたび嫌いやな予感が巻き起こるのは、もはやそういう運命なのか？

「ステファノスって言ったら、聖王の一族の名前ですます。ひょっとしてルシさんは、そこの関係者？」

　ひぃぃぃぃっ!?　まさかそれを把は握あくしている異種ゼノがいるなんて！　流石さすがは図書館の司書というか何というか……俺おれ、この村の連中を完全に舐なめてたよ！

　ど、ど、ど、どうしよう!?　ここは何とか誤ご魔ま化かさねば！　また育ちの悪いダークルシエルさんにお出まし頂くか!?

「ま……それは別にどうでもいいですます」

「ゴルァ……え？」

　披ひ露ろうしかけたダークルシエルさんを封ふう印いんし、俺おれは啞あ然ぜんとしてリュフェを見る。

　彼かの女じよ、今なんて言った？　ステファノスの名が王家のものだと知っておきながら、どうでもいいだって？

「君は……俺おれが人間の王族と知って、何とも思わないのか？」

「？　……あっ。ははぁ～、かしこみかしこみ」

「いや別に崇あがめる事を強要したい訳じゃないから！　そうじゃなくてその……食べてみたいとは、思わないのか？」

　思わず、蒸むし返かえさなくてもいい事を俺おれは尋たずねた。問われたリュフェは血のように真っ赤な瞳ひとみで俺おれを数秒見つめると、懐ふところからやけに分厚く巨きよ大だいな本を取り出して、静かに答える。

「食には関心がない。わたしにあるのは、知識欲だけ。人間が書いた書物を読む、それだけが……わたしの生いき甲が斐い」

　なるほど……知的だ。見み掛かけに寄らず、すっごい知的だよこの子。

　本を取り出された瞬しゆん間かん、「やめてっ！　それで俺おれを叩たたきにして食べないでっ！」って叫さけぼうとした自分が本気で恥はずかしいよ。だってめっちゃ攻こう撃げき力りよく高そうなデカさだったんだもん。

　あぁ、でも俄が然ぜん興味が湧わいてきたぞ。この子の事、もっとよく知りたいな。

「へぇ～、何かシンパシーだな。実は俺おれも本読むのは好きな方だからさ。リュフェは、一体どの魔ま物ものの異種ゼノなんだ？」

「……本を読むって事は、魔ま物ものにも詳くわしかったりする？」

　お？　質問したら、逆に質問が返ってきたぞ。

「まぁな。門番やってるコルルって子、知ってるか？　その子の正体はすぐに見み抜ぬけたぞ。けど……君の正体は何だ？　ちょっと分からないな……」

「……ヒント、眼帯。鍛か冶じ師し。六文字ですます」

「眼帯？　鍛か冶じ師し？　うーん……眼帯……つまり独眼……一つ目……あ！　サ・イ・ク・ロ・プ・ス。六文字だ！　答えは〝一つ目巨人サイクロプス〟、だろ？」

「おおぉぉ、驚おどろきですます。正解ですます」

　初めて、見て分かるほど大きく表情を変えて拍はく手しゆするリュフェ。ふっふっふ、見たか！　この俺おれの対魔ま物もの知識を！　一つ目で、それも高い鍛冶かじ技術を兼かね備そなえた魔ま物ものって言ったら、もうサイクロプスくらいしかいないからな！

　……あ～……とはいえ、だ……。

「えっと……どの辺が巨きよ人じんなの？」

　ちっちゃくね？　この子。よりにもよって。むしろよく正解できたなぁ、俺おれ。

「…………」

　俺おれに体格を指し摘てきされた瞬しゆん間かん、リュフェは目に見えて悲しげな顔になり、俯うつむいた。しまった、俺おれはまたとんでもない失言をしてしまったのかもしれない。
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「あぁいや、ごめん！　初対面でいきなり失礼な事言っちまったよな。って、初対面じゃなくても失礼か。とにかく……ごめん！」

　俺おれは平ひら謝あやまりに謝あやまった。こうなったらもう、俺おれには謝あやまる事しかできない。そんな俺おれを見るに見かねてか、リュフェは少し戸と惑まどったような声こわ音ねで告げる。

「気にしなくていいですます。当然の感想だし、それが事実ですます。わたしは小さい。他の十六歳さいの異種巨人族ゼノ・ギガントより、断然。生まれつき備わっているはずの怪かい力りきも、皆かい無むですます」

「そ、そっか、そりゃ難なん儀ぎだな……、ん？　十六歳さい？」

　彼かの女じよの身の上を聞くうちに、俺おれは別の意味でも彼かの女じよに謝あやまりたくなった。他の十六歳さいと比べたって事は、この子も十六歳さいなんだよな？　十二歳さいくらいだと思っちゃってて、マジごめん。

　とはいえ、俺おれからすれば彼かの女じよの欠点は、美点にしか思えない。だって小さくて非力な女の子だなんて、もうそれだけで人間の女の子らしいじゃないか。中には、例外もいるとして……。

「前にコルル──知り合いの子から聞いたんだが、異種ゼノってのは魔ま物ものとしての側面を捨てたいものなんだってな。君は違ちがうのか？」

「それは……違ちがわない。わたしは凶きよう暴ぼうなだけの魔ま物ものは嫌きらい。力ちから自じ慢まんをするヒトも嫌きらい。理性のある人間に近付きたい。そう思って、司書として毎日勉強してる」

　司書の仕事って、別に蔵書を読みふける事じゃないんだけど、そこはきっと突つっ込こまない方がいいんだろうな……。

「毎日勉強、結構じゃないか。……の割には……何か君さ、俺おれの知り合いの異種ゼノの中でも何て言うか、かなり特とく殊しゆな話し方してるほうなんだけど……どうして？」

「特とく殊しゆな話し方？　何の事ですます？」

「いや、まさにその『ですます』ってヤツなんだけど……」

「おやおや、人間のくせに知らないとは。これこそわたしの勉強の成果、〝丁てい寧ねい語ご〟ですます」

「丁てい寧ねい語ご？　あぁ、『です』、『ます』をしっかり付けて話すってアレな。……そっか……じゃあ君……つまり、そうなんだな？」

　分かる……分かるぞ。次にこの子の口からどんな答えが飛び出すのか、俺おれには手に取るように分かる。

　俺おれが抱いだいた嫌いやな予感を確信に変えるべく、リュフェはちょっと誇ほこらしそうに頰ほおを染め、目を瞑つぶって胸を叩たたき……威い風ふう堂どう々どう、言い放った。

「そうですます。ヒトはこの洗練された口調を──〝ですます調〟と呼ぶのですます」

「オッケー。お前がそう思うんならそうなんだろう。お前ん中ではな」

　何だろう。話せば話すほど、俺おれの中にあるこの子の評価が下がっていく。何か自然と呼び方も〝君〟から〝お前〟に格下げしちゃったし。もう関わるのは止よした方がいいかな？

　と、彼かの女じよが操あやつる謎なぞの語ご尾びのルーツが判明した、その時だった。

「邪じや魔ましやすぜェ、お嬢じよう～？」

　入り口の扉とびらを〝開ける〟のではなく〝壊こわして〟入ってくる、突とつ然ぜんの訪問者。

「うわっ！　い、いきなり何だ、こいつ……」

　見たところこれといった魔ま物もの的てき特とく徴ちようはなく、一見して普ふ通つうの人間のように見える。だが強しいて違ちがいを挙げるとするなら……圧あつ倒とう的てきなその体格だろう。やって来た男は、優に二メートルを超こす巨きよ軀くに、髪かみは茶、筋肉モリモリマッチョマンの変態だ。

　察するに、こいつはリュフェと同じ巨きよ人じん族ぞくの異種ゼノ。とはいえ眼帯をしてる訳じゃないから、サイクロプスとは別種の巨きよ人じん。恐おそらくは〝タイタン〟か、〝トロール〟ってとこだろう。

「あっれぇ？　何か珍めずらしく誰だれかが入ってったと思ったら、コイツ人間じゃね？　そうか、コイツがファニルの言ってたお気に入りってワケかよ」

　男は首をコキコキと鳴らしながら、文字通り上から目線で俺おれを見下ろしてくる。どうやら向こうは一方的に俺おれの事を知っているらしい。

「図書館での私語はマナー違い反はんだぞ。俺おれに用があるなら外で聞く」

「ハッ！　イキってんじゃねぇよチビ。誰だれがてめぇに用があるっつった。てめぇはたまたま居合わせただけ、用があんのはリュフェのお嬢じようの方だ」

　なるほど。男の口くち振ぶりによれば、俺おれは単なる不幸な同席者って事らしい。

　口調はかなり汚きたなく威い圧あつ的だが、リュフェをお嬢じようと呼ぶ辺り、彼かの女じよに危害を加えるような間あいだ柄がらではなさそうだ。身内同士の問題かもしれないし、俺おれは首を突つっ込こまないでおこう。

「〝ケイル〟……また来たの？　言ったはず。わたしは道場には戻もどらないって」

　敵意を剝むき出だしにして、男を冷たくあしらうリュフェ。ケイルと呼ばれた男は不敵に笑いながら何度か頷うなずくと、不意に真顔になって答えた。

「えぇ聞きやしたとも。だが親父おやじさんも言ったはず。そのワガママに付き合うのは一年だけ。一年経たっても図書館が寂さびれたままだったら、司書を辞やめて大人しく帰ってきてもらうと」

　ふむふむ……話が読めてきたぞ。

　要するに、リュフェはこの村にある道場の娘むすめか何かで、でも家にいるのが嫌いやで図書館の司書をやるようになった。

　親父おやじさんはそれを一いつ旦たん許したが、課した条件を期限内にクリアできなければ、問答無用で連れ戻もどすと約束させた。このケイルって男は、親父おやじさんの代わりにリュフェを連れ戻もどしに来た門下生か何かなんだろう。

「た……確かに、もう約束の一年はとっくに過ぎてる。でもどうして？　わたしが道場に戻もどる意味はあるの？　体も小さい、力もない。道場を継つぐなんて、できないのに」

　この期ごに及およんで食い下がろうとするリュフェ。でもな、リュフェ……それこそただのワガママだ。俺おれはお前の肩かたを持ってやる事はできない。約束は約束なんだから、戻もどってやるのが筋ってもんだ。

「お嬢じように才能がねぇ事なんざ、み～んな知ってる。でもな、その家に生まれた以上は果たすべき責任ってもんがある。今強くないなら、いつか強くなれ。それを師し範はんは望んでるんだよ」

　……そうだ。この男の言う通りだ。

　望む未来が定められた家系に生まれた子供には、生まれた瞬しゆん間かんから責任が伴ともなう。周囲の期待に応えるという、責任が。

　だけど……その責任が果たせなかった時……周囲の期待は、侮ぶ蔑べつに変わるんだ。

「お嬢じようはただでさえクッソ弱ぇ無能ちゃんだからよぉ、なおの事こんなとこで好き勝手やってちゃダメだろ。なぁ？　とっとと戻もどって少しは努力してくれよ、頼たのむからさぁ」

　……おい……ちょっと待った。今、こいつリュフェの事を──〝無能〟と呼んだか？

「わ、わたしは……ちゃんと努力だって……でも……みんなが……っ」

　望む性能を発揮できなけりゃ、〝無能〟。望む才能を持ってなけりゃ、〝無才〟。

　誰だれが好き好んで、そんな称しよう号ごうに手を伸のばす？　期待に応えられなかった俺達が……何の努力もしてこなかったとでも思うのか？

　報むくわれない努力を必死に続けて……！　誰だれ一人ひとりその努力に気付いてくれなかったからっ！

　俺おれ達たちは……別の可能性に逃にげるしかなくなったんじゃねぇかっ!!

「ッ……。なぁケイルさん。横からちょっと口出ししてもいいか？」

「あん？　何だ人間。ダメに決まってんだろブッ飛ばされてぇのか？」

「そうか。じゃあ、ぶっ飛ばされてやれば話を聞いてもらえるんだな？」

「……てめぇ。あんまオレを舐なめんじゃねぇぞ。これを見ても同じセリフが吐はけるかな？」

　言って、ケイルは腰こしに下げていた袋ふくろから黒光りする球体を取り出す。

　なっ……あれは例のスーパーヤシの実！　まさかこいつ、ファニルと同じ事を……!?

「オレに殴なぐられるってのは、こういう事だっ！　フン！　フンッ！　あれ？　フンッ！　なんだよ今日は調子が悪ぃな……」

　って割れてねぇじゃねーか！　この男大した事ない……んじゃなくて、ファニルがヤバすぎるのか、どっちなんだ？　てか、この村の力ちから自じ慢まんはあのヤシの実を持ち歩く習慣でもあるの？　威い嚇かく方法が斬ざん新しん過ぎるでしょ。

　っと……いかんいかん、話を元に戻もどさなきゃな。

「リュフェとケイルさんの話を聞いてたらさ……何かリュフェの境きよう遇ぐうが驚おどろくほど俺おれと似通ってて、他人の気がしなくなっちまったんだ。だから頼たのむ、話だけでも聞いてくれないか？」

　俺おれの懇こん願がんを聞いて、どういう事だという風にリュフェを見るケイル。リュフェも俺おれの身の上は知らないから、首を横に振ふって答えるしかない。

「まぁまぁ細かい事はいいから。それよりもリュフェ。お前はこれまで通り、図書館の司書を続けたいんだよな？」

「……そうですますけど」

「ケイルさん。リュフェの親父おやじさんがリュフェを連れ戻もどしたいのは、修しゆ行ぎよう一本に打うち込こんでほしいからって事なんだよな？」

「そうだ。才能がねぇなら、そうやって少しでも強くなってもらわねぇとな」

「それ」

「あん？」

「ズバリそれなんだよ、答えは」

　俺おれは右手の人差し指を立て、顔の横でクルクルと振ふってみせる。俺おれの言葉の意味が分からないのか、リュフェとケイルは二人して目を丸くしていた。

　心配すんな、お二人さん。もちろん説明させてもらうさ。

「リュフェが強くないから司書を辞やめさせられる。ならさ……リュフェが誰だれよりも強ければ、司書を続けたって構わない。だよな？」

「はぁ？　あぁ……あ～あ～そうだ、そういうこった！　だが実際お嬢じようは雑魚ざこだ。体は小ちいせぇ、力もねぇ、異種巨人族ゼノ・ギガントの面つら汚よごしだ！　それでもお嬢じようは師し範はんの娘むすめだから、誰だれより目を掛かけてもらえる！　依怙えこ贔ひい屓きじゃねぇか。ならとっとと俺おれより強くなって、俺おれを納なつ得とくさせてみせろ！」

　おっと、ついに本音が出たな？　どうしてケイルはこんなにもイラついてるのかと不思議だったが、そういう事情がある訳か。

　全くよ……本当によく似てやがる。俺おれみたいなヤツが親の七光で騎き士し団長になったせいで、その座により相応ふさわしかったであろう騎き士しは問答無用でその席には座すわれない。

　座すわれなかったあいつは、今のケイルと同じように……俺おれを恨うらんでいたのかな。

「ルシさん……わたし、ケイルが言う通り強くないですます。頑がん張ばっても強くなれなかったから、道場とは真逆の世界──文芸の世界に逃にげ込こんだ……」

　リュフェは、自分の弱さをしっかりと受け止めている。そんな彼かの女じよの行こう為いを〝逃にげ〟だと罵ののしるヤツもいるだろう。実際そうだ。彼かの女じよは弱さを受け止めきれず、逃にげだした。

　でもさ。そこを逃にげ道みちに選んだ最初の理由まで、曲げちゃ駄だ目めだぜ。

「違ちがう。君が司書になったのは、本が好きだったからだ。ただそれだけだったはずだ」

「!!」

　眼帯の無い左目を大きく見開き、驚おどろきの感情を露あらわにするリュフェ。彼かの女じよはまるで慈いつくしむように、お気に入りの分厚い本を抱だきしめた。

「逃にげちゃいけないなんて誰だれが決めた？　逃にげた先にこそ、勝ちが転がってるかもしれないのに。そしてこれは俺おれの予想だが……お前が逃にげ込こんだ図書館ここにこそ、強くなるための秘策が眠ねむっているはずだ」

「え……ここに、強くなる方法がある……？」

「けっ！　馬ば鹿かも休み休み言え！　こんな暗くて埃ほこりっぽい場所に閉じこもって、強くなれるワケがねぇ！　もしなれたらオレから親父おやじさんに司書続行を進言してやるぜっ！」

　いや、埃ほこりっぽくなったのは、扉とびらを勢いよくぶっ壊こわしたあんたのせいなんだぞ？

「言ったな？　ケイルさん。じゃあ……一週間後だ。一週間後の今日、リュフェとあんたで腕うで相撲ずもう勝負をしてもらう。もしリュフェが勝ったら、今言った約束を果たしてもらうぜ」

「ちょ、ちょっとルシさん、そんな事勝手に決められても困る」

「大だい丈じよう夫ぶだって、俺おれを信じてくれ。で、どうなんだケイルさん。もちろん受けて立つよな？」

「チッ、何を偉えらそうに……いいだろう！　だが俺おれが勝ったら、それこそブッ飛ばしてでも連れてくから覚かく悟ごしとけ！」

　鼻息を荒あららげて図書館を出て行くケイル。

　さて……決戦当日まで、一週間。それまでに、あのマッチョ野や郎ろうにリュフェが勝てるよう鍛きたえ上あげなきゃならない。

　そうして聞くと無理難題のように思えるが、俺おれの考えが正しければ打開策はある。

　やってやるさ……リュフェのためにも。俺おれ自じ身しんのためにも。

　彼かの女じよがここで勝つ事で……〝無才〟と呼ばれた俺おれ自じ身しんも、前に進めるような気がするから。







「全く……来るたび扉とびら壊こわすの、やめてほしい」

　打うち壊こわされた入り口にやるせない目を向け、盛せい大だいに溜ため息いきを漏もらすリュフェ。

　ケイルさん、結局壊こわした扉とびらはそのまんまにして帰ったな……。もしちゃっかり直して行ったなら、思いのほかいいヤツだって思えたのに。

「資材、まだ残ってたっけ……。よし、これなら直せそう」

　リュフェは唇くちびるを尖とがらせて小さくボヤきつつ、カウンターの裏から木の板を引っ張り出す。蝶ちよう番つがいなど必要なパーツとハンマーを手にして入り口に向かうと、あっという間に扉とびらを修復してしまった。

「うおっ、こりゃ見事な手て際ぎわだな」

「うん。もう慣れっこですますから」

　そんなに度たび々たび催さい促そくに来てるのかよ、あいつ。ほんとは何だかんだ理由を付けて、リュフェに会いに来たいだけなんじゃねぇの？

　でも、お陰かげで一つ謎なぞが解けたな。何か入り口の扉とびらだけ新品同然の綺き麗れいさだったのが不思議だったけど、こうして壊こわされては直してを繰くり返かえした結果だったって訳か。

「ま、それはそれとして──だ」

　リュフェのこの器用さ……思った通り大したものじゃないか。

　これは慣れでどうこうなるもんじゃない。そういう才能なんだ。彼かの女じよの本ほん性しようがサイクロプスだと知った時から、実はこういう才能が彼かの女じよにはあるんじゃないかと思っていた。

　これなら多分……いや、きっとやれる！

「一週間だなんて大見得切っちまったから、チンタラもしてられねぇ。リュフェ、早さつ速そく行動開始といこうぜ。ケイルさんに勝つためにな」

「そりゃあ勝ちたいですますけど……どうすれば勝てるんですます？　筋トレですます？」

「いや、そういう地道なやり方はしない。折角図書館にいるんだ、まずは図書館ならではの方法で一歩を踏ふみ出だそうじゃねぇか」

「図書館ならではの方法……それって、どんな？」

　俺おれの話に興味を抱いだいたのか、それまで不安げだったリュフェは少しワクワクした様子で訪ねてくる。俺おれは頭の片かた隅すみに記き憶おくしているある事を思い出しながら、起き死し回かい生せいの作戦をリュフェに伝えた。

「昔、王宮図書館で本を読よみ漁あさってた時にな、チラッと目にした覚えがあるんだ。『世界武器防具大たい全ぜん』っていうクソでかい本なんだけど……その本に載のってたのさ。装備者の力を超ちよう絶ぜつアップさせるっていう、とんでもないアクセサリーがな！　その名も、〝雷神の力帯メギンギヨルズ〟!!」

「メギンギョルズ……！　そ、それさえあれば、わたしでもケイルに勝てるかも！　どこで売ってるんですます？」

「それがな……多分どこにも売ってないと思う。伝説級のカテゴリーで紹しよう介かいされてたヤツだから、どっかの遺い跡せきで眠ねむってるか、最悪既すでに失われてるかもしれない」

　俺おれの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、リュフェはガックリと肩かたを落とす。俺おれはそんな彼かの女じよの両りよう肩かたを強く摑つかみ、顔を上げさせた。

「諦あきらめるのは早いぜリュフェ。いいか？　お前は何の異種ゼノだ。言ってみろ」

「わたしは……サイクロプスの異種ゼノ、ですますけど」

「あぁ。サイクロプスってのは、魔ま物ものの鍛か冶じ師しだ。製鉄はもちろん、建築なんかの分野にも秀ひいでている。図書館の扉とびらをいとも簡単に修理したお前には、その特性が色いろ濃こく残っているはずだ」

「じゃあ……わたしには鍛冶かじの才能が……ある？」

　たどたどしい呟つぶやきに、俺おれは強く頷うなずきを返す。当の本人でさえ気付いていなかった事実を突つき付つけられ、リュフェは俺おれが望んでいる事を瞬しゆん時じに汲くみ取とった。

「無いなら、作る。わたしが……作る。サイクロプスに備わってるのは、怪かい力りきだけじゃない！　わたしに怪かい力りきはないけど、わたしの鍛冶かじの技わざで……メギンギョルズを作ってみせる！」

　そうだ。お前を馬ば鹿かにしてきたみんなに見せつけてやろうぜ。

　リュフェ・ノイギーアには力はないが……誰だれよりも強いって事をな。

「そうと決まれば、まずは本を探すぞ。『世界武器防具大たい全ぜん』だ。世界的に売れてる本だから、この図書館にもきっとあるはずなんだが」

「それって、これの事ですます？」

　言って、リュフェはさっきから抱かかえていたクソでかい本を差し出してくる。『世界武器防具大たい全ぜん』……あ、これだわ。

「おいおい話早過ぎだろ。こいつは追い風が吹ふいてるぜ！」

　俺おれは本を机に広げてもらうと、食い入るように視線を落とす。確か、この本のどこかのページに必要素材が載のってたんだが……あった、これだ！

　目的の記述を見つけた俺おれは、懐ふところから日記帳を取り出して書き写す。これを元に素材集めをする訳だが、それはスーパー凄すご腕うでハンターであるファニルにお願いしようと思う。

「よし、善は急げだ。リュフェ、素材は俺おれが必ず集めてくるから、お前は製造に使う鍛か冶じ場ばを用意しておいてくれ！」

「ラジャー」

　ビシっと敬礼で答えるリュフェ。そのコミカルな仕草に微笑ほほえましい気持ちになりつつ、俺おれは図書館を飛び出した。







　──そうして、俺おれとファニルの素材集めの旅が始まった。

　ファニルの事だからひょっとしたら面めん倒どう臭くさがるんじゃないかと思っていたが、いざ話してみたら全然そんな事はなく、とても協力的に尽つくしてくれた。

　最初は「それがヒトに物を頼たのむ態度なワケ？　聞いてほしかったら『[image: †]ＤＯＧＥＺＡ[image: †]』千回してワンと言いなさい」と命令されたが、それがリュフェのためだと話したら快く引き受けてくれたんだ。いやぁ、仲間想おもいのいいヤツだろ？

　……待てよ？　つまりファニルが俺おれに冷たいのは、仲間扱あつかいしてくれてないって事……？　ぃよしっ！　深く考えるのはやーめたっ。

「はい、〝天空の旋毛つむじ〟、採取完かん了りよう！　これで全部でしょ？」

　──そうして、俺おれとファニルの素材集めの旅は、早くも終わった。

　おかしい。今俺おれ達たちが普ふ通つうに立っているここは、世界一高いと言われている霊れい峰ほうの頂だ。メギンギョルズの素材集めで一番の難所だと、本にも書いてあった。それなのに他の素材と同様、いとも容易たやすく攻こう略りやくできてしまうとは……。

「本気ですげぇよ……まさかたった二日で、必要素材が全部集まるなんて思わなかった」

「ふっふ～ん。まぁ？　元・ドラゴンを舐なめんじゃないわよ、ってトコかしらね～」

　ファニルは白はく竜りゆうの異種ゼノだ。オリジンフォームになれば翼つばさが生えて空も飛べるし、腕わん力りよくも体力も規格外。それが分かっていたからそもそも力を借りた訳だが、まさかここまでスイスイ事が運ぶなんてな……。

「あれあれぇ？　ルシエルってば何？　その顔。ひょっとして～、惚ほれ直しちゃった？」

「何で元々惚ほれてる前提で話すんだよ！　いや、しかしまぁ……今プロポーズの言葉を必死に考えてるとこだ」

「あ～ダメやめて。受けないわよ？」

　何でやねん。ソッコーでフラれて、俺おれは悲しいです。

　いいもんいいもん、料理の一つもできない怪かい力りき女おんななんてこっちから願い下げだ。俺おれには誰だれにでも人ひと懐なつっこいコルルがいるし、リュフェという迷えるヒロインにも絶賛手を差さし伸のべ中。わざわざファニルなんかに気に入られようだなんてこれっぽっちも思ってないもんね～だ。

「じゃ、採るモノも採った事だし、ひとっ飛びして帰るわよ」

　言って、バサッと大きな竜りゆうの翼つばさを広げて俺おれをお姫ひめ様さま抱だっこするファニル。えぇそうっすよ？　俺おれは飛べませんから、行きも帰りも当然このスタイルっす。何て言うか、泣けるだろ……？

「何よあんた。もしかして、女の子にお姫ひめ様さま抱だっこされる自分が情けないとか思ってる？」

「べ、べべべ別に思ってねーし！　大体お前みたいな怪かい力りき女、女の子のうちに入んねー……あ」

　やっべ！　お口が盛せい大だいにスライディングをかましちまった！

　ごらん、怒いかり心しん頭とうなファニルの顔を。見れば見るほど色が変わって……マズイッ！

　顔を真っ赤に染めたファニルは、頭の角つのに怒いかりの雷かみなりを帯電。瞬しゆん間かん、眼下に広がる雲まで雷らい鳴めいを轟とどろかせ始めやがった！

　ビリビリするような刺し激げきの中、文字通り怒ど髪はつ天を衝つくファニルは「よいしょ」と俺おれを担かつぎ直す。そして次の瞬しゆん間かん──。

「一名様……ご案な[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]いッッ!!」

　瞬しゆん間かん──俺おれはまるで一本の矢のごとく、空を翔かけた。

　さぁ、考えよう。一体どうやったら、翼つばさを持たない俺おれが無事に着地できるのかを、な。







　ファニルの乙女おとめチックな強きよう肩けんにより投げ放たれた俺おれは、予想を上回る超ちようスピードで『モンスティエラ』の地へと帰き還かんした。

　着地は結局どうしたのかって？　そりゃあもちろん、投げた張本人に責任持ってキャッチしてもらったよ。

　墜つい落らくまでに「ファニルたんは可か憐れんで慎つつましい素す敵てきな女性ヒトです！」と心を込こめて百回唱えたら、「そこまで言われちゃしょうがない」って、バツが悪そうにして俺おれを受け止めてくれたんだ。彼かの女じよが案外チョロくて助かったぜ。

　ま……受け止めてもらった時に『流石さすがは力持ち！』って思わず叫さけんじゃったせいで、怒いかりの鉄てつ拳けんならぬ怒いかりの雷らい撃げきを浴びせられたんだけどな……。力持ちなのを指し摘てきされた手前、腕わん力りよくを使わずに制裁してくるファニルの機転に思わずシビれたぜ。肉体的にな。

　良い子のみんなは、女の子への褒ほめ言葉は絶対に間ま違ちがえちゃ駄だ目めだぞ？　この約束を破ったら最後、この通り手痛いお約束が待ってる。ったく、体中がチクチクするぜ……。

「リュフェ～！　素材採ってきたぞ！」

　体の痺しびれが取れると同時に、俺おれは一も二もなく図書館へ。そこで首を長くして待機しているはずのリュフェに、入り口から声を掛かけた。

　しかし、返事がない。もしや俺おれが不在のうちにケイルが無理矢理……？　と心配したのも束つかの間ま、リュフェは奥おくの書しよ架かの間からひょっこりと顔を出した。

「お～、ルシさん、お帰りなさい。こちらの首しゆ尾びは万ばん事じオーケーですます」

「おっ、なら良かった。……でも何かリュフェ、少し見ない間に縮んだか？」

　俺おれの前に顔を出したリュフェは、正確に言うと顔しかなかった。体はどこへ？

「別に縮んでないですますし、これ以上縮まれては困るのですます。ココ、隠かくし通路。ここから地下室に行ける。ついて来て」

　あ、床ゆかが抜ぬけてハシゴが掛かかってたのか。そこから顔だけ覗のぞかせていた、と。

　俺おれはリュフェに導かれるまま、図書館の地下へ。ハシゴを降り切ったそこには、想像を超こえて神秘的な光景が広がっていた。

「何だこれ……図書館の地下に、こんな場所があったなんて……」

　そこは、青白く輝かがやく洞どう窟くつ。光源は灯ともしびではなく、なんと石だ。篝かがり籠かごに入れられた謎なぞの鉱石がぼんやりと光ひかり輝かがやき、暗い洞どう窟くつ内をムーディーに照らし出していた。

　そしてそんな光景の中心には、小さな鍛冶かじ場が。恐おそらくリュフェが用意したものだろう。

「本で作り方を見て、何度も何度もシミュレーションした。今のわたしなら、きっとできる」

　自分を信じる強い心が、真まっ直すぐな眼まな差ざしとなって俺おれの瞳ひとみに突つき刺ささる。俺おれは強く頷うなずきを返すと、ファニルと一いつ緒しよに集めてきた素材をリュフェに手て渡わたす。

「素材はそれだけ。挑ちよう戦せんできるのは一回限りだ。……準備はいいか？」

　脅おどすつもりはなかったが、覚かく悟ごを問う。リュフェは一いつ瞬しゆん体を強こわ張ばらせたものの、大きく息を吐はき出だして体の力を抜ぬく。

　そして右手を顔の前に持っていき……ゆっくりと……右目の眼帯に手を添そえた。

「もちろんですます」

　心強い返事と共に、眼帯を剝はぎ取とる。

「!?　お前……それって……！」

　その下に隠かくされていたのは、眼めではなかった。

　炎ほのおだ。煌こう々こうと、赤々と。周囲を焦こがして揺ゆらぐ灼しやく熱ねつの炎ほのおが、そこにはあった。

「『焰の瞳バーレイグ』。単たん眼がん巨きよ人じんの血が流れる者なら、誰だれもが持っている眼めですます。特別なんかじゃない……それでも……わたしはこの眼めの炎ほのおで、わたしだけの伝説を打つ!!」

　リュフェが手にした金かな槌づちが振ふり下ろされ、打ち付けられた金かな敷しきが火花を散らす。飛び散った火花はリュフェの右目の炎ほのおに燃え移り、彼かの女じよの鍛か冶じ場ばは一いつ瞬しゆんで火の海と化した。

　目も開けられない熱風が吹ふき荒すさび、俺おれは思わず壁かべ際ぎわに退たい避ひ。それから数時間……いや、数日もの間、リュフェは力帯の鍛たん錬れんに没ぼつ頭とうした。

　……そもそも〝帯〟の作り方がコレでいいのかは、もはや突つっ込こむまい。常じよう軌きを逸いつした製法、伝説級のアイテムってのは往々にして、そうやって生まれるもんだ。

　……生まれるもんだよね？　見た事ないけど、きっと……多分。







「………………できた」

　期日の朝。鳴なり響ひびいていた金かな槌づちの音が、ようやく止まる。

　取り巻いていた炎ほのおが消えた時──そこには俺おれの予想通り、ボロボロの姿となったリュフェがいた。

「う……ルシさん……できた、ですます。メギンギョルズ……」

「あぁ。できたな。お疲つかれさん、よく頑がん張ばった」

　本当に……よく頑がん張ばったな、リュフェ。その頑がん張ばりに、俺おれも思わず感動の涙なみだが出そうだぜ。

「これはお前の鍛冶かじの腕うでと、司書を続けていたいという強い想おもいが成した結果だ。お前は胸を張っていい」

「ん……じゃあ……お言葉に甘あまえてたっぷり張っておくですます」

　弱々しい声で答え、腰こしに両手を当てたリュフェは得意げに胸を反らしてみせる。

「はっ!?」

　あぁっと、何てこった！　ほとんど服が焼け落ちた今の状態で、その仕草はかなり危険だ！　しかし〝いい〟と言ってしまった手前、それをおいそれと取り消す訳にもいかない！　俺おれは、俺おれは一体どうすれば……！　よし、ここは責任を持って、

「失明しろ変態ッ!!」

「ぴぎぃっ!?　目がぁ、目がぁぁぁぁ!!」

　畜ちく生しよう、この情け容よう赦しやのない目め潰つぶし、紛まぎれもなくヤツだ。
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「このっ、ファニルてめぇ、本気で失明したらどうするつもりだ！」

「めでたく役立たずになるから、燃えるゴミの日に捨てるけど？」

「あの、俺おれまだ視力ありますから、どうか捨てないで下さい」

「ならさっさと後ろ向きなさいよ、リュフェちゃん裸はだか同然なんだから」

　くそう、ちょっと眼がん福ぷくに与あずかったと思ったら、とんでもない不幸が待ってたもんだぜ。

　でもまぁ、それも自じ業ごう自じ得とくだ。だってファニルと、あとコルルをこの場に呼んでいたのは他の誰だれでもない、俺おれ自じ身しんなんだから。

「ひえっ!?　が、頑がん張ばり過ぎですよリュフェさん！　全身火傷やけどだらけじゃないですかっ！」

「あれ……？　コルさん、それに、ファニさんまで……」

「いいから安静に。うーん……ルシエルの予想通り、これは酷ひどい有り様ね。コルル、彼かの女じよをそこに寝ねかせてくれる？　この場でちゃちゃっと回復しちゃうから」

　何となく嫌いやな予感がしていた俺おれは今日という日を見計らって、コルルとファニルにリュフェの介かい抱ほうを頼たのんでおいた。いくら自分の炎ほのおと言っても、この高温の中に数日晒さらされ続けたらただじゃ済まない……そう思っての事だったが、どうやら念のため備えておいて正解だったらしい。

　精も根も尽つき果はて、自らの炎ほのおに身を焦こがしてでも作業を全うする。そんな覚かく悟ごで臨のぞんだ以上、きっとこれくらいの無茶はすると思ってたよ。

　燃もえ尽つきた服をコルルが着き替がえさせ、火傷やけどと疲ひ労ろうにまみれた体をファニルが治ち癒ゆ魔ま法ほうで癒いやす。二人の見事な連れん携けいにより、衰すい弱じやくしきっていたリュフェはみるみるうちに元気を取とり戻もどした。

「コルさん、ファニさん、ご迷めい惑わくをお掛かけして申し訳ないですます」

　ペコリと頭を下げるリュフェ。それを見たコルルは大おお慌あわてで首を振ふると、心配そうな表情を崩くずさずに言った。

「いえいえ、私なんて普ふ通つうに門番やってて、何も助けになれなくて……。お話だけは聞いたんですけど、今日なんですよね？　ケイルさんとの対決……」

「うん。コルさんも応おう援えんしてくれると、嬉うれしい」

「そんな消しよう耗もうが抜ぬけきらない体で、アイツとやり合うつもり？　正直無む謀ぼうだと思うわ」

「約束したから。約束は破れない。向こうの約束も、果たしてほしいから」

　リュフェの決意は固いようだ。心配する二人に何を言われようとも、滾たぎる心が萎なえる事はなかった。

「おぉ～い、お嬢じよう～？　約束通り来てやったぜぇ！」

　その時、上の図書館からケイルの声が聞こえてきた。全く……朝っぱらからお出ましとは、よっぽどリュフェに会いたかったのかねぇ。

「何だぁ、居ねぇのかぁ？　おっと居た居た。けっ、臆おく病びよう風かぜに吹ふかれてどっかに行ったかと思ったぜ」

「とんでもない。待ってた」

　強気に言い合い、不敵な笑えみを浮うかべてみせるリュフェとケイル。

　俺おれは図書館の外に出て、腕うで相撲ずもう用の競技台を設置する。と言っても、ほどよい感じのテーブルとリュフェ用の踏ふみ台だいを用意しただけなんだけども。

「リュフェ。今日はお前の覚かく悟ご、見み極きわめさせてもらうとしよう」

　図書館の外には、初めて見るヒゲ親父おやじがいた。熱心にリュフェを見つめていると思ったら、どうやらこの巨きよ漢かんがリュフェの父親らしい。へぇ、親本人がお出ましとは驚おどろいた。勝った時は話が早く済みそうだ。

「父様、見てて。わたし、司書をやっている間にもちゃんと強くなったんだから」

　睨にらむように父親に視線を飛ばしつつ、リュフェは出来立てホヤホヤのメギンギョルズを腰こしに巻く。準備は万ばん全ぜん、勝利の法則は決まった。あとは全力をぶつけるだけだ。

「では、師し範はんであるワシがこの勝負の審しん判ぱんを務めよう。両者、構え」

　リュフェは確かめるように踏ふみ台だいに上がり、右みぎ腕うでを差し出す。対するケイルは舌した舐なめずりをしながら、その手を握にぎる。改めて見ると、体格の差は歴然だ。こうなってしまうと、リュフェの手は完全にケイルの手の中に隠かくれてしまう。

　本当に勝てるのか……？　勝てないくらいならまだいい、大おお怪け我がをする可能性は？

「用意──」

　不安がむくむくと膨ふくらむ中、緊きん張ちようが走る。駄だ目めだ、もうこの勝負は止められない。後はなるようにしか……って……あれ!?

「!!　リュフェ、帯が！　メギンギョルズがずり落ちてる！　ちゃんと結べてないぞ!!」

「──始めッ!!」

　俺おれの警告も虚むなしく、勝負の火ひ蓋ぶたは切られてしまった。何てこった！　痛つう恨こんのミスだ！　これじゃあリュフェは負け……！

「どっせぇぇぇぇいっ!!　ですますっ!!」

　ゴッ!!　バキッ、ゴシャアッ!!

　な、なに、今の凄すごい音!?　気合いたっぷりなリュフェの雄お叫たけびが聞こえたかと思ったら、競技台を木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいしながらケイルが吹ふっ飛とばされたんですけど！

「アガッ……!?　う、腕うでの骨が折れた……！」

　ビクビクと痙けい攣れんし、激痛に悶もん絶ぜつするケイル。わぁ痛そ～、痛いよソレ、俺おれもちょっと前に手の骨折られたから分かるもん。

　って、そうじゃない。今はそんな事より、聞かなきゃならん事があるぞ。

「ど、どういう事だよリュフェ！　お前、メギンギョルズの力なんか無くたってめっちゃ強いじゃねぇか！」

「わ、わたしにもよく分からないですます。わたしはずっとひ弱で……わっ」

　勝負が終わって疲つかれがぶり返したのか、ふらりとバランスを崩くずして転びそうになるリュフェ。その拍ひよう子しに、彼かの女じよの懐ふところから例の『世界武器防具大たい全ぜん』がポロリと地面に落ちた。

　ボゴンッ!!

　……え、何かな？　今の重低音。本が落ちた時に聞こえてくるような音じゃないよね？

「ハハ……リュフェ、本落としたぞ？　お気に入りの本なんだろ、はいどうぞって重ッ!?」

　なにこの本、めっちゃ重くてまともに持ち上がらねぇ！　そりゃこんだけデカけりゃ重いだろうとは思ってたけど、でもリュフェは軽々持ってたし……、……そういや昔の俺おれ、この本どうやって読んでたっけ？　確か、元々机に広げてあったヤツを読んだだけで、持ってはいない……よな？

　……ふむ……これはつまり、ひょっとして……。

「好きだから、常に持ち歩いていたかったの。最初は重くて持てなかったけど、頑がん張ばった。他の好きな本もみんな重いのばっかりで……全く、司書の仕事は本当に大変ですます」

　恥はずかしそうに言って、ポリポリと頰ほおを搔かくリュフェ。

　なるほどな……。司書として毎日蔵書の管理をしていれば、重い本を扱あつかう機会は必然多くなるだろう。効率よく仕事をこなすために、それらを一度に持ち運ばなきゃならない事だってあったはず。そんな彼かの女じよの生活が、いつの間にか彼かの女じよを鍛きたえ上あげていた、と。

　何はともあれ、ここで結論。〝好き〟って気持ちは、何よりも強い原動力になるって事。

　司書の話はどうなったのかって？　こんなの見せられちゃあ言うまでもないだろうけど……当然、続けていいってさ。







[image: 四　～ナデナデされたいケルベロスの受難～]





○　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○






　私の名前はコルル・グアルディア。立ち入った魔ま物ものを人間化させる不思議な村『モンスティエラ』で暮らす、元・地じ獄ごくの番犬ケルベロスの異種獣族ゼノ・ビーストです。

　好きな事は追いかけっこと、食べる事。特に肉類が好きですが、パンやケーキ、クッキーなんかの甘あまいお菓か子しも大好きです。

　逆に苦手な事は、朗読や音楽を聴きく事。必要以上にリラックスし過ぎてしまうのか、聴きいているとすぐに眠ねむくなってしまいます……。

　なので私の能力は、ピリリとした緊きん張ちよう感かんの中に身を置く事で最大限に発揮されるのです。外からの不意の襲しゆう撃げきに備えて気を張り続けていなければならない〝門番〟という役割は、私にとってはまさに天職でした。できればずっと続けていたいと、思えるほどに。

　そんなある日の、夜明け前──。私の門番人生の中でかつてないほどの大事件が、起きてしまったのです……。




《!?　チッ、何だァこの圧あつ倒とう的てきなまでの邪じや悪あくなオーラは……！　おいコルルッ！　頼たのむからそのまま起きるんじゃねーゾ！　起きるなよ？　絶っ対に起きるなよ!?》

　……うん？　何やら耳元で騒さわがしい声が聞こえます。それもそのはず、私の左耳にぶら下がっている犬の首型アクセサリーが、しきりに叫さけんでいるからです。

「んん～……どうかしたのぉ？　〝エルバイド〟。まだ日の出前じゃない……」

　左耳の彼かの女じよの名前は、エルバイド。そう、普ふ段だんよく喋しやべっている右耳のレグナ同様、彼かの女じよも歴れつきとした女の子です。まるで男の子が使うような乱暴な言こと葉ば遣づかいをしているので、知らないヒトにはよく誤解されちゃうんですけどね。

　でも誤解しないで下さい。マスコット的外見に違たがわず、声だけはとっても可愛かわいらしいんですよ？　って、彼かの女じよ達たちの声質は本体である私がベースなので、自分で自分の声を可愛かわいいと言ってるみたいでちょっとアレですけど……。

《バカが、ナニ寝ねぼけた事考えてやがる！　いや、この際寝ねぼけてても構わねェ！　フリでもいいから寝ねてろ！　とにかく気配を消すンだよ！》

　夜間の見張りを担当する彼かの女じよが、寝ねていた私に起きるなと言う。でもそれは逆に、『起きろ』という合図です。ちょっとややこしいですが、彼かの女じよは私の〝噓うそ〟を司つかさどる存在であるため、考えている事と反対の事を言う噓うそつきな子なのです。

《おい、起きるなっつってるだろーが！　チッ……ならせめてゆっくりだ！　もっとゆっくり寛くつろいだってイイんだぜ！　もう全然平気、敵てき襲しゆうだとかそんなんじゃねーからよォ！》

「てっ、敵てき襲しゆう!?」

　いつも平へい穏おんな村には似合わない、不ふ穏おんな単語。寝ねぼけた頭は一気に冴さえ、見張りのため物見櫓やぐらの上にいた私は大おお慌あわてで飛び起きました。でも、その瞬しゆん間かん──。

「おっと娘むすめ、動くなよ？　もし動けば……動きたくても動けぬ体になるぞ？」

　一体いつの間に、これほどの接近を許してしまったのか。

　飛び起きた私の、すぐ目の前。そこに……いたのです。これまで感じた事のない禍まが々まがしさを撒まき散ちらす、宵よい闇やみ色いろのローブを纏まとった大男が。

　男は少しの油断も躊ちゆう躇ちよも見せず、手にした剣けんを私の喉のど元もとに突つき付つけます。その両目に紅ぐ蓮れんの光が妖あやしく灯ともったかと思うと、男は遠えん雷らいのような低い声で言いました。

「これは驚おどろかされたものだ。まさかこの魔ま界かいに、余すら与あずかり知らぬ集落が存在していようとはな。しかも住人は……人間？　魔ま物もの？　クックククク……実に興味深いではないか」

　驚きよう嘆たんの溜ため息いきをつく男は、身じろぎ一つ取れないでいる私の耳を撫なでてきます。私は撫なでられるのは好きな方ですが、この男の白骨化した指で触ふれられてもちっとも嬉うれしくありません。

　私は恐きよう怖ふに声が震ふるえてしまわないよう、勇気を振ふり絞しぼって問とい掛かけます。

「あ、あなたは魔ま物もの……ですよね？　何者ですか？　『モンスティエラ』に何の用です？」

「ほう？　『モンスティエラ』、とな。なるほど、やはり聞き覚えのない名だ」

　つくづく面白おもしろい、そう笑った男はフードを被かぶった頭を何度か指で叩たたくと、剣けんを構え直して私の質問に答えました。

「余の名は──〝ノクス〟。なぁに、ちょっとした捜さがし物ものの最中よ。折角なので物もの見み遊ゆ山さんも兼かねて、な。折おり好よくこの村が目に入ったから立ち寄ったまで。さて……早さつ速そくで悪いが立ち入り許可を頂けるかな？　門番のお嬢じようさん」

「……ざ、残念ですが……あなたのような邪じや悪あく過ぎる気を放つ者を、この村においそれと入れる訳にはいきません」

「……。ふむ、そうか。そなたは勇ゆう敢かんだな。だがそれ以上に…………愚おろかでもある」

　瞬しゆん間かん──男の放つ闇やみのオーラが鼓こ動どうのように一ひと際きわ強まる。夜より深い漆しつ黒こくの闇やみが男の右手に忍しのび寄より、音も無く纏まとわりつく。そしてそれはついに、手元の剣けんへと収束しました。

「『唯ゆい闇あん剣けんゼロラスター』。見ての通りこれは業わざ物ものだぞ。どれ、切れ味を教えてやるとしよう。余の意に背そむく案内人に、これ以上用は無いのでな」

「ひっ……!?」

　私はあまりの恐きよう怖ふに、構える事さえできませんでした。ただ茫ぼう然ぜんと立たち尽つくし、目の前に迫せまる凶きよう刃じんを受け入れるしかできません。

　でもその時……私の代わりに、左耳のエルバイドが大声で叫さけんだのです。

《ったく、死にてーのかコルルッ！　おい、ノクスとか言ったか？　ココは通って構わねー。アタイらは一いつ切さい邪じや魔ましねーからさ、頼たのむよ……コイツにゃ手出ししねーでやってくれ》

「む？　装身具が喋しやべった、だと？　……フハハッ！　良よいな、これは良よい！　実に素す晴ばらしい余興ではないか！　良かろう。そなたの珍ちん妙みような隠かくし芸げいに免めんじて、この場は不問とする」

　男はエルバイドが言葉を話した事がよほど面白おもしろかったのか、機き嫌げんをよくして私を見み逃のがしてくれました。

「では通らせてもらおうか。だがもし死にたくば……遠えん慮りよなく余を追ってくるが良よい」

　最後にそう言い残して、男は剣けんに纏まとわせていた闇やみを散らします。そしてその闇やみに紛まぎれるかのように、忽こつ然ぜんと姿を消してしまいました。

　こうして私は為なす術すべもなく、謎なぞの男の侵しん入にゆうを許してしまったのです。

　命惜おしさに……誇ほこりある門番の仕事を、放ほう棄きして──。
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「……という事があったんです！　ついさっきですよっ、ついさっき！」

「ふわぁぁ～。そっかそっか、そりゃ大変だったなぁ」

　俺おれはコルルの壮そう大だいな妄もう想そう話ばなしが終わると同時に、耳をほじって大きく背せ伸のび。いや～、日の出直後に叩たたき起おこされたかと思ったら、想像以上に長かったな。

「ルシエル様……何でそんなに余よ裕ゆうたっぷりなんです？　ひょっとして、信じてくれてないんですか？」

　お世辞にも真面目とは言えない俺おれの態度を見て、さしものコルルもプクッと頰ほおを膨ふくらませて不満顔だ。俺おれはいまいち本気になれない理由を彼かの女じよに説明してやる事にした。

「いや、だってさぁ……そんなヤバイ感じのヤツが村に来たってんなら、俺おれも気付くでしょ。コルルの家ここは門からそう離はなれてない場所にある訳だし」

「いえ、ルシエル様が気付かなくても仕方ありませんよ。食べたい気持ちを抑おさえ切れずに常時ダダ漏もれな私の殺気に、いつまでも気付かないぐらい隙すきだらけなんですから」

「できれば気付かないままでいたかったよ、その事実」

　俺おれはコルルの良識によって何とか生かされていただけだという事を、今日初めて知った。

「その極ごく悪あくな食欲を抑おさえといてもらうためにも、ちょっと早いが朝食にするか。確かファニルんとこの売れ残りのパン、貰もらってあっただろ？」

　言って、俺おれは部屋を出てリビング兼けんダイニングとなっている広間に向かう。ちなみに目的のパンはすぐに見つかった。何故なぜならそのパンは、パンと呼ぶにはあまりに不格好な形をしていたからだ。

「ほれコルル、まずはこれでも食って落ち着けよ」

　俺おれはテーブルの上のパンを一つ手に取り、コルルに投げて渡わたす。すると彼かの女じよは受け取ったパンを見て、一言。

「あははっ！　やだなぁルシエル様。パンはパンでも、これは食べられないパンですよ～」

　おっと、ナゾナゾかな？　いや、レシピ通りに作ってコレだから、確かに謎なぞなんだが。

「確かに平たくて真っ黒い見た目だけど、これは別にフライパンじゃないぞ？」

「えっ!?　あっ、えっ？　パン……なんですか？　これ」

　おいそんな二度見すんじゃねぇ。作ったヤツに失礼だろ。

「あんまり言ってやるなよ。ファニルが頑がん張ばって作ったパンなんだから」

「これファニルお姉ちゃんが作ったんですか!?　どうしてルシエル様が作ってくれなかったんですか！」

「だっていつまでも俺おれが作ってたら、ファニルのためにならないだろ？」

「うー……それはそうなんですけど……」

「それだけじゃねぇ。前に俺おれがパン作った時、『え～、パンツ食ったの～？』ってガキみたいな事言ったお前らが悪い」

「深く反省してます」

　俺おれの指し摘てきに頭と耳と、おまけに尻尾しつぽを垂れ下げて謝罪するコルル。まぁそれをいつまでも引ひき摺ずってる時点で、俺おれもまだまだガキなのかもしれないけどな。

「とにかく食えって。味は保証するぜ」

　俺おれに勧すすめられ、コルルは渋しぶ々しぶといった感じでパンを二つに千ち切ぎる。その際、『ボキッ』というパンにあるまじき音がした事には目を瞑つぶってほしい。

「クンクン……あっ、こんな見た目だけどいい匂におい……。表面はコゲコゲだしフワッと感はないけど、中はモチモチで…………、じゃなくてっ!!　あのっ、吞のん気きに朝食なんか食べてる場合じゃないんですよルシエル様！　さっき凄すさまじく危険そうな魔ま物ものが侵しん入にゆうしてですねっ」

「へいへい分かってるよ。だったらなおの事朝飯食って、一日の活力を得てからだろ？　腹が減っては何とやらって言うしな」

「う～ん……それもそうですね！」

　やはり食欲には勝てなかったのか、にっこり笑ってパンに嚙かぶり付つくコルル。ほら見ろ。マジで切せつ羽ぱ詰つまってるのなら、ここで言いなりになって朝食をとれる訳がない。所しよ詮せんはその程度の些さ末まつ事ごとなんだよ。

「あ、ルシエル様、お茶ありますよ」

「おうサンキュー。……で、食いながらで悪いけど話の続きといこうか。え～っと、確か謎なぞの魔ま物ものが襲しゆう撃げきして来たとかで騒さわいでるんだったよな？」

　起きてから少し時間も経たち、胃に食べ物が入った事で俺おれの頭も次し第だいに活性化してくる。半分以上聞き流していた話を思い出しながら、俺おれはコルルに問とい掛かけた。

「その通りです。魔ま物ものの侵しん入にゆうを許してしまった事自体ももちろん問題なのですが、その侵しん入にゆう者がかなり危険そうっていうのも、今回のポイントですね」

「危険そう……ねぇ」

　そりゃ言いい換かえると、〝強そう〟って事になるんだろうか？

　とはいえ……この『モンスティエラ』という村は、実はかなり守りの堅かたい村だって話だが。

「前にさ、図書館にいるリュフェから聞いたんだけど、この村ってその、守護結界？　みたいなのが張はり巡めぐらされてるんだってな」

　俺おれがそう尋たずねるとコルルは両耳をピンと立て、一つ頷うなずいて答えた。

「ご存じなんですね。そうです、この村の周囲には人間や魔ま物ものの目を欺あざむく結界が張られていて、よほど接近してこない限りは外部の者が村の存在に気付く事はありません。それどころか、村の脅きよう威いとなり得る強い力を持った存在ほど、結界の力が大きく作用するんです」

「だよな。まっ、そんな強力な結界を物ともせずに村に迷まよい込こめちゃうヤツなんて、聖王の血筋であるこの俺おれくらいのもんだとして……」

「いえあの、前にお話ししましたよね？　普ふ通つうに人間の商人が迷まよい込こんでくる事もあるって。村の脅きよう威いにならない者、言ってしまえば弱い者ほど、結界の阻そ害がい効果を受けないんです。つまりルシエル様は、あっ、いえ、別に……」

「もうハッキリ言ってくれよ。俺おれはそこらのモブ商人と同レベルの戦せん闘とう力だって」

　分かっちゃいたけど、自分の人じん畜ちく無害っぷりに何かガッカリだ……。

「と、とにかくだ。その結界がある上でコルルみたいな優ゆう秀しゆうな門番までいるんだぜ？　疲つかれが溜たまって悪い夢でも見ただけなんじゃないのか？」

「ゆ、優ゆう秀しゆうだなんてそんな……全然、疲つかれてはいないんですけどねっ！　優ゆう秀しゆうですから！」

　ストレートに褒ほめられたのがよほど嬉うれしかったのか、目に見えて天てん狗ぐになるコルル。でも別にそこを突つっ込こんだりはしない。彼かの女じよが優ゆう秀しゆうなのは、本当の事だからだ。

　一いつ緒しよに暮らしてきて分かった事だが、意外にもコルルの身体能力はかなり高い。

　どれくらいかと言うと、彼かの女じよが〝狩かりごっこ〟と称しようした遊びに付き合った時、僅わずか一秒で捕ほ獲かくされてしまったくらいだ。そして俺おれの逃にげ足あしの速さは、魔ま王おう城から脱だつ出しゆつした時の事を思い出してもらえれば分かると思う。ちなみにその時の格好は思い出さなくてもオーケーだ。

　重要なのは、こと速さにおいてのコルルのステータスは、ラストダンジョンを徘はい徊かいする魔ま物ものより数段上だという事。そこまでハイレベルな彼かの女じよが為なす術すべもなく侵しん入にゆうを許すような魔ま物ものなんて、おいそれといるものか？

　もしそんなのがいるとしたら……そうだな、きっと魔ま王おうくらいのもんだろう。

　……ん？　魔ま王おう？　いやいや、まさかそんな……。

「あー……ノクスって言ったっけ？　その襲しゆう撃げき者しや。何か他に目立った特とく徴ちようはあったか？　例えばその……ドクロの顔をしてた、とか……」

「えっ!?　ど、どうして分かったんですかルシエル様！　仰おつしやる通りドクロの顔でした！」

　……。あれ、おかしいな。ドクロの顔でローブを纏まとった大男……俺おれ、バッチリ心当たりがあるんですけれども。それも、バーで一いつ緒しよに酒を酌くみ交かわした事さえあるぞ。まぁ、そのバーが魔ま王おう城の中にあるバーだったってのが、一番の問題なんだけど。

　にしてもそうかぁ、あいつノクスって名前だったんだな。意外とカッコイイ名前でビックリ。こりゃぜひともフルネームを伺うかがってみたいもんだ……って……いやいやいや！　そうじゃないだろ俺おれ！

　コルルの言う侵しん入にゆう者ってまさか……あの魔ま王おう、なのか？

　いやでも目的が分からん！　何であいつが城の外うろついてんだよ!?　あり得ねぇ！

　でも……でもホントに、ホッント～に……そのまさかだとしたら？

「吞のん気きに飯なんか食ってる場合じゃねぇ!!　緊きん急きゆう警報発令だコルル！　直ちに村のみんなを安全な場所に集める必要がある!!」

「い、いえあの、それはちょっと、できないと言いますか……」

「はぁ!?　何言ってんだ、その侵しん入にゆう者しやはヤバイんだよ！　何しに来たのかは知らないが、場合によっちゃ村を滅ほろぼしかねない……そう、あの魔ま王おうかもしれねぇんだ！」

「!!　まっ……魔ま王おう……!?　そそそっ、そんなまさか、あの侵しん入にゆう者が……魔ま王おう……？」

　俺おれの口から魔ま王おうという二文字を聞いて、顔面蒼そう白はくになって息を吞のむコルル。

　やっぱ気付いてなかったか……。でもってコルル達たち異種ゼノにとっても、魔ま王おうという存在が脅きよう威いであるという認にん識しきは変わらないらしい。その表情からは、できれば関わりたくないという恐きよう怖ふ、そして排はい除じよしなければという敵意が、はっきりと見て取れた。

「悪い、ちょっと怖こわがらせ過ぎちまったか？　でも分かっただろ。そういう事だからさ、ここはみんなの避ひ難なんが最優先だ」

「は、はい……いえ……でも……」

「でも？　何がでもなんだ、コルル。分かってくれたんじゃないのか？」

　そりゃ、あいつは実際会ってみたら意外と話の分かるヤツだったが、それでも魔ま王おうは魔ま王おうだ。戦せん闘とう狂きようで、邪じや魔ま者ものには容よう赦しやしないって噂うわさは噓うそじゃない。現に立ちはだかったコルルに平然と剣けんを向けたって話だしな……そんな危険人物を野放しにはしておけない。

　だって言うのに、コルルは俺おれの訴うつたえから逃のがれるように両耳を垂れ下げて縮こまる。その行こう為いの意味も考えずに[image: 叱]しかりつけようとした俺おれだったが、それより僅わずかに早く──彼かの女じよの両耳に吊つられた犬達たちが本人に代わって喋しやべり出した。

《ルシエル様、コルルの態度が煮にえ切きらないのには、それなりの事情があるのです。どうか責めないであげて下さいませんか？》

《ケッ！　ほざくなよレグナ。おいルシエル、コイツの言う事なんざ当てにすんじゃねーゾ？　どーせ大した事情でもねーんだからよ》

「おおっ、朝なのに左耳のが喋しやべった！　初めましてだな、えっと……エルバイドだっけ？」

《初めましてだァ？　んな訳ねーだろ、忘れんな。でもってアタイの名前はエルバイドなんかじゃねーし》

「あ、あれ、そうだったっけか？　何か色々すまん」

《いえ、合っていますよ。ルシエル様とエルバイドはこれが間ま違ちがいなく初対面ですし、名前も間ま違ちがっていません。エルバイドはわたくしと違ちがって噓うそばかり吐つく天あまの邪じや鬼くなので、何を言われても信じませんように》

　あぁん？　何だそりゃ。こりゃまたえらく面めん倒どう臭くさい人格だなぁ。コルル本人は（たまに毒どく吐はくけど）割といい子なのにさ。

「えっと……エルバイドはどうして今日は起きてるんだ？　夜担当だって聞いたけど」

《フン。明け方に見たドクロの男がよ、アタイにゃどうにも大した事ねーザコに思えてな。なのにコルルがガタガタと騒さわぎやがるから、すっかり瞼まぶたが軽くなっちまったのサ》

　なるほど。それが全部噓うそだとすると、〝ヤバイのが来ちゃったんで怖こわくて寝ねれましぇん！〟と訳せるわけだ。付き合い方さえ分かってしまえば、ただ強がってるだけみたいで案外可愛かわいい気きもするな。

「よしよし、俺おれが何とかしてやるから安心して眠ねむっていいぞ……ってイテテテッ!?　い、いきなり何しやがるエルバイド！」

　俺おれがエルバイドの頭を撫なでた直後、突とつ然ぜんエルバイドのストラップが伸のびて俺おれの腕うでに嚙かみ付ついてきた。撫なでるのをやめて振ふり払はらうと、エルバイドは少し不ふ機き嫌げんそうな目で俺おれを睨にらんでくる。

《今日話したばっかりのアタイを一番に撫なでるなんざ、イイ度胸してるじゃねーの。テメーを介かい抱ほうしたコルルは撫なでてやったのか？　まっ、望んでねーとは思うけどなぁ》

　言われてハッとした俺おれは、コルルの方に目を向ける。コルルはきょとんとした顔をしていたが、俺おれと目が合った瞬しゆん間かんに慌あわてて首を横に振ふった。

「あ、あれっ!?　ち、違ちがうんですルシエル様、今のはエルバイドが勝手に……！」

　どうもエルバイドの発言は自分でも想定外の事だったらしく、コルルは訳が分からないといった表情で手を振ふった。

　でも、今の発言の全てに噓うそがあるとは思えない。コルルとエルバイドの意識は、深いところで繫つながっているのだから。

　撫なでられる事を望んでいない、つまり、エルバイド的解かい釈しやくで言うとその逆か？

　……そうかそうか。まさかコルルが俺おれにナデナデしてほしがっていたとは……こりゃいい事聞いちゃったね！

「何だよコルルゥ、撫なでてほしいなら早く言ってくれればよかったのに～。ほら、もういくらでも撫なでちゃうぞ？」

　元・魔ま物ものとはいえ、今はちょっと犬耳が生えた程度の普ふ通つうの女の子だ。その本人からナデナデしてほしいと言われたら、タダでも喜んでやるぜ？　折角だから大サービス、頭はもちろん、頭以外のどんなところでもナデナデしてやろうじゃないか。

　俺おれはワキワキと指を動かしつつコルルの前に詰つめ寄よる。しかしコルルは何故なぜか身を翻ひるがえして、俺おれから距きよ離りを取った。

「い、今は駄だ目めです！　撫なでてもらいたいのは山々なんですけど、私はまだ撫なでられるような事を何もしていません！　むしろ侵しん入にゆう者しやを逃にがしてしまったばかりです！」

　コルルは稀まれに見る真しん剣けんな顔でそう言って、唇くちびるを嚙かみ締しめた。

　な、なんていい子なんだコルル。褒ほめられる事にすらこんなにも真しん剣けんだなんて。

　なのに俺おれときたら、撫なでるついでにスケベなスキンシップを図はかろうと目もく論ろんでいたなんて……俺おれは自分が恥はずかしいよ。

「分かったぜコルル。そこまで言うなら心置きなく使命を全うしてこい！　俺おれはここで最高のナデナデができるようにイメトレしとくからな！」

「あぁいえ。できればルシエル様にも、侵しん入にゆう者しや確保にご協力をお願いしたいんですが……」

「……え？」

　お待ちなさい、この子は今なんて？　協力しろとか言ったように聞こえたけども。

「協力って、え、俺おれに？　おいおい、明らかに人選ミスだろそれは。侵しん入にゆう者しやはな、魔ま王おうである可能性が高いんだ。魔ま王おうだぞ？　ＭＡＯＵ。どうせならファニルに頼たのみなさい」

　あの白はく竜りゆう娘むすめの怪かい力りきは、俺おれも身を以もつて知ってる。あいつなら冗じよう談だん抜ぬきに、魔ま王おうが相手でも引けは取らないんじゃなかろうか。

　と、俺おれの的確なアドバイスを受けたコルルはしかし、なおも首を横に振ふる。

「駄だ目めなんです。それだと大おお事ごとになっちゃうかもしれないから……。あの……私さっき、村に警報は出せないって言ったのは覚えてますか？」

「あぁ、そう言えばそうだったな。けどさ、今出さなくていつ出すんだよ？　そう言うからには、何かそれなりの事情があるんだよな？」

　俺おれがそう尋たずねた、次の瞬しゆん間かん──彼かの女じよの口から飛び出したのは、思いも寄らない発言だった。

「えっとですね……その……。できる事なら私……、……この事を村のみんなには内ない緒しよで済ませたいんです！」

　思い切ってそう叫さけび、尻尾しつぽの毛をブワッと逆立てるコルル。随ずい分ぶんと言い難にくそうにしていた辺り、それが良くない考えだという事は自分でも理解しているらしい。

　ふむ……そりゃつまるところ、自分の落ち度の隠いん蔽ぺいをしたい……って事だよな。

　馬ば鹿かが付くほど正直な彼かの女じよが、そんな利己的な事を言い出すなんてちょっと驚おどろいた。言葉を出せないでいる俺おれに、彼かの女じよは畳たたみ掛かける。

「私、門番の仕事が好きなんです！　でも役目を果たせなかった事が知られたら、きっと弟にその役目を譲ゆずらなくちゃいけなくなると思います。やっぱり私には無理だったんだ、って」

「そりゃ随ずい分ぶんと手厳しいな。門番ってのは、たった一度の失敗でクビになるもんなのか？」

「たった一度……？　あぁいえ、一度っていうか、もうかれこれ……んっと……そう！　一度だろうと駄だ目めなんです！　というか回数の問題じゃないんですよ！」

「なぁ、見み栄え張はろうとしてないか……？」

　これ絶対二度や三度の失敗じゃないよね？　もう頻ひん繁ぱんに重ねちゃってる感じだよね？　そんな気持ちを無言の圧力という形でぶつけると、コルルは必死に平静を装よそおって抵てい抗こうを続けた。

「う、内々で解決できれば、この失敗は誰だれにもバレません。でも一人ではきっと無理だって事も……私自身よく分かってるんです。だからこうして相談しました。こんな事が話せるのは、外から来たルシエル様だけなんです！　ルシエル様だけが、頼たよりなんですっ！」

　切実に紡つむがれる、彼かの女じよの想おもい。できれば尊重してやりたいが……とはいえ、彼かの女じよの言い分は酷ひどく自分勝手だ。

　魔ま王おうと思おぼしき者が村に侵しん入にゆうした以上、住人には今すぐ避ひ難なんを勧かん告こくするべき。あいつがどんな目的を持って侵しん入にゆうしたのかは知らないが、何もせずに手をこまねいていては全てが手て遅おくれになってしまう可能性もあるだろう。失敗を揉もみ消けそうとした結果がそれでは、目も当てられない。

　……けどさ──。

「俺おれだけが頼たより、か。いい響ひびきじゃねぇか」

　どうにかして使命を果たしたいって、その気持ち……昔は俺おれにもあったんだよ。

「言っとくが、お前は誰だれが何と言おうが優ゆう秀しゆうな門番だ。俺おれという得体の知れない余所よそ者ものを、迷わず受け入れてくれたんだからな」

「そ……それじゃあ……！」

　期待に満ちたコルルの眼まな差ざしが、俺おれに向く。

　あぁ──今こそその恩に、全力で報むくいる時だ。

「喜んで協力するぜ、コルル。侵しん入にゆう者しやは俺おれが必ず見つけ出す。過去の自分に感謝しな。遠くない未来で……最強の助すけっ人とになる人間を招き入れた幸運をなっ！」

　俺おれは右みぎ腕うでを袈け裟さに払はらいながら、威い風ふう堂どう々どうと言い放つ。最高にカッコいいな、今の俺おれ。目め一いつ杯ぱいに大見得を切った俺おれの姿に、コルルも堪たまらず拍はく手しゆ喝かつ采さいだ。

「わあっ、頼たのもしいですルシエル様！　それで、具体的にはどうするんですか？」

「そこはその、行き当たりばったりって言うか……」

《微び妙みように頼たよりになりませんね……あ、ちなみにこれはコルルの意見です。悪あしからず》

《フン、アタイは反対意見だね。頼たよりにしてるぜ、ルシエルさんよ》

「あっこら二人とも!?　え、えへへ……わ、私もなるべく頑がん張ばりますね……」

　ポロリとコルルの本音が告げ口され、途と端たんに気まずい空気が流れ出す。

　いいもんいいもん。期待されてなくたって、男に二言はない。必ず役に立って目に物見せてやるから、覚かく悟ごしとけよコンチクショウ！







　……そんなこんなで始まった、謎なぞの侵しん入にゆう者捜そう索さく活動。

　ちなみにこの活動で達成しなければならない事は、二つある。『逃にがしてしまった侵しん入にゆう者しやを見つけ出す事』と、『見つけ出した侵しん入にゆう者しやを捕とらえるないし、追い出す事』だ。もちろん、可能であれば倒たおしてしまっても構わない。まぁそれは流石さすがに無理だろうけど。

　仮に前者だけを達成しても、相手が俺おれの予想通りに魔ま王おうだった場合は、返かえり討うちに遭あうのが関の山。なので今最も優先すべきなのは、コルルの強化に他ならない。

　……俺おれの強化じゃないのかって？　馬ば鹿か言っちゃいけない。門番としての使命を果たせなかったのは俺おれではなく、コルルだ。ならコルル自身の手で魔ま王おうを捕つかまえさせなけりゃ意味がない。決して俺おれが魔ま王おうと対たい峙じするのが怖こわいという話ではないぞ？

　では、どうすればコルルを手軽に強化する事ができるのか？　答えは簡単、この前の腕うで相撲ずもう勝負に使う予定でリュフェが作った伝説の力帯、メギンギョルズを借りればいい。

　そんな訳で、俺おれとコルルはリュフェの図書館にやって来た。

「おーいリュフェ、元気でやってるか～？」

「リュフェさん、お邪じや魔ましま～す！」

　俺おれ達たちはロビーに入るなり、大声で司書の少女に挨あい拶さつをする。図書館という施し設せつの性質上、大声を上げるなんて御ご法はつ度とだ。しかし依い然ぜんとして利用者ゼロなこの図書館では、そんなマナーはあってないようなものなのである。

「めっ！　ルシさん、コルさん。館内で大きな声は禁止ですます」

　……と思っていただけに、こうしてリュフェからお[image: 叱]しかりの言葉を受けるとは思ってもみなかった。

「ど、どうしたんだよリュフェ。俺おれ達たち以外誰だれもいないんだし、別にいいじゃないか」

　そう俺おれが小声で言うと、リュフェの左目がキュピンと光る。

「ところがどっこい、今日は朝から一人居るのですます」

「へぇ～、珍めずらしいですね。この図書館にルシエル様以外の利用者がいるなんて」

「しかもとっても知的なヒトですます」

「す、凄すごいっ！　それはこの館始まって以来の事なのでは!?」

　おい待て。その言い方だと、俺おれは利用者であっても知的じゃないって事になるんだが？

　ま、まぁいい。そんな知的な異種ゼノがいるってんなら、是ぜ非ひとも挨あい拶さつをしておきたいところだ。俺おれは捜そう索さく活動そっちのけでその人物を捜さがすと、そいつは奥おくにある書しよ架かの間に座すわって黙もく々もくと蔵書に読よみ耽ふけっていた。

「あ、どうも、おはようございます」

　邪じや魔ましては悪いかなと思いつつ、でも思い切って声を掛かけてみる。すると男は読書の手を止め、僅わずかに顎あごを上げて俺おれを見み据すえた。

「！」

　瞬しゆん間かん、男は何故なぜか驚おどろいたような表情を浮うかべた……ように見えた。

　俺おれは不思議に思ったが、男はすぐに平静を取とり戻もどしたようで、咳せき払ばらいとともに口を開く。

「……やぁ少年。わたしに何か用かな？」

　見み掛かけよりもずっと渋しぶい声で語り掛かけてくる、知的風な優やさ男おとこ。パッと見た感じ二十代後半といったところか。俺おれよりは大分年上だとしても、社会的に見ればまだまだ若じやく輩はい。にも拘かかわらず、随ずい分ぶんと風格のあるオーラを漂ただよわせている。

　深い夜の闇やみで染め上げたかのような、フード付きの黒いローブ。それとは対照的に、病的なまでに白い肌はだ。フードの下から覗のぞく金こん色じきの髪かみは、一見白く見えるほどに色いろ褪あせていた。

　端たん整せいな顔立ちをしているものの、暗い黄昏たそがれ色の双そう眸ぼうには光が無く、目つきは虚うつろ。一いつ切さいの生気を感じさせないその顔は、どこか不気味な印象を受ける。

　異種ゼノとしての特とく徴ちようは、フードを突つき抜ぬけて伸のびる二本の角。これは……〝鬼族オーガ〟辺りだろうか？　いや、巨きよ人じん族と同じく力ちから自じ慢まんのオーガにしては、体格がスレンダー過ぎる気がする。

　……駄だ目めだな。現時点じゃ俺おれの対魔ま物もの知識を総動員しても、彼かれが元は何の魔ま物ものだったのかは見み抜ぬけそうもない。

「すみません。用があった訳じゃないんですが、興味があって。失礼ながらこの村の住人の多くは読書に関心がないみたいだったから、珍めずらしいなと」

「なるほど。だとするとわたしは少し、変わり者なのかもしれないね。実は家にも沢たく山さんの蔵書があるんだよ。だが、全部読み飽あきてしまった。時間が多過ぎたのさ。こう見えても、わたしは軽く二百年は生きているからね」

「に、二百!?　へぇ～、異種ゼノって思ったよりも長命なんですね。元・魔ま物ものだからかな？」

「元・魔ま物もの……ね。となるとわたしは差さし詰ずめ、元・〝ダークリッチ〟といったところか」

　なっ……ダークリッチだって!?

　それって確か……別名〝死神〟とも呼ばれる、かなり高位のアンデッド系魔ま物ものだったはずだ。そうか、この得体の知れない不気味さは、その名残なごりって訳だな。

「ふんふん、なるほどダークリッチですか。そう言われると何だか納なつ得とくです」

「納なつ得とく？　と、言うと？」

「いやぁ、実は自分も読者が好きで、小さい頃ころは魔ま物もの図ず鑑かんが愛読書でした。その時図ず鑑かんで見たダークリッチがまさに死神のイメージそのもので……ほら、手には大おお鎌がまを持ち、黒いローブを頭から被かぶったガイコツ。あなたのその白い肌はだに黒いローブが、まさにそれで──」

　──……待てよ？　ちょ～っと待った。

　俺おれ……このヒトなんかよりよっぽど見たまんまダークリッチなヤツ、知ってるぞ。魔ま王おうさんって言うんだけど。

「んん？　んんんん[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]？」

　失礼とは思いつつ、俺おれは男の顔と服装を凝ぎよう視しする。

　顔に見覚えはない。そりゃそうだ。だってここは『モンスティエラ』。立ち入った魔ま物ものを人間化させる村なんだから、魔ま王おうだってきっと人間化してるはず。

　だけど服装の方はどうだ？　黒いローブなんてありがちな物だから、言うほど注視なんかしちゃいなかったんだが……このデザインにはどことなく見覚えがあるような……。

「ま……まさか……」

「？　君、どうかしたのかね？」

「えっ!?　あ、ううん？　別に何も？　ははっ、ははははは……」

　いやぁでもなー、そもそもあいつはこんな性格じゃないしなー、このヒトも何故なぜか初対面みたいな素そ振ぶりだしなー、もし魔ま王おうならそんな事する意味も分からんしなー、それならそれで心の準備が欲ほしいしなー、実際まだ何一つ準備できてないしなー。

　よーしここは……見　な　か　っ　た　事　に　し　よ　う！

「ルシエル様～！　メギンギョルズ借りてきましたよ……って、うっ！　そ、そのヒト……何か怖こわい」

　とその時、図書館に来た目的を滞とどこおりなく果たし、俺おれのもとまで走ってくるコルル。するとコルルは俺おれの話し相手に何やら不ふ吉きつな気配を感じ取ったのか、慌あわてて書しよ架かの陰かげに身を隠かくした。

　おいおい、無理もないがそりゃいくら何でもちょっと失礼なんじゃないか？　顔をガン見したさっきの俺おれより輪をかけて酷ひどいぞ。

「ふふ、どうやら連れの子には警けい戒かいされてしまったようだね」

「ど、どうもすみません、初対面なのにこいつときたら……」

「構わないよ。君も楽に接してくれていい。丁てい寧ねいな言葉は、聞くのも話すのも苦手でね」

「そう……そっか、分かった。それでいいならそうさせてもらうぜ」

　いやぁ～、話が分かるなぁこの人。まるでバーで話した魔ま王おうみたいだぁ。

　……ますます確信が強まってきやがったぞド畜ちく生しよう。

「さて、用が済んだなら行くといい。わたしはここが気に入ったから、しばらくは拠きよ点てんにするつもりさ。良ければいつでも会いに来てくれ」

「そ、そうだな、そうさせてもらうよ。それじゃ、えっと……」

「あぁ、名前は無いんだ。すまない。ではまた会おう、ルシエル・Ｆ・ステファノス君」

　ん？　俺おれ、名前なんて名乗ったっけ……あぁいや、さっきコルルが俺おれの名前を呼んだからか。

　でもフルネームでは言わなかったんだよなぁ。このヒトがもし魔ま王おうだったなら、知ってても不思議じゃないけどさ。

　……あ～、ひょっとしてこいつ……そろそろ正体に気付いてほしがってる……？

　悪いけど俺おれ、今は気付いてやらないからな？　意地でも。

　隠かくし事ごとができないコルルにも、当然伝えない。伝えるのはもうちょい策を練ってからだ。

「ん。もう帰るのですますか？」

　去り際、カウンター越ごしにリュフェが声を掛かけてくる。いつもの無表情のはずなのに、どこか名残なごり惜おしそうな色が滲にじんで見えたのはきっと気のせいじゃないだろう。

「悪いな。俺おれ達たち、今日はちょっと野や暮ぼ用ようがあるんだ」

「用が済んだら必ずまた来ますね！　メギンギョルズのお礼もしなきゃですし！」

「お礼なんて……でも、待ってる」

　控ひかえめな微び笑しように見送られつつ、俺おれ達たちは図書館を後にする。

　よし……必要なアイテムは、無事手に入れた。後は侵しん入にゆう者を見つけ出して捕つかまえるだけだ。と言ってももう既すでに見つけちゃってるから、実質捕つかまえるだけなんだけど。

　が……そうするためには圧あつ倒とう的てきに準備が足りない。なんせ相手はあの魔ま王おうなんだからな。メギンギョルズを手に入れたくらいじゃ、太刀たち打うちなんて到とう底ていできないだろう。

　ここは一つ、ドカンとデカい効果のある策を追加で用意したいところ。う～ん何か……何かないものか……。

「……あっ……！」

　図書館を出てあてどなく歩くうちに、俺おれは魔ま王おう確保のための策をふっと閃ひらめいた。流石さすがは俺おれ、真面目に考えりゃ策の一つや二つポンと出てくるもんだ。

　いやまぁ、別に策と呼べるほど大それたもんでもないんだが……とはいえこれはきっといい保険になるはずだ。

　特に──相手があの魔王であるなら、尚なお更さらな。

「どうしたんですか？　ルシエル様。突とつ然ぜん手を打ったりなんかして。あっ、ひょっとして魔ま王おうさんの潜せん伏ぷく先さきが分かったとか？」

「いや、潜せん伏ぷく先さきならもう分かって……ゲフンゲフン！　いや違ちがう！　潜せん伏ぷく先さきが分かった訳じゃないぞ？」

　あ、あっぶねぇ。あのまま喋しやべってたら、危あやうくコルルに策の内容も漏もらすところだった。

　コルルにだけはこの策を知られる訳にはいかない。こいつに隠かくし事ごとができない事とは別に、この策は……コルルを信しん頼らいしない事と、同義だからな。

「えぇっと……あぁそうだコルル。ファニルのヤツが今どこにいるか、分かるか？」

「え？　ファニルお姉ちゃんですか？　侵しん入にゆう者しやを捜さがすんじゃなくて？」

　俺おれの発言を意外に思ったのか、目を丸くするコルル。

　違ちがうぜコルル、侵しん入にゆう者しやはもう見つかってるんだ。でもそいつと対たい峙じするには、更さらに二つの準備を整えておく必要がある。

　だから俺おれはコルルに、思い付いた策の半分を打ち明けた。

「侵しん入にゆう者しやがもし魔ま王おうなら、闇やみ雲くもに捜さがし回まわるよりおびき出した方が早いと思ってな。あいつは城にバーを作っちまうぐらいの酒好きだったから、酒を持ってりゃ匂においに釣つられて向こうからやって来るかもしれない」

　そう、一つ目の準備は、酒だ。

　でもそれは魔ま王おうをおびき出すために使うものじゃない。もっと重要な使い道があるのさ。

「へぇ～、魔ま王おうさんはお酒好きだったんですね！　それも魔ま物ものの本に書いてあったんですか？」

「いや……まぁ、そうだな」

　実際にバーで酌くみ交かわした、とは言わない方がいいかな……。

「そんな訳だから、店の酒を貰もらいたいんだ。ならまずは店主本人に相談しないとな。今は狩かり場ばに出てるはずだが、どこの狩かり場ばにいるか……コルルなら、匂においで分かったりしないか？」

　犬の耳と尻尾しつぽを持つコルルなら、きっと嗅きゆう覚かくだって犬並みだ。そう期待して持もち掛かけてみると、コルルは案あんの定じよう得意げに胸を叩たたいた。

「ふっふっふ、そういう事ならこのコルルにお任せあれです！　ではまず、精度アップのためファニルお姉ちゃんの匂においを嗅かぎたいのですが……」

「は？　ファニルを捜さがすのにファニルの匂においがいるのか？　それじゃ本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか」

「いえいえ。ファニルお姉ちゃんの匂においなら、ここにあります！」

　そう言うや否いなや、なんとコルルはクンクンと俺おれの匂においを嗅かぎだしたではないか！

「ちょっと何してんのコルルさん!?」

「クンクン。やっぱり、洗せん濯たく前だからまだ匂においが残ってる。流石さすが、ファニルお姉ちゃんのお店に夜な夜な通ってるだけの事はありますね」

「ちょっ!?　夜な夜なとか、まるでエッチな店に通ってるかのような言い方はよせ！　あくまでコックとしてだからな!?」

「エッチなお店って何ですか？」

　あ、これ墓ぼ穴けつ掘ほったかも。ここは潔いさぎよく説明……なんてできる訳あるか！

「そ、そんな事よりさ、今ちょっと思ったんだが、そんなに鼻が利きくなら侵しん入にゆう者しやの居場所も分かるんじゃないのか？」

「それは無理です。私わたし達たちのような犬系魔ま物ものは確かに鋭するどい嗅きゆう覚かくを持ってますけど、匂においを記き憶おくするにはとてつもない集中力がいるんです。でも門で対たい峙じしたあの時は、集中してる余よ裕ゆうなんてこれっぽっちもなかったですから……そんな事よりエッチなお店って？」

「そんな事よりファニルの居場所の特定、急いでくれ」

「むぅ……あっ、特定しました！　北の森にいるみたいです！　そんな事よりエッチなお店」

「そんな事より分かったなら早く行こうぜ！」

　以下、血で血を洗う『そんな事より』合戦が勃ぼつ発ぱつ。話が進まないので結果だけお伝えすると、勝者は俺おれだ。勝たねばならなかった。これはもう、男の意地だ。

　コルルには、いつまでも純真無む垢くなままでいてもらいたい。それだけが俺おれの望みです。







「さて。北の森にやって来たが……ファニルはどこだ？」

　当然の事だが、森と一口に言ってもそこは途と方ほうもなく広大だ。よってここから先も引き続きコルルの嗅きゆう覚かくだけが頼たよりとなる。

「クンクン、クンクンクン。うん、こっちです！　この方角！」

「そうか、そっちだな。あぁ振ふり返かえらなくていい、バッチリついて行くぞ」

　地面に四よつん這ばいになり、ほとんど犬同然の格好で匂においを辿たどっていくコルル。俺おれはそんな彼かの女じよを見失わないよう、そのすぐ後を追う。もうちょっと……もうちょっとで見えそうなんだ。

　何が見えそうかって？　誤解しないでくれ、本作戦の光明が、だよ。彼かの女じよのスカートの中では、断じてない。

「あ、多分この先ですね！　もう目視でも……あっ」

　調子良く進んでいたところ、突とつ然ぜんコルルが息を吞のんで動きを止める。

「ん？　どうした？　何があった」

　心配になった俺おれはスカートの中を覗のぞく事を断念し、コルルの目線の先を見る。するとそこには捜さがしていたファニル本人と、もう一人……俺おれの知らない人物がいた。

　コルルと同じ、犬いぬ耳みみ犬いぬ尻しつ尾ぽを持つ少年。首に長めの赤いマフラーを巻いた、いかにもワンパク小こ僧ぞうといった感じの子供だ。

「〝ルガム〟……。そっか。ここ、もう北門の傍そばなんだ。だからあの子が……」

「どうしたんだよコルル。あの子供が何かマズイのか？」

　顔を顰しかめるコルルにそう尋たずねると、コルルは何やら曖あい昧まいな頷うなずき方をして答えた。

「あの子の名前はルガムと言います。私の弟の友達であり……この『モンスティエラ』の北門を守護している門番です」

「北門……？」

「そうです。『モンスティエラ』はとても広い村ですから、入り口も一つという訳ではありません。東西南北に四つの門があり、それぞれに門番がいるんです。ちなみに言いますと、私が担当しているのは東門になります」

　そうだったのか……全然知らなかった。

　ルガムがコルルと同じ門番という立場となると、今回の失態を一番知られちゃいけない人物の一人だ。コルルの足が止まるのは無理もない。

　ここはファニルとルガムの話が終わるのを大人しく待つしかないな。ついでだから、ちょっと聞き耳を立ててみるか。

「やっほールガム、近くに来たから様子見に来たわよ。調子はどう？　と言っても、今日もどうせ暇ひましてるんでしょ？」

「何だよファニル姉、分かってんなら聞くなっつーの。けどま、今日はちょ～っと面白おもしろい事になってるかもしんねーんだけどな」

「何よ？　面白おもしろい事って」

「さっきオルドスから小鳥便が届いたんだよ。姉ちゃんがまた何かやらかしたかもって」

　刹せつ那な、コルルの顔がみるみると青ざめていくのが分かった。

　あー、小鳥便ってのは多分、伝でん書しよ鳩ばと的な何かなんだろう。でもってオルドスってのは、文脈的に言ってコルルの弟の名前なんだろうな。

　それで……何でコルルの失態がみんなにほぼ知しれ渡わたっているのかという部分だが……そこはもう少し話を聞いてみよう。

「コルルちゃんがやらかしたって、一体何をやらかしたってのよ？」

「そこまでは知らねー。けど、また少しの間門番代わってくれって言われたんだとよ」

「そんなの割としょっちゅうじゃない。それがどうして何かやらかしたって事に繫つながるワケ？」

「だってコルル姉のやつ、代わってくれってオルドスに頼たのみに来た時、レグナ達たちの口をテープで塞ふさいでたらしいぜ」

　……っておい。どう考えてもそれが原因じゃねぇか！

「コルルさぁ……お前何だってそんな事しちゃったんだよ？」

「えっ、何かマズかったですか？　だってそうしないと、レグナ達たちが勝手に秘密をバラしちゃうかもしれないじゃないですか」

「つってもテープで口塞ふさいだりなんかしてたら、『知られたくない不都合があります』って言ってるのと同じだろうが！」

「ああっ!?　な、何かついこの間も似たような失敗をした記き憶おくが……！」

　こいつホントに何も成長してねぇな。俺おれの身分もいつバラされるか分かったもんじゃない。

　とはいえ、まだ完全にバレた訳じゃない。このまま秘密のうちに失態を処理できれば、知らぬ存ぜぬで押おし通とおす事も充じゆう分ぶんに可能だ。

「へっ。だからコルル姉なんかにゃ門番は務まらねーんだって。さっさと完全引退して、オルドスに役目を譲ゆずっちまえばいいのによぉ」

「まぁまぁ、何事も完かん璧ぺきにこなせる異種ゼノなんていないわよ。私だって、料理の一つもできない〝なんちゃって料理店〟の店長だし。まぁその点で言えば、いつも料理を教えに来てくれるルシエルには……少しくらいはその、感謝、してない事もないっていうか……」

「!?」

　あれ……ひょっとして今、聞いちゃいけない話を聞いちゃったんだろうか？　これ盗ぬすみ聞ぎきしてたなんて事がファニルに知られたら、俺おれヤバくね？

「お、おいコルル、今すぐレグナ達たちの口をテープで塞ふさいどけ！」

「え、でもそれはやっちゃ駄だ目めなやつだって、さっき」

「そ、そうだった……。何かつい数秒前にも似たような失敗談を聞いた記き憶おくが……」

　俺おれホントに何も成長してねぇな。俺おれの身体もいつバラされるか分かったもんじゃない。

「あ、ルシエル様ルシエル様！　ファニルお姉ちゃん、ルガムと別れて動き出しましたよ！」

　絶望の淵ふちに蹲うずくまっていた俺おれの肩かたをコルルが叩たたく。そうだ、今は俺おれの安否よりコルルの事を優先しないと。俺おれはタイミングを見計らって、ファニルの前に躍おどり出でた。

「よぉファニル、捜さがしたぜ」

「っ！　敵てき襲しゆう!?」

　瞬しゆん時じに右手をドラゴンヘッドに変化させ、俺おれの目の前に突つき付つけてくるファニル。いい反射速度だ、流石さすがは村一番のハンター。

「って、何だルシエルじゃない。それにコルルちゃんまで。全く、いきなり茂しげみから飛び出してこないでよね。危あやうく手が出ちゃうとこだったわ」

「すまん、こっちも危あやうく魂たましいが抜ぬけ出でちゃうとこだったよ。今後は気を付ける」

　うん、マジでびびった。こいつら相手にしてたら、本当に命がいくつあっても足りん……。

「ところで、何で二人してこんな北の果てにいるワケ？　ひょっとして……さっき小耳に挟はさんだんだけど、コルルちゃんが何かトラブってるらしいって事に関係してたりする？」

　ルガムの話を思い出したのだろう。ファニルは眉み間けんにシワを寄せ、心配そうにコルルを見つめる。問われたコルルは思い切り動どう揺ようしながらも、何とか切きり抜ぬけようと必死だ。

「あ、あはは……大だい丈じよう夫ぶだよファニルお姉ちゃん。そこまで重大な事じゃないの。ルシエル様にも手伝ってもらってるしね」

「ルシエルなんかの手を借りるって、その時点で相当困ってるって事なんじゃないの？」

「おいこら。人を猫ねこの手か、溺おぼれた時に縋すがる藁わらみたいな感覚で扱あつかうんじゃねぇ」

　仕し舞まいにゃ怒おこるぞ、ホントにもう。

　と、ヘソを曲げている俺おれをよそに、コルルは早さつ速そく本題に移った。

「ねぇファニルお姉ちゃん、私わたし達たちちょっとお酒が必要なんだけど、一本貰もらっていい？」

「はぁ？　お酒？　ダメダメ、ダメに決まってるじゃない！　あれは子供が飲んでいいものじゃないんだから」

「私わたし達たちが飲む訳じゃないよ。ちょっと持ち歩くだけ」

「なおさら意味が分かんないんだけど……」

　酒をお守り代わりにでもするのかって言い草だな。ファニルが疑問に思うのも当然だ。

「まぁコルルちゃんの頼たのみだし、聞かない事もないけどさ。店の奥おくの棚たなにあるから、必要なら勝手に持ってっていいわよ」

　ファニルはそう言ってポケットをまさぐると、店の鍵かぎを取り出す。そしてそれをコルルではなく、何故なぜか俺おれに手て渡わたしてきた。と同時に、グイッと腕うでを引っ張られる。

「いい？　あんたが付いてるんなら、ちゃんと見てなさいよ？　飲ませちゃダメだからね」

　耳元で囁ささやくように、俺おれに注意を促うながしてくるファニル。

　おっと、どう切り出そうかと悩なやんでたが、そっちから内ない緒しよ話ばなしを振ふってきたなら好都合だ。俺おれは逆にファニルの耳を借りると、コルルには話すつもりのない相談を持もち掛かけた。

「ファニル、こっちからもちょっと話いいか？」

「ふひぃっ!?　ちょ、なっ、なな、なによ!?　耳に息いき吹ふき掛かけないで！」

　ズザッとエビも顔負けのスピードで後退あとずさり、真っ赤になって耳を押おさえるファニル。

　な、なにこの超ちよう反応。こっちまで変な気分になるんですけど。

「べ、別に吹ふき掛かけたい訳じゃねぇよ！　なに恥はずかしがってんだ」

「ち、違ちがっ、恥はずかしがってなんかないわ！　ただちょっと……驚おどろいただけっていうか……」

「耳が弱いとかじゃないよな？」

「多分……って、知るかそんな事！　それより相談だっけ？　耳、貸してあげるからさっさと話しなさいよ。……ゆっくりよ？　いい？　できれば息止めて話して」

「無茶言うな。いいか、騒さわがずに聞いてくれファニル。実は──……を、お前に頼たのめるか？」

　……と。今話したこれこそが、森に来る前にコルルに話した事の、残りの半分だ。

　コルルに話したのは、ファニルに頼たのんで店の酒を拝借するところまで。でも、それだけじゃまだ足りない。俺おれの策を盤ばん石じやくのものにするためには、むしろこっちの頼たのみの方が重要だったりする。

「ちょっと……それって……ううん、分かった。どうなるか分かんないけど、力になるわ」

　俺おれの頼たのみを聞いた瞬しゆん間かん、ファニルに緊きん張ちようが走る。その微び妙みような空気の変化を察知したのか、コルルがのほほんとした表情のまま首を傾かしげた。

「？　さっきからどうかしたの、二人とも。耳の舐なめ合い？」

「しないわよそんな事っ！　ほら、鍵かぎ渡わたしたんだからサッサと行きなさい！」

「わあっ!?　そ、そんなに怒おこらなくたっていいのに……」

　顔から火が出そうなファニルの反論を受け、両耳を手で押おさえて距きよ離りをおくコルル。それを苦笑いで追いかける俺おれの背に、ファニルは思い出したように声を投なげ掛かけた。

「あ、待って二人とも。よく分かんないんだけどさ、今朝ってな～んか妙みようなのよね。上手うまく隠かくしてるみたいだけど、とんでもなく強い力を持った誰だれかが村にいる気配がするのよ」

　何だって？　おい……その気配って、もしかして……。

「それ、どこから感じてるんだ？」

「ん～っとね……図書館の方かしら。ね、何か変わった事とか、あったりした？」

　ファニルの言葉を聞いた瞬しゆん間かん、俺おれは思わず肩かたを落とす。

　はぁ……実は思い過ごしって線も考えてたんだが、やっぱり予想通りだったな。ったく、あの野や郎ろう。突とつ然ぜん村に押おし入いってきたかと思えば、正体隠かくして何やってんだか。

「図書館から凄すごい力を？　……あっ！　そ、それって……！」

　お、ここに来てコルルもようやく思い当たったみたいだな。

　そう、もうバッチリ居ただろ？　今日に限って図書館に現れた、謎なぞの利用者。コルルもリュフェも初対面の、見るからに怪あやしい男が。

「それってまさか……リュフェちゃんが密ひそかにパワーアップしたって事ですか!?」

「って全然違ちがうわ！　何だよコルル、お前本気でまだ分からないのか？」

「え？　え？　その……ご、ごめんなさい……」

「いや、別に謝あやまる事じゃないけどさ。……いいか？　この『モンスティエラ』って村は、立ち入った魔ま物ものを人間化させるんだったよな？」

「は、はい、そうですけど」

「その効果に即そつ効こう性はあるか？　きっとあるはずだぜ」

「え？　あ、はい。見た目だけなら、すぐにでも。内面の変化は、長い時間を掛かけて緩ゆるやかにですけど……」

「だよな。それじゃあそれらを踏ふまえた上で、思い出せ。お前が見たっていう侵しん入にゆう者は、どんな服装だった？　でもって図書館にいた優やさ男おとこは、どんな服装だった？」

　宵よい闇やみ色いろのフード付きローブを纏まとう、ドクロの男。圧あつ倒とう的てきな力を秘めた、邪じや悪あくなダークリッチ。

　遅おくればせながら答えに辿たどり着ついたコルルが手を打ったのを見届けると、俺おれは告げる。

「図書館に戻もどるぞ。あいつこそが侵しん入にゆう者──〝魔ま王おうノクス〟だ」







　二重の意味でファニルの協力を取り付けた俺おれ達たちは、再び図書館前へと舞まい戻もどる。

　今度こそ準備は万ばん全ぜん。コルルの腰こしには装備者の力を極限まで高める帯・メギンギョルズがしっかりと巻かれている。リュフェの時のようにずり落ちてしまう事は、多分ない。

　そして俺おれの右手には、一本の酒さか瓶びん。ファニルには悪いと思ったが、とにかく店で一番高そうなヤツを選ばせてもらった。

「あの、ルシエル様。どうしてわざわざお酒を持って来たんですか？　魔ま王おうさんの居場所はもう分かってる訳ですから、誘さそい出だすためのお酒は別に必要なかったんじゃ……」

「ふ、甘あまいなコルル。今魔ま王おうがいるのは図書館の中だぞ？　もし中で暴れられたらリュフェに迷めい惑わくが掛かかるじゃないか。だからまずは、酒の匂においで外におびき出す必要があるのさ」

　と、尤もつともらしく言ってみたが、前にも言った通りおびき出す云うん々ぬんは真っ赤な噓うそだ。これは言うなれば、対魔ま王おう用最終兵器・その一ってところかな。

「な、なるほど、流石さすがはルシエル様です！　じゃあ早さつ速そく罠わなを仕し掛かけましょう！」

　言うが早いか、コルルは図書館前にせっせと罠わなを張る。近所に立てかけてあった深めのザルをつっかえ棒で押おさえ、ザルの下に栓せんを開けた酒さか瓶びんをセット。棒に結んだヒモを伸のばして離はなれた場所に隠かくれて……あぁ～、知ってるぞコレ。俗ぞくに『かぶせカゴ』とかいう、鳥捕ほ獲かく用の原始的なトラップだ。

「って信じるなよ馬ば鹿か！　こんなアホみたいな罠わなにあの魔ま王おうがホイホイ引ひっ掛かかる訳ないだろ！　てかそもそもザルに収まりきらねぇし！」

「あ……言われてみれば確かに。私、魔ま王おうさんの事をちょっと甘あまく見みてました……」

　敵を侮あなどった事を深く反省するコルル。いいさ、ヒトはみな失敗を重ねて成長するものだ。今回に関してはまぁ、失敗のスケールがちょっと大き過ぎる気もするけど。

　とその時、俺おれ達たちが罠わなを撤てつ去きよするより僅わずかに早く、図書館の扉とびらが開け放たれた。リュフェでも出てきたのかと思って目をやると……。

「上じよう物ものだ！　上じよう物ものの酒の匂においがするぞ!!　一体どこから!?　ああぁぁ芳かぐわしい！　実に芳かぐわしいではないか！」

「あぁコルル、反省する必要はないみたい」

　はい魔ま王おうさんでした～。激げき甘あまでした～。

「む？　あっ……ゴホン！　やぁ少年少女。随ずい分ぶんと早い再会だったね」

「今いま更さら知的男子を装よそおったって遅おそいわ！　というかお前、ノクスって名前だったんだな……魔ま王おう」

「……。ククククッ、そうか。ようやく気付いたようだな。いつ気付くかと気を揉もんだぞ」

　バサリとローブの裾すそを払はらい、狂きよう気きに満ちた笑えみを浮うかべる図書館の貴公子。しかしてその実態は──。

「我こそは魔ま王おうノクス！　の、人間バージョンである！　この短時間でよくぞ見破った！」

「いや、実は図書館出る時にはもう気付いてた」

「何ッ!?　き、貴様っ！　気付いていたなら何故なぜその場で指し摘てきせぬのだ！」

「だってまだ準備ができてなかったんだもん。とりあえず気付かない振ふりしとけば、こっちの準備が終わるまでお前がアクション起こすのを封ふうじられると思ってな」

「そ、それは……むぅ……全く気付かなかった……」

　騙だましていたと思ったら騙だまされていた事を知り、全力で消しよう沈ちんする魔ま王おう。見てると何だか哀あわれに思えたので、俺おれは一つ話題を提供してやる事にした。

「あ、でも分からない事が一つあるぞ。お前どうして正体隠かくしてたんだ？　わざわざ性格まで偽いつわってさ」

「あぁ、それか。それは貴様を見み掛かけたからだ。姿形がガラリと変わった余の正体に、気付けるか否いなか……少しばかり貴様の観察力を計ってやろうと思ってな」

「あ、そう。要は俺おれをからかいたかったと？」

「まぁ、うむ」

　うむじゃねぇよ。何だこのお茶目なおっさん、ホントに魔ま王おうかよ。

「誤解するな、それだけではない。折角こうしてヒトの身を得たのだ。郷ごうに入いっては郷ごうにと思ってみれば、中々どうして居い心地ごこちが良くてな……。つい大人しく馴な染じんでしまっておったのだ」

「いや、そのハートウォーミングなカミングアウトでどんな誤解が解けるって言うの？」

「だ、黙だまらぬか！　えぇい、問答は仕し舞まいよ！　さぁどうする！　このまま余を追い出すか、ステファノスの王」

「わあ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!?　ストップストップ！」

　続く言葉を瞬しゆん時じに察した俺おれは、自分でも感心する反射速度で魔ま王おうの言葉を遮さえぎる。きょとんとする魔ま王おうに素す早ばやく近付き、声を潜ひそめて耳打ちした。

「俺おれが王子って事は内ない緒しよなの！　もし知られたらここの連中に喰くわれちまうっ！」

「むっ？　す、すまぬ……。何やら貴様はどこでも複雑な事情を抱かかえているな……」

　あぁ、また同情される流れか？　これ。

　と、そんな俺おれ達たちのやり取りを見ていたコルルが、すっかり緊きん張ちよう感かんを失なくして小首を傾かしげる。

「あの……ルシエル様と魔ま王おうさんって、ひょっとしてお知り合いですか？」

「そうだな。城に招く程度の仲だ」

「いや、完全に手て違ちがいだったじゃねぇか！」

「う、う～ん？　よく分かりませんが、魔ま王おうさんは何をしにこの村へ？」

「ふむ、門番のそなたには一度話したはずだが。強しいて言うなら、捜さがし物ものだな。そこな王……ゴホン！　ルシエルを捜さがしていた」

「え？　俺おれを？　どうして？」

　突とつ然ぜん魔ま王おうに名指しされて、俺おれは戸と惑まどいを隠かくせない。理由を問われた魔ま王おうは一つ頷うなずくと、存外素す直なおに答えてくれた。

「聞けば貴様は見事にも、余の城を脱だつ出しゆつしたというではないか。こう言ってはなんだが、余は貴様が無事に城から逃にげ果おおせるとは思っていなかった。が、貴様は余の想像を超こえてみせたのだ。余の胸は、久しく忘れていた感動に打ち震ふるえた」

　何かいい感じな風に言ってるけど、大分酷ひどいよな……最初から逃にがすつもりはなかったって事だろ？　それ。

「余の見立てを大きく上回った貴様の評価を、余は改めた。貴様はこのまま自じ陣じんに帰すには惜おしい人間だ。我わが剣けんの瘴しよう気きによって魔まの虜とりこにし、余の配下に加えたい……そう思い直し、あちこち捜さがし回まわっていたところで偶ぐう然ぜんここに辿たどり着ついたという訳だ」

「そりゃお疲つかれさんだなぁ……いや、お前の配下とか御ご免めんだけどさ」

　まぁとにもかくにも、話は分かった。どうやらこの魔ま王おうは、俺おれをとっ捕つかまえたくてわざわざ魔ま界かい中じようを捜さがし回まわり、『モンスティエラ』までやって来たって事か。

　……ん？　待った、それってつまり……。

「あのさ……ひょっとしてお前をここに呼び寄せたのって……俺おれ？」

「まぁ……究極的に言えば、そうなるな」

　おいぃぃ！　何だよそりゃ！　コルルに協力するとか何とか言っといて、この事態を招いた原因って俺おれなの!?　あぁっ、コルルが物もの凄すごくおっかない目で俺おれを見てるっ！

「あ～あ、あの時見捨てておけば良かったかな～」

「そんな冷たい事言わないで!?」

　まさか本心じゃ……いや、そんなはずはない。コルルはそんな子じゃないだろ？

「えへへ、冗じよう談だんですよ。目の前で倒たおれた人を見捨てるなんて、できる訳ないじゃないですか」

　聖母のような微笑ほほえみと共にもたらされる、心温まるお言葉。うんうん、やっぱりコルルはこうじゃないとな。

「でも責任は取って下さいね？」

　感情の無い声でそう言って、俺おれの腰こしに何かを巻き付けるコルル。

　おや？　これは……メギンギョルズ……だね。何だか力が漲みなぎってきたぞ。

「ほう？　パワーアップ作用のある装身具か。面白おもしろい、丁度読書後の運動を望んでいたところだ。貴様が余の相手をすると言うのだな？　ルシエル」

「ノンノンノン！　言ってないから！　絶対勝てないのに戦わないからな、俺おれ！」

「では、待つのは百パーセントの敗北だけだ。なぁに、ほんの戯たわむれよ。貴様はまだまだ未熟な果実、命まで取りはせぬ。が……何も無しでは身も入るまい。ここは一つ条件を出そうではないか」

　何？　条件？　そんな事言ったって、そもそも俺おれは戦いたくないんだけど……。

「もし貴様が余に勝てば、余は大人しく城へ帰ろう。今後この村に手出しする事もない。だがその逆、貴様が敗北した暁あかつきには……この村の全てを余の物とする」

「えぇーーっ!?　それはちょっと困ります！　ルシエル様、絶対に負けないで下さい！」

「なら代わってくれてもいいんだぞ!?」

　ヤバイヤバイ、こりゃマジでヤバイぞ！　何だかノリで話がデカくなっちまった！

　くそ、どうする!?　このままやり合っても俺おれに勝ち目なんてない。かと言って、俺おれが負けたら村がホントの意味で魔ま物もの村になっちまう。一応、そうならないための保険があるにはあるが……できればそれは切り札って事にしたい。

　なら……今俺おれが取るべき手段は、たった一つ！

　俺おれは捕ほ獲かくトラップに使われていた酒さか瓶びんを手に取り、軽く揺ゆらす。すると中に入った魅み惑わくの液体がトプンと音を立てて波打ち、魔ま王おうの気を引いた。

「なぁ魔ま王おう、ここは見ての通り平和な村だ。物ぶつ騒そうな争いなんかせずに、いっちょ休戦協定を結ぶってのはどうよ？　ほら、いい酒もあるぞ」

「あぁ、その酒か。実はさっきから気になって……むっ!?　そ、それは……それはまさか……『極ごく大だい吟ぎん醸じよう・鬼き神じんころし』!!　ば、馬ば鹿かなっ、有り得ぬ！　それは幻まぼろし中の幻まぼろしだぞ！　挙きよ世せい無む双そうと謳うたわれる上じよう物ものが、何故なぜこのような辺境の村に!?」

　え？　何ソレ。この酒ってそんなヤバイ系の酒だったの？　ファニルの店、何気に凄すげぇな。「どうしても勝負がしたいってんならそれでもいい。けどその場合、俺は今すぐこの酒さか瓶びんをひっくり返して地面にご馳ち走そうする事になるぜ。それが嫌ならどうするべきか、分かるよな？」

「くっ、そう来るか…………良かろう、勝負の話は無しだ。そしてこの村とその住人に、手は出さぬと約束する。ククッ、まさか貴様の脅おどしに屈する事になるとはな、ルシエルよ」

　ガシッと俺おれの肩かたに手を回し、豪ごう快かいに笑う魔ま王おう。

　よ……よしよし、和平成立だな！　本当はコルルが魔ま王おうに喧けん嘩かを売った末に負けた時、命いのち乞ごいになるようにと用意したものだったんだけど……ま、これはこれで結果オーライだ。

　そしてこうなった以上、俺おれの切り札もお役御ご免めんだろう。俺は少しだけ声を張り、誰だれにともなく呼よび掛かける。

「もう出てきていいぜ。待機させといて出番ナシで、悪かったな」

　その声を受け、コルルと魔ま王おうは何の事かと顔かお一いつ杯ぱいにハテナを描えがく。呼よび掛かけの意味を理解して木こ陰かげから姿を現したのは、ファニルだった。

「別に気にしてないわ。出番があったらあったで面めん倒どうそうだもの。平和的解決ができて良かったんじゃない？」

「ファニルお姉ちゃん!?　どうしてここに？」

「それは……、ねぇ、これ答えちゃってもいいの？　ルシエル」

「……」

　困ったように眉まゆをひそめて、俺おれに許可を求めてくるファニル。俺おれは一いつ瞬しゆん返答を悩なやんだが、無言で頷うなずき許可を出す。きっとそうしてもらった方が……俺おれ的に後こう悔かいしない。

「あんた達たちが森に来た時、ルシエルからこっそり頼たのまれたのよ。『これからコルルと魔ま王おうが戦う事になるかもしれないから、もしもの時は任せた』ってね」

「え……そ、それじゃあルシエル様、ファニルお姉ちゃんに話しちゃったんですか？　私が危険人物の侵しん入にゆうを許しちゃった事……」

「あー……まぁ……そうなるな」

　歯切れ悪く答える俺おれに、罵ば声せいや非難の声は飛んでこなかった。飛んできた方がまだマシだったかもな。こんな悲しそうな目で、無言で見つめられるよりは。

　でも仕方がない。頼たよれるのは俺おれだけ──そう言ったコルルの信しん頼らいを、俺おれはバッサリと裏切った。どんな事情があったにせよだ。

　だったら、仕方がないよな？　恨うらまれたって……嫌きらわれたって。それでもコルルを危険な目に遭あわせたくないって……そう思ったんだからさ。

「ルシエル様……ごめんなさい」

　関係の崩ほう壊かいを覚かく悟ごした時。聞こえてきたのは意外な事に、素す直なおな謝罪の言葉だった。俺おれは訳が分からず、半笑いになって問とい掛かけた。

「な……何でお前が謝あやまるんだよ？　お前は別に悪くないだろ」

「ううん、悪かったんです。最初から。失敗を隠かくしたいだなんて理由で、みんなに迷めい惑わくを掛かけて、危険に晒さらして……そんな無茶に付き合わされて、ルシエル様が陰かげで色々手を回してくれてたんだって知ったら……もう自分が許せなくて。門番どころか異種ゼノ失格ですよね、私」

　話し終えたコルルの表情は、何故なぜか明るかった。恐おそらく決意したんだろう。もう門番を辞やめよう、って……。

　でもな。俺おれをここまで巻まき込こんだ以上、そんな事はこの俺おれが許さねぇ。

「……んな事ねぇだろ。仮にお前が異種ゼノ失格だってくらいにどうしようもないヤツだったら、俺おれはそもそも手を貸したりなんかしねぇ。少しくらいの無茶なら付き合ってやるって、そう思えるだけのもんを持ったヤツなんだよ、お前はさ」

　そんな風に言われる事は予想していなかったのか、コルルは目を見開いて息を吞のむ。何だよ、そこまで馬ば鹿かだってんなら、おまけにもう一つ気付かせてやるよ。

「それになコルル。お前……初めから門番の仕事をしくじってなんかいねぇだろ」

「え？　いえ、普ふ通つうに侵しん入にゆうさせちゃいましたけど……エルバイドに命いのち乞ごいまでさせて」

「違ちがう。お前は最後まで立ち向かったんだ。お前が恐きよう怖ふに押おし潰つぶされそうになった時、エルバイドはこう言ったんだよな？　『ここは通って構わない、私わたし達たちは一いつ切さい邪じや魔ましない』って。そうエルバイドが言ったんだ。大おお噓うそつきのエルバイドがな」

「!!」

　ならその逆は……『ここは通さない。私わたし達たちはお前の侵しん入にゆうを阻そ止しする』、だ。

「言葉を額面通りに受け取った魔ま王おうが、お前を無視して勝手に通っていっただけの話だ。けどお前は命を張って立ち向かった。それで充じゆう分ぶんじゃねぇか。門番の仕事ってのはさ……勝てない敵に何が何でも立ちはだかって、死ぬ事なんかじゃねぇはずだろ？」

　俺おれの言葉を聞き、コルルは何かを悟さとったようにふっと笑った。その両目に涙なみだの粒つぶを浮うかべて、彼かの女じよは呟つぶやく。

「何だぁ……私……ちゃんと頑がん張ばれてたんですね。良かった……良かったぁ……」

「そうだぞ。お前は誰だれよりも頑がん張ばってる。俺おれが保証する。で！　頑がん張ばってるヤツにはご褒ほう美びがいるんだったよな？」

　嬉うれし泣なきだろうとも涙なみだは見たくなかった俺おれは、コルルの頭をガシガシと強く撫なでる。するとコルルの涙なみだは引ひっ込こんで、代わりに笑え顔がおの花が咲さいた。
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「痛い痛いですっ！　……もう……でも、ありがとうございましたルシエル様。思えば私が門番に執しゆう着ちやくしていたのは、それが初めてヒトから褒ほめられた仕事だったからなんです。私……これからも門番を続けていけそうです。いえ、続けていきます！　ルシエル様！」

「よぉしその意気だ！　頑がん張ばれよ！」

　これにて一件落着。たまにはこうして綺き麗れいに終わらせるのも、悪くないよな。

　……あ～でも……何か周り静か過ぎない？　ファニルと魔ま王おうはどうしたんだ？

　そう思って横に目を向けると、そこには件くだんの二人が距きよ離りをおいて対たい峙じしていた。その空気たるや、まさに一いつ触しよく即そく発はつ。どういう状じよう況きようだ？　これ。

「この魔ま王おうに気配を悟さとらせぬほどの手て練だれとは……この出会い、何たる僥ぎよう倖こう！　酒など飲んでいる場合ではない、勝負を……いざ……いざぁ！」

「ちょ、ちょっとルシエルッ、何か面めん倒どう臭くさい事になってるわよ!?　ねぇ、こっちの方もどうにかしなさいよっ！　あんたのせいでしょ！」

　すまんファニル、その責任は取れそうにないっす。

　はぁ……ホントに無茶苦茶ばっかりで、付き合ってられねぇよ……。
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　俺おれがこの『モンスティエラ』にやって来てから、早くも一か月の月日が過ぎようとしていた。それは即すなわち、俺おれが自分の城に帰れるまであと少しという事を意味している。

　と言っても、どうして一か月待てば帰れるのか。そう言えばその理由は未いまだに聞いていない。

　何でも満月になる事が重要らしいが……ま、理由も理り屈くつもどうだっていい。無事に帰れるんだったら、それで充じゆう分ぶんだ。

「とはいえ帰ったところで、無事を喜んでくれるヤツなんていないんだろうけどなぁ……」

　そもそもの話、俺おれが城から消えた事に気付いてくれてるヤツがいるかどうか。騎き士し団だんのみんなは流石さすがに気付くだろうけど、心配してくれているとは思えない。

「はぁ……トルチェは何て言うだろうな……」

　知らず出た溜ため息いきは重く、気分が沈しずんでいくのが分かる。そりゃ沈しずみもするさ、暗くならずにいられるかってんだ。

　だってあいつは、俺おれが魔ま王おうを倒たおして凱がい旋せんしてくると信じてる。その手助けをするつもりで、俺おれが魔ま王おう城じように拉ら致ちされるよう仕向けたんだからな。

　けど実際は戦いもせず、ただ逃にげ帰かえってきただけ。そんな事が知られたら、あいつはきっと酷ひどく幻げん滅めつするだろう。

「いや……幻げん滅めつするだけならまだいい。情けない兄を鍛きたえ直なおすって名目で、俺おれへの責め苦がよりエスカレートするとしたら……？」

　例えば気付かないうちに俺おれの靴くつが、全部鉄製になってるとか。もっと言うと城中のトイレの扉とびらが、全部鉄製になってるとか。あぁそうだ、王宮図書館の本が全部、『世界武器防具大たい全ぜん』にすり替かえられてるとか……！

「あわわわ……かっ、考えただけでも恐おそろしい……！」

　そんな事になったら、とてもじゃないが耐たえられない。そんなんだったら、いっそ……。

「いっそこの村に住み付いちまった方が、幸せなのかねぇ……って……」

　いやいやいや！　そりゃ流石さすがに自じ暴ぼう自じ棄きってもんだろ！　身分がバレれば喰くわれるかもしれないクレイジーな生活に、どうして馴な染じもうとしてんだ俺おれは！

　……つってもまぁ……コルルを筆頭に、俺おれに良くしてくれる異種ゼノが何人かいるのも、また事実なんだけどさ。多分だけど、俺おれの帰き還かんを歓かん迎げいする人間より、俺おれとの別れを惜おしんでくれる異種ゼノの方が、まだ多いんじゃないか？

「異種ゼノ……元・魔ま物ものが暮らす村──か……」

　それだけ聞くと、人間である俺おれからすれば何とも恐おそろしい話だ。人間と魔ま物ものは本来、決して相あい容いれる事はないのだから。

　聖なる王と、魔まなる王。二つの王はそれぞれの勢力を束ね、表ひよう裏り一いつ体たいのこの世界で遥はるか昔からいがみ合ってきたという。永い永い世界の歴史が、それを証明し続けてきた。

　なのに……。

「ふははっ！　ルシエルよ、どうせ暇ひまを持て余しているのであろう？　戯たわむれに来てやったぞ」

　その証明を真っ向からブチ壊こわす、この魔ま王おうサマは一体何なんだ……。

「ったく、近所の友達誘さそうみたいに現れやがって。城には帰らなくていいのかよ、魔ま王おうサマ」

「貴様に指図される筋合いはないな。聖王が後を継つがぬうちは、魔ま王おうなど玉座を磨みがく雑ぞう巾きんと大差ない。城で無ぶ聊りようを託かこつぐらいなら、この地を慰なぐさみ物ものに過ごす方が幾いく分ぶんマシよ」

「へぇ。何かカッコつけた物言いだけど、要は暇ひまだから遊んで遊んで～って事か？」

「違ちがう。ここの女は人間に近いから、見ていて飽あきないだけだ。余は魔ま物ものの中では特とく殊しゆというか、こう……同族アンデツドより人間の女がタイプなのでな」

「素す直なおだなおい！　てか威い厳げんなさ過ぎ発言やめい！　一応魔ま王おうだろ！」

　ほんとにもう……フリーダム過ぎる魔ま王おうの姿を見てると、こうして暗くなってるのが馬ば鹿からしく思えるよ。不覚にも救われた気分になっちまったじゃねぇか。

「言うではないかルシエル。余に威い厳げんを所しよ望もうすると？　これでも魔ま王おうをやって長いのでな、その様ように振ふる舞まう事は容易たやすい。が、そうする事に一体どんな意味があるというのだ」

「そうだな。お前の理想の女の子が現れるかもよ？」

「貴様が思う威い厳げんとやら、詳くわしく聞かせてもらおうか！」

　ガッツリ食い付いてきてんじゃねぇか！　振ふる舞まう事は容易たやすいんじゃなかったの!?

「そうは言ってもさ。魔ま王おうってこの村ではかなりモテてるみたいだぞ。陰かげでキャーキャー言われてるの、知らないか？」

「何？　そ、そうだったのか……この顔は、人間的にはイケメンに当たるのか？」

「まぁ誇ほこっていいレベルだと思うぜ？　つっても、俺おれには遠く及およばないけどな」

「と言うと、貴様は余以上にモテモテだと？　陰かげで騒さわぐ声など全く聞こえんが」

「そ、それはアレですよ……ほんとコッソリ騒さわいでるんで、気付かないだけなんだよ……」

　そうじゃないかなぁ。そうだといいなぁ。

「いいか？　人間化したお前がこの村でモテてる。って事はつまり、異種ゼノの容姿に対する価値観は人間寄りである事の証しよう拠こにもなるんだ。純度百パーセントの人間である俺おれが、モテない訳がないだろう？」

「まぁ理り屈くつとしてはそうだ。が、貴様に限ってはそうとも言い切れぬ。何故なぜなら魔ま物もの的価値観で見ても、貴様の容姿は中々にポイントが高いのだぞ」

　な、何だって？　おいおいマジかよ。俺おれって魔ま物ものにもモテモテになる素質があったのか！

「なぁ、ちなみに俺おれのどんなところが好印象なんだ？」

「そうだな。美味うまそうなところとか、特に」

「美味うまそうな容姿ってどんなだよ！　味は容姿で計るもんじゃねぇぞ!?」

　とは言ったものの、この村の連中って一体どっち目線で俺おれを見てるんだろう……例えばコルルは……駄だ目めだ、ヨダレ垂らしてる顔しか浮うかんでこねぇ。

　と、思いがけず嫌いやな話を聞かされたその時。不意に魔ま王おうが表情を引ひき締しめて顔を上げた。

「？　どうかしたのか？」

「……人間の気配がする。貴様以外の、それも複数だ」

　という事は……人間の団体さんが村に迷まよい込こんできた……って事か？

　この村には、戦せん闘とう能力の高い者ほど村の存在を感知し難にくくなる結界が張られている。となればやって来たのは、俺おれと同じ雑魚ざこキャラに他ならない。

「ひょっとして、行商団か？　人間の商人がたまに迷まよい込こんでくるって話だったし……。なんだか嫌いやな予感がするな、ちょっと見に行ってみようぜ」

「無論、余もそうするつもりだ」

　以前聞いた、品物を百パーセントオフさせたというファニルの武勇伝が脳のう裏りをよぎる。俺おれは何も起きない事を心中で祈いのりつつ、魔ま王おうと共にコルルの家を飛び出した。







　魔ま王おうのナビゲートを受けてやって来たのは、村の中心。リュフェの図書館のすぐ近くにある広場だった。

　そこには既すでに沢たく山さんの住人達たちが集まっていて、普ふ段だんとは違ちがった賑にぎわいを見せている。ちょっとしたお祭まつり騒さわぎだ。多分この人ひと垣がきの向こうに問題の人間達たちがいるんだろうけど……こりゃ近付けそうにないな。

「邪じや魔まだな。少し片付けるか？」

「魔ま剣けんは仕し舞まってろ」

　しれっと物ぶつ騒そうだなオイ。こういうところだけは魔ま王おう然ぜんとしてるんだから、油断ならない。

「ルシエル様～！」

　と、そこへコルル登場。大きく手を振ふりながら、こちらに向かって猛もう然ぜんとダッシュしてきた。

「コルル、お前も来たのか。門番の仕事はどうした？」

「弟に代わってもらいましたっ！」

　ビシっと敬礼して答えるコルル。うむ、元気一いつ杯ぱいだ。仕草は可愛かわいいんだけど、こいつの仕事放ほう棄きっぷりもそろそろ板に付いてきたな……。

　──魔ま王おう襲しゆう来らいの一件以降、コルルは少し変わった。俺おれが暇ひまさえあれば撫なでてやるようになったせいか、前ほど門番の仕事に執しゆう着ちやくしなくなったのである。

　そもそも褒ほめられたくて始めた仕事だ。その上で、自分が一番褒ほめられる可能性が高い仕事が門番だった。でも、特に何もしなくても俺おれにナデナデしてもらえる悦よろこびを知ってしまったコルルは、仕事に対して柔じゆう軟なんな考え方が持てるようになった。

　ある意味、腑ふ抜ぬけたとも言うが……まぁ、前までは気負い過ぎてたとこもあったし、これくらい自由にしてくれた方が周りも安心だろう。

「なぁコルル。村に人間が迷まよい込こんでくると、毎回こんな騒さわぎになるのか？」

「いえ、流石さすがにここまでは……。〝リルネフ〟さんの小鳥便によると、今回はかなり大規模な行商団が迷まよい込こんで来たらしいです。だからじゃないでしょうか？」

「リルネフってのは誰だれだ？」

「西門の門番をしている方です。彼かの女じよの鼻に適かなったという事は、この行商団は私わたし達たちの脅きよう威いとなるような力は持っていないはずですよ」

　まぁ、だからこそホイホイ村に入れたんだろうな。魔ま王おうみたいなのは例外中の例外だとして、案外来る者拒こばまずなスタンスなのかね、この村は。

「ふ～む……しかしそんな規模のキャラバンが魔ま界かいの、しかも魔ま王おう城のすぐ傍そばをうろついてるってのはどういう事だ？　仕入れの旅にしちゃあリスクがデカ過ぎだろ」

「は？　魔ま王おう城じようのすぐ傍そば？　貴様は何を言っているのだ？」

　その時、突とつ然ぜん魔ま王おうが話に横よこ槍やりを入れてくる。俺おれの発言に何か物申したい事があるらしい。

「この村は魔ま王おう城じようの傍そばになどない。寧むしろ遠く離はなれた、魔ま界かいの隅すみにあったぞ」

「はぁ？　そっちこそ何言ってんだ。俺おれは魔ま王おう城じようから脱だつ出しゆつしてすぐにこの村に辿たどり着ついたんだ。それこそ徒歩数分の距きよ離りだったぞ」

「徒歩数分……だと？　っ！　貴様、まさか〝縮地〟を使うのか!?」

「使わねぇよ！　俺おれは仙せん人にんか！」

　ちなみに縮地とは、ざっくり言うと一歩でめっちゃ遠くまで移動する仙せん人にんの術の事らしい。城じゃ〝無才〟と評判だったこの俺おれが、そんな便利スキルを持ってる訳ないっつーの。

　とはいえ、こうなってくると益ます々ます分からねぇ。俺おれと魔ま王おうとの認にん識しきの食くい違ちがいは一体何だ？

「え～っと……それはですねぇ……何て説明したらいいか……」

　事情を知っているらしいコルルだったが、上手うまく言葉をアウトプットする事ができない様子。困り果てているのか、両耳がこれでもかという具合に垂れ下がっている。

「コルさん安心して。その謎なぞについては、わたしから説明させてもらうのですます」

　！　このヌボッとして、それでいて可愛かわいらしい声は……。

「リュフェ！　何だ、お前も来たのか？」

「当然ですます。図書館の前でこれだけ騒さわがれたら、読書どころじゃないですますから」

　確かにな。普ふ段だん利用しないくせに妨ぼう害がい行こう為いまでするとは、この村の連中の図書館に対する態度は酷ひどいもんだ。後で絶対エロ本を山ほど入にゆう荷かして、とりあえず男どもを黙だまらせてやろっと。

「リュフェさん！　来てくれて助かりました。私には難しい話なんて無理ですから……レグナに頼たよるのも何だか癪しやくですし」

「大だい丈じよう夫ぶ、わたしが来た。でも、別にそんなに難しい話でもないですます」

「それはリュフェさんが賢かしこいからそう言えるんですよ～。リュフェさんは私と違ちがって、難しい言葉を沢たく山さん知ってますからね」

　ほう、図書館の司書をやってるだけあって、リュフェの語ご彙い力りよくは抜ばつ群ぐんって訳だ。ここはお手並み拝見といこうじゃないか。

「例えばどんな難しい言葉を知ってるんだ？」

「例えば……生麦生米生卵」

「それ何か違ちがくね!?」

　いや確かに難しい言葉だけど、今求められてるのはそういう意味の難しさじゃないだろ！

「むぅ……じゃあ他のだと……隣となりの客はよく客食う客だ」

「おっと嚙かんだな？　ははっ、酷ひどい嚙かみ方だなぁ。客が客を食うって、随ずい分ぶん物ぶつ騒そうな言葉になっちまったぜ？」

「？　別に嚙かんでないですますけど……？」

「……」

　あ、素で物ぶつ騒そうなヤツでしたか。何か俺おれが知ってる早口言葉と微び妙みように違ちがうけど、まさかこの村の日常から生まれた言葉じゃないだろうな？

「リュフェの実力はもう分かったんで、話を進めてもらっていいか？」

　言げん及きゆうしても怖こわくなるだけなので、俺おれはさっさと説明を促うながす。催さい促そくを受けたリュフェはクイッと眼帯のポジションを調整しつつ、普ふ段だんより少しだけ声を張って語り出した。

「ルシさんとマオさんとで、村を見つけた場所が違ちがっている理由……。それはひとえに、〝この村が常に移動しているから〟ですます」

「ん？　もしやマオさんとは、余の事か？」

「うん。魔ま王おうだから、マオさんですます」

「お、おぉ……あだ名を付けてもらったのは初めてだ……心が躍おどるなぁ！」

　うん？　何かめっちゃ感動してるな、魔ま王おうのヤツ。

　まぁ確かに魔ま王おうともなると、職業柄がら友達も作り難にくいだろう。ひょっとしたら、こいつも案外孤こ独どくな人生を送ってきたのかねぇ。だとしたら、気持ちは分からんでもない。

「娘むすめ……リュフェと言ったな？　そなたは何故なぜ、余にあだ名を命名した？　そういうのは何と言うか……心安い間あいだ柄がらの者同士で呼び合うものだと認にん識しきしているが」

　いつもの高こう慢まんな態度はどこへやら、視線を逸そらして照てれ臭くさそうに探さぐりを入れる魔ま王おう。多分、友達だってはっきり言葉にしてほしがってるんだと思う。

　一方、問われたリュフェは特に深く考えるでもなく、当然であるかのように答えた。

「マオさんはこの村に来てまだ日も浅いのに、この村の誰だれよりも図書館を利用してくれているのですます。だから図書館の司書としては、もう大分気安い関係ですます」

「！　そ、そうか！　やはりそうであったか！　リュフェよ、つまりそなたは……余の后きさきとなる事を所しよ望もうすると言うのだな!?」

「って段階飛ばし過ぎだろ！」

　この野や郎ろう、関係のステップを一足飛びどころか、全段まとめてすっ飛ばしやがった！　人付き合いに不慣れにもほどがある！

「ここは友達から始めるのが先だろ、常識的に考えて。ほら、お互たがい握あく手しゆでもしてみろよ」

　俺おれがそう言うと、リュフェは無言かつ無表情で右手を差し出す。どうやら魔ま王おうと友達になる事自体に異存はないらしい。

「ふむ、何事も距きよ離り感が肝かん要ようという訳だな。ではまずは友として、よろしく頼たのむとしよう」

　魔ま王おうの方にも当然ながら異議はなく、若じやつ干かん気取った様子で手を握にぎり返した。

「ってイダダダダッ!?　骨がぁ！　今ちょっとボキッて言ったぞボキッてっ!!」

　あれ……何かデジャブ。これ、俺おれにも全く同じ経験があるぞ？

「あ、ゴメンなさい。自分がいつの間にか力持ちになってたのを忘れてたですます」

「ふ、ふふ、良よい、良よい……それでこそ余の友に相応ふさわしいというものだ……」

　セリフと表情は余よ裕ゆうあるけど、脂あぶら汗あせ凄すごいぞ？　ちゃんと回復魔ま法ほう使っとけよ？

　さて──何だか話がえらく脱だつ線せんしちまったけど、そろそろ本筋に戻もどろう。

「なぁ魔ま王おう。あだ名が決まって浮うかれるのはいいけどさ、ちゃんと話聞いてたか？　いきなり重要なワードが飛び出したぜ？」

「うむ。〝村が移動している〟……とな。俄にわかには信じ難い話だが……要するに、ルシエルが村に辿たどり着ついた時期には余の城の傍そばにあり、余が辿たどり着ついた時期には魔ま界かいの隅すみにあった、という事か？」

　その解かい釈しやくで間ま違ちがいはないらしく、問われたリュフェはコクリと頷うなずく。

「基本的に『モンスティエラ』は、不規則に動き回ってる。でもお月様が新月に近付くほどに、何故なぜか魔ま王おう城じように近付いていく。逆に満月になる頃ころには、聖王城に最も近付くのですます」

「聖王の城に……？　あぁそうかっ、だからか！」

　俺おれは思わずパチンと指を鳴らして、コルルの方に目を向ける。目が合った瞬しゆん間かん、コルルは満面の笑えみを浮うかべてピースサインを出した。

「そうですっ！　私わたし達たちの出会いは、丁度新月の頃ころ。ですから満月になる一か月後には、自動的にお城に帰れるという訳だったんです！」

　なるほどなぁ。初日にコルルが言った言葉の意味、俺おれはようやく理解できたよ。

「……魔ま界かいにあって魔ま界かいになく、人間界にあって人間界にない。どこにも存在しない村……か。道理で余も与あずかり知らぬはずだ」

　魔ま王おうは魔ま王おうで何やら得とく心しんがいったらしく、一人でしきりに頷うなずいている。が、それはそれで新しい疑問も浮うかんだようで、魔ま王おうは誰だれにともなく言った。

「だが何故なぜこの村は、そのように不可思議な力が働いているのだ？　誰だれが作った？　動力は？　何の目的があって動き回っているのだ？」

「……。コルさん、ここから先の説明はお任せしてもいいですますか？」

「え、えぇっ!?　私知りませんよ！　この村が何でこうなのかなんて！　あっ、ひょっとしてリュフェさんも知らなかったり……？」

「世界の全てを知ってしまえば、〝知らない〟という事を知る機会を失うのですます。それはとても悲しい事。だからわたしは、敢あえて知らない事を残しているのですます」

「言い訳はいい。つまりお前らにも分からないって事だな？」

　俺おれがそう突つっ込こみを入れると、二人は揃そろって頷うなずきを返した。

「ふむ……リュフェの言を借りるならば、余は〝知らぬ事がない〟という事を知りたいがな。まぁ良よい。今は捨て置くが、いずれは解き明かしてみたいものだ」

　飽あくなき探求心だな、流石さすがは魔ま王おう。二百年以上生きてるってのは伊達だてじゃないか。ま、俺おれはこの村にどんな謎なぞが隠かくされていようが、特に気にならないけどな。

　だってそんな事を気にしなくたって、この『モンスティエラ』はずっと存続してきたんだ。そしてそんな村に暮らしてる連中も、問題なくそれぞれの生活を営んでいる。俺おれには、その事実だけあれば充じゆう分ぶんだ。

「あっ、ルシエル様。人だかりの方に動きがあるみたいですよ？」

「何だと？」

　言われて見てみれば、集まっていた住人達たちが蜘蛛くもの子を散らすかのように一いつ斉せいにいなくなる。

「い、いきなりどうしたんだ？　みんな、念のため離はなれろ！」

　何事かと思った俺おれ達たちは流れに乗って距きよ離りを取ったが、特に何も無し。何だよ、商人達たちが実はこっそり忍しのばせていた暗器でも取り出して、みんなビビって逃にげたのかと思ったのに。

　そしてしばらくすると、住人達たちは再び広場に舞まい戻もどってきた。違ちがいがあるとすれば、それぞれが思い思いのアイテムを手にしている、という部分。

「なぁ商人のおっさん、これ何かどうだ？　昔ウチの爺じい様さまが拾ってきたっていう品なんだが」

「ほう。これは〝ニンフの涙なみだ〟ですな。中々に珍めずらしい品ですぞ、良ければ是ぜ非ひ買い取らせて頂きたい」

「じゃ、じゃあこれは!?　〝ハーピーの風かざ切きり羽ばね〟、旦だん那なが見つけてきたの！」

「これは……ふむ、初しよ列れつではなさそうですな。残念ですが、これだと大した値ねはつけられませんなぁ」

「何それ信じらんない！　あのヒトったら、高価な物だって言ってたのに！」

「おい、次！　こっちのも見てくれないか！」

　村に迷まよい込こんで来た人間達たちは、やはり行商団だったらしい。そんな彼かれらを取り囲み、ワイワイと盛り上がる村人一同。

　アイテムを持ち寄ってのお祭り……あ～、はいはい分かったぞ。これはいわゆる『鑑かん定てい大会』ってヤツだ。城にいた頃ころ、城下町でやってるのを何度か見た事がある。直接参加をした事はないんだけど、毎回やたらと盛り上がってる一大イベントだ。

　村との親しん睦ぼくを深めるためか何かは知らないが、どうやら行商団の団長が村人相手にその鑑かん定てい大会を開いたらしい。それでみんな一いつ旦たんウチに帰って、自じ慢まんの品を持ち寄ったって訳か。

「ふっ、面白おもしろい。余も少々戯たわむれてみるか」

「あっ、こら魔ま王おう！　妙みような真似まねはするなよ！」

　俺おれが止めるのも聞かず、魔ま王おうはズンズンと黒山の中へ。カーテンを開けるような感覚で人波を押おし退のけ、難なく商人の前に辿たどり着ついた。

「おい商人。例えばこれは、幾いくらの値ねがつく？」

　そう言って地面に突つき立たてたのは、魔ま王おう自じ慢まんの愛あい剣けん『ゼロラスター』。黒い刀身には禍まが々まがしい瘴しよう気きが揺ゆらめき、これでもかというほど邪じや悪あくなオーラを放っている。

「うわっ!?　お、お客さん、この剣けん……ッ!!　これを売るなんてとんでもない!!」

「はっはっは！　上等過ぎて値ねがつかぬという訳か！　そうであろうそうであろう！」

「ほんと、買い取れる訳ないですよそんな剣けん。呪のろわれてるじゃないですか。あの、運気が下がっちゃうんで、さっさと仕し舞まってくれます？」

「……」

　結果、『ゼロラスター』の値段──ゼロ。名前が名前だけに。

「いよっ！　お値段『ゼロラスター』様！」

「やかましいわ！　そこまで言うなら貴様も何か鑑かん定ていされて来ぬか！」

「と言われても俺おれ、何かレアなアイテム持ってたっけな……」

　何せ女装させられて魔ま王おう城じように送おくり込こまれた身だし。もし俺おれが光の精せい霊れいに選ばれてたなら、『ゼロラスター』の対ついになる聖せい剣けんを呼び出す事もできたんだが……。

「はいっ！　じゃあ私が代わりに行ってきます！」

　次に参戦を表明したのは、コルルだ。コルルはワタワタしながら人波の間を縫ぬって行くと、苦労して商人のもとへ。

「あのぉ……これ、もし売るといくらになりますか？」

　言って、コルルは右耳のアクセサリーを取り外して差し出す。それ取り外し可能だったの!?　意識がリンクしてるし、てっきり体の一部だとばかり……。

「これは……量産品のファンシーグッズですかな？」

《そんな訳がないでしょう。これでも、わたくしは世界でオンリーワンな存在です》

「しゃ、喋しやべった!?　こ、このアクセサリーは一体……？」

「えっと、これはですね、ケルベロスの首を……何だろう、加工？　した感じの物でしょうか」

　物は言いようだな……今日は中々機転が利きくじゃないか、コルル。さてさて、レグナのお値段は如何いかほどか。

「ふーむ、珍めずらしいは珍めずらしいが。パーティーアイテムとして貴族に一定の需じゆ要ようがあるかも……。そうですな、では百万クリュスでどうでしょう？」

「それってどれくらい凄すごいんでしょうか？」

「毎日一食、それなりの肉料理を一年間食べ続けられるくらいですかな」

「売りまーすっ！」

《!?　まっ、待って下さいコルル！　それ本気で……あぁ酷ひどい！　本気なのですね！》

　おおっ!?　ついにコルルがレグナの上手に回ったぞ！　普ふ段だん冷静なレグナがここまで取り乱すとこ、俺おれ初めて見たかも。

「あ、でも、これがないと私も困っちゃうんで、やっぱりやめておきますね……」

《でしょうね！　えぇ、分かっておりましたとも！　わたくしはコルルそのものですから！》

　嬉うれしそうだな、レグナ……。まぁ、本当に売られなくて良かったよ。

「私はお肉一年分でした！」

　嬉き々きとして戻もどってくるコルル。それを忌いま々いましげに見る魔ま王おうの目は、かなり殺気立っていた。

「くっ……余の宝物庫にはなぁ、この村のどんな宝よりも高価な代しろ物ものが眠ねむっておるのだぞ？」

「駄だ目めですよぉ、いい財宝なら持ち歩かなきゃ」

　いや、どうなんだろうそれは。お前は一度財さい布ふの一つでも掏すられてみるべきだと思うぞ。

　とその時、少しの間どこかに行っていたリュフェが俺おれ達たちの輪の中に戻もどってきた。

「わたしも、ちょっと自信あるから行ってくる」

　興奮気味に言い残して、リュフェまでもが鑑かん定てい大会に参戦。時間が空いてギャラリーの数が減り始めたせいか、それとも隠かくれ怪かい力りきの本領発揮か、リュフェは労せず商人の前に立つ。

「これ、きっと高いですます。どうですます？」

　リュフェが懐ふところから取り出したるは、なんとあのメギンギョルズ。持ち前の鍛冶かじ技術で作り上げた、伝説級のアイテムだ。そうか、それを取りに行くんで一いつ旦たんいなくなってたんだな。

「ん？　……んんっ!?　ここっ、これっこれはっ……!!」

　迫はく真しんの二度見、頂きました～。こりゃもう確実に本日最高額が飛び出す予感。

「申し訳ありません……そのお品は個人どころか、キャラバンの資金を全額はたいても買い取れるものでは御ご座ざいません……」

「大だい丈じよう夫ぶ。売る気ない。言ってみただけですます」

　メギンギョルズの評価に満足したリュフェは、クルリと踵きびすを返かえして俺おれ達たちのもとへ帰き還かん。

「やったなリュフェ。やっぱお前、凄すげぇの作ったんだよ。つまりお前は凄すごいってこった」

　サムズアップとともに褒ほめ称たたえる俺おれ。するとリュフェは照れたように身をよじり、ツインテールの毛先をクリクリと擦すり合あわせた。

「ううん。これ、作れたのはルシさんのお陰かげですます。二人の初めての共同作業、二人の愛の結けつ晶しようですます」

「リュフェさん、あの時は本当に難産でしたからね～」

　お、おいやめろお前ら。何か誤解を生みそうだぞ、その発言。

「愛の結けつ晶しようが、難産だと……？　ルシエル、その話詳くわしく聞かせてもらおうか」

　ほら言わんこっちゃない。早さつ速そく魔ま王おうが食い付いてきちまったじゃねぇか。

「別に俺おれは何もしちゃいない。リュフェが鉄かな床とこでカンカンしただけだ」

「寝ね床どこでパンパンだとっ!?」

「その空耳はアウト過ぎるわ！」

　誰だれかこの変態をどうにかしてくれ！　俺おれ一人じゃツッコミ切れん！

　とその時──俺おれは嫌いやに冷ややかな空気が背後から流れてくるのを感じた。

　この気配……間ま違ちがいない、ヤツだ。本来なら俺おれと一いつ緒しよにツッコミ役に回ってくれそうな彼かの女じよだが、今はむしろ来てほしくなかった。

　混こん迷めいを極きわめたこのタイミングにおいては、彼かの女じよもまた誤解の餌え食じきとなる人物だからだ。

「へぇ[image: ～][image: ～]、ルシエルのお陰かげ……ねぇ。その帯の素材、誰だれのお陰かげで集まったと思ってるワケ？」

　はい予感的中。振ふり返かえるまでもなく、こめかみに青筋を浮うかべた彼かの女じよの顔がはっきりと浮うかんでくるよ。

「ファニル……やっぱりお前も来たか」

「何？　来ちゃマズかった？　みんなで楽しそうにしてるとこに、あたしだけ来るべきじゃなかったって言うの？」

「そんな事言ってねぇだろ、何でそんなに不ふ機き嫌げんなんだ？　メギンギョルズ作成の一番の功労者はお前だって事、俺おれはちゃんと分かってるから安心しろ」

　俺おれの返しを受け、ファニルは何とか怒いかりを鎮しずめてくれたようだ。しかしそれで満足という感じではなく、彼かの女じよは何やら言い難にくそうに身をよじって俯うつむいた。

「ふーん……あっそ。それ分かってるんならさ……さっさと訂てい正せいしなさいよ」

　訂てい正せい？　何言ってるんだ、もうしてるじゃねぇか。ファニルが立役者、全部ファニルのお陰かげ。一体それ以上の何を認めれば気が済むってんだ？

「だからぁ、それは二人の愛の結けつ晶しようなんかじゃないって事！」

「って、引ひっ掛かかってるのはそこかよ！」

　突つっ込こみどころが予想の斜ななめ上うえ過ぎる！　じゃあ誰だれと誰だれの結けつ晶しようだったら納なつ得とくなんだ。まさか発案者俺と立役者フアニルだなんて言わないよな？　……え、言わないよね？　そんな恐おそろしい事。

　あ～もう手に負えん。結局作っただけで何の役にも立ってないメギンギョルズが、まさかここまで問題を運んでくるとは……余計なこと提案するんじゃなかったぜ。

「ねぇねぇ、ファニルお姉ちゃんも何か持って来たの？」

「へ？　何かって？」

　おっ、純真過ぎて唯ゆい一いつこの場の空気に毒されていないコルルが、話の流れをバッサリぶった切ってくれたぞ。これは文句無しのナデナデ案件だ。

「今ね、人間の行商人が色々鑑かん定ていしてくれてるんだよ。良いい物は高く買い取ってくれるみたい」

「ふん……良過ぎる物は値ねがつかんらしいがな。余の剣けんとかな」

　それいつまで引ひき摺ずってんだよ魔ま王おう。意外と根に持つタイプだな。

「良いい物ねぇ。店にあった幻まぼろしのお酒は、そこの魔ま王おうに飲まれちゃったしなぁ……」

　うん……それに関しては、申し訳ないとしか。あれ差し出さないと俺おれがピンチだったんです。

「ん～……じゃ、これとかどう？　実はさっきまで人間界の秘境に出張っててさ、そこでやけに大きいドラゴン見つけて一狩かりしたんだけど、その戦利品」

　言って、ゴソゴソと道具袋ぶくろを漁あさるファニル。おい……こいつサラッと何気なく言ったけど、突つっ込こんでいいか？

「なぁファニル、お前確か元・白はく竜りゆうだったよな？　つまり元はドラゴンだった訳だ。それが情け容よう赦しやなく同族狩かったりなんかして、心が痛んだりはしないのか？」

「何ソレ？　いやいや、ドラゴンがあたしの同族って、別にそんなんじゃないから」

「あれ、そういうもんか？　でも元を突つき詰つめれば同じものだよな？」

「そりゃまぁ、突つき詰つめればね。なら逆に聞くんだけどさ、〝あんた達たち人間は、突つき詰つめればサルと同じだった〟とする。するとあんたはサルを見て、『おぉ同どう胞ほうよ！』と思うワケ？」

「え？　あ、いや……思わない、けど」

　ファニルにそう指し摘てきされた途と端たん、俺おれの目からポロリと鱗うろこが落ちた。

「なるほどそういう事か。つまり簡単に言うと、『今いま更さら感かん』ってヤツだな？」

　思わず手を打って確かく認にんすると、それまで皮肉るようだったファニルも満足げな顔を見せる。

「そ。コルルもそうだけど、あたしが異種ゼノになったのは昨日今日の話じゃないの。今のあたし達たちはもう、魔ま物ものを同族だなんて思えないのよ。というか、そもそも魔ま物ものは異種ゼノにも襲おそい掛かかってくるしね。やらなきゃやられるだけだし」

　そうだったよな。しかも異種ゼノが持つ価値観は、どちらかというと人間寄りでもある。いくら魔ま物ものとしての側面が残っていようが、今いま更さら魔ま物ものを見て『仲間だ』とはならないか。

「悪い。どうも俺おれは、お前らが〝異種ゼノとして〟生きてきたって事を失念してたみたいだ」

「うんまぁ、分かってもらえればいいのよ、あんまり気にしないで。……あっと、それでこれがその戦利品ね。尻尾しつぽの先に付いてたの」

　道具袋ぶくろから出てきたのは、人の顔くらいはありそうな赤黒い玉だった。それが何なのか分からずに俺おれ達たちは揃そろって首を傾かしげたが、魔ま王おうだけは心当たりがあるようだ。

「む。これは〝竜りゆう鱗りん玉ぎよく〟ではないか。余の城にも保管してあるが、かなりのお宝だぞ」

「竜りゆう鱗りん玉ぎよく？　何ソレ？」

「ドラゴン系の魔ま物ものは、長く生きれば生きるほど脱だつ皮ぴを繰くり返かえす。が、年老いると脱だつ皮ぴもままならず、尾おの先に脱だつ皮ぴした皮が僅わずかに残るのだ。それが積み重なって、やがて大きな玉となる」

　なるほど……つまりこの玉は、古くなった竜りゆう鱗りんの塊かたまり。そう聞いちゃうと何だかバッチイような気もするけど、めちゃくちゃ貴重な物だって事は分かった。

「ファニルと言ったな？　つまり貴様は千せん年ねん竜りゆうクラスの老ろう竜りゆうを軽く倒たおしてきたと？」

「そうだけど、それがなに？　言っとくけど、誰だれ彼かれなしにってワケじゃないわよ？　そのドラゴンが私利私欲で人間を襲おそう悪党だったから、成敗しただけだし」

「それは益ます々ます興味が湧わいた。余はやはり貴様との勝負を所しよ望もうする。折おり好よくも、余はこの世の誰だれよりも悪党だぞ？」

「嫌いやよ。あのお酒あげたんだから、この村で暴れるのは禁止だからね」

「そ、それを言われると……うむぅ……」

　律りち儀ぎに約束を守ってくれるのはありがたいが、言うほど悪党じゃないよな、その素す直なおさ。

　さておき、この竜りゆう鱗りん玉ぎよく。果たしてメギンギョルズを超こえるほどのお宝なのかどうか……。

「そっ、それはまさかっ!?　伝説のスーパーレアアイテム、竜りゆう鱗りん玉ぎよくッ!?」

　おっと、いよいよ商人の方からこっちに話はなし掛かけてきたぞ？　この驚おどろきに裏返った声、どうやらメギンギョルズ超ごえのお宝なのは間ま違ちがいなさそうだ。

「何でぇ、いよいよファニルちゃんのお出ましかよ」

　……ん？　何だ？　ファニルの姿を見た途と端たん、集まってた村人達たちが揃そろって盛り下がったぞ。

「な、何よみんなして。あたしは来ちゃダメだって言うの？」

「いや、駄だ目めとは言わないけどねぇ。ファニルちゃんが来ちゃったら、アタシらじゃ相手にならないからさ」

「そうそう。ファニルちゃんちは食材屋だけど、いつでも高級道具屋に転職できるくらいだし。裏の倉庫の中は財宝ザックザクだって、みんな知ってるんだから」

　真打が来たと言わんばかりに、ファニルの登場を知った村の面々は揃そろって肩かたを竦すくめた。

　よく分からないが、お宝自じ慢まんをするのにおいてファニルという存在は、どうも次元が違ちがうらしい。「俺おれ達たちの出番は終わった」とばかりに、集まっていた住人達たちはそれぞれの日常へと戻もどっていった。

「ちょ、ちょっとみんな！　……全く何だってのよ、これからがいいとこなのに」

「お前……折角の鑑かん定てい大会をぶち壊こわしにしやがって」

「あ、あたしのせいだってゆーの!?　みんなもちょっと狩かりすれば、レアアイテムくらいポンポン手に入るわよ！」

「散歩感覚でドラゴン討とう伐ばつしてくるヤツは、言う事が違ちがうねぇ」

「何よ？　あんただって、そんなあたしに色々教えてくれる立場なんだし充じゆう分ぶんタダ者じゃないんだからね」

「む？　色々教える……だと？」

　あ、これ駄だ目めなヤツだ。この魔ま王おう、今絶対エロい方面で妄もう想そうしてるよね？

「一体何をどのように教わっているのか、実に興味があるな」

「そりゃあ夜中に手取り足取り、作り方をよ」

「ほ、ほう。何の作り方かな？　まさか……」

「馬ば鹿かっ、ちゃんと〝料理の〟作り方だと言え！　完全に誤解されてるだろ！」

　話はなし掛かけてきた商人そっちのけで盛り上がる俺おれ達たち。その様子を見た商人は恭うやうやしく頭を下げると、穏おだやかな口調で告げた。

「ワタクシ達たちは、明朝まではこの村で厄やつ介かいになるつもりです。その間、向こうの大通りで露ろ店てんを開いておりますので、もし何かお入り用でしたら何なりと……では」

　図はからずも無視してしまう形になったが、どうやら気を悪くさせてはいないみたいだ。商人は護衛の男達たちを引き連れて、広場から去っていった。

「じゃ、俺おれ達たちもボチボチ解散するか」

　今日の一大イベントが終わった以上、いつまでもここに残っていてもしょうがない。東門に戻もどっていくコルルと、図書館に戻もどるリュフェ、そして読書でもするのかその後を追う魔ま王おうにそれぞれ別れを告げると、俺おれはそっとファニルの横に並んだ。

「え？　ど、どうしたの？　これから下した拵ごしらえがあるんだから、あんたは一いつ旦たん帰って休んだら？」

　並んで歩く俺おれに驚おどろいたのか、少し上うわ擦ずった声を上げるファニル。そんな彼かの女じよに、俺おれは真まっ直すぐ前を向いたまま答えた。

「そうしたいところなんだが、今日は早めに出勤させてくれないか。下した拵ごしらえは二人でパパッと済ませて、ちょっと手の込こんだ料理を教えてやるよ」

「え？　え？　何で？　どうしたの急に。そりゃ、そうしてもらえるならありがたいけど……」

　突とつ然ぜんやる気を見せた俺おれに、ファニルは困こん惑わくを隠かくせないようだった。何となく素す直なおになれなかった俺おれは、少しおどけた調子で言う。

「なぁにがありがたいだよ、自分のキャラを忘れてるぜ？　そこは角つのにビリビリ電でん撃げき纏まとって、『余計なお世話よ！』、だろ？」

「むっ……余計なお世話……あっ」

　俺おれに指し摘てきされた直後につい同じ言葉を口にしてしまい、慌あわてて口元を押おさえるファニル。思わず笑ってしまうと、ファニルは途と端たんに顔を真っ赤にした。

「あ、あんたが勝手に先読みするからでしょっ！　それ以上笑ったら望み通り、愛いとしの電でん撃げきをお見み舞まいしてやるわよ!?」

「ま、待て、悪かった！　予想と返しが違ちがったから、ついな……ホントは普ふ通つうに励はげますつもりだったんだ。お前ちょっと元気なかったからさ」

「元気がない？　べ、別にそんな……気のせいじゃない？」

「そうか？　ならいいんだけどな。自分が来たせいで折角のイベントを台無しにしちまったのかも、って……そう思ったら、俺おれなら相当落おち込こんじまうとこだったから」

「へぇ、それはお生あい憎にくサマ。あたしはあんたほど弱くないのよ」

　ファニルは拗すねた子供のように唇くちびるを尖とがらせると、冷めた調子で反論。でもそれからしばらく黙だまったあと……ポツリと。まるで独り言のように呟つぶやいた。

「ちなみに、さ。もしあたしが本当に落おち込こんでたら……どう励はげますつもりだったの？」

　期待なんかしていないと、そんな主張を言外から感じる。でもそれが噓うそだって事は、それ以上に強く伝わってきた。

　でもそうと分かっていたからって、そんなの簡単に応えられるもんじゃない。だから俺おれは、変に気取らずありのままの励はげましをした。

「元気出せ。気にするな。……悪いけど、俺おれの頭じゃこれ以上気の利きいた言葉が出てこない」

「あ～あ、だと思った。はいはいありがとありがと」

「こら、早とちりするな。これだけで済ませないつもりだったから、今日は早めに出勤するって言ったんだろうが」

「え？　それってどういう……」

「……ご馳ち走そうしてやるって言ってんだよ、お前に。一口食べたら嫌いやな事全部吹ふっ飛とぶような、とびっきりの料理を……腕うでによりをかけてな」

　そう伝えた瞬しゆん間かん、ファニルの顔から一気に暗さが消し飛ぶ。おいおい、まだ振ふる舞まった訳でもないのに気が早いヤツだな。

「もちろん、お前もちゃんと手伝うんだぞ？」

「えぇ～っ！　何でよ？　あたしを励はげますための料理でしょ？　なのに何であたしも一いつ緒しよになって作らなきゃいけないのよ」

「いやお前、気付かなかったのか？　さっきの鑑かん定てい大会に来てたおばちゃんがさ……お前の店を『食材屋』だって言ってただろ？　でも、お前の店はもう食材屋じゃねぇ。『食堂』なんだ」

「！」

　本人さえも気にせずスルーした事実。でもそれは、俺おれにとっちゃ見過ごせない事実だ。

「今までよりもっと美味うまい料理を出せるようになって、客を驚おどろかせてやろうぜ？　それで知らしめてやるんだ。『ハクリュー食堂』の名前を、村中にな」

「……うんっ！　了りよう解かいっ！　よぉ～し、見てなさいよぉ～!!」

　気合いの入ったファニルの声が、日暮れが近い空に響ひびく。

　よしよし、すっかり元気を取とり戻もどしたみたいだな。本人に自覚はないようだったけど結構なレベルで暗い顔になってたからな……これでめでたしめでたし、だな。

　だけど……その時の俺おれは、知る由よしもなかった。

　あれだけの盛り上がりを見せたあの鑑かん定てい大会が……人間の持つ〝悪意〟を助長する、悲しいきっかけになってしまっていた事を──。







　──そして翌日。その日は、朝早くから事件が起こった。

「大変よっ！　ちょっと聞いて！」

　コルル家のベッドで寝ねていた俺おれを、慌あわてた声が叩たたき起おこす。この声……ファニルの声じゃないか。何でファニルが、こんな朝っぱらからコルルの家に？

「うぅ……俺おれを起こさないでくれ……死ぬほど疲つかれてる」

　あぁ、本当にな。気合いだけは一丁前なファニルに凝こった料理を教おしえ込こむのに、明け方まで掛かかっちまった。どんだけ不器用なんだよ、ファニルのヤツ。

「死ぬほど疲つかれてるのはあたしも同じよ！　でも、これを聞いたらきっと目が覚めるわ」

　ほう？　死者さえ呼び起こす魔ま法ほうの言葉があるのなら、是ぜ非ひともお聞かせ願いたいもんだ。

「あんた、レグナに喰くわれ掛かけてるわよ」

「やめてぇぇぇぇっっ!?」

　うわっ、マジだ！　俺おれの右手をしゃぶってやがる！　あぁもぉ、ヨダレでふやけちまってるじゃねぇか！

「何だよコレ！　お前何でこんなとこにいるんだ！　コルルに置いて行かれたのか？」

《不正解ですね。更さらに申し上げると、ここは貴方あなたの部屋ではなくコルルの部屋です》

「えっ!?　あ、確かに……」

　言われて部屋を見回してみれば、俺おれの部屋とは見るからに様子が違ちがう。

　俺おれの部屋は元々空き部屋って事で、見事なまでに殺風景だ。しかしこの部屋は何と言うか、色とりどりの調度品で溢あふれていた。ここはレグナの言う通り、コルルの部屋で間ま違ちがいない。

　マズイなぁ、わざとじゃないとはいえ勝手に入っちゃったよ。本人に見られなくて良かった良かった。

《実はコルル、昨日いきなり門番交代をお願いした件で弟のオルドスと喧けん嘩かになりまして、それから不ふ貞て腐くされてずっと眠ねむり続けているのですよ》

　え!?　待て、じゃあ今、コルル本人がいるって事か？　不ふ貞て寝ねしてるって言ったけど、俺おれもさっきまで自分の部屋だと思ってベッドで寝ねてたし……はっ！　もしや、図はからずも添そい寝ねを!?

「なにニヤけてんのよルシエル。あんた、そうやって度たび々たびコルルちゃんのベッドに突とつ撃げきしてるワケじゃないでしょうね？」

　その時、まるで生ゴミを見るような冷たい瞳ひとみでファニルが俺おれを見下ろしてきた。

　うん……本人もマズイけど、これをファニルに見られたのはもっとマズイ気がする。

「ハハ、そ、そんな訳ないだろ？　俺おれは誓ちかってやってない。正しよう真しん正しよう銘めいこれが初めてだ」

「あんたよくもコルルちゃんのハジメテをっ!!」

「違ちがっ、そういう意味で言ったんじゃない！　た、頼たのむコルル！　こうなったらお前が俺おれの疑ぎ惑わくを晴らしてくれっ！」

　俺おれは救世主を目覚めさせるべく隣となりの膨ふくらみを叩たたくと、掛かけ布ぶ団とんの中でコルルがモゾモゾ動く。

　……ん？　あれ、ちょっと待て。何だこれ……何か左手に妙みようにあったかい。それに何て言うか、湿しめった感かん触しよくもあるような……。

　こ、これは一体どういう状じよう況きようなんだ？　俺おれはドキドキしながら布ふ団とんを捲めくる。

「なぁにこれぇ……おいしーれす……もぐもぐ」

「って俺おれの左手を齧かじるなぁっ!!」

　思わずグーでコルルの頭を叩たたく。全く、甘あま嚙がみで助かったわ。

「い、痛い……あれぇ？　お肉は？　どうしてルシエル様が私と一いつ緒しよに寝ねてるんですか？」

　し、しまった、こっちの言い訳も考えてなかった！　えぇと、正直に言うなら、昨日帰りが夜遅おそかったんで、ウトウトして部屋を間ま違ちがえた……あ、これ正直に言えばそれで良さそう。

「悪い。ウトウトしてて、つい部屋を間ま違ちがえたみたいだ」

「ウトウトして部屋を間ま違ちがえたって……いい言い訳ですね、今度試ためしてみます！」

　な、何をですかな？　むぅ、俺おれはひょっとして、この暴食の悪あく魔まに余計な知ち恵えを授さずけてしまったのかもしれない……。

「ところで、ファニルがどうしてコルルの家に？　いや、お前が来てくれたお陰かげで命拾いしたけど……って、お前までヨダレ垂らしてんじゃねぇよ！」

「ハッ!?　ご、ごめん、何かコルルちゃんに釣つられて美味おいしそうに見えちゃって……。それよりも大変なのよ！　ウチの倉庫が誰だれかに荒あらされちゃったの！　もう、信じらんないっ！」

　口元を拭ぬぐったファニルが思い出したように叫さけび、地じ団だん駄だを踏ふむ。悔くやしいのは分かるがやめて差し上げろ、お前の脚きやく力りよくでそれやると今にも床ゆかが抜ぬけそうだ。

「倉庫が荒あらされたって……どういう事だ？」

「言葉通りの意味よ。あたし、狩かりの過程で手に入れた色んな物を店の裏の倉庫にまとめてるの。ほとんどが食材だけどね。でもその中の金目の物だけが、ゴッソリ消えちゃったのよ！」

　あぁ……昨日、そんな感じの事を鑑かん定てい大会にいたおばちゃんが言ってたっけ。ファニル家の倉庫は財宝ザックザクだって。

「それ、村人はみんな知ってるんだよな？」

「当然でしょ？　もし盗ぬすんだりしたらどうなるかも、みんな知ってるわ」

　えぇ、とてもよく存じ上げております。例のスーパーヤシの実ですね？

「それで、ファニルは一体どうしたいんだ？　犯人を知りたいのか？」

「知りたいんじゃないわ。知った上で、ぶっ飛ばしたいのよ！」

「お前が本気でぶっ飛ばしたら、大たい抵ていのヤツは一いち撃げきで木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛とぶぞ……」

　盗人ぬすつとをのさばらせておくのは良くないが、ここは見み逃のがしてやった方がある意味正解かも。

　まぁそれはそれとして……倉庫を荒あらした犯人なら、今の段階で既すでに見当がつく。

　村中に知しれ渡わたっているという、ファニルの倉庫の財宝。それでいて、昨日までに盗とう難なん事件は起きていないという実績。更さらに言うと、相手はこのファニルだぞ？　彼かの女じよの人ひと柄がら（腕わん力りよく）を良く知る村の連中が、彼かの女じよの財宝に手を出すなんて命知らずな真似まねを今いま更さらするはずがない。

　となれば……倉庫の財宝の事をたまたま昨日知り、かつファニルに詳くわしくない余所よそ者ものの仕し業わざで決まりだろう。

　で、まさに昨日、村にやって来た余所よそ者ものが丁度いたよな？　行商団の連中……十中八九、そいつらが犯人だ。

「なぁファニル。もし犯人への沙さ汰たを俺おれに譲ゆずってくれるのなら、犯人を教えてやらない事もないぞ？」

「何よそれ、盗ぬすみに入られたのはあたしよ？　だったら犯人を裁くのもあたしでしょ」

　そうだな……それはご尤もつともだ。けどこれは何て言うか……人間のケジメ、って言うのかな。

「まぁいいや。ここで言い争ってたら犯人が逃にげちまう。行こうぜ、目星は付いてるんだ」

　俺おれはファニルの説得を一いつ旦たん諦あきらめ、犯人──行商団のもとへと向かう。

　目指すは村の大通り。ヤツらが構える、一夜限りの露ろ店てん前だ。







　そして辿たどり着ついた、大通り。

「おい！　出発が遅おくれているぞ！　早く荷物を積つみ込こまないか！」

　そこには案あんの定じようというか何と言うか、大急ぎで出しゆつ立たつの準備をしている行商団がいた。俺おれ達たちは団員に気付かれないよう、物もの陰かげに身を潜ひそめながらこっそりと近付いていく。

「ねぇルシエル、どうして大通りなの？　もしかして……あいつらが犯人？」

　ここまでくると流石さすがに状じよう況きようを察したのか、ファニルが俄にわかに殺気立つ。うおぉ、ヤバイヤバイ、こりゃほっといたら世にも恐おそろしい殺さつ戮りくショーが開幕しちまいそうだ。

「頼たのむファニル。ここは俺おれに任せてくれないか」

「黙だまってルシエル。あたしの手でギャフンと言わせてやるんだから」

「だからお前がそれやるとギャフンじゃ済まないの！　頼たのむ、コルルも言ってやってくれ！」

「ひえっ!?　私ですかっ!?」

　話を振ふられるとは思っていなかったのか、コルルは大おお欠伸あくびを中断して飛び上がる。こいつ、他人ひと事ごとだと思って……。

「あ、あのぉファニルお姉ちゃん？　あんまり怒おこると小ジワが増えるよ？」

「二に歳さいしか違ちがわないクセにこのぉ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「ああぁぁぁぁっ!?　耳がっ、耳がもげるぅっ!?」

　自ら体を張って場を和なごませようとするコルルの自己犠ぎ牲せい精神、実に見事である。

「全くもう……分かったわよ。コルルちゃんに免めんじてここはあんたに任せる。そ・の・代・わ・り！　あたしが納なつ得とくいかない事しでかしたら、あんたもまとめてぶっ飛ばすからね？」

「それは絶対に嫌いやだけど、了りよう解かいだ」

　よし、了りよう承しようは得られた。あとはそう……俺おれも、そろそろ覚かく悟ごを決めるとするか。

「なぁ商人のおっさん。そんなに急いでどうしたんだい？」

　俺おれは物もの陰かげから出て行き、行商団の団長──昨日アイテム鑑かん定ていをしていた男に声を掛かけた。すると男は一いつ瞬しゆんビクリと肩かたを震ふるわせたが、しかしその声の主が俺おれだった事に安あん堵どしたようだ。

「！　な、何だ、貴方あなたですか……昨日はどうも。いや何、少々出しゆつ立たつに手間取っておりましてな。次の日暮れまでには人里へ辿たどり着つきたいと思い、急がせております。なにぶん……ここは普ふ通つうの村とは、少しばかり違ちがうようですから」

　最後の件くだりだけ声を潜ひそめ、周りに聞こえないよう警けい戒かいして話す団長。なるほど、声を掛かけた時に一いつ瞬しゆんビクついたのは、この村の異種ゼノが話はなし掛かけてきたと思ったからか。

　……なぁんて、騙だまされるとでも思ったか？　お前らが出しゆつ立たつを急いでるのは、盗ぬす人つと行こう為いが露ろ見けんする前に村を立ち去りたいからなんだろ？

　こちとらネタは上がってんだ、今に化けの皮を剝はいでやるぜ。

「ところで、もしやと思っていたのですが……貴方あなたは人間では？」

「ん？　あぁ、俺おれは人間だよ。この村に迷まよい込こんで、そろそろ一か月になる」

「そんなに……！　それは大変だったでしょう。寧むしろ今までよく生き残っていられましたなぁ」

「え、いや、まぁそれほどでも……。じゃない、ちょっと待ってくれ。その言い方だと、おっさんはまるで異種ゼノが危険なものだと思ってるように聞こえるぜ。ヤツらに何かされたのか？」

　何となく言い方が気になってそう尋たずねると、団長は静かに首を横に振ふる。

「いえ、まだ何も。しかしだからと言って、一いつ朝ちよう一いつ夕せきで彼かれらを信用する訳には……。ご存知ありませんか？　〝この世のどこかに、人間の皮を被かぶった魔ま物ものが棲すむ村がある〟。我々行商人の間に伝わる御お伽とぎ話ばなしです。分かりますとも、この村がそうなのでしょう？」

　考えるだけでも恐おそろしい、と身み震ぶるいする団長。

　うん、この悪評はアレだね。ファニルの百パーセントオフとか、その他た諸もろ々もろの代だい償しようだね。

　そうか……行商人の間じゃそんな風に広まってたんだな……。

「この村の連中は自じ分ぶん達たちを〝いい魔ま物もの〟だと称しようしているようですが……まず常識外れだ。物の正しい価値を知らず、あまつさえ取引の仕方すら知らない。見た目ばかり人間的でも、中身は魔ま物もののソレと大差ないようで。これではいつ本来の魔ま性しようを取とり戻もどしても不思議じゃない」

　……？　何だろう、この胸のモヤモヤは。この男の言っている事は、俺おれが心の中で常々愚ぐ痴ちっている事に近い。なのに……改めて他人の口から聞かされると、妙みように胸がざわつく。

「あんまり悪く言わないでくれるか？　確かに文化の違ちがいを感じる時もあるが、この村の住人達たちは人間に好意的だ。知らない事も、教えてやればちゃんと理解して学んでくれる」

「えぇ、それについては否定しません。ですが……ワタクシはやはり、悪いイメージが拭ぬぐえませんな。所しよ詮せん魔ま物ものは〝元〟が付いたところで魔ま物ものだ。信用が第一であるこの稼か業ぎよう、信用できない連中を相手に商売など、とても続けられません」

「お、おいちょっと……」

　この会話、ファニルとコルルにもしっかり聞こえてるはずだよな？　これはファニルがいつ怒いかりを爆ばく発はつさせるか……俺おれは二人が隠かくれている方をチラリと盗ぬすみ見みる。

　あ、もう爆ばく発はつしてますね。必死に取とり押おさえてるコルルが感電してる。

「この村での商売が苦痛だったってんなら、まぁ仕方がない。さっさと出てった方が、色んな意味で身のためだろうぜ」

「もとよりそうさせて頂きますとも。それでは、ワタクシはこれで」

「ただし。……一言謝あやまってから出てった方が、いいかもな」

　会話を締しめ括くくろうとした商人に、俺おれは強い口調でもって会話の継けい続ぞくを促うながす。

「妙みような噂うわさも出回ってる事だし、お前らが異種ゼノへの偏へん見けんを捨てられないならそれでもいい。けどな……盗ぬす人つと行こう為いだけは頂けねぇ。今のお前らは商人じゃねぇ……ただの盗とう賊ぞくだ！」

「？　それは……何の事ですかな？」

「惚とぼけるなよ。お前まえ達たちがファニルの家の倉庫から物を盗ぬすんだのは分かってんだ」

「なっ、何ですと!?」

　俺おれの指し摘てきを受け、随ずい分ぶんと大おお袈げ裟さに驚おどろいてみせる団長。こいつは中々の演技派だぜ、商人にしとくのは勿もつ体たいないくらいだ。

「馬ば鹿かなっ！　何を根こん拠きよにそんな……！　何度も言うようですが、この稼か業ぎように大事なのは信用です！　我わが団に限って、盗ぬすみを働く者などいるはずがない！」

「捲まくし立たてるねぇ。とはいえそれで信じて下さいってのは、流石さすがに無理あるだろ」

「な、ならば証しよう拠こは？　証しよう拠こはありますかな？　我々が盗ぬすみを働いたという、確たる証しよう拠こが」

　追おい詰つめられた者の強みか、強気で食くって掛かかる団長。だが俺おれは怯ひるまない。証しよう拠こなら、こいつらの馬車の中にたんまりとあるからだ。

「ファニルの倉庫にあった財宝は、お前らが目の色を変えるほどのお宝なんだよな？　そんなレアアイテムを余す事なく常備してるキャラバンがもしあったとしたら……おかしいよな？」

「！　それは……それは確かにそうですが……ウチの馬車の中にそれがあると？」

「あぁ。なぁ、馬車を改めさせてくれないか？　それで全てがはっきりするんだ」

「ふむ……分かりました。それで疑いが晴れるのであれば、いいでしょう」

「ま、待ってくれ団長！」

　とその時、驚おどろくほど素す直なおに従おうとした団長の腕うでを、横から摑つかむ男が一人。いや……二人、三人……総勢十人の男達たちが、俺おれと団長の間に割って入ってきた。

　全員がかなり屈くつ強きような体格。考えるまでもなく、キャラバンを護まもる用心棒の男達たちだろう。

「な、何だ？　どういうつもりだ、お前まえ達たち」

「いやね、団長。アンタは少しばかり、人が好よ過すぎるんじゃないですかねぇ？　こんなガキの言い成りになる事ぁねぇでしょう。いつまでも下手に出てるから付け上がらせるんです」

「そういう問題じゃないだろう。別に馬車くらい改めさせたって」

「素人しろうとに弄いじくり回まわさせちゃあいけねぇ。大事な商売道具にもしもの事があったら……ね？」

　こいつら……商人でもないくせに、商人を丸まるめ込こもうってのか？　そんなの団長どころか、俺おれだって騙だまされるもんか。

　分かったぜ。団長さんはシロだ。盗ぬすみを働いた訳でもなけりゃ仲間に命じた訳でもない。そもそも盗ぬすみがあった事実さえ知らされていない。

　盗ぬすみを働いたのは間ま違ちがいなく、因いん縁ねんをつけてきているこの十人……！

「おいおっさん達たち、雇やとわれなら雇やとわれらしく、クライアントの命令に従ったらどうだ？　ここまできて罪を認めないなんて、見苦しいにもほどがあるぜ？」

「このガキ……！　黙だまって聞いてりゃ調子に乗りやがって!!　これ以上ケチつけようってんならこっちも容よう赦しやできねぇぞ!!」

　ついに本ほん性しようを現し、口くち汚ぎたなく喚わめき散らす男達たち。その声を合図に、男達たちは一いつ斉せいに俺おれを取り囲んできた。

　その隙すきを突ついて、団長は馬車の垂れ幕を素す早ばやく捲まくり上あげる。そこには一行商団が持つには似つかわしくない、数々の財宝が詰つめ込こまれていた。

　そしてその中には、昨日ファニルが見せた竜りゆう鱗りん玉ぎよくも……。

「こ、これは！　お前まえ達たち、何を勝手な真似まねをしとるんだ！　盗ぬすみは商売とは違ちがうぞ！」

「ヤだなぁ団長、これは違ちがいますよ。前にたまたま同じ品を仕入れた事、もうお忘れですかい？　おい野や郎ろうども！　こんガキ、のしちまえっ!!」

　ちょ!?　こいつら自分らの罪を強ごう引いんに揉もみ消けしたいがために、いきなり肉体言語かよ！

　これはちょっと想定の範はん囲い外だ。でもってこれを切きり抜ぬけるだけの力は俺おれにはない。

　ここはやっぱりファニルに応おう援えんを……と、他力本願を持ち出そうとしたその瞬しゆん間かん──男達たちは漆しつ黒こくの闇やみに胸を撃うたれ、ものの見事に吹ふっ飛とんだ。

「やれやれ。朝っぱらから何事かと思って来てみれば──」

　直後、邪じや気きを撒まき散ちらしながら舞まい降おりてくる黒い影かげ。そいつは華か麗れいに着地を決めたかと思うと、ゆっくりと立ち上がって闇やみ色いろのローブをなびかせた。

「──何やら面白おもしろい余興をやっているな。余も交ぜて貰もらえるか？　ルシエル」

　まるでヒーローのようにその場に現れたのは、なんと魔ま王おう。

　どこからか戦いの気配を嗅かぎ付つけた魔ま王おうが、意い気き揚よう々ようと空から降ってきたのだ。

「な……なんだコイツ……強過ぎる……」

「ふ、そう言う貴様らは弱いな。さて、どうしたものか。ここまでの雑魚ざことなると戯たわむれ方も限られてくるが……」

「お、おい待った！　分かってるとは思うが、この村で殺しは無しだぞ？」

「何だルシエル、言っても聞かぬ悪党なのであろう？　ならば良いではないか」

「良くないっつの！　そういう魔ま王おう的判断はここじゃ控ひかえてくれ！」

「おっと、余の判断だけと思われては困るな。見てみるが良よい、そこな白はく竜りゆう娘むすめの形ぎよう相そうを」

　言われ、俺おれは魔ま王おうの指が示す方に視線を向ける。そこには──。

「うわっ……ファニルの形ぎよう相そう、怖こわすぎ……？」

　思わず口元を両手で覆おおい、絶望感いっぱいに呟つぶやく俺おれ。

　オイオイなんて殺気だよ、あそこに第二の魔ま王おうがいるよ。いい加減電でん撃げきを浴びすぎたコルルから、何か黒い煙けむりが出てきちゃってるし。

　こりゃもう、抑おさえが利きかなくなるのは時間の問題か。いや、とっくに過ぎてるな。

「……頼たのむ。もう少しだけ黙だまって見ててくれ。聞く耳持たせるのは、これからなんだからさ」

　俺おれは殺ヤる気いっぱいの魔ま王おうと魔王候補フアニルに目配せすると、服の内ポケットを右手で漁あさる。

（はぁ……まさかコレに頼たよる時が来るなんてな……）

　こうなる可能性を考えていない訳じゃなかった。きちんと覚かく悟ごを決めてこの場に立ったつもりだ。なのにこうしていざとなると、気が重い。

　でもだからと言って、もう迷っている時間はない。ファニルが怒いかりに任せて人間を傷付けるのを見る羽目になるくらいなら、俺おれは──。




「──……使うぜ。この俺おれの、とっておきの切り札を」




　内ポケットをまさぐっていた手を強く握にぎり、ゆっくりと引ひき抜ぬく。

　その手の内には、一つの指輪があった。

『身分を隠かくせ』と、そうコルルから忠告を受けて以来、指から外して隠かくし持もっていた物。

　魔ま王おう城じように送おくり込こまれた俺おれが、唯ゆい一いつ身に着けていた自分の装身具──。

「なぁ団長。ちょいと遅おそくなったが、鑑かん定てい大会の続きだ。こいつを今すぐ鑑かん定ていしてみてくれないか」

　取り出した指輪を、俺おれは放って団長に渡わたす。

「っ、とっ！　……い、一体何ですかな？　いきなり……」

　突とつ然ぜんの事に面食らいながらも、何とか指輪をキャッチする団長。彼かれは露ろ骨こつに腑ふに落ちない顔をしていたが、言われた通り指輪に視線を落とした。

「!!　なっ!?　こっ……えっ!?　ばっ、馬ば鹿かなっ、これは……この紋もん章しようは……ッ!!」

　指輪を見定める団長の目が大きく揺ゆらぐ。その顔はみるみる内に真っ青に染まり、俺おれと指輪とを交こう互ごに見返し、そして……長い溜ため息いきの後、唸うなるように呟つぶやいた。

「……間ま違ちがいない。これは聖王家の……ステファノス王家の紋もん章しよう!!」

「はぁっ!?」

　団長の鑑かん定てい結果を受け、俺おれに襲おそい掛かかってきた男達たちは一いち様ように驚おどろきの声を上げる。

「お、おいマジかよ、そんな指輪を持ってるってこたぁ……このガキ、いやこのお方は……まさかっ!!」

「……そうだ。俺おれの名はルシエル。ルシエル・Ｆ・ステファノス。つまり……」

　商人達たちが恐おそれ戦おののき、続く言葉を待って息を吞のむ。怒いかりに燃えていたファニルの瞳ひとみも、驚きよう愕がくの色を宿して俺おれを見る。全てを知っているコルルは、俺おれの覚かく悟ごを受けて強く頷うなずいた。

　いいんだ。どうか驚おどろかずに聞いてほしい。

　俺おれという人間が──どういう存在なのかを。

「俺おれこそが……聖王家ステファノスの、第一王子だ」

　その瞬しゆん間かん、団長はまるで崩くずれ落おちるようにして俺おれの前に跪ひざまずく。それは盗ぬすみを働いた十人の男達たちも、例外ではなかった。

「ご、ご無礼をお許し下さい王子！　まさか王子とは露つゆ知らず、どうか、どうか平ひらに……！」

　この世の終わりだと言わんばかりの形ぎよう相そうで、必死に許しを請こうキャラバン一同。俺おれはしばらく振ぶりの王族モードに口調を切きり替かえると、威い厳げんをもって沙さ汰たを下す。

「良よい、面おもてを上げよ。我は所しよ詮せん『無才の王子』だ。王族の恥はじゆえ民に顔を晒さらす機会も少なく、知らぬ者が居るのも無理はない」

　俺おれの口調が変わったのを見て、隣となりに立つ魔ま王おうが「ほう」と鋭するどく目を細める。あまり突つっ込こんでくれるなよ？　こちとら慣れない事を全力でやってんだ。

「我への不敬は許す。が、お前まえ達たちの不ふ埒らちな振ふる舞まいは目に余るものがある。……問おう団長、どのように責任を取るつもりか」

　俺おれに問われ、団長はギリと奥おく歯ばを嚙かみしめ、苦しそうに目を閉じる。滴したたり落おちる大量の冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、団長は答えた。

「この村の住人を信用できないと言っておきながら……何より信用を落としたのは、我わが団の方でした。もはや申し開きも立ちません。どのような処しよ罰ばつでも……受ける所存です」

「……そうか。では我から一つだけ」

　最終的な判断は、当然ファニル本人に任せるつもりだ。ただその前に、罪を憎にくみ、人を許せる心の余地を持ってもらいたい。だから、俺おれは一つの処しよ罰ばつを下す。

「行商人の間に伝わるという御お伽とぎ話ばなしだが……それは違ちがうと喧けん伝でんして回ってくれないか？」

「はい……、……は？　え、そのような事で……？」

「あぁ、俺おれはそれで充じゆう分ぶんだと思うけど。できるよな？　おっさん達たちなら」

　あ、ヤベ、早くも王族モードが途と切ぎれちまった。まぁいいや、俺おれにしては頑がん張ばった方だ。

　そんな俺おれの提案を受け、商人達たちはひたすらに頭を下げた。それこそ、額で地面を叩たたき割わる勢いで。

「はっ！　勿もつ体たい無ないお言葉、恐きよう悦えつ至し極ごく！　ワタクシども一同、慙ざん愧きして心を改めます！」

「本当か？　二言はないよな？」

「も、もちろんで御ご座ざいます！　我々が商人であろうとなかろうと、窃せつ盗とう行こう為いなどあってはならない事。従者の勝手な行いだったとはいえ、雇やとうワタクシの不行き届きを棚たな上あげする気も毛頭なく……ほら、お前まえ達たちも反省しているだろう？」

　団長は早口に捲まくし立たてると、後ろで跪ひざまずく男達たちを必死に煽あおる。

　男達たちは慌あわてて『[image: †]ＤＯＧＥＺＡ[image: †]』を深くすると、顔面を土まみれにして真相を語った。

「は、はい！　ほんとすいやせんでした……ほんの出来心だったんです。レアアイテムが選より取どり見取りなこの村で、しかも管理がズサンとあっちゃ、バレやしねぇんじゃねぇかって……商売の合間に村人達たちから倉庫の場所聞いて、盗ぬすみに入った次し第だいでさぁ……」

　へ、へぇ。動機についてはビックリするほど思った通りだったな。

　まぁ大方、監かん視しの目がない宝石庫に突とつ然ぜん放ほうり込こまれたような、そんな感覚になっちゃったんだろうな……それくらいズサンだもん。何だか囮おとり捜そう査さに掛かかったみたいで、哀あわれな気さえする。

「……と、いう訳だ。もう出てきていいぜ、お二人さん」

　ここらで決着と判断した俺おれは、隠かくれていたコルルとファニルを呼び寄せる。

　未いまだ僅わずかに帯電しているファニルの姿を見た団長は驚きよう愕がくの表情を浮うかべると、小太り体型には似つかわしくない速度で俺おれの後ろに隠かくれた。

　おう、ナチュラルに王子を盾たてにするたぁいい度胸だ。

「どうだファニル。この展開でお前は納なつ得とくしてくれるか？」

　確か納なつ得とくいかなかったら、俺おれはこの商人達たち諸もろ共ともあの世行きだっけ。さぁ、俺おれの運命や如何いかに。

「まぁ……納なつ得とくしない事もないわね。途と中ちゆうまでは本気で死ぬほどムカついたけど」

　うん、言葉通りの表情、大変恐おそろしゅうございます。

「あ、あのぅルシエル様……死ぬほどビリビリした私の事も、どうかお忘れなく……」

　あぁ、ホントによく頑がん張ばってくれたよコルルは。俺おれも今まさに死ぬほど怖こわい思いしてるとこだから、どうか許してくれな。

　と、そこでファニルは纏まとった電でん撃げきを搔かき消けし、顔の横で片手をヒラヒラ揺ゆらして言う。

「けどまぁ、分からなくもないわ。要はつまみ食いの感覚でしょ？　隙すきを見せすぎちゃったこっちの非もあるワケで……これから改心してくれるってんなら、ギリギリ許してあげる」

「おぉ！　ありが、」

「それと！」

　商人達たちの感謝の言葉を遮さえぎって、ファニルは揺ゆらしていた手の人差し指を立てる。

「これからは、あたし達たち異種ゼノを魔ま物もの扱あつかいしない事。それが条件よ」

　最後にやれやれといった風な笑えみを浮うかべ、ファニルは行商団を許した。いやぁ、俺おれも許されて肩かたの荷にが下りたって事で、めでたしめでたしだよ。




　──でもって、そこから先は本当に早かった。

　まっさら心を入いれ替かえた商人達たちは、盗ぬすんだ品の全てをファニルに返へん還かん。もう一生分は頭を下げたんじゃないかってぐらいに、誠心誠意謝罪した。それどころか、村中を回って異種ゼノへの偏へん見けんがあった事を明かして謝あやまる始末だ。

　だが俺おれの読み通り、それを聞いた住人達たちからは特に非難や罵ば声せいが上がる事もなかった。「また立ち寄った時は気にせず仲良くしてほしい」と、寧むしろ親しみが込こめられた言葉をもらった商人達たちがどんな表情をしたか……それは敢あえて俺おれの口からは語るまい。

　そんな行商団が村を去るのと同時に、騒そう動どうは穏おだやかに終息を迎むかえた。

　武力は持たずとも、悪意を持って村に入ってくる輩やからはいる。そして最初はなかったはずの悪意が、ふと芽生えてしまう事も……。

　今回のような件もある事だし、少なくともこれからの『モンスティエラ』は、もう少しだけ余所よそ者ものに警けい戒かい心を持った方がいいかもな。




「これにて一件落着だな。さぁて、そんじゃあ俺おれは、帰って昼まで仮か眠みんでも……」

「待ちなさいルシエル。話はまだ終わってないわ」

　その時、立ち去ろうとする俺おれの腕うでをファニルが摑つかむ。いかん、逃にげ遅おくれたか。

「あんたってさ……王族だったのね。コルルはそれを知ってたから、ずっと様付けで呼んでたワケか……」

「ご、ごめんなさい、ファニルお姉ちゃん。お姉ちゃんがその事知ったら、ルシエル様を食べちゃうと思って」

「はぁ!?　何ソレ！　食べないわよっ！」

　……へ？　ファニルのヤツ、全力で否定したんだが。何だよ、話が違ちがうじゃないか。

「いや、食べたいとは思ってるわよ？」

「って、やっぱそうなんじゃねぇか！」

「ち、違ちがう違ちがう！　知ったからって食べないって事！　ほら、アレよ。宝石やガラス細工ってさ、何か飴あめみたいで一見美味おいしそうじゃない？　でも実際は食べないでしょ、それと同じよ」

「なるほど、それな！　いやぁ懐なつかしいなぁ、俺おれも小さい頃ころ、母さんの宝石をグミと間ま違ちがって食べた事あったわ」

「そうそうソレソレ！　間ま違ちがわなきゃ食べたりしないから、安心してよ」

　そっかそっかぁ、間ま違ちがわれなきゃ食べられないのか、良かったぁ。展開次し第だいじゃ身分バレするだろうなって思ってて、実際バレて、どうなる事かと思ったけど安心したぜ。

　…………ん？　でもそれ……もし間ま違ちがいが起こったら、どうなるんだ……？

「良かったですねっ、ルシエル様！　これでファニルお姉ちゃんにも秘密にしなくてよくなりましたから、少しは気が楽になるんじゃないでしょうか？」

「いや……本当にそう？　本当に気を緩ゆるめちゃっても平気？」

「何よルシエル。このあたしを信用できないっての？」

「そ、そんな事ねぇけどさ……まぁ、それじゃあ今後もお手柔やわらかに頼たのむよ」

「手の肉まで柔やわらかいってホントだったのっ!?　……あ。ごめんなさい、何でもない……」

　よぉし、締しまって行こーっ！　俺おれもう絶対気を緩ゆるめたりしねぇ！

　全く……この村の生活は、何だってこうスリルだらけなんだ。

　本当に嫌いやになるよ。そんな生活に……すっかり馴な染じんじまった自分がさ。







　それからも色々ありつつ、更さらに数日の時が過ぎた。

　この一か月、本当に色々な事があった。いい事も、悪い事も。今ではその全部が、俺おれの大切な思い出だ。

「もう一日か二日で、お月さんも満月かね……」

　夜空に浮うかぶ黄金の月。ほぼ真ん丸になったそれは目ま映ばゆく輝かがやき、夜の闇やみを照らしていた。

「……ん？　何だ、月の隣となりに……」

　見上げた月に寄より添そうように、突とつ如じよ──もう一つの光が浮うかんで見えた。あれは一体何だ？　一番星？　未知の飛行物体？　それとも……。

「……～シ～エ～ル～お～う～じ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　遠くから、微かすかに声が届いた。どうも俺おれの名前を呼んでるっぽいが……呼んだのはあの光か？

　謎なぞの光はただ真まっ直すぐ、俺おれ目め掛がけて飛んできている。おいおい……質量によってはマズイんじゃないのか、これ!?

「ルシエル王子！　そなた、このような所におったのじゃな！」

「うわぁっ、ぶつかるっ！　……って、何だ、手の平サイズだったのかよ」

　これくらいなら、怖こわがる事は何もない。俺おれはいきなり降ってきた妖よう精せい風の女の子に、尋たずねたい事をまとめて尋たずねた。

「お前は誰だれだ？　魔ま物ものか？　何で俺おれの名前を知ってる？　何で光ってる？　何で小さい？　スリーサイズは？　玉ねぎ食べれる？」

「えぇい黙だまるのじゃ！　今は取り急ぎ、最初の質問にだけ答えてしんぜよう」

　やけに偉えらそうな口調で話す、謎なぞの妖よう精せい。そいつは口調通りにふんぞり返って、この世の誰だれよりも尊大な態度で告げた。

「妾わらわの名は〝アルマサンク〟！　代々の聖王に大いなる〝光の加護〟をもたらしてきた尊き存在──光の精せい霊れいじゃ！」

　なっ……光の精せい霊れい、だと？　おいおい……俺おれが今までどんなに祈いのりを捧ささげても、姿を見せるどころか声すら届けてくれなかった薄はく情じよう者ものが、何で今いま頃ごろになって俺おれの前に？

　ったく……。こりゃまた何て言うか……波乱が起きそうだな。







[image: 六　～無才の王子と偉才の王女～]




「ふわぁぁ……昨日のアレは一体何だったのかねぇ……って、あれ？　おはようコルル。まだ仕事行ってなかったのか？」

　大おお欠伸あくびを嚙かみ締しめつつ、自分に宛あてがわれている部屋を出てリビングへ。するとそこにコルルの姿を見つけて、俺おれは驚おどろいた。今日は結構遅おそめの起き床しようだったから、先に朝食を食べて出で掛かけていると思っていたのだが……。

「おはようございますルシエル様！　朝ご飯の準備、もう出来てますよ！」

「そりゃ助かるが……仕事はどうした？」

「もうルシエル様ったら、私と一いつ緒しよに朝ご飯を食べるのは嫌いやですか？」

「いや、むしろ嬉うれしいまであるけど、それとこれとは別だろ。いつもならとっくに出てるよな？」

「むぅぅ……それはそうですけど……」

　食い下がる俺おれに不満があるのか、コルルは頰ほおを膨ふくらまして尻尾しつぽを揺ゆらす。む、この尻尾しつぽの揺ゆらし方は、喜んでる訳じゃないな？　多分、感情が昂たかぶってる時のヤツだ。

「どうした？　今朝は随ずい分ぶん不ふ機き嫌げんそうじゃないか」

「あ、いえっ、誤解しないで下さいね？　別にルシエル様に対して怒おこってる訳じゃないんです。ただ、弟が意地悪な事言うから……」

　弟？　あぁ、確かオルドスとか言ったよな。まだ一度も顔を合わせた事はないんだが、これまでに何度か話題に上ったから名前だけは覚えた。

「そういやちょっと前の朝にも、喧けん嘩かしたとかで不ふ貞て腐くされてる事があったよな。何だよ、また喧けん嘩かでもしたのか？」

　俺おれがそう尋たずねると、ルシエル様に隠かくし事ごとはできませんね……と、コルルは苦笑いを浮うかべた。

「実はそうなんです……そんなにしょっちゅう喧けん嘩かしてる訳じゃないんですけど、最近は妙みように突つっかかってきて。私が門番をしてるところにひょっこりやって来ては、『ボーッとするな！』とか『考え事なら家でしろ！』とか、もう言いたい放題。失礼しちゃいますよね？」

「大変失礼ながら、それが本当ならコルルが百パー悪いのでは……？」

　だって、仕事中に上の空なんだろ？　集中しなきゃ門番なんて務まらないじゃないか。

「わ、私は悪くなんかっ！　だから言ってやったんです！　もうすぐルシエル様とお別れだから、ちょっと憂ゆう鬱うつなだけだよって！」

「って、原因は俺おれかよ！」

　そうか……コルルのヤツ、俺おれとの別れが悲しくて仕事も手に付かないだなんて……うんうん、案外可愛かわいいところもあるじゃないか。

《いけませんよ、コルル。『別れる前にせめて一口』だなんて、そんな願いをルシエル様が聞き入れて下さるはずがありません》

「あぁ、お前は俺おれの事よく分かってきたみたいだな、レグナ」

　誰だれか一人くらい、俺おれとの別れを純じゆん粋すいに悲しんでくれるヒトはいませんかぁ!?

「ったく……でもまぁいいよ。お前らは何だかんだ言っても、結局のところ俺おれを食べたりしないって事は前に分かったから」

　つい先日の盗とう難なん騒そう動どうで、俺おれが実は王子であるという事実はとうとうファニルにまでバレてしまった。だがその結果、俺おれが彼かの女じよに食べられるという嫌いやな事件は今のところ発生していない。

　昨日の仕事上がり、「ねぇ知ってる？　肉類の旨うま味み成分イノシン酸は、生き物の死後に熟成されて旨うま味みが増すんだって」と包丁を突つき付つけられながら言われた時は流石さすがに死を覚かく悟ごしたけど、俺おれ、生きてる。

　てか誰だれだよ、そんな迷めい惑わく千せん万ばんな豆知識をファニルに吹ふき込こんだ腐くされ外げ道どうは。多分リュフェか魔ま王おうのどっちかだろうけど、もしリュフェだったら俺おれは泣くぞ？

「あははっ。いくら人間の王族を食べてみたいからって、今いま更さらルシエル様を食べようだなんて思うヒトはこの村にはいませんよぉ。初期の頃ころはともかく、ルシエル様はもう立派に村の一員ですからね」

「ほう、初期の頃ころはともかくとな？」

　あっぶねぇ……俺おれ、運が悪けりゃ初期の段階で喰くわれてたのかよ。勘かん弁べんしてよこの村。

　と、俺おれが人知れず嘆なげいた、その時だった。

「ふむ、それはつまり──馴な染じみの浅い王族が村に来たら、喰くわれるかもと言う事かの？」

　前まえ触ぶれもなく、唐とう突とつに聞こえてきた謎なぞの声。

　と同時に、向かい合って話していた俺おれとコルルの間に、淡あわい光の球がフワリと浮うかぶ。

　老人口調でいて、声質だけは子供のような不思議な声……これって、昨日の夜の……？

「おい、お前なのか？　アルマサンク」

「左さ様ようじゃ。それと、別にサンクで構わんぞい。ルシエル王子」

　俺おれの問とい掛かけに答えるとともに、一いつ瞬しゆんの強きよう烈れつな閃せん光こうが部屋一面を照らす。その直後、光の球は昨日見た妖よう精せいの姿へと変へん貌ぼうを遂とげていた。

　身長よりも長く伸のびた七色に輝かがやく髪かみと、同色の瞳ひとみ。強気そうに口角を吊つり上あげた薄うすい唇くちびる。細く長い耳に、トンボのソレを思わせる二に対ついの羽……。あぁ、まさに昨日見た通りの妖よう精せいだ。

「お前、一体どういうつもりだよ？　昨日突とつ然ぜん現れて名乗ったかと思ったら、すぐに消えちまってさ。夢でも見てたって線で納なつ得とくしちまうとこだったぜ？」

「ほぅ、そなたは斯か様ように小さなオナゴを夢に見ると？　……やれやれ、相当末期じゃのぅ」

「黙だまれチビ妖よう精せい、握にぎり潰つぶすぞ？」

「ル、ルシエル様、この子は一体……？」

　俺おれとサンクが下らない漫まん才ざいをかましていると、戸と惑まどったような声でコルルが言った。当然の疑問だな。俺おれはサンクを手の平に着地させると、とりあえず彼かの女じよを紹しよう介かいする。

「昨日の夜、突とつ然ぜん俺おれのところにやって来た自じ称しよう〝光の精せい霊れい〟アルマサンク。すぐに消えちまったからスルーしてたんだが、また出てきたみたいだ」

「昨夜は休まず飛びっぱなしで疲つかれた故ゆえ、挨あい拶さつだけして眠ねむりについておったのじゃ。これでもステファノス家とは長く深い縁えんがある。よしなに頼たのむぞい、ケモ耳の娘むすめっ子よ」

「せ、精せい霊れいなんですか!?　本当に!?　凄すごいっ！　私、精せい霊れいって初めて見ました！」

　へぇ。俺おれも昨日までそうだったけど、コルルも見るのはこれが初めてだったのか。目め一いつ杯ぱいに珍めずらしがるコルルの反応に気を良くしたのか、サンクはちょっと得意げだ。

「そうじゃろうそうじゃろう。我ら精せい霊れいは、今となっては希少な存在じゃからのぅ」

「あのっ、私もし精せい霊れいに会えたら、聞いてみたい事が沢たく山さんあったんです！　いいですか？」

「うむ……まぁ答えてやるのも吝やぶさかではないが、妾わらわはちとハラペコでな。本格的な質疑応答は朝あさ餉げの後にするとして、一つで良よいなら今聞こう」

「分かりました、じゃあ一つだけ。ゴホンッ！　あの…………精せい霊れいって美味おいしいですか!?」

「今一番聞きたい事がそれじゃと!?」

　精せい霊れいよ、これが『モンスティエラ』だ。覚えておけ。

「こりゃさっさと朝飯にしなきゃ本気で喰くわれそうだな……まずは朝飯にしようぜ」

　言って、俺おれはテーブルに置いてあった銀のドームカバーをオープン。皿に並んだ色とりどりの具材を挟はさんだサンドイッチに目を奪うばわれる。

「おほぉ！　これは美味うまそうではないか！　精せい霊れいなんぞ喰くわんでこれで満足せい！　いっただっきまーす！」

　ご馳ち走そうになる気満々のサンクの姿に俺おれとコルルは肩かたを竦すくめると、少し遅おそめの朝食を食べるのだった。







「いや～、食った食った！　馳ち走そうになったな、礼を言うぞ娘むすめっ子」

「あ、ありがとうございます。でもこれ、私が作ったお料理じゃないんです」

「ではコックに伝えておいてくれぬか。何と言うか、実に男らしい味付けじゃった、とな」

　それ本当に伝えていいんだな？　それ作ったのは女の子フアニルだけど、本当にいいんだな？

「で？　腹も膨ふくれて人ひと心地ごこちが付いた事だし、そろそろ聞かせてくれよ。お前が何者なのかっていう詳しよう細さいと、何故なぜここにやって来たのかの理由をな」

　早さつ速そく話を切り出す俺おれに賛同する形で、コルルも首を縦に振ふる。テーブルの上で胡坐あぐらを搔かいていたサンクは居住まいを正す……でもなく、そのままの態度で応じた。

「妾わらわが何者なのか、そなたなら少しは知っていよう？　ルシエル王子。何せそなたらステファノスの人間は代々──〝聖王〟として魔ま王おうと戦う運命にある血族なのじゃからな」

「……。ま、順当なら……な」

　サンクの言葉を受け、俺おれは殊こと更さら気の抜ぬけた声で返した。順当じゃない俺おれにとって、それは至し極ごくどうでもいい話だったからだ。

「えぇっ、ルシエル様ってそんな凄すごい運命を背負った方だったんですか!?　全然そうは見えませんでしたよ～」

「ストレートに失礼だなオイ！　つってもまぁ、お前がそう思うのは無理もない。実際、俺おれはそんなに凄すごいヤツなんかじゃねぇんだから」

「え～？　やだなぁ、私相手に謙けん遜そんなんていいですよぉ」

「いや、謙けん遜そんなんかじゃねぇ。だって俺おれはさ……『無才の王子』だったんだから」

「『無才の王子』……？」

　反はん芻すうするように呟つぶやき、小首を傾かしげるコルル。

　いい機会かもしれない。俺おれは彼かの女じよに、これまで何となく黙だまっていた身の上を語って聞かせる事にした。

「聖王家ってのは、普ふ通つうの王族とは少し違ちがうんだ。魔ま王おうが魔ま物もののトップとするなら、聖王は人間のトップ。ステファノスの王は聖王として、常に魔ま物ものとの戦いで最前線に立ってきた」

「へぇ、やっぱり凄すごい事じゃないですか！　じゃあステファノス家の第一王子であるルシエル様も、ゆくゆくは聖王様に？」

「いや、ならない。今は城の連中しか知らない事だが、俺おれには……その才能がなかったんだ」

「えっ……」

　トーンを落として言った俺おれの言葉を聞き、コルルは流石さすがに空気を読んで顔から笑え顔がおを消した。代わりに湧わいて出た沈ちん黙もくを押おし退のけるように、俺おれは続ける。

「当代の魔ま王おう、つまりノクスは、マジで強いんだよ。爺じい様さまも勝てなかったらしいし、親父おやじも俺おれが生まれた頃ころに挑いどんで負けた。するとみんなが期待するんだ。次代の聖王──つまり、俺おれにな」

「でも……ルシエル様はその期待に、応えられなかった……？」

「……あぁ。生まれつき戦せん闘とうセンスが皆かい無むみたいでさ、これが滅めつ法ぽう弱いんだ」

　俯うつむいているのが嫌いやになり、俺おれは無理やり顔を上げようとした。でもそこに張り付いた作り笑いが異様に重く感じて、とても上げられそうにない。

「これでも色々頑がん張ばったんだよ、自分なりに。なのにいつまでたっても強くなれなくて、騎き士し団だんの誰だれにも勝てやしない。それでも肩かた書がきだけは一丁前に騎き士し団だん長ちようだってんだから、尚なお更さら肩かた身みが狭せまくてさ……。だから俺おれは武芸の道をキッパリ捨てて、学問の道に逃にげたんだ」

　そうだ……だからこそ俺おれは、王宮の図書館に入いり浸びたるようになった。

　一歩部屋を出るとさ、そこら中から聞こえてくるんだよ。〝ルシエル王子は、みなの期待に何一つ応えられない出で来き損そこない〟──『無才の王子』だ、って。

　その点図書館はいつも静かだったから、部下や家臣がこっそり叩たたく陰かげ口ぐちも届かない。隠かくれ家がにもなれば勉強もできる、俺おれにとっては最高のスポットだったんだ。

「で、でもでも！　そのお陰かげでルシエル様は、誰だれよりも魔ま物ものに詳くわしくなれたじゃないですか！　私が元・ケルベロスの異種ゼノだって事もすぐに見み抜ぬいたし……そうだ、リュフェさんに類まれな鍛冶かじ技術が備わってるって事も真っ先に見み抜ぬいて、力になったり……！」

「そこに気付いてくれて嬉うれしいよ、コルル。お前は本当にいいヤツだ。……でもな……そんな頑がん張ばりは誰だれも認めちゃくれなかった。当然だ、求められてる事と違ちがう事をしてたんだから」

　例えば、そこにリンゴがあったとする。みんなはそれに甘あまさを求めた。でもリンゴは甘あまくなれなかったから、頑がん張ばって代わりに硬かたくなってみた。

　……誰だれが認めるかってんだ、そんな無む駄だな努力。俺おれがしてたのはそういう事さ。

「その上更さらに厄やつ介かいな事に、聖王になるにはもう一つ条件があるんだ。だよな？　光の精せい霊れい様」

　思いっきり皮肉っぽく言って、俺おれはサンクに細めた視線を投げつける。一いつ瞬しゆんギクリと狼狽うろたえたサンクだったが、彼かの女じよはすぐにいつもの尊大さを取とり戻もどして答えた。

「うむ……光の精せい霊れいによって〝光の加護〟を享うける事。それが聖王となる唯ゆい一いつ絶対の条件じゃ。じゃが、妾わらわはルシエル王子に加護を授さずける事はしなかった」

「それはどうしてですか？」

「そんなの俺おれが知りてぇよ。折角毎日祈いのりを捧ささげてたのに、こいつは無視し続けたんだぞ？」

　それにもし理由があるってんなら、ぜひお聞かせ願いたいね。と、俺おれは憎にくしみを込こめてサンクの頰ほっぺたを指で突つつく。おっ、意外とプニプニ……。

「むがぁ～っ！　やめんかルシエル王子！　言っておくが妾わらわを恨うらむのはお門かど違ちがいじゃぞ？　妾わらわは誰だれにでもホイホイ加護を授さずける訳ではない。魔ま王おうを討うてる見み込こみがない者の前に、わざわざ姿を現す筈はずもなかろう」

「いや駄だ目めなら駄だ目めって言ってよ！　そしたら諦あきらめもついたのに……」

「あ、そうじゃったの？　メンゴメンゴ」

「軽っ!?　なぁ、もうちょい心を込こめてくれてもいいんだぞ!?」

　こんにゃろ、長年の俺おれの悩なやみを軽くあしらいやがって……！　まぁいいけどさ、今いま更さらどうにもならない事だし。

「ま、そういうこった。〝光の加護〟と剣けんの腕うで前まえ。聖王として必要なものを見事に揃そろえられなかった俺おれは、どう足あ搔がいても『無才の王子』。事実無根でも何でもない……それが真実だ」

　以上が、聖王家第一王子、ルシエル・Ｆ・ステファノスのカッコ悪い話でした。

「そう、だったんですね……。聞かせてくれてありがとうございました、ルシエル様」

「情けないヤツでごめんな？　俺おれってば、すっげぇカッコ悪いヤツなんだ」

「……いいえ……いいえっ！　それは違ちがいますっ!!」

「えっ……？」

　暗く自じ嘲ちようするように吐はき捨すてた俺おれに対し、熱の籠こもった否定が俺おれを射い貫ぬく。俺おれは思わず顔を上げて、コルルを見た。

「情けなくなんかありません！　カッコ悪くなんかありません！　どんな話を聞かされようとも、私にとってルシエル様はルシエル様です！　私の知らない事を沢たく山さん知ってて、炊すい事じ洗せん濯たくも得意で、ここぞという時はビシッと決めてくれる……私の大好きなルシエル様なんですっ！」

　真まっ直すぐな瞳ひとみと、真まっ直すぐな想おもい。真まっ直すぐな言葉が俺おれの胸の中心に音を立てて突つき刺ささる。

「コ……コルル……！　お前ってヤツは……お前ってヤツはっ……！」

　くぅぅっ！　泣けるじゃねぇか！　そこまで俺おれを想おもってくれてたなんて……感動したっ!!　待ってろ、今目め一いつ杯ぱいに撫なでてやるからな！

《コルル、それだけでは誤解を生んでしまいますよ？　ルシエル様が無才であろうと何であろうと、王族は王族。肉の美味おいしさに変わりはないはずだと、そうきちんとお伝えしなくては》

「わあっ!?　レグナそれ言っちゃ駄だ目めぇ!!」

　コルル……お前ってヤツは……別の意味で泣けてくるじゃねぇか。

　何かもう、煮にるなり焼くなり好きにしてもらいたくなってきた……。

「イイ話になるかと思ったんじゃが、残念じゃったのぅ。とまぁ要約すると、次期聖王と認めた者に〝光の加護〟を授さずける事が、妾わらわの存在意義だという事じゃな」

　あぁ、まとめてくれてありがとなサンク。

　さて。となると次は、サンクが何故なぜ『モンスティエラ』にやって来たのかの理由だけど……待てよ？　それってもう、答え出ちゃってる気がするんだが……。

「なぁサンク。お前がこの村にやって来たのって……というか、お前が俺の前に現れたのって……つまりそういう事か？」

「ふむ。理解の早さだけは合格点のようじゃな。その通り、妾わらわがそなたのもとにやって来たのは他でもない、そなたに〝光の加護〟を授さずけ、聖王を継ついでもらうためじゃ」

　事も無げに言ってのけるサンク。予想通りの展開に、俺おれは思わず肩かたを落とした。

「？　どうしたんですか？　ルシエル様。それって念願だった聖王になれるって事ですよね？　いい事じゃないですか、何か気に食わない事でも？」

　げんなりする俺おれを不思議に思ったのか、コルルが微び妙みような笑え顔がおを浮うかべてやんわりと尋たずねてくる。俺おれは逆に重々しい溜ため息いきを交えて、今の心境を語った。

「無才と罵ののしられるようになる前の俺おれだったら、素す直なおに喜んだんだろうけどな……。けど今の俺おれにとっちゃ、聖王の称しよう号ごうなんて俺おれを苦しめた呪のろいでしかない。ただひたすら憎にくいだけだ」

「あっ、その気持ち何となく分かります！　その日はお肉が食べたかったのに、売ってなかった時の切なさ的なアレですよね？　明日入にゆう荷かされても遅おそいよっ！　みたいな」

「うん？　ん～まぁそう、なのか……？」

　よく分からんな。コルルらしい喩たとえではあるけども。

　とはいえ、俺おれが乗り気にならない事でサンクは少し焦あせったようだ。顔色を変えて俺おれの説得に掛かかってくる。

「何な故ぜ素す直なおに頷うなずかん！　聖王じゃぞ聖王！　ずっと望んでおったじゃろうが！」

「ん～、そりゃ確かにそうだけどさぁ……」

「加護を授さずかるため、そなたが毎日のように妾わらわに祈いのりを捧ささげておったのは知っておる！　その上で無視し続けたのは謝あやまる！　じゃが何度も言うように、こっちにも都合があったのじゃ！　そなたは加護を授さずけるにはあまりに激弱だったのじゃから！　何度でも言う、そなたは激弱」

「謝あやまるか罵ののしるかどっちかにしろ!!」

「じゃ、じゃからな？　妾わらわは決めておったのじゃよ。次代の聖王はルシエル王子ではなく、より才能豊かな妹のトルチェ王女にすると」

「ま、それが賢けん明めいだろうな。あいつは特に修しゆ行ぎようせずともどんどん強くなってく天才だったし。……で？　それがどうして急に心変わりを？」

　俺おれの疑問を受けた途と端たん、それまで飄ひよう々ひようとしていたサンクの態度は一変。神しん妙みような表情になって言葉を続ける。

「言ったじゃろう。妾わらわが聖王として選定するのは、魔ま王おうに勝てる豊かな才能を持った者じゃ。そして妾わらわとの契けい約やくにより、ステファノスの血は子し々し孫そん々そんまで才能豊かな子が生まれる運命にある。無論、長い歴史の中ではそなたのような例外も稀まれにあったがのぅ」

「黙だまって続けろ下さい」

「怒おこらんでもいいじゃろが、事実なんじゃから。……じゃがな、今回妾わらわが聖王に仕立てようと思っておった、そなたの妹。トルチェ王女は……トルチェ王女は……！」

　そこでサンクは一いつ旦たん言葉を区切り、唇くちびるを嚙かむ。

　ど、どうしたんだ？　サンクのヤツ……。はっ！　まさかトルチェの身に何かが!?　だから無才の俺おれに御お鉢はちが回ってきたとか……！

　どう反応すべきか微び妙みようなところだが、先が気になる。俺おれは固かた唾ずを吞のんで続く言葉を待った。




「……──クソじゃったんじゃっ!!」




　…………。

　うん、知ってたけど？

「え？　クソ……？　そ、それってあの、お漏もらししちゃったって事ですか？　ルシエル様の妹さんは、おいくつで？」

「そういう意味じゃないわい娘むすめっ子！　あのクソ女、目を疑うほどの悪女だったんじゃっ！　あの所業を見れば、さしもの魔ま王おうだってガチで引くに違ちがいないわい！」

　安心しろよ、とっくに引いてた。あの所業とやらを見ずともな。

「しかし釈しやく然ぜんとしないな。お前の言うあの所業ってのがどの程度かは知らないが、トルチェの極ごく悪あく非道っぷりは今に始まった事じゃない。俺おれがあいつからどんな仕打ちを受けてきたか、お前だってどっからか見てたんだろ？」

「それは別に良よいではないか。所しよ詮せんは兄妹きようだいの戯たわむれ事ごとじゃろ？」

「丸まる腰ごしで魔ま王おう城じように送おくり込こまれる事もか？　そんな戯たわむれが本気で許されると？」

「な、何ですか？　それ。私初耳なんですけど……」

　俺おれの恨うらみ言ごとに耳みみ聡ざとく反応したコルルが、眉み間けんにシワを寄せて詳しよう細さいを尋たずねてくる。いや、これには深い事情があってだな……。

「そう言えばコルルにはまだ言ってなかったよな。この村に担かつぎ込こまれた俺おれが、何でパンイチだったのかの理由を」

　それを今、俺おれは綺き麗れいさっぱり打ち明けた。かくかくしかじかと。うん……何か魔ま王おうに話した時の事を思い出すよ。

「ひ、酷ひどい……あんまりです！　実の兄を、何の勝算もないまま魔ま王おう城じように送り出すなんて……しかもその末に半はん裸らで魔ま界かいをさまよう羽目になるなんて！」

「そ、そう言われると確かに酷ひどいが、そうではなくてな……話を戻もどすが、つい先日の事じゃ。王城にとある行商団がやって来て、こう言ったんじゃよ。『城近くにあった奇き妙みような村で、行方ゆくえ不明の王子を見た』、とな」

　行商団？　それって多分……あの行商団の事だよな？　前に村で騒そう動どうを起こしたアレ。そう思ってコルルを見ると、彼かの女じよも同じ考えに至ったようで無言の頷うなずきを返してきた。

　こちらが話を理解していると見たサンクは、そのまま続ける。

「トルチェ王女はそなたがいつまでも凱がい旋せんせぬ事に、大層ヤキモキしておった。じゃから城下に御お触ふれを出し、王子の目もく撃げき情報を募つのっていたのじゃ」

「トルチェが……俺おれの行方ゆくえを捜さがしてくれてたのか？　そうか、トルチェが……」

　いかん、ちょっと涙るい腺せんが緩ゆるんできた。あいつが諸悪の根源だってのに、俺おれってヤツは。

「その行商団は、善意で情報提供に来ただけじゃった。しかしな、話がその村の〝特異性〟の部分に及およんだところで……王女は態度を一変させたのじゃ」

「この村の特異性、ですか？　それってもしかして、住人が異種ゼノだという事ですかね？」

「まさにそれじゃ娘むすめっ子。王女は言った。『人の皮を被かぶった魔ま物ものに、兄が誑たぶらかされている』──とな」

「「!!」」

　ば、馬ば鹿かなっ！　何だってそうなるんだ！　俺おれは別に誑たぶらかされてなんか……！

「商人達たちは一体どんな説明をしやがったんだ！　この村の連中は〝いい魔ま物もの〟であってだな」

「落ち着けルシエル王子、商人達たちもそのように主張しておったわい。王族への不敬に当たる事さえ厭いとわず、何度も何度も、それこそ必死になってな」

「……。あのおっさん達たち……そこまでして……」

「私わたし達たちを魔ま物もの扱あつかいしないって約束、頑がん張ばって果たそうとしてくれたんですね……」

　その場のやり取りが目に浮うかぶようで、俺おれとコルルは思わず涙なみだぐむ。あぁもう、名前くらい聞いときゃよかったよコンチクショウ。

「じゃが、彼かれらの言葉が聞き入れられる事はなかったのじゃ。そしてトルチェ王女はこう布告した。『騎き士し団だんを率いてその村に赴おもむき、兄を奪だつ還かんする』とな」

「わぁ、騎き士し団だん総出でお出で迎むかえですか？　愛されてますね！　ルシエル様！」

「いや、なに吞のん気きな事言ってんだよコルル！　トルチェは遠回しに、この村を全力で襲しゆう撃げきするって言ってんだぞ！」

「えぇっ!?　そ、それは困りますっ！」

　ワンテンポ遅おくれて焦あせり出すコルル。ったく……優ゆう秀しゆうな結界のせいで襲しゆう撃げき慣れしてないのも、ある意味困りものかもな。

「襲しゆう撃げきも一大事じゃが、妾わらわにとっての問題はここからじゃ。情報提供に来たその行商団……その後どうなったと思う？」

　どうって……どうなんだ？　想像もつかなくて、俺おれもコルルも黙だまるしかない。そうして生まれた静けさの中で、サンクは重々しく口を開いた。

「……投とう獄ごくされおったよ」

「と、投とう獄ごくだと!?　何でそんな……罪状は！」

「『反逆罪』。進軍のために村の詳くわしい場所を尋たずねられた団長らが、それを拒きよ否ひしたためにな。恐おそらくはこの村を、彼かれらなりに守ろうとしたのじゃろう」

　マジかよ……そんな事になると知ってなお、村のために黙もく秘ひし続けたってのか。全く、どんな改心っぷりだよ。眩まぶしいぐらいに義ぎ理り堅がたい連中だぜ。

「なぁ、その商人達たちは……今も？」

「安心せい、今は自由の身じゃ。妾わらわが聖王……そなたの父君に進言し、撤てつ回かいしてもらった」

「ほっ。そっか、そりゃ何よりだぜ」

　俺おれは安あん堵どの息を漏もらすとともに、サンクが心変わりした意味が分かった気がした。

　自分の我が意いを押おし通とおすために、従わない人間を容よう赦しやなく罪人扱あつかいするその姿勢。それはどう考えても、次期聖王が取るべき行動じゃない。

　トルチェには剣けんも魔ま法ほうも使いこなす天てん賦ぷの才が、確かにある。でもあいつには……王として一番大事な〝器うつわ〟が欠けているんだ。

　まぁ、それが俺おれにあるかと言うと、全くの別問題なんですけども。

「分かったじゃろうルシエル王子。あやつに加護を授さずける訳にはいかん。だから妾わらわはそなたに授さずけに来たのじゃ。そなたも大たい概がいじゃが、消去法で仕方なくな」

「んな事いちいち付け足さんでいい！」

　つくづくムカつく精せい霊れいサマだな、この野や郎ろう。

　でもまぁ、とにかく話は分かった。こうなりゃ俺おれが取るべき行動は、たった一つだ。

「決めたぜサンク。俺おれは〝光の加護〟を享うけ、聖王に……」

「おぉ、なってくれるか!?」

「いや、ならない」

「ってならんのかいっ！」

　ビシッと鋭するどいツッコミを入れてくるサンク。やっと俺おれ以外のツッコミ役が現れてくれて嬉うれしいぜ。

　けどさ……だからって俺おれはもう、誰だれかの言いなりになったりはしない。

「気付いたんだよ、俺おれは。この『モンスティエラ』に来て……コルルやファニル、リュフェ達たちに出会って……俺おれは気付かされた」

「気付かされた？　私わたし達たちに出会って？　な、何にですかねぇ、いい事でしょうか？」

　何故なぜか自信無さげに言って耳を垂れ下げるコルル。

　何だよ、この流れなんだからいい事に決まってるだろ。もっと胸を張ってくれなきゃ困るぜ？

「ここの連中はみんな、自分がやりたい事に一いつ生しよう懸けん命めいで、とことん真まっ直すぐなんだ。本当にさ、毎日が楽しそうなんだよ。だから気付いたんだ。俺おれも……」

　つい感かん慨がい深ぶかくなって、俺おれはコルルの頭を優やさしく撫なでる。そしてハッキリと言い切った。

「……そんな生き方をしてみたいな、って」

　そう一度口に出してしまうと、俺おれの思いは堰せきを切ったように溢あふれ出だしてくる。

　だからこそ、今まで隠かくしていた本心を素す直なおになってぶちまけた。

「正直言うとな、コルル。俺おれは別に、このまま『モンスティエラ』で暮らすのもアリかなって考えてたんだ」

「えっ、そうだったんですか？　それなら大だい歓かん迎げいですよっ！　きっとファニルお姉ちゃん達たちも喜びます！」

　俺おれの本心を聞き、満面の笑えみを浮うかべて手を取るコルル。こんなに嬉うれしそうにしてくれるなんて予想以上だ。俺おれは思わず目め頭がしらが熱くなるのを感じた。

「あぁ。自うぬ惚ぼれじゃなく、俺おれもそう思うよ。きっとみんな仲良くしてくれる。俺おれという人間をしっかり見て、頼たよって、受け入れてくれる。城なんかよりもさ、この村こそが自分の居るべき場所なんじゃないかって……本当にそう思えるんだ」

「うんうんそうですよ！　だったら、」

「でもだからこそ──俺おれはやっぱり帰らないと」

　賛同するコルルの言葉を遮さえぎって、俺おれは告げる。絶句するコルルの頭をもう一度撫なでてやると、俺おれは言った。

「やりたい事を一いつ生しよう懸けん命めい、真まっ直すぐやりたいって言ったろ？　でもそれはここで暮らす事じゃねぇ。残りたいって我わが儘まま言って、やる事ほっぽり出して残るなんて、そんなダセェのは俺おれがやりたい事なんかじゃねぇんだ」

　サンクに言われたからって訳じゃない。これは俺おれが、俺おれの意思で決めた事だ。

　俺おれの生き方を変えてくれたみんなに……ずっと胸を張っていられるように。

「俺おれ、とっとと帰って妹の性しよう根ねを叩たたき直なおすよ。俺おれなんかが無理に聖王になって城の連中に文句を言われるよりは、そうした方がずっといい。だから──これでお別れだ、コルル」

　どうせ今日か明日には満月だし、元々の予定とそんなに変わらないけど……俺おれは一刻も早く村を出て、城に帰る。じゃないと妹が村を潰つぶしに来ちまうかもしれないからな。

「ルシエル様……ぐすっ、本当に、本当にお別れなんですか……？」

《引き止めてはいけませんよ、コルル。とはいえこれが最後であるなら、是ぜ非ひわたくし達たちも》

《あ～あ、眠ねむ気けなんざ屁へでもねーから起きちまった。別に撫なでなくたっていいんだぜ？》

「あぁ、撫なでてやる撫なでてやる。元気でな、レグナ、エルバイド」

　両手で包むようにして、左右にぶら下がる二に匹ひきの顔を順番に撫なでる。こいつらとももう少し落ち着いて話したかったけど、一か月なんてあっという間だったな。

「あの、ファニルお姉ちゃんやリュフェさんには、会って行かないんですか？」

「あぁ。会えば別れが辛つらくなる……なんて言っちゃうと月並みだけどさ、実際そうじゃん？　俺おれとしては、俺おれを真っ先に見つけてくれたお前にお別れが言えて満足だよ」

　まぁ、本当に欲を言うなら最後に会っていきたいさ。特にファニルにはな。いつも裏表のないリュフェはともかく、いざ別れるって時のファニルの反応はちょっと気になるし。

　ひょっとしたらいつもの十割増しくらい素す直なおになって、何ならあのナイスバディを好きにさせてくれるなんて奇き跡せきが起こる……訳ないか。

　あぁくそ、この数日であのエロ魔ま王おうに相当毒されてるな。けしからん妄もう想そうが止まらねぇ。英えい雄ゆうでもないのに色を好んでどうすんだっつーの。

　さて……それじゃ、そろそろ行くか。

　もう満月が近いから、今の時期の『モンスティエラ』は魔ま界かいではなく人間界にあるはずだ。

　もちろん人間界にだって魔ま物ものはいるし危険もあるが、今の俺おれならきっと大だい丈じよう夫ぶ。だってサンクがついてるし。いざとなったら魔ま物ものなんて、聖なる光の魔ま法ほうでババンと一いつ掃そうしてくれるに違ちがいない。

「あ、ルシエル王子。言い忘れとったが妾わらわ、攻こう撃げき魔ま法ほうの類たぐいは一いつ切さい使えんからのぅ。なので道中、妾わらわを当てにしようなどとは思わぬ事じゃ」

「……えっ？　あ、そう……え、ちょっとも無理？」

　いかん。ちょっとでも城に近い場所へ出るためにも、村出るのはちゃんと満月になってからにしたくなってきた。でもコルルのヤツ、目に涙なみだを浮うかべてハンカチ振ふってきてるし……これもうキャンセルできる空気じゃないぞ。

　と、俺おれが体面と安全とを天てん秤びんに掛かけて迷っていたその時……別の問題が起こった。

　ガチャッ！

「た、大変よコルルちゃん、ってちょっ!?　あわっ、わっ、わあぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッ!!」

　突とつ然ぜん物もの凄すごい勢いでコルル宅の玄げん関かん扉とびらが開いたかと思うと、ファニルが転ころがり込こんでくる。

　当然ながら、出入り口に突つっ立たっていた俺おれと思いっきり正面衝しよう突とつ。ファニルは必死に踏ふみとどまろうとしたようだったが、奮ふん闘とう虚むなしく折り重なるようにして倒たおれた。

「ったたたぁ～……もぉ何なの、どうして入り口でボサっとしてんのよルシエル！　全く……平気？　角つのとか刺ささったりしてないでしょーね？」

「ツツ……いや、大だい丈じよう夫ぶだ。むしろ何か柔やわらかいもんが当たって……あっ」

　その時、俺おれは察した。何をって？　色々だよ、色々。俺おれの手の中でムニムニと形を変える柔やわらかいモノの正体とか、この後俺おれがどんな目に遭あわされるのかって事とか……とにかく色々と察しちまったのさ。

　でもいいんだ。神様、奇き跡せきのプレゼント、ありがとな。

[image: ]

　俺おれの手の位置に気付いたファニルは、無言のまま立ち上がると怒いかりの電でん撃げきを角つのに帯びる。そしてこの世の全てを震しん撼かんさせる殺意のオーラが、その体からユラユラと立たち昇のぼった。

「……ねぇルシエル……お別れの準備は済んでるかしら？」

「えっと……奇き遇ぐうな事に、コルルとならついさっき」

「じゃああたしとも済ませましょ？　サヨナラの握あく手しゆを教えてあげる」

　言って、俺おれの首にガッチリ固い握あく手しゆをキメめてくるファニル。補足するが、握あく手しゆしてるのは左手だ。利きき腕うでじゃないんだぜ。

「待って！　これ苦しみ抜ぬいて死んじゃうヤツだから！　また骨折するくらいは我が慢まんするから、せめてハンドトゥハンドでお願い！　あぁぁギブギブギブギブ!!」

　マズイこりゃ駄だ目めだ！　俺おれがいくら腕うでをタップしても聞く耳持ってくれねぇ！　誰だれか何とかしてくれぇ！

「ファニさん、それ以上いけないですます。それより今起きている大変な事を伝えないと」

　おっ……この声はリュフェか!?　良かった、ファニルと一いつ緒しよに来てたんだな！　頼たのむ、一刻も早くこいつを止めてくれ！

「止めないでくれる？　リュフェちゃん。タイヘンよりもヘンタイの始末が先よ」

「一理ない事もないですますが、状じよう況きよう的にわざとではなかったはずですます。情じよう状じよう酌しやく量りようの余地はあるかと」

「こんなアヘ顔ヘヴン状態でヨダレ垂らしてる男に、余地なんてないわ！」

　馬ば鹿か野や郎ろう、それはヘヴンに召めされようとしてるだけなんだよ！　今まさに！

「いい加減にするですますファニさん。ちょっとオッパイを揉もんだだけで殺されては、流石さすがにルシさんが可か哀わい相そうですます。殺すなら、せめてもっとエッチな目に遭あわせてからにするべきですます。ファニさんはそれでいいですます？」

「な、何それ、聞いた事もないわよそんな説得……。もう、分かったわよ。あたしもこれ以上恥はずかしい目に遭あいたくないし、今回はこの辺で許してあげる」

　リュフェの機転を利きかせた謎なぞの論法により、俺おれはどうにか生きる事を許された。いや～、今回ばかりは本気で死ぬかと思ったよ。

　……でも、ちょっと首絞しめられるくらいで許されるなら、いずれもう一回くらい……いや、このチャレンジ精神は我わが紳しん士し道どうに反する、忘れよう。

　さて。余計な一ひと悶もん着ちやくがあったが、何とか落ち着いた。それじゃあいよいよ聞かせてもらおうか。ファニル達たちが慌あわてて駆かけ込こんでくるほどの、大変な事態とやらを。

「ファニルお姉ちゃん、まさか……ルシエル様にオッパイ触さわらせに来たの？」

「どんなまさかよ！　まさか過ぎて掠かすりもしてないわよ！　そうじゃなくて……今、門番やってる四人からあたし宛あてに小鳥便が届いたの。いい？　よく聞いて」

　ド天然なコルルに場の空気を乱されつつも、ファニルは改めてシリアスな空気を纏まとう。

　そうして告げられた、その言葉──。

　それは俺おれにとって、最も聞きたくなかった悪夢の言葉だった。

「東西南北、四つの門全てに大勢の人間が近付いてきてるわ。……聖王家ステファノスの軍旗を掲かかげた、騎き士し団だんがね」







　時と場所を移して、『モンスティエラ大図書館』。

　俺おれ達たちは手分けして村中を奔ほん走そう、門番以外の住人達たちをそこに集めて、その地下に広がる秘密の洞どう窟くつに隠かくれてもらった。

「ふぃ～……これで万が一突とつ入にゆうされたとしても、争いにならずに済む……かな」

　一息ついて額の汗あせを拭ぬぐう。そんな俺おれを見て、今は図書館を根城にしている魔ま王おうが若じやつ干かん呆あきれたような顔で言った。

「何やら面白おもしろそうな事になっているかと思えば、貴様も無む駄だな事に労力を割さくものだな。正直言って、この村の異種ゼノは我わが直属の魔ま物もの共どもと遜そん色しよくないほどの粒つぶ揃ぞろいだ。逃にげ隠かくれせずとも、ステファノスの騎き士し団だん如ごときに遅おくれは取らぬと思うがな」

「確かにそうかもな。でもウチの騎き士し団だんだって雑魚ざこじゃない。争えば結局、お互たがい無事じゃ済まないのも確かだろ。でもって俺おれの立場としてはどっちにも怪け我が人にんは出てほしくない。避さけられる争いなら、避さけてもらいたいんだ」

　それに……仮に今ここで騎き士し団だんを退けたとして、次は他国と連合を組んで攻せめてくるようになるかもしれない。もしそうなったら、今度は圧あつ倒とう的てきに『モンスティエラ』側が不利になる。できる事なら、ここは敵対せずにやり過ごすのがベストだろう。

「でも変ですよね……ルシエル様のお城の騎き士し団は、どうやって『モンスティエラ』に？　騎き士し団だんともなれば相当な武力を持っているはずですから、結界に阻はばまれて村の位置を特定できなくなるはずですけど……」

「言われてみればそうよね。ふふっ、どうしたのよ？　コルルちゃんにしては賢かしこいじゃない」

「ううん、レグナがそう考えてたから、代わりに言ってみただけ」

「あんたのソレ、ホント便利よね……」

《恐きよう縮しゆくです、ファニル様》

　いや、それには俺おれも全力で同意するぜ、ファニル。コルル自身はちょいお馬ば鹿かかもだけど、頭脳が三つもあるってのは実際かなりの強みだ。まぁ、機き嫌げんを損そこねるとある事ない事言いい触ふらされるリスクはあるんだけどな……。

「わたしも気になって少し調べたのですますが、結界は今も正常に作用しているようですます。なので考えられるのは……村の位置を騎き士し団だんに教えた、何者かがいるとしか……」

　自分で言っておいてそうと思いたくはないのか、辛つらそうに顔をしかめるリュフェ。

　村の位置を教えた誰だれか、か……。それって必然的に、村の位置を知ってるヤツって事になるよな？　つまり考えられるのは……例の行商団。

　って、そんな馬ば鹿かげた事を本気で考えてるのかよ、俺おれ！　あの人ひと達たちは投とう獄ごくされても黙もく秘ひし続けたんだぞ？　裏切るなんてある訳が……いや、今はそんな事に悩なやんでる場合じゃねぇ。

「騎き士し団だんがどうやってここに辿たどり着ついたのかは分からないが、村が包囲されつつあるのは事実だ。とにかく、ヤツらは俺おれが絶対に何とかしてみせる。だから戦せん闘とうだけは避さけてくれ」

「でも、いくらあいつらがルシエルの城の人ひと達たちだからって、もし侵しん攻こうしてきたら反はん撃げきするわよ？　あたし達たちにはこの村を守る義務があるもの」

　図書館の入り口に立ち、右みぎ腕うでをドラゴンヘッドに変化させて闘とう志しを燃やすファニル。

「それも分かってる。住人に避ひ難なんしてもらったのは、あくまでも保険だよ。騎き士し団だんを率いているのが俺おれの妹のトルチェだとすれば、目的はこの俺おれの保護だ。俺おれがさっさと出て行けば、あいつだって無む闇やみに攻せめ入いって来たりはしないはずだぜ」

「ふ～む……果たしてそう都合よく行くかのぅ……」

　俺おれの読みに対して、ポロリと否定を漏もらしたのはサンクだった。どうしてそう思ったのか、俺おれは少し食くって掛かかる調子になって彼かの女じよに尋たずねた。

「トルチェは俺おれを奪だつ還かんするために騎き士し団を動かしたんだろ？　なら俺おれが戻もどればミッション終しゆう了りよう、全部丸く収まるじゃないか」

「それはそうじゃがの。じゃがその割には、端はなから随ずい分ぶんと喧けん嘩か腰ごしな気がせぬか？　どれ、一つ例え話をしてやろう。そなたが大事に取っておいたスウィーツがあったとする。それがもし、誰だれかに勝手に食べられたとしたら……そなただって怒おこるじゃろ？」

「はぁ？　そりゃ怒おこるどころの騒さわぎじゃねぇよ。……って待てよ？　城の魔ま導どう冷蔵庫に入れといた俺おれのミルフィーユ……それが度たび々たび無くなってたのって……さてはテメェの仕業か？」

「な、何の事かのぅ？　例え話だと言うとるじゃろ？　……ゴホン！　とにかくそのスウィーツ泥どろ棒ぼうが、〝どんなつもりで〟盗ぬすんでいったかで、そなたの怒いかり具合は変わるかの？」

「変わらねぇよ、泥どろ棒ぼうは泥どろ棒ぼうだ！　俺おれがキッチリ成敗してやる！　そら、歯ぁ食くい縛しばれや！」

「それじゃよ」

「あぁん？　それってなん……っ！　そうか、そういう事か！」

　なるほど……サンクがさっきから何を伝えようとしていたのか、俺おれはようやく理解したぜ。

　この一か月間、俺おれがどんなつもりで『モンスティエラ』に滞たい在ざいしていたのかをトルチェは知らない。知ったところで変わらない。トルチェにとっちゃこの村は、敬愛する兄を無断で一か月も拘こう束そくした憎にくき村としか思えないはずだ。何しろあのトルチェだしな。

　しかもこの村がただの村ではなく、異種ゼノの村だって事も誤解に拍はく車しやをかけている。〝よく分からないが魔ま物ものは魔ま物もの〟……そんな乱暴な見方で異種ゼノを区別されちまったなら、この村を潰つぶす事に情けも容よう赦しやもないだろう。

「じゃあ……一体どうしたらいいんだよ、サンク。俺おれがそうだったように、トルチェにも知ってもらうのか？　この村の連中はみんないいヤツらなんだって」

「それで気が変わるのならそれに越こした事はないじゃろう。じゃが……念のため備えはしておくべきじゃろうな」

「備え？　備えってなんだよ？　ひょっとして戦いのか？」

「落ち着け、そういう事ではない。簡単な事じゃよ。そなたが聖王になれば良いのじゃ」

　事も無げにそう宣のたまう、光の精せい霊れい。いや、意味が分からない。どうして俺おれが聖王になる事が、この危機を脱だつする事に繫つながるんだ？　体ていよく俺おれを聖王に据すえようとしてるだけなんじゃないのか？

「ふむ……よもやこうして口を利きく日が来るとは思わなんだが……のぅ、魔ま王おうノクスよ。そなたであれば知っておるじゃろ？　聖王の……いや。聖王がその身に宿す、〝光の加護〟の正体をな」

　サンクは突とつ然ぜん話の矛ほこ先さきを俺おれから魔ま王おうに移し、何やら意味深な事を述べる。問われた魔ま王おうはピクリと眉まゆを動かすと、腕うでを組んで壁かべに寄より掛かかった姿勢のまま目を瞑つぶって答えた。

「無論、知っている。貴様ら聖王も、そして我ら魔ま王おうも……その加護とやらのせいで因いん縁ねんが断たち切きれぬのだからな」

　答える魔ま王おうの口調からは、上手うまく感情が読み取れない。呆あきれているような、嘆なげいているような、怒おこっているような、それでいて喜んでいるような……そんな複雑な感情が混ざり合っているような気がした。

「よく分からねぇけど……〝光の加護〟がこの局面を覆くつがえす大事な鍵かぎになる、ってのはなんとなく分かった。だよな？」

「うむ。加護の力を上手うまく利用すれば、先の例え話──スウィーツへの執着を失くす事とて不可能ではないじゃろう。これはそのための勧すすめじゃよ」

　なるほどな……話の方向性は理解した。そんな俺おれに、サンクは再び真しん剣けんな目を向ける。

「気に食わぬと言うなら、一時でも構わぬ。仮初かりそめの聖王となれ、ルシエル王子。そうして〝光の加護〟を享うけしそなたに、そなたにしか成し得ぬ秘策を授さずけよう」

「…………仮初かりそめの聖王、ね……。いいぜサンク、お前に乗せられてやるよ。この村を守れるなら我わが儘ままは言わねぇ。だからその秘策とやら──とっとと俺おれに授さずけやがれ！」

「おっけーい。んじゃ、まずは契けい約やくじゃな」

　あれっ、え、そんな軽いノリで行くの？　折角カッコよく決めたのに。

「はいはい、約定なんちゃら～、典礼なんちゃら～の、ホイ！　うむ。仮契けい約やくならこんなもんでいいじゃろ」

「いやいやホントかよ、不安しかないぞ？」

「光の精せい霊れいが言うんじゃ、大だい丈じよう夫ぶったら大だい丈じよう夫ぶじゃよぉ。では早さつ速そくじゃが、策を授さずける……の前に、ほれ。そこなオナゴども、ジャンケンせい、ジャンケン」

「？　えっ？　私わたし達たち……ですか？」

　いきなりサンクに話を振ふられ、困こん惑わくして首を傾かしげるコルル、ファニル、リュフェの三人娘むすめ。

「ちょっと、何でいきなりジャンケンなんかしなきゃなんないのよ！　こんな状じよう況きようで！」

「なぁに、そなたらも妾わらわの秘策に組くみ込こむでな。じゃが一人で良よい。これは選せん抜ばつ試合じゃよ」

「ん。そういう事なら、やぶさかではないのですます」

　趣しゆ旨しを理解した三人は、言われた通りにジャンケンをする。接戦になるかと思いきや勝負は一いつ瞬しゆん。勝利の女め神がみが微笑ほほえんだのは、コルルだった。

「やったーっ！　私が勝ちましたっ！　ルシエル様褒ほめて下さい！」

「いやこれ、褒ほめるべきところなのか？　こいつらがジャンケンするのと村を守るのが、一体どう関係してるんだ？」

「密接に関係しておるとも。さぁ皆みなの者、耳を貸せ。妾わらわが提唱する作戦はこうじゃ」

　興味がなさそうな魔ま王おうを除き、ジャンケンをした三人と俺おれはサンクの内ない緒しよ話ばなしに耳を貸す。

　しかし……そこで提示された作戦は、俺おれにとってあまりにもあんまりな内容だった。

「そ、そ、その作戦……いいですね、すっごく!!　成功失敗関係なしに素す晴ばらしいです!!」

「そ、そんな作戦だったなんて……！　んああぁぁっ、力ずくでもあたしが勝つんだったわ！」

「ふむふむ、そういう作戦ですますか。コルさんはおめでとう、ファニさんは残念賞ですます」

　この反応だよ、ったく。こいつら俺おれを何だと思ってんだ、（比ひ較かく的てき）まともなのはリュフェだけか。

「あぁもういい！　最終的にそれしかねぇなら、なるようになってやる！　おいコルル、作戦開始だ！　トルチェがいるのはどの門だ!?　匂においで分かるだろ！」

「と言われましても、私トルチェさんの匂においを知りませんので……」

「トルチェは王族だぞ？　お前らの言う美味うまそうな匂においを辿たどればいいんじゃないのか？」

「あぁなるほどぉ！　だったら西門です！」

　って、即そく答とうですかい。自分で言っといてなんだけど、そこまで違ちがいがあるもんなのね……。つまり俺おれからも、魔ま物もの的美味うまそうな匂においが常時放たれてるんだろうか？　そう考えるとコルルの我が慢まん強づよさって、中々大したもんなのかも。

　何にせよ、こういう時のコルルの嗅きゆう覚かくは当てにできる。

　作戦の要かなめである俺おれとコルルを筆頭に、サンク、ファニル、リュフェ、それから一応魔ま王おうの六人は、ラスボス・トルチェが待ち構える西門へと向かうのだった。

　という事で、やって来ました西門前。

　一か月も滞たい在ざいしておいて初めて来たってのが自分でも驚おどろきだが、まぁそれだけ色々あったんだよ。この村を知しり尽つくそうと思ったら、ちょっとやそっとじゃ済まなそうだ。

　門の前には、以前話に聞いた〝リルネフ〟という門番が立っており、俺おれ達たちの登場を待まち侘わびていた。

「……ようやく来たようね、古いにしえの盟約者達たち」

「リルネフさん！　お疲つかれ様さまですっ！　騎き士し団だんはもうすぐそこまで？」

「えぇ。絶望の風がさっきから騒さわいでいるわ。この村に、良くないモノがやって来ようとしている。嗅かぎ分わけるのは得意な方よ」

　やたらと芝しば居いがかった口調で言って、自身の鼻を指で軽く叩たたいてみせるリルネフさん。

　これって演技？　それとも素？　いや、素なんだろうなぁ……だって凄すごい見た目してるし。

　派手な目め隠かくしして、両手も鎖くさりで縛しばり上あげて、シルバーの装そう飾しよく品ひんがジャラジャラ。髪かみも綺き麗れいだし顔立ちからしても美人そうなのに、何かもう色々と残念な要素しかないお姉さんだ。

「盟約者コルル、我わが右みぎ腕うでの解放を。八逆の罪を背負いし咎とが人びとが、禁きん忌きを犯おかす者達たちに甘かん美びなるレクイエムを奏かなでるでしょう」

「あー、コルル？　このヒトは何て言ってるんだ？」

「右みぎ腕うでの鎖くさりを解いてくれたら、私も騎き士し団だんと戦うって言ってますね」

「自分で解けないのかよ……」

　ならむしろどうやって縛しばった？　というか何な故ぜ縛しばってるの？　そしてコルルはよくこのヒトの言葉を理解できるな……って、ここにきて一気に謎なぞが増え過ぎだろ。

「えっと、リルネフさん？　俺おれ達たちは別に、騎き士し団だんと戦いにきた訳じゃないんです」

「なるほど……ね。それはつまり、混こん沌とんたるバベルの戒いましめに抗あらがおうという事かしら？」

「うん、多分そう」

　もう分かんないからそれでいいや。とにかく、俺おれはリルネフさんを説得して村の中に引ひっ込こんでもらうと、西門の一歩外へ。そこでトルチェの到とう着ちやくを待ち構えた。

　それから数分後──いよいよこの『モンスティエラ』に、決戦の時が訪おとずれる。

　一いち輌りようの豪ごう華かな馬車を護まもるようにして行軍する、黄金の騎き馬ば隊たい。

　周囲を木々に囲まれた地形にも拘かかわらずその隊列は美しく、騎き士し団だんの中でも精せい鋭えいが集められている事がはっきりと分かった。もし間ま違ちがって戦いにでも発展したら、やはりただじゃ済まなそうだ。

「あら？　あらあらっ!?　まぁまぁまぁまぁまぁ!!　お兄様ではありませんのっ！」

　その時。御ぎよ者しや台だいに足を組んで座すわっていた少女が、甲かん高だかい声を上げて立ち上がる。

　あどけなさの中にキラリと光る、王者の風格。嫌いや味みなほどに隙すきのない佇たたずまい。

　そう……あいつこそが、俺おれの妹。良くも悪くも俺おれの生活を一変させた、全ての元げん凶きよう。

　ステファノス家の第一王女にして、次期聖王候補──トルチェ・Ｆ・ステファノスだ。







　遠目に俺おれを見つけるや否いなや、トルチェは目を輝かがやかせて馬車を飛び降り全力ダッシュ。様子を見ていた魔ま王おうが思わず唸うなるほどのスピードで俺おれの前までやって来た。

　おいおい、ドレス姿でそのスピードとかチート級だろ。やっぱ俺おれなんかとは格が違ちがい過ぎるな。ひょっとして歴代の聖王候補の中でも一番なんじゃないのか？
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「わあ、美味おいしそ……可愛かわいい子ですねっ。この子がルシエル様の妹さんですか？」

　おいコルル、お前今何て言いい掛かけた？　ったく、しっかりしてくれよ。いい魔ま物ものだって思われたいならちょっとは自重してくれないと。

「あぁ、こいつが妹のトルチェだ。でも見た目に騙だまされるな、常に一定の距きよ離りを保っておけよ」

「え～？　そんな大おお袈げ裟さな。とってもいい子そうに見えますけど」

　確かに、外見だけ見れば天使のソレだ。

　これぞ緑の黒くろ髪かみと呼ぶに相応ふさわしい、長く美しい髪かみ。それはまるで、深い夜空のように神秘的だ。ストレートでも充じゆう分ぶんに魅み力りよく的だが、その髪かみは品のあるハーフアップでまとめられ、可愛かわいらしさと大人らしさを見事に同居させている。

　華きや奢しやな体格はリュフェに近く、また目の色もリュフェと近い深しん紅く。まるでルビーのような、母さん譲ゆずりの大きな瞳ひとみだ。全く、見れば見るほど可愛かわいらしい。兄として鼻が高いよ。

　……でもな……それに騙だまされちゃあ駄だ目めなんだ。

「一つ言っとくぜ、コルル。こいつの悪あく趣しゆ味みのお陰かげで、城が魔ま物ものの剝はく製せいだらけだと知っても……お前は同じ事が言えるか？」

「!?　ぜ、絶対に近付きましぇんッ！」

　よし、いい子だ。

　俺おれは注意喚かん起きを済ませると、更さらに一歩を踏ふみ出だす。まずは再会を祝して、何か適当に声を掛かけておくか。

「トルチェ……久ひさし振ぶりだな。元気にしてたか？」

「まぁ！　トルチェの心配をして下さいますの？　ですがご安心を。トルチェはこの通り元気一いつ杯ぱいですわ。それにお兄様と離はなれ離ばなれになったこの一か月……これといって寂さびしさも感じておりませんでしたのよ？」

「え、そうなのか？　何だよ、随ずい分ぶん冷たいじゃないか。毎晩泣いてるかと思ってたのに」

「いいえ。だってお兄様なら、いつもトルチェの傍そばにいて下さいましたもの。寝ねても覚めてもいつだって隣となりに……ほら！　今だってそこに、あっ！　そっちにも！」

　ヤバイ、こいつ幻げん覚かく見てやがる！　寂さびしさ通とおり越こして最悪の禁きん断だん症しよう状じようが出てるじゃねぇか！

「一か月も帰らなくて悪かった！　ほら、もう大だい丈じよう夫ぶだから一いつ緒しよに帰ろう。帰って早く医者に診みてもらわないと、な？」

「いいえ駄だ目めですわ。それだけでは……ね」

　刹せつ那な──背筋が凍こおるほどの殺気がその場に満ちる。それはもちろん、トルチェから放たれたものだった。

「トルチェの愛するお兄様……なぜですの？　なぜ一か月もの間、お城に帰って来て下さらなかったんですの!?　お兄様であれば、魔ま王おうを倒たおして帰き還かんするまでの全工程を一晩でやって下さる見み込こみでしたのに！」

「できるかそんな事っ!!」

　盛せい大だいに見み込こみ違ちがいだよ！　どんだけ人を買かい被かぶれば気が済むんだこの妹は！

「ですが、トルチェは先日やっと理解いたしましたの。お兄様はこの『モンスティエラ』とかいう村の者達たちに捕つかまり、留とどまるように洗脳されていたのだと……」

　怒いかりから一転、穏おだやかな口調でそう呟つぶやくと、トルチェは口調とは真逆の鋭するどい眼光でコルル達たち異種ゼノを睨にらむ。これには気の強いファニルが黙だまっていなかった。

「は、はぁ!?　ちょっとあんたねぇ、言うに事欠いて何よソレっ！　洗脳なんかするワケないでしょ!?」

「あら、そう。洗脳ではないとすると……まさか床とこを一いつ緒しよになさったとでも!?　汚けがらわしい！　不潔ですわ！　どうせその豊満な胸でお兄様を惑まどわせたのでしょう！」

「んなっ!?」

「!?　ほ、本当なのかそれはっ!!」

「黙だまれ魔ま王おう！　ここぞとばかりに食い付いてくんな！」

　全くけしからん。もしそんな事実があったなら全力で肖あやかりたいわ……じゃなくて！　ファニルはそんなふしだらな女なんかじゃねぇ、もっと純じゆん粋すいで純真な女なんだよ、意外にも。

　現に見てみろ、色々とあられもない妄もう想そうをしちゃって全身から煙けむりが噴ふき出だしてるじゃねぇか。……って、比ひ喩ゆじゃなく出てるけど、マジで大だい丈じよう夫ぶ？

「と、とにかくファニルは少し落ち着け、気持ちは分かるけど。……トルチェもさ、そんな決め付ける事はないだろ？　ここにいるコルルはな、行き倒たおれた俺おれを迷わず介かい抱ほうしてくれたんだ。ファニルもリュフェも、みんな色々と良くしてくれた。俺おれの大切な恩人達たちなんだ」

「恩人？　あらあらあら、やはり洗脳が進んでいるようですわね。では百歩譲ゆずって、お兄様は確かに恩を売られたのだといたしましょう。ですが、その真意は？　所しよ詮せんは魔ま物ものモドキの村ですもの、どうせ隙すきあらばお兄様を食べようとキープしていただけではなくて？」

「いやいや、そんな訳ないだろ。なぁコルル？」

「……」

「って無言で目を逸そらすんじゃねぇ！」

　図星か！　図星なのか！　何とか言ってくれよコルル！　レグナでもエルバイドでもいい！

《誤解しないで下さい、ルシエル様。図星だったのは半分だけですので》

「半分当たりの時点でガッカリだよ！」

　ホントどうなってんだこの村！　守ってやるべきか怪あやしくなってきたわ！

「ちょっとルシエル。コルルちゃんの意見をこの村の総意みたいに思わないでくれる？　あたしは別にあんたをキープしてたつもりはないわ」

「そ……そうなのか？　いや、そうだよな、うん」

　やれやれ、油断も隙すきもない。トルチェの口車に乗せられて、危あやうくみんなを信用できなくなるところだったぜ。

「でもファニさん。ファニさんは、ルシさんが王族だという事を最近まで知らなかったのですますよね？」

「あ……」

　リュフェ……お前はやっぱり賢かしこいな。でも、今はその賢かしこさで余計な事に気付かせてくれなくてもいいんだぞ？　お前がわざわざそこに突つっ込こまなければ、俺おれは気持ちよくみんなを信じられたのに。

　あぁくそ、駄だ目めだ。気付いちまったからには、聞いてみたくてしょうがねぇ。

「ファニル。俺おれが王族だと知ってからは、どうなんだ？　キープしたい気持ちはあったのか？」

「え、えぇ～っとぉ……」

　頼たのむ、噓うそでもいい。「そんな事はない」と、そう答えてくれ、ファニル！

「そ、そんな事ないわよ。……ちょっとしか」

　オッケー、表おもて裏うらの無いイイ子だな、ファニルよ。感動して思わず涙なみだが出そうだわ。

「あぁっ、なんと可か哀わい相そうなお兄様……。ですがもう安心ですわ。このトルチェが来たからには、魔ま物ものモドキの村など綺き麗れいにお掃そう除じいたします。お兄様を誑たぶらかした報むくいですわ」

　這はいつくばって震ふるえる俺おれの頰ほおに手を差さし伸のべ、慈じ愛あいに満ちた瞳ひとみで俺おれを見つめるトルチェ。俺おれは一いつ瞬しゆんそれに笑え顔がおで頷うなずきそうになるのを何とか堪こらえ、やんわりと否定した。

「いや、そこまでする必要はないさ。俺おれがこの村のヒト達たちに救われたのは紛まぎれもない事実だからな。なぁトルチェ。お前はさっきから魔ま物ものモドキだなんて言うけど、そんなんじゃないんだよ。彼かの女じよ達たちの事を知れば、お前もきっと友達になれる」

「！　とも……だち……？　彼かの女じよ達たちと……？」

　その時。思おもい込こみという名の狂きよう気きに陥おちいっていたトルチェの心が、ぐらりと揺ゆらいだような気がした。

　これはチャンスだ！　このままもう一ひと押おしすれば、サンクの立てた作戦に頼たよらずとも丸く収められるかもしれない！

　俺おれは友情パワーで畳たたみ掛かけるべく、コルル達たちに何かアピールするよう合図を送った。それを見た三人は強く頷うなずくと、トルチェの前に歩み出る。

「わたしの名前は、リュフェというですます。ルシさんには大変お世話になって、心から信しん頼らいしているですます。その妹さんとなら、絶対仲良くやれる気がするですます」

「リュフェ……さん……」

　よし、いいぞいいぞ！　流石さすがはリュフェだ、その調子で畳たたみ掛かけろ！

「あたしはファニルよ。い、一応ね、あたしもルシエルにはお世話になってるのよ。料理を習ってるんだけど……妹なら知ってるでしょ？　兄の料理の腕うで前まえ。良かったらさ……一いつ緒しよに料理の練習とかしてみない？」

「料理を……トルチェと、一いつ緒しよに……？」

　オッケー！　効いてる効いてる！　さぁコルル！　最後の一いち押おしは任せたぜ！

「トルチェさん、私、コルルっていいます！　この村の門番の一人で、ルシエル様は私に自信をくれました。ルシエル様は私を恩人だと言ってくれますけど……私にとっては逆なんです。とってもいい人ですよね。あなたが自じ慢まんしたくなる気持ち、私よく分かります」

「コルルさん……」

　くっ、ここでそんなカミングアウトだなんて……今のは俺おれもジンときたぜ。これはもう勝ったも同然だ。トドメのセリフ、お願いします！

「えへへ。だから私、思うんです。ルシエル様の妹であるトルチェさんとも、同じように仲良くしたいって！　さぁ、私とお友達になりましょう！」

　よっしゃ決まったぁ！　どうせ土ど壇たん場ばでレグナと一いつ緒しよにボケるんでしょ？　とか密ひそかに思ってたけど、そんな事なかったな！　完かん璧ぺきな説得をありがとう、みんな！

　さぁどうだ？　これでトルチェの頑かたくなな心も完全に解ほぐれたはず。

　黙だまって返答を待つ事、数秒。俯うつむいていたトルチェは顔を上げると、俺おれさえ見た事もない晴れやかな笑えみを浮うかべて、こう言った。




「よく理解いたしましたわ。この村、やはり潰つぶす事にいたしましょう」




　…………。

　……………………。

　え？　トルチェさん……今なんて？

「お、おいトルチェ？　ここはみんなで手を取り合って大団円のシーンであってだな？」

「そんな訳がありませんでしょう？　お兄様。あぁ、このお三方のなんと楽しげな事。よほど充じゆう実じつした一か月だったのでしょうね。ですがその一か月……本来ならトルチェ一人が独どく占せんできるはずの時間でしたのよ！」

　ビシっとコルル達たちを順に指差し、怒いかりの雄お叫たけびを上げるトルチェ。

「お兄様をお世話するのもお世話になるのもこのトルチェ！　お料理を習うのも、自じ慢まんに思うのもこのトルチェ一人で充じゆう分ぶん！　トルチェの愛するお兄様は、他の誰だれにも渡わたしませんわぁ!!」

「……噂うわさに違たがわぬ傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりだな」

「うむ。こればかりは魔ま王おうに同意するわい」

　おい、なに揃そろって肩かた竦すくめてんだ、魔ま王おうと光の精せい霊れいサマ。諦あきらめが早過ぎやしませんかねぇ。

　……いや。そうは言っても実際問題、ここらが潮時か……。

　どうも我わが妹サマは、俺おれが思った以上に愛の根が根深くていらっしゃる。それ自体は喜ぶべき事なのかもしれないが、それで村一つが潰つぶされちゃあ堪たまったもんじゃない。

　仕方ねぇ。やっぱここは予定通り、『プランＢ』を実行しなきゃならないみたいだな。

「コルル」

「！　は、はいっ！　やるんですね!?」

　目配せした俺おれの意図を悟さとり、コルルは緊きん張ちようの面おも持もちで身構える。作戦には参加しないファニルとリュフェからも、頑がん張ばれという声無きエールが視線に乗せて届けられた。

　大だい丈じよう夫ぶだ。この作戦に準備はいらない。いるのは俺おれの……聖王としての、覚かく悟ごだけ。

　さぁ……それじゃあ始めようか。

　このルシエル。文字通り命を懸かけた──一世一代の茶番劇をなっ!!

「待ちなトルチェ！　気付いてくれねぇみたいだから自分から言っちまうが、俺おれはこの村の連中に誑たぶらかされてたって訳じゃねぇ。待ってたんだよ！　お前がここに来るのをな！」

「なっ……!?　そ、それは一体……どういう事ですの!?」

「どうもこうも、お前にカッコイイところを見せつけてやるためさ。お前ほどの天才なら肌はだで感じてるんだろ？　この村の連中が、割と油断ならねぇ強さの持ち主だって事を。でもってここには都合よくも、あの魔ま王おうまでいる」

「え!?　どこですの!?」

「あそこ」

「……余が魔ま王おうノクスだ。悪名は予かねてより聞いているぞ、王女トルチェ」

　あまり関わり合いになりたくなさそうな顔で手を上げる魔ま王おう。驚きよう愕がくの事実を聞かされ目を見開くトルチェに、俺おれは続ける。

「俺おれはお前の自じ慢まんの兄だぜ？　魔ま王おうをただ倒たおすだけだなんて簡単過ぎて欠伸あくびが出ちまう。だから俺おれは魔ま王おう城じようを去ったが、そこで偶ぐう然ぜんにもこの村を見つけた。なぁトルチェ……この村の連中と、魔ま王おう。その両方を一いち網もう打だ尽じんにできたら……俺おれってば超ちようカッコいいよな？」

「そ、それはもう、鼻血モノですわっ！　まさかお兄様、それをトルチェに見せるために？」

「そうだ！　お前の……いや、お前だけのために、最高の見せ場を取っておいてたのさ！」

「まぁ……！　このトルチェだけのために？　そんなのって……感っ激ですわぁ!!」

　よし、いいぞ。俺おれ渾こん身しんの煽あおり文句で、トルチェが俺おれに抱いだく期待は最高潮に達したはず。さぁ、最後の一ひと押おしだ！

「見てろトルチェ！　そして酔ようがいい！　今からお前のお兄様が、世界一カッコよく魔ま物ものの群れをやっつけてやるぜ！　うぅぅぉぉおおおおーーーーッッ!!」

　人生最大の気合いと共に、俺おれは疾しつ走そう。全ぜん身しん全ぜん霊れいを込こめた握にぎり拳こぶしを、コルル目め掛がけて大きく振ふり上あげる。

　トルチェ……これから俺おれのする事を、よく見ておけ。何度もできない事だからな。

　俺おれの息いき遣づかい……間の取り方……その一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくを！

　その目に……その心に……！　しかと焼き付けやがれっ!!




　──バクンッ！




「」

　その瞬しゆん間かん、トルチェの声無き悲鳴が俺おれの耳に届いた。

　いや、本当は普ふ通つうに何かを言ったのかもしれないが、今の俺おれにそれを知る術すべはない。

　何故なぜなら今の俺おれは、コルルの常時オリジンフォーム──レグナに、丸まる吞のみにされたのだから……。







　今こそ明かそう。これこそ霊れい験げんあらたか、光の精せい霊れいアルマサンク様がお授さずけ下さりやがった冷れい酷こく無む残ざんな作戦プランＢ。その名も『妹に幻げん滅めつされよう作戦』の正体だ。

　トルチェは、兄である俺おれにとにかく懐なつき過ぎている。その感情がエスカレートした結果が、今回の襲しゆう撃げきだ。愛する兄を一か月もの間奪うばわれた怒いかりが、トルチェの狂きよう気きを倍増させた訳だな。

　でも……そんなトルチェがもし、俺おれに激しく幻げん滅めつしたとしたら？

　作戦前にサンクがスウィーツで例え話をしたが、それを当てはめるとこうなる。

　大事に取っておいたスウィーツが、何者かに盗ぬすまれた。だがそのスウィーツは……〝腐くさっていた〟。そうと分かれば、盗ぬすまれた怒いかりも幾いく分ぶん収まるだろ？

　ちなみにこの場合の腐くさったスウィーツとは、俺おれの事だ。

　散々大見得切って、痛いくらいにカッコつけたら準備は完かん了りよう。俺おれが強くてカッコいい兄だと信しんじ込こんでいたトルチェの前で、あっさりコルルに喰くわれてみせる。

　すると「うっわダッサ！　こいつただの雑魚ざこだったんじゃん！　もうえぇわ……」となり、百年の恋こいも冷める……と。

　トルチェが愛した強くてカッコいい兄は、実は強くもカッコよくもなかった。そう演出する事でトルチェは俺おれへの愛と執しゆう着ちやくを一気に失い、大人しく城に帰っていくって算段だ。

　目の前で兄が喰くわれて、寧むしろ怒おこったりはしないのかって？　ないない、あのトルチェに限ってそれはない。

　しくじりゃ間ま違ちがいなく死ぬような試練を、何度となく課し続けてきたあいつだぜ？　そんなまともな感性を持ち合わせてる訳がない。これは今まで付き合ってきた兄としての、確信だ。

　ちなみに誤解がないよう言っとくが……これはあくまでも作戦上の演出であって、ホントの俺おれはカッコいいんだからな？　弱いけど。そこだけは勘かん違ちがいしないよーに。

　……とまぁそんな言い訳はさておき、一つ問題だったのはこれを実行すると俺おれが死ぬ事なんだが……それは〝光の加護〟があればどうとでもなる問題らしい。

『無才の王子』だった俺おれは知るべくもないが、〝光の加護〟とは加護を享うけた者が死んだ時、一度だけ蘇そ生せいできる力なんだそうだ。

　かつて魔ま王おうと戦い、敗北した俺おれの親父おやじ。それが何で今も平気な顔で生きているのか……思えばずっと不思議だった。けど、それはひとえに〝光の加護〟のお陰かげだったのだ。

　倒たおされてしまっても生き返れるから、恐おそれず全力で魔ま王おうと戦えって意味の力らしいが……今回の件を差し引いても、やっぱサンクって相当無む慈じ悲ひな精せい霊れいだよな……。







「……って、あれ？　そういや俺おれ、何でこんなに長い事解説してられるんだろ？」

　喰くわれて死んじまったのなら、生き返るにしたって一いつ瞬しゆんくらいは意識が途と切ぎれたりしそうなもんだが……。

　そんな疑問が浮うかんだ直後、俺おれの体は凄すさまじい勢いで後方に吹ふき飛とばされる。何事かと思った時には尻しりに衝しよう撃げきが走り、俺おれは地面に尻しり餅もちを突ついたのだと理解した。

「あれ……俺おれ……生きてる？　何で？　ってか、もうベッタベタじゃねぇかこれ！」

　俺おれの全身は、謎なぞの粘ねん液えきでベットリ。喰くわれた以上は胃液かなとも思ったが、違ちがう。これは多分、ヨダレだな……。

　意味が分からない。そうして惚ほうけている俺おれに対し、いつも通り緊きん張ちよう感かんのない声でコルルが言った。

「ルシエル様、おかえりなさ～い」

「コルル……これは一体、どういう事だ？」

　尋たずねられ、コルルは短く息を吞のんで頰ほおを搔かく。そんな彼かの女じよにレグナが何かを耳打ちすると、コルルはバツの悪そうな顔で答えた。

「いや～……今回の作戦、お互たがい合意のもとでルシエル様を食べるチャンスだったんですけどね？　でも何て言うか……ルシエル様を本当に食べちゃうのは、何かヤダなぁって」

「やだ……？」

「はい。だって、大切なルシエル様ですから。加護の力で生き返るからって食べちゃうなんて、やっぱり良くないなって思ったんです」

　あぁ……そういう事か。コルルのヤツ、土ど壇たん場ばでレグナに言って、俺おれを飲のみ込こまないようにしてくれたんだ。レグナはその間ずっと俺おれを口に含ふくんでいたから、ヨダレまみれって訳だな。

「そうか……コルル、食欲と好こう奇き心しんをそこまで制せい御ぎよできるようになったんだな。見直したぜ」

「えっへへ！　それほどでもないですけど、見直したのなら撫なでて下さい！」

「俺おれ、今ヨダレまみれだけどいいか？」

「やっぱり後にして下さい」

　そうかよ。言っとくがお前自身のヨダレみたいなもんだからな？　これ。

「ところでトルチェの姿が見えないが……ひょっとして作戦成功か？」

　俺おれは誰だれにともなくそう尋たずねる。ついでに魔ま王おうの姿も見えないのが気になったが、その質問にはファニルが真っ先に答えてくれた。

「まっ、成功っちゃあ成功ってとこ？　ちょ～っと、想定とは違ちがったんだけどね」

「想定と違ちがう……って、どういう意味だ？」

「何かね、言うほど幻げん滅めつした風には見えなかったっていうか……まぁそれは話すと長くなるし、また今度で」

　何だよそりゃ。気になるじゃねぇか。俺おれがレグナにモグモグされてる間に、一体何があったってんだ？

「それより……ルシさんはこれから、どうするのですます？」

　納なつ得とくがいかないでいた俺おれに、今度はリュフェからの質問が飛んでくる。これはもう、考えずとも決まっている事だ。

「どうするって、当然帰るさ。自分の城にな。騎き士し団だん襲しゆう撃げき騒そう動どうでうやむやになっちまったけど、もともと帰って妹の性しよう根ねを叩たたき直なおすつもりだったんだから」

　それにこのまま放っておくと、俺おれが死んだと思われたままになっちまう。トルチェはともかく、この事が親父おやじや母さんの耳に入ったら、それこそ国を挙げての弔とむらい合がつ戦せんに発展しちまうかもしれないしな。

「……残念ですますが……妹さんの性しよう根ねを直すのは、もうルシさんには不可能ですます」

「？　どうしてそう思うんだ？」

「今回の一件で、ルシさんは妹さんに幻げん滅めつされたのですます。〝敬愛する兄〟だった頃ころならまだしも、〝ダメ兄〟のレッテルが張られた今のルシさんの言葉なんて、今いま更さら聞く耳なんか持ってくれないですます」

「！　そ、それは……」

「こんな事は言いたくないですますが……今お城に帰っても、周りから辛つらい事を言われる日々が待っているだけですます。妹さんの更こう生せいは親おや御ごさんに任せればいい。生きてる事は手紙で伝える事もできる。正直言って、ルシさんが帰る必要は、もうどこにもないですます」

　そりゃ……そうかもな。俺おれが帰ってしようと思っていた事は、ぶっちゃけ俺おれじゃなくてもできる事だ。帰ったところで、きっと誰だれ一人ひとり俺おれを必要とはしないだろう。

　でもさ……帰る家があるのに、いつまでも『モンスティエラ』で厄やつ介かいになってはいられない。辛つらい想おもいをするから帰りたくないってのは、俺おれからすればただの逃にげだ。

「忠告ありがとな、リュフェ。でもこれは俺おれなりのケジメなんだ。満月は目前。城はすぐそこ。なら帰らなきゃ。それが普ふ通つうの事なんだから」

　俺おれの答えを聞くと同時に、リュフェはもどかしそうに顔をしかめて首を振ふる。そして俺おれが骨折しない程度に加減して手を握にぎると、真まっ直すぐな眼まな差ざしでもって言った。

「ルシさん。〝自分の家に帰るのは当然。考えるまでもない事〟……そんな風に思考停止をする前に、もう一度よく考えてみてほしいですます。考えるまでもない事を真しん剣けんに考えた時……ルシさんはどんな答えを出すのですます？」

　やれやれ……手厳しいな、リュフェは。でもそれはきっと、俺おれ以上に俺おれの事を考えてくれているからなんだと思う。

（思考停止をせずに、考かんがえ抜ぬいた俺おれの答え……か）

　帰るべき家があるのに、そこに帰らない事。それはただの我わが儘ままなんじゃないのか？　家族が心配しようがしまいが関係ない。必要とされているかどうかも、関係ない。

　なら、その逆は？　帰らないでと願う人がいる場所から、意地を張って立ち去る。それもまた我わが儘ままなんじゃないのか？

　分からない……俺おれは一体どうしたらいい？

　俺おれはいつだって『無才』だった。誰だれもが俺おれに理想を押おし付つけ、そしていつしか見向きもされなくなった。居ても居なくても変わらない、そんな存在になったんだ。

　だからさ……本当に分からないんだよ。

〝居てほしい〟と、ここまで誰だれかに求められた事なんて……一度もなかったから──。

「ルシさん」

　思おもい悩なやむ俺おれの耳に、リュフェの優やさしい声が届く。

　ハッと我に返って前を見ると、そこには彼かの女じよにしては珍めずらしい温かな笑え顔がおがあった。

「わたしの図書館に興味を持ってくれてるのは、今のところルシさんとマオさんだけですます。できればこれから先も、わたしのサポートをお願いしたいですます」

　言って、ペコリと浅く頭を下げるリュフェ。

　あぁ……分かるよ。馬ば鹿かな俺おれにもちゃんと伝わってくる。彼かの女じよはこんなにも、俺おれを必要としてくれてるって事が。

「あ、あ～、ゴホン！　ルシエルちょっといい？」

　そんなリュフェに続いて声を掛かけてきたのは、わざとらしく咳せき払ばらいをするファニルだ。若じやつ干かん落ち着きのない様子の彼かの女じよは、たどたどしい口調で言う。

「い、一応言っておくとね？　あたしは料理人としてまだまだ半人前よ。そんな弟で子しを途と中ちゆうで投げ出すとさ、自己流で色んなレシピを試ためして極ごく悪あくな料理を作っちゃうかもしれないけど……それでいいワケ？　あまりの不味まずさに世界が滅ほろびちゃうかもよ？」

　おいおい、そりゃ脅きよう迫はくのつもりか？　ファニル。一体どんな引き止め方だよ、ったく。

　弟で子しの見事なまでの不器用さに、俺おれは思わず苦く笑しようする。そしてそんな慣れない事をしてまで引き止めようとしてくれる彼かの女じよの気持ちも、俺おれに間ま違ちがいなく伝わった。

「ルシエル様……」

　その時、少し控ひかえめな調子の声が俺おれの名を呼ぶ。

　最後に想おもいを告げにきたのは、俺おれの命の恩人──コルル。

「あのですね……私も、本当はルシエル様ともっと一いつ緒しよにいたいです。私ってば色々と未熟だから、知ってるんですよ？　誰だれからも褒ほめてもらえないのは、とても怖こわい事だって。だったら……お手軽に褒ほめ合っていきましょう！　お互たがい褒ほめられない者同士で！」

「お前は不器用過ぎだろコルル」

　何かイイ感じの言葉が出てくるかと思ったら、最後の最後で煽あおってくるんじゃねぇよ。

　はぁ～……全く溜ため息いきが出る。でもこれは正直言って……いい溜ため息いきってヤツだ。

「ったく。ホントにお前らってヤツはさ……」

　みんなの気持ちは充じゆう分ぶんに受け取った。ここまで言わせといて、ハイさよならってのは流石さすがにナシだろ。意地を張るより胸を張って生きてこそ男ってもんだ。

　村に残れば、きっとその分の問題もあるだろう。俺おれが生きてる事を手紙で伝えりゃ、今度は親が軍を率いてやって来るかもしれない。いや、そんな事よりももっと、思いも寄らない問題が出てくるのかもしれない。

　けど、それならそれで構わない。全部を引っくるめた上で──もう決めたんだ！

「よぉし、そこまで言うなら俺おれもお前らを見習って、やりたいようにやらせてもらう！　折角妹から解放されたってのに戻もどるなんざ愚ぐの骨頂！　城の連中にいびられるのも、もう沢たく山さんだ！」

「「「そ、それじゃあ……」」」

「あぁ。俺おれはこの村に残る。お前らもまだまだ頼たよりないとこがあるからな。これからはもっともっと人間らしく振ふる舞まえるようにしごいてやるから、覚かく悟ごしとけ！」

「！　ホントですか!?　やったーっ！」

「フフン、最初から素す直なおにそう言えばいいのよ」

「ただし！　今後は俺おれを食い物扱あつかいするんじゃねぇぞ？」

「了りよう解かいですます」

　…………。あれ？　返事は？　リュフェの声しか聞こえなかったけど。

「なぁ……コルル、ファニル。俺おれをもう食い物扱あつかいはしないよな？　約束してくれるよな？」

　返事がない。ただの……いやいやいや!!　俺おれ絶対誤ご魔ま化かされないからな!?　凄すごく重要なとこだよここ!!

「いや～……たまにさ、ちょ～っとだけ甘あま嚙がみさせてもらうくらいなら……ダメ？」

「いや駄だ目めに決まってんだろ！　ファニルの甘あま嚙がみは全く甘あまくなさそうなんだよ！」

「じゃあ指先をペロッと舐なめるだけ！　ほんと、先っちょだけ！　先っちょだけだから！」

「それいいファニルお姉ちゃん！　どうですかルシエル様！」

「どうですかじゃねぇよ！　どうしてそれなら通ると思った!?」

　そんなの誰だれが許すか！　下手に味見させて万が一俺おれが美味うまかったら、こいつら今度こそ歯止めが利きかなくなるだろ！

《おいコルル、ここは黙だまって約束しとけばイイんだよ。約束なんてもんは、どうせ破るためにあるもんなんだからな》

《なるほど、口約束という訳ですか。ですが破る前提での約束を約束と呼んで良いものか……》

「しっ！　エルバイドの意見を採用ね。えへへ、食べないって約束しますよ、ルシエル様！」

「オッケー待ってろ、今すぐ誓せい約やく書しよ作るから」

　こいつら相手に、何事も口約束で済ませちゃいけない事を俺おれは学んだよ。

「やれやれ……とりあえず帰ろうぜ？　さっさと体も洗いたいし」

「体を洗う……？　それはつまり、覚かく悟ごを決めたという事ですか!?」

「んな訳あるか！　レグナのヨダレを落としたいだけだ！」

　とその時。それまで啞あ然ぜんとして成り行きを見守っていたサンクが、俺おれに不ふ憫びんそうな目を向けて一言。

「のぅルシエル王子。提案なんじゃが……妾わらわとの仮契けい約やく、もう少し継けい続ぞくしておくかの？　聖王になれという事ではなく、生き返れる保険として。そなたには必要な気がするのじゃ」

「あぁそうだなサンク、そうしてもらえると助かるぜ……」

　何かの間ま違ちがいで喰くわれても生き返れるなら、これほど心強い事はない。こいつらにもう少しくらい人間性を学んでもらうまでは、〝光の加護〟を手放さないでおくべきだ。

　ま……そうだとしても、色んな意味で覚かく悟ごはしといた方がいいだろうな。

　この『モンスティエラ』で厄やつ介かいになる以上、厄やつ介かい事ごとは尽つきなそうだから、さ。
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「一方その頃ころ……と、言うやつかな」

　魔ま王おうノクスは、村の外──それも、少し離はなれた場所にいた。

　時は、レグナにルシエルが飲のみ込こまれた少し後。サンクが提案した『妹に幻げん滅めつされよう作戦』が成功し、トルチェ率いるステファノス騎き士し団だんが村から撤てつ退たいした頃ころである。

　その作戦の一部始終を見ていた魔ま王おうには思うところがあり、先回りして待っていた。待ち人は他でもない、トルチェだ。

「……来たか。おい、王女よ」

「あら、どちら様でしょう？　……まぁまぁ、魔ま王おう様ではありませんの！」

　声を掛かけてきたのが魔ま王おうだった事を知り、トルチェは御ぎよ者しや台だいから顔を覗のぞかせて不敵に笑う。側近の騎き士し達たちは王女を護まもるべく前に出て、一いつ斉せいに剣けんを抜ぬいた。

　しかし対する魔ま王おうは涼すずしい顔で、両手を上げて争う意思がない事を示した。

「ふむ、悪くない反応だ。練度は上々、と言ったところか」

「一体何のおつもりですの？　魔ま王おう様。いえ……そもそもの話、貴方あなたは本当にあの魔ま王おう様なのかしら？　お父様からは、現魔ま王おうはダークリッチであると伺うかがっておりましたが」

「余を疑うか、無理もあるまい。何しろこの姿ではな。さて、ではこれで如何いかがかな？」

　言って、魔ま王おうは自らが生み出した黒い瘴しよう気きから、一ひと振ふりの魔ま剣けんを手た繰ぐる。唯ゆい闇あん剣けん『ゼロラスター』──代々の魔ま王おうが変わらず代名詞とする、唯ゆい一いつ無む二にの愛剣けんである。

「ふふっ、それを出されては疑いようもありませんわね。だとしても疑問は残りますが。魔ま王おう様ともあろうお方が、どうしてあのような村に？」

「どうもこうも、謎なぞ多きあの村には興味が尽つきぬ。……立ち入った魔ま物ものを人の身に変える村。長居すると邪じや気きが洗われるようで時々村を出るが、それでも見た目への影えい響きようは数日持続するようだ。このようにな」

「そのまま綺き麗れいに浄じよう化かされて、魔ま王おうなど引退なさってしまえばよろしいのでは？」

「それは御ご免めん蒙こうむる。魔ま王おうなど性しように合あわぬと思っていたが、こうして永く続けているとそれなりに愛着も湧わくのでな。……さて王女、そろそろ余からも質問をよろしいかな？」

　剣けんを闇やみの鞘さやに戻もどし、両りよう腕うでを広げて問う魔ま王おう。トルチェとしても、魔ま王おうが自分に接せつ触しよくを求めてきた事には興味があったため、二つ返事でそれを承しよう諾だくした。

「答えられる事ならお答えいたしますわ。質問をどうぞ」

「感謝する。余が貴様に尋たずねたい事は二つだ。まず一つ……貴様はどうやって、あの『モンスティエラ』の地に武力を以もつて近付く事ができたのだ？」

「あぁ、そこですの。トルチェも聞きき及およんでおりますわ。あの村は移動式の村、偶ぐう然ぜんに辿たどり着つく事自体が困難であり、ましてや村の危険となる存在を遠ざける結界があるのだとか」

「然しかり。そこに騎き士し団だん総出で襲しゆう撃げきを仕し掛かけようなど、不可能に思えてな。だが貴様は平然とやってのけた……何故なぜだ？」

「簡単な事ですわ。アルマサンクを使ったのです」

「アルマサンク……あの光の精せい霊れいをか？」

　思いも寄らない答えを受け、さしもの魔ま王おうも驚きよう愕がくした。それを楽しむかのように、トルチェは上品な笑え顔がおと共に続ける。

「アルマサンクがこのトルチェを次期聖王に推おしている事には、当然ながら気付いておりましたの。そこでトルチェがわざと暴君を演じれば、失望したアルマサンクは必ずやお兄様のもとへと向かうはず。あとはそれをこっそりと追うだけですわ」

「なるほど……そういう事か。他でもない光の精せい霊れい自身が、無自覚に案内人を請うけ負おわされていたという訳だな……ふ、何とも迂う闊かつなものだ」

　謎なぞが一つ解けた魔ま王おうは、顎あごに手を当て満足げに頷うなずく。魔ま王おうさえも出だし抜ぬいた事に愉ゆ悦えつを覚えたのか、トルチェは少し緊きん張ちようを解いて先を促うながした。

「質問は二つあるのでしたわよね？　お次はどんな質問ですの？　魔ま王おう様」

「うむ。二つめの質問は……王女、貴様の不可解な行動についてだ」

「不可解？」

　何の事だと言わんばかりに、トルチェは首を傾かしげてみせた。演技ではなく本当に思い当たらないようだと判断した魔ま王おうは、勿もつ体たいぶらずに問いをぶつける。

「先さき程ほどの事だ。犬いぬ耳みみ娘むすめにルシエルが喰くわれる無ぶ様ざまを見て、貴様は言ったな？　『とんだ見み込こみ違ちがいでガッカリいたしましたわ！　お兄様の事なんてもう知りません！』と」

「ちょっ、勝手に人の真似まねをしないで下さいな！　しかも全っ然似ていませんし！　全くもう……えぇ、確かにそう言いましたが、それが何か？」

「兄を愛していたのであろう？　愛する者を己おのが目の前で喰くわれて、寧むしろこうは思わなかったのか？　〝兄の仇かたきを討うつため、やはり村を滅ほろぼしてやろう〟……とな」

「その愛は、お兄様が醜しゆう態たいを晒さらすとともに冷めたのですわ。アレはそういう筋書きだったのでしょう？」

「それはそうだが、その口くち振ぶり……まるであやつらの期待に、敢えて応えてやったとでも言いたげだな？」

「だとしたら、貴方あなたに何か不都合でも？」

「不都合などない。が、少々興味を引いてな。……答えられぬか？」

　問われ、トルチェは困ったような笑えみを浮うかべる。そしてこれから話す事を口外しないよう念を押おすと、観念して答えた。

「トルチェはただ、お兄様の素す敵てきなお姿を見たかっただけですわ。……あの頃ころのような」

「ほぅ？　あの頃ころとは？」

「まだ幼かった時の事ですわ。いつものように部屋を飛び出し、一人裏庭で遊んでいたある日……突とつ然ぜんお城に魔ま物ものが侵しん入にゆうしてきて、襲おそわれましたの」

「……ん？　その話……前に魔ま王おう城じようのバーでルシエルから聞いたような……」

「どうかしまして？」

「いや。続けてくれ」

「はい。……その時、誰だれよりも早く駆かけつけてトルチェを救ってくれたのが、お兄様だったのですわ。あぁ、今思い出しても胸が高鳴りますわ！　迫せまり来る敵に恐おそれず立ち向かうあの雄ゆう姿し……まさしく英えい雄ゆう！」

　瞳ひとみの中にハートを生み出さんばかりの恍こう惚こつとした表情を浮うかべ、胸の前で手を組むトルチェ。しかしその話を聞いた魔ま王おうは、それが誤解である事を伝えた。

「悦えつに入いっているところ悪いが、それは誤解だと聞いたぞ。その時貴様を救ったのは兄ではなく、後から駆かけつけた騎き士しであったと」

「あら、お兄様からお聞きになりましたの？　全くお兄様ったら、いつまでそんな事を……それこそが間ま違ちがいだと、トルチェは何度も申しましたのに」

「？　ルシエルの方が間ま違ちがっていると？」

「えぇ。だってそうでしょう？　もしあの場にお兄様がいなければ、後から駆かけつけた騎き士しが守るのは既に死体となった王女です。それに一体何の意味がありまして？」

「！　それは……」

「あの時、お兄様はトルチェを庇かばって重傷を負いましたわ。死んでしまうかもしれなかった。ですがそうと分かっていてなお、お兄様は迷わず身を挺ていしたのです。これほどに素す敵てきな紳しん士しが、他におりまして？」

「……」

「そんなお兄様の偉い業ぎようを、城の誰だれもが評価しない。不満でしたわ。ならばと武ぶ勲くんを立てる機会を与あたえても、お兄様はやる気がないご様子。最終手段として魔ま王おう討とう伐ばつの最短コースを企き画かくしてみれば、まさか一か月も音おと沙さ汰たナシになるだなんて！」

　そりゃそうだろう、と突つっ込こみたくなった魔ま王おうだが、何とか言葉を吞のみ込こんだ。

「ですが……先さき程ほどのお兄様は、久ひさし振ぶりにとても素す敵てきでしたわ」

　昂たかぶる気持ちをやや抑おさえ、静かなトーンで呟つぶやくトルチェ。若じやつ干かん息を荒あららげた彼かの女じよは胸に右手を添そえ、俯うつむき加減に言葉を紡つむぐ。

「守りたいものを守るため、お兄様は再び命を差し出した。自身の死が前提に組くみ込こまれた作戦とも言えない作戦に乗って、あれほど見事に魔ま物ものモドキに食べられてみせるなんて……はぁはぁ、凄すごいっ、凄すご過すぎますわっ！　さすがはトルチェのお兄様ッ！」

　話すにつれてその時の事を思い出したのか、トルチェは再び息を荒あららげて身をくねらせる。

　紅潮した頰ほおに妖あやしく右手の指を這はわせ、そのまま親指の爪つめを甘あまく嚙かむ。そして行き場を失った左手は導かれるようにして下腹部へと伸のび熱く火ほ照てった秘密の、

「おい待て人前だぞ!?　そこまでにしておいた方が」

「仮契けい約やくは済ませていたようですからどうせ〝光の加護〟で蘇そ生せいするのでしょうけれど、だとしてもっ！　生き返るなら死んでやるなんて事を簡単に言えるはずがありませんわっ！　ねぇできまして!?　貴方あなたに！　できないでしょう!?」

「できぬ事もないと思うが……まぁ余は長く生きたし、その辺りの感覚は違ちがうだろうが」

「ふん、別に貴方あなたの同意は要いりませんわ。お兄様のカッコ良さはトルチェだけが知っていれば良いのです」

　と、ここでようやく落ち着きを取とり戻もどすトルチェ。さしもの魔ま王おうも安あん堵どの息を吐はいた。

「とにかくそういう事。今回頑がん張ばって下さったお兄様に免めんじて、望む通りのリアクションを取って差し上げた。それだけの話ですわ。これで質問の答えになりまして？」

「うむ、充じゆう分ぶんだ。手間を取らせたな」

　全ての疑問が晴れた魔ま王おうは、礼を言うと路ろ肩かたにずれて道を開ける。トルチェと騎き士し団だんはそれを尻しり目めに、今度こそ帰路についたのだった。

「……やれやれ。此こ度たびの一件、全ては王女の掌てのひらの上だった……という事か」

　一人呟つぶやき、空を見上げて息を吐はく魔ま王おう。

　実際話してみて分かった。トルチェ王女は、魔ま王おう以上に魔ま王おうらしい。が、一いち概がいに悪女だとも言い切れない。そんな不思議な人間だと、魔ま王おうは思った。

「ルシエルは王女に幻げん滅めつされたと思っているだろうが、結果は寧むしろ逆であったな。王女の狂くるおしいまでの愛情は、少しも冷めてはおらぬ。ほとぼりが冷めたら、一体どれほど燃え上がるのか……ククッ、中々見み物ものになりそうだ」

　謎なぞだらけの村、『モンスティエラ』。

　その村に、問題だらけの王子がいる。

　それだけで、この世界はまだまだ大いに楽しめる──そんな予感に満ちていた。

「さて、帰るか。我らが『無才の王子』のもとに」

　いずれ彼かれも気付くのだろうかと、魔ま王おうは笑った。

　王子には確かに才は無かったが……それ以外の全てが、備わっているという事に。








～Fin.～













あとがき






　皆みな様さま初めましてorお久ひさし振ぶりです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　いや、本当にお久ひさし振ぶりです。まさか前作『ヴァルハラの晩ご飯』の完結から九か月もの月日が流れてしまうとは……。シリーズの続編を出すのと新作を出すのとではやや勝手が違ちがい、アイデア出しに悪あく戦せん苦く闘とうする日々。プロの世界の厳しさを改めて知った九か月でした。

　とはいえ、その長い空白は決して無む駄だだった訳では御ご座ざいません。お世話になっている担当編集者さん達たちと話し合いを重ね、前作を超こえるような作品を生み出す。そのために必要不可欠な時間だったのだと思っています。断じて、スーパー配管工おじさんと長い冒険オデツセイに出ていた訳ではありません。あくまでほんの息いき抜ぬき程度です。えぇ本当ですとも。

　さて、そろそろ本作の内容に触ふれていきましょう。

　本作のジャンルはファンタジー、そしてその中でも、コメディに重点を置いたものとなっております。と言っても、主人公・ルシエルからすればある意味悲劇。一見すると美少女に囲まれた「おいしい」境きよう遇ぐうなのに、彼かの女じよ達たちは食べたら（多分）「おいしい」と物ぶつ騒そうな目を向けてくる。

　果たして俺おれは「おいしい」のだろうか。そんな二重の疑問に苛さいなまれるルシエルの日常を楽しんで頂けたなら幸いです。まぁ……実際に食べられ続けた『ヴァルハラ』の主人公が聞いたら、「そんなのおいしいに決まってるでしょ！」と怒おこりそうですけどね。

　というところで、以降は謝辞になります。

　まずは同期の駱らく駝ださん、松まつ村むらさん。『ヴァルハラ』完結記念にプレゼントして頂いたバッグ、大切に使っておりますよ。祝賀パーティーや忘ぼう年ねん会かいなどで普ふ通つうに持ち歩いていたのでお気付きだったかもですが、何となく面と向かって言う機会を逃のがしまして……。どうか私の事は、口では告白できずに恋こい文ぶみを認める古風な黒くろ髪かみの乙女おとめとして脳内変へん換かん願います。

　そして担当編集者の平ひら井いさん、土つち屋やさん。難産だった本作ですが、お二人のお陰かげでようやく元気な産うぶ声ごえを上げてくれました。ぜひ抱だっこしてあげて下さい。

　そしてそして、イラストのファルまろ様。まさか前作に引き続きお付き合い頂けるなんて、筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい喜びです。よく、自分の文章にイラストが付く事が作家最大の喜びであると聞きますが、私の喜びのサイズも御ご多た分ぶんに洩もれずデカァァァァァいッ説明不要!!

　また、校こう閲えつを引き続き水みず沢さわさんが担当して下さった事も、大変心強く思っております。拙せつ作さくが常に作者の力量以上の仕上がりになるのは、校こう閲えつさんのお力があればこそです。

　その他、拙せつ作さくの出版に携たずさわられました全ての皆みな様さまに感謝と心臓を捧ささげます。

　最後に、拙せつ作さくを手に取って下さった読者の皆みな様さま。本当にありがとうございました！





三み鏡かがみ一かず敏とし
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三み鏡かがみ一かず敏とし

突然ですが、私の名前は三鏡一敏です。そして記念すべき本作の発売日は、３月10日です。なんということでしょう。『三』と『一』の数字が被っているではありませんか。なんか縁起がいいヤッター！　しかも私の誕生日は、３月…………11日なのです。惜しい！
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イラスト／ファルまろ

はじめまして、もしくはいつもありがとうございます。

ファルまろと申します。

『ヴァルハラの晩ご飯』から引き続き三鏡先生の作品の

イラストを担当させていただけて、大変光栄です！

それと最近猫を我が家にお迎えしました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「三鏡一敏先生」係

「ファルまろ先生」係
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[image: ]









[image: ]電撃文庫





マモノな少しょう女じょに囲かこまれたけど、果はたして俺おれは「おいしい」のだろうか。








三み鏡かがみ一かず敏とし





発　行　　　　2018年4月9日





発行者　　　　郡司 聡

発行　　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　https://www.kadokawa.co.jp/





カスタマーサポート

（アスキー・メディアワークス ブランド）

　　　　　　　[WEB] https://www.kadokawa.co.jp/

　　　　　　（「お問い合わせ」へお進みください）





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)KAZUTOSHI MIKAGAMI 2018
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